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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　背徳の街の片隅では、毎日飽きることもなく悲劇が上映されている。

　ろくでなしどもによる盗みや殺しなどは、もはや定番といっていい。運がいい日には、犯罪組織同士の大規模な抗争や、心を喪うしなった〈銀シロガネ使い〉による大迫力の殺さつ戮りくシーンを拝むことが出来るかもしれない。

　ただ、現在この薄暗い部屋で演じられている悲劇は、決して人の目に触れることはない種類のものだった。

　血の滴したたる金かな槌づちを握った大柄な男と、両りよう掌てのひらを極太の釘くぎで貫かれ、コンクリートに磔はりつけにされた瘦そう身しんの男が向かい合っていた。瘦そう身しんの男は自分が悲劇の主人公に配役された現実を認められないのか、首を振りながら大声で喚わめき散ちらす。

「なな何なんだ、てめえは！　ハァ、はっ、クソっ！　いったい何が目的だ！　……おい、これ以上やってみろっ！　俺の仲間が必ず」

「俺がいつ、お前に発言を許可したんだ？」

　夜の底も凍るような声とともに、男は躊ちゆう躇ちよなく金かな槌づちを振り下ろした。直撃を受けた鎖骨が、軽快な音を立てて砕ける。

　少し遅れて、瘦そう身しんの男が身を捩よじらせながら絶叫した。

「ぎゃあああああああああああああああっ！」

「お前の悲鳴は耳に障さわるんだ。これ以上喚わめくな。殺したくなるだろうが」

　瘦そう身しんの男は涙すら流して赦ゆるしを乞うが、金かな槌づちは止まることなく身体からだのあらゆる部位を破壊していく。耐え難い苦痛に、男はこの世に生を受けたことすら後悔し始めていた。

「いいか？　お前が喋しやべっていいのは、あの忌いま々いましい〈施術士〉の居場所だけだ」

「まっ、ままま待ってくれ！」

「さっさと吐け。それとも、まだ他に砕いてほしい骨でもあるのか？」

「な、なあ、本当に知らないんだよ！　あのジジイは居場所を定期的に変えてるんだ！　なあ、いったい……何度説明したら解わかってくれる!?」

　瘦そう身しんの男が言っていることに偽りはなかった。この状況で噓うそをついてまで情報を守る度胸も、〈施術士〉に対する忠義も持ち合わせていなかったからだ。だが拷問吏の手は止まることなく、まだ砕かれていない骨を探して金かな槌づちを振り下ろし続けている。

　そこで、哀れな男は全てを悟ってしまった。

　──ああ、このイカレ野郎は、自分を痛めつけるためだけに拷問を続けているのだ。

　歪ゆがんだ欲求を満たすためか、それとも何かに対する復ふく讐しゆうのためか。

　どちらにせよ、激痛に支配された思考の中で明確な答えを見つけ出すのは不可能だった。

　単調な作業に飽きてしまったのか、大男は金かな槌づちを投げ捨てて、狭い部屋の中央に置かれているテーブルまで歩いていった。大量の針や、鋸のこぎり、万力、スタンガン、薬品の入った瓶などが所狭しと並べられていることに気付いて、瘦そう身しんの男はついに失禁した。これから自分がどうなるのかを想像することすら、身体からだが拒否していた。

　そこでふと、大男は何かに気付いたように手を止める。

「どうしたミア。……今度は自分で選んでみたいのか？　ああ、お前にはその権利があるよ。お前の感じた苦しみに比べたら、さっきまでの罰は確かに甘すぎたかもしれない」

　──罰。

　大男は僅かに熱の籠った口調で言うと、拷問器具を選定し始めた。

「さあ、次はどれで遊んでみたい？　恥ずかしがる必要はない。好きな玩具を選んでみろ」

　幼い子供に語り掛けるような、穏やかな声が続く。

「……鋸のこぎりで足の指を一つずつ切り落とす？　はっ、流石さすがにそこまでしたら死んでしまうだろ。喉をバーナーで炙あぶる？　……おいおい、そんな簡単に殺してしまっていいのか？　お前はまだ十分に楽しめてないはずだ。ゆっくりやっていこう」

「お、おい？　おい、このイカレ野郎……」

「……ああ、硫酸で顔面をゆっくり溶かしていくというのはいいアイデアだ。これなら簡単には死なないし、気を失うこともできないだろう。解わかったよ、ミア。次は硫酸を使おう」

「おい、てめえ……」

　瘦そう身しんの男は全身を埋め尽くす痛みさえも忘れて、眼前で繰り広げられる狂気の光景に目を見開いていた。叫び続けて掠かすれてしまった声で、辛かろうじて吐はき棄すてる。

「……何を一人で、ブツブツ喋しやべってやがる」

　薄暗い部屋に存在しているのは、拷問する男と、拷問される男のふたりだけだった。

　至極真っ当な指摘が聞こえなかったのか、大男は硫酸の入った瓶の蓋を回しながら笑う。

「感謝なんていらないよ、ミア。俺はただ、自分の憂うさ晴ばらしのためにやっているだけだ。別にお前のためじゃないから心配するな」

　拷問吏はなおも独り言を続けながら、頭上で瓶を傾け始めた。透明な劇薬が迫ってきて、瘦そう身しんの男はもうなりふり構ってはいられなくなる。

「わわわ分かった！　分かったよ！　話す、話すからやめろっ！　それだけはやめてくれっ！　おいこら、クソ野郎っ、やめろっつってんだろうが！」

「よく見てるんだ、ミア。お前と同じ苦しみを、この外道にも味わわせてやる」

　瓶が更に傾き、人体を骨ごと溶かす劇薬が零こぼれ落おちていく。瘦そう身しんの男は、硫酸の雨の奥に見える悪魔の姿を、もうすぐ融解するであろう眼球に焼き付けた。

　ああ、そうか。お前はあの実験の──────。

　ようやく真実に辿たどり着ついた男の思考は、襲い来る耐えがたい激痛によって、あまりにも容易たやすく消し飛ばされていった。





◆






「このイレッダ地区で最も人気だと言われている職業がある。何だか分かるか、リザ？」

「そんなの、強盗か人殺しに決まってる」

「意外だろうけど、世間じゃそのふたつは職業とは言わねえよ。ついでに、犯罪組織の構成員とかもナシだ。真っ当な職業で答えてみろ」

「何売ってるかも分かんないような商人なら、さっきからいっぱいいるけど」

　俺たちふたりが歩いている路地は、むせ返るような欲望に満たされていた。

　ゴザの上に謎の乾燥植物を並べて客引きをするセールスマンに、ほとんど裸のような格好で媚こびた声を投げかけてくるサービス業の女たち。目を血走らせた客どもが、品定めをしながら所狭しと行き交っている。

「ヘイ、貧乏臭え面ぶら下げて何処どこ歩いてんだ、兄弟？」

　何年もドブに漬け込んだ布切れのような汚い服を着た売人が、揉もみ手でをしながら話しかけてきた。中指を立てて遠ざけようとすると、男は食い下がってきやがった。

「上物がある。ロクな人生を歩んでなさそうなあんたにピッタリのマジック・アイテムだ」

「興味ねえよ」

「見ろ。こいつを一錠服のむだけで、糞くそ塗まみれの過去も、小便臭えしがらみも、綺き麗れいさっぱり忘れることができちまう。俺も長年愛用してるが、マジでイカレた性能だ。今なら特別価格で提供してやるぜ」

「自分の身なりで副作用のヤバさを証明してくれてるとは、親切極まりないな。今すぐ目の前から消えてくれれば言うことないんだけど」

「ラルフ、せっかく再会した親友にそんな言い方はないでしょ」

「お前こそ、こいつの仲間になりたいなら素直にそう言えばいいだろ」

　俺たちが顧客になる見込みはないと悟ったのか、売人は舌打ちを残して人混みの中に消えていった。あんな奇人がうようよ湧いていて、大麻の香りがそこら中から漂っているような無法地帯。しかしこの人工島では、こんな地獄も別に珍しいものではなかった。

　エルレフ市イレッダ特別自治区。

　教科書に書いてあった文言が正しければ、ここは大昔にリゾート地だか工業地帯だかを造るために埋め立てられた世界最大の人工島だ。

　何かがトチ狂ってプロジェクトが吹き飛んでからというもの、気付けばこの街は悪党クズどもが蠢うごめく無法地帯となってしまった。悪名高き五大組織や、それに準ずるいくつかの勢力、その下にいる有象無象のゴミどもによって今日も街は元気に回っている。

　快楽と背徳の街、世界最悪の犯罪都市、海上の失楽園、クズどもの見本市──イレッダ地区には実に様々な渾あだ名ながあるが、最も有名なのは〈成れの果ての街〉というものだろう。さっき話しかけてきた売人などはまさに、この街の精神を全身で表現してくれていた。

「で、ラルフ」相棒のリザ・バレルバルトは、いつもの不機嫌な表情で訊きいてきた。「別にどうでもいいけど、さっきのクイズの答えはなに」

　夜の街で交わり合う猥わい雑ざつな光に照らされた黒髪が、奇妙な色彩を放っている。透き通るような白い肌が、闇の中でくっきりと浮かび上がっていた。

　俺は、リザの真紅の瞳に向けて答えてやる。

「犯罪者を除外すると、実は清掃業者が一番多いと言われてる」

「清掃業者？」

「なんせ、需要は腐るほどあるからな」人混みを搔かき分わけながら続ける。「イレッダ地区の中心街を一時間も歩けば、高確率で殺人事件を目撃できる。そのたびに、証拠を隠滅したい犯人や店先に死体が転がってるのが迷惑な従業員どもが、清掃業者を呼びつけるってわけだ。犯罪者しかいないこの街じゃ、わざわざ警察に連絡しようなんてバカはいないしな」

「なるほどね」

　通りのあちらこちらから聞こえる怒鳴り声や悲鳴で、リザも納得したようだ。

　人が簡単に死にすぎるこの街は、ハイエナどもの涙ぐましい企業努力によって清潔に保たれている。なんにせよ、反吐へどが出るおとぎ話には違いなかった。

　通りを抜けて、俺たちは街灯の明かりもロクに行き届かない路地裏へと進んでいく。

　情報屋のカイ・ラウドフィリップが寄越した文書を再度確認する。どうやら、今回の仕事場はここで間違いないようだ。

　地下へと続く階段が、大口を開けて俺たちを待ち構えていた。薄汚れた壁は落書きや張り紙に埋め尽くされており、途切れかけの蛍光灯の明かりはどこまでも頼りない。先行して階段を降りていくリザが、気の抜けた声で呟つぶやいた。

「じゃあさ、ラルフ」

「なんだ？」

「これからゴミどもを片付けてあげる私らも、清掃業者に含まれるわけ？」

「鋭い発見だな」階段を下りきり、リザの隣に並ぶ。「俺たち自身が特大のゴミであることに目を瞑つぶればの話だけど」

　木製の扉から、軽快なダンス・ミュージックが漏れ聞こえている。

　俺は心臓に埋まった〈銀の弾丸〉に干渉し、能力を発動。両手の先に発生した黒い霧から短機関銃を取り出して、咥くわえていた煙草たばこを吐はき棄すてた。

　それが合図だった。

　リザが扉を勢いよく開け放ち、嬉き々きとした表情で内部へと飛び込んでいく。俺も相棒に続き、熱狂と爆音に浸されたナイト・クラブに闖ちん入にゆうしていった。

　リザは一足先に、青や紫の光に照らされた中央のステージを疾走していた。鉄の棒に絡からみつきながら踊るストリッパーたちの脇を抜けて、黒服の男たちが陣取る最さい奥おうのブースへと一直線に進む。

　男たちは完全に油断していた。

　リザがステージから飛び降りてからようやく異変に気付いたとしても、全てはもう手遅れでしかない。

「なにボケっと突っ立ってんだよ、ノロマども！」

　リザは太ふと腿ももに巻いたホルスターから凶悪な形状のナイフを抜き、反応が遅れた男たちの喉元を次々に引き裂いていった。

　今頃になって拳銃を構えた男は、発砲する前にリザの回し蹴りで側頭部を砕かれて絶命。背後からリザに蹴りかかろうとした男が、俺が放った銃撃によって肉の塊に変換されていく。

　特殊な外科手術によって銀の弾丸を心臓に埋め込まれた〈銀シロガネ使い〉は、常人を遙はるかに凌しのぐ身体能力と、物理法則を無視した特殊能力を手に入れる。人間兵器とも呼ばれる俺たちの戦闘力の前では、数の有利などほとんど意味を成さないのだ。

　何が起きたのか解わからないまま殺されていった男たちへの説明責任を果たすべく、俺は天井に向けて短機関銃を連射。店内にいる全員の注目が集まったのを確認して、声を張り上げた。

「殺される覚えのねえ客や従業員どもは、さっさと店を出ろ。俺たちが会いたいのは、奥の席に座ってるジャン・ノースフィールドとその愉快なお仲間たちだけだ」

　一気に酔いが醒さめた客どもが、荷物を抱えて店外へと逃げ出していく。燕えん尾び服ふくを着たウェイターたちが職務を放棄してそれに続いた。ストリッパーたちは裸のまま店外に出る羞恥と戦闘に巻き込まれる恐怖とを天てん秤びんにかけた結果、大人しく前者を選んで退場していく。

「こ、この化け物、銀シロガネ使いどもっ！　い、いきなり俺の部下たちを殺しやがって！　噂うわさにゃ聞いてたが、本当にイカレてんのか!?」

　物言わぬ死体となった部下たちを見渡しながら、今回のターゲットとなるジャン・ノースフィールドが喚わめき散ちらしてきた。

　複雑な形の剃そり込こみが入った坊ぼう主ず頭あたまに、刺青いれずみだらけの顔面。凶悪な風貌の男は恐怖に支配され、今では夜に一人でトイレに行けないお子様のような表情に染まっている。心を喪うしなったとされる銀シロガネ使いへの、極限の恐怖で氷漬けにされているのだろう。

　戦闘を心から楽しむ主義のリザも、今回ばかりは不完全燃焼といった様子だ。

「ああもう、何なのこいつら。抵抗がショボすぎて全然楽しくないんだけど」

「不意打ちだったから仕方ねえだろ。それより、挨拶がまだだ」

　俺は社交的な表情で語り掛ける。

「悪いな。うちの相棒は極度の人見知りでね、感情表現が下手すぎるせいでナイフでしか会話ができないんだ。お仲間を半分まで減らしてしまったみたいだけど、悪気は全くなかったから許してやってくれ。そうだよな、リザ？」

「ふ、ふ、ふざけんな！　こんなことして、お前……」

「……ふざけてんのはどっちだ？」

　短機関銃の銃口を、ジャンの脳天に向ける。

「ジャン。フィルミナード・ファミリーがお前を雇っていたのは、余計なことを考える知能がなく、ただ言われたことだけを忠実にやってくれる便利さを買っていたからだ。なのにお前は今回、誰かに知恵を吹き込まれて組織を裏切った。人工島の外で買い付けてきた〈銀の弾丸〉を、いったいどこの誰に横流ししたんだ？　さっさと答えろ」

「だっ、だから言っただろ？　あの弾丸は偽にせ物ものだったんだ。だから頭にきて、イレッダに来る途中で棄すてちまったって」

　震えながら答えるジャンを、リザが冷酷に断罪した。

「そんなに心臓バクバク言わせて、噓うそがバレないとでも思ってんの？」

　リザは銀の弾丸の悪魔の力を借り、周囲の音を司つかさどることができる。心音の僅かな変化を見極めて、噓うそつきを炙あぶり出だすことも可能だ。

　目の前の男がこれから辿たどるであろう結末を想像する。危うく同情しそうになる心に蓋をして、俺は淡々と告げた。

「お前には二つの道が提示されている。今ここで全てを証言して、お前に何の恨みもない俺たちに優しく殺されるか。それともこのまま黙秘を決め込んで、フィルミナード・ファミリー伝統の楽しい拷問にかけられた後に殺されるか」

「まっ、待ってくれ！」

「いいか？　それ以外はない、二つに一つだ。……自分がどう死にたいか、今ここで選べ」

　俺は左胸の〈銃創ステイグマ〉に干渉し、右手に短機関銃を、左手に麻酔銃をそれぞれ召喚した。自分で買ったものを自由自在に取り出せる俺の能力は、こういう尋問の時にはかなり役に立つ。

　人生最後の二者択一を迫られたジャンは、俺の両手の先にあるものを交互に眺めたあと、上ずった声で叫んだ。

「頼む！　見逃してくれよ！　本当に何も知らないんだ！　だ、だからっ」

「そうか。残念だよ」

　俺は左手の麻酔銃を男に向ける。

　引き金を絞ると、射出された極小の矢が男の首筋に突き刺さった。哀れなジャンは数秒の内に意識を薬品に奪い取られ、深い眠りへと墜落していった。

　この男は、今俺たちに殺されるという確実な未来よりも、組織による凄惨な拷問の末に、燃えるゴミとして処分される方の未来を選び取ってしまったのだ。

　いや、もしかすると、まだ自分に助かる目があるとでも思っていたのかもしれない。

「な、なあ？　あんたらの目的はジャンだろ？　だったらもう、俺たちは解放してくれ！」

　まだ生き残っていた取り巻きたちが一斉に喚わめき始はじめた。

「なあ、どうしてこの状況で、そんな甘いことを考えていられるんだ？」

「ど、どういう意味だよ？」

「生け捕りにすんのはジャン一人で充分だ。大人しくくたばれ」

「ふざけんな、この化け物どもっ！　早く解放しろっつってんだろうが！」

　唾を飛ばしながら都合のいいことを叫ぶ男たちを見て、苦い感情が押し寄せてくる。胃の底が急速に冷えていくのを感じた。

「銀の弾丸に手を出した時点で、お前らは政府のブラックリストに登録された賞金首になる。それくらいは解わかってるだろ？　まあそれでも、フィルミナードの忠実な犬として働いてる内はいくらか安全だったはずだ。……なのにお前らは、自ら進んで盾の外に出てしまった。自分らが何に守られてたのかにも気付けない間抜けさが、お前らの死因だよ」

　俺は麻酔銃を短機関銃に切り替え、男たちに一斉掃射を浴びせてやった。

　タガの壊れたような轟ごう音おんと鉛玉の渦に巻き込まれ、連中は悲鳴を上げる間もなく床の染しみになっていく。銃口の先に生きている者がいなくなっても、俺は引き金から指を離さない。

　脳を犯してくる疑問を、葛藤を、後悔を、そして自己への憎ぞう悪おを、短機関銃でまとめて吹き飛ばしてしまいたかった。

「ラルフ」リザが俺の肩に手を置き、冷静に告げた。「さっさとジャンを縛り付けて、ここから出よう。フィルミナードの連中がもうすぐ来る手て筈はずになってるんでしょ？」

「……ああ、そうだな」

　我に返った俺は両手の武器を消し、眠り込んでいるジャンへと歩いていく。手錠や鎖を喚よび出だしながら、忌いま々いましく呟つぶやいた。

「……ああ、クソっ。俺たちはもうすっかり、フィルミナードの使いっ走りだ。正義の味方をやってた昔が、酷ひどく遠いことのように思えるよ」

「はっ」リザは面白いジョークでも聞いたかのような表情で、皮肉を返してきた。「メインの依頼主が警察から犯罪組織に代わっただけで、やってることは何にも変わらないでしょ」

　俺たちは数ヶ月前まで、警察の委託業務で犯罪組織を殲せん滅めつすることで糊こ口こうを凌しのいでいた。犯罪組織からの依頼を裏口で受けることもあったが、頻度としては微々たるものだ。だがここ最近は、その比率が完全に逆転してしまっている。

　シエナ・フェリエールと、彼女を巡る悲劇と陰謀。

　そのおとぎ話に巻き込まれてしまったことが全ての原因だ。

　人工島イレツダの外で暮らす平凡な少女だったシエナには、ある特異体質があった。

　それは銀の弾丸が交信しているとされる悪魔の存在を感じ取れるというもので、そこに目を付けたのが、フィルミナードの最高幹部の一人だったオルテガだ。

　オルテガは彼女を利用するため、悪魔の手段を取った。

　シエナの両親を惨ざん殺さつし、傷心の彼女を巧みに誘導して少女娼しよう婦ふへと転落させた。マクスウェルやユルゲンといった銀シロガネ使いを利用して、彼女の能力を覚醒させた。俺たちを騙だましてシエナを連れ去り、銀の弾丸を心臓に埋め込んだ。そしてついに、シエナを媒体にして悪魔を現世に呼び寄せることに成功したのだ。

　数々の奇跡や偶然が重なって、何とかシエナは一命を取り留めた。だが、オルテガが死んだ今でも利用価値は消えていないようで、彼女は未いまだ組織に幽閉されたままでいる。

　自分の人間性を保つために彼女を守ると誓った俺は、シエナを人質に取られたことで、まんまとフィルミナードの操り人形になってしまったわけだ。

「そんなに辛つらいなら、さっさとフィルミナードを切ってしまえばいい」

「うるせえよ」

　俺にとって一番あり得ない選択肢を提示してくるリザは、本当に性格が悪い。まともな皮肉も返せずに、俺は血に汚れた床に唾を吐はき棄すてた。

　数ヶ月前、あの教会で、俺は大きな選択を迫られた。

　悪魔に寄生されたシエナを殺し、自分の心をも完全に葬ったうえで、心を喪うしなった人間兵器としての安寧に身を沈めるのか。

　僅かな可能性に全てを賭け、シエナを、そして自分の中の大切な何かを守るために地獄へと身を投じるのか。

　怪物と人間とを隔てる境界線の真上で、俺は後者を選び取った。

　だから俺は、押し寄せてくる罪悪感から逃げてはならない。心を棄すてるという誘惑に屈してはならない。血ち反吐へどを吐きながら、自分を心から憎みながらでも、這はいつくばって進むしかないのだ。シエナを守るためなら、汚れ仕事でもなんでもやってやる。そういう覚悟を、俺はしたのだった。

「ったく、何でもっと気楽に生きれないんだろうね。あんたも、私も」

　シエナの一件を経て、変わったのは俺だけではないようだ。ただ戦いを愉たのしんでいただけのリザにも、何かしらの葛藤が生まれ始めている。

　作業を終えて、俺は煙草たばこに火を点つけた。

「リザ、そういう哲学は嫌いじゃなかったのか？」

「うるせえよ」

　血と肉の海の上で、俺たちは立ち尽くしていた。

　この先に待っているのは希望か、それとも絶望か。俺たちは前に進んでいるのか、後退しているのか。疑問は冷たい雨のように降り注いでくるが、考えて答えが出た試しはない。

　だが少なくとも、シエナを守るためにはフィルミナードの奴隷のままでいるしかない。

　ふと、スーツの内ポケットに入れていた携帯が振動していることに気付いた。喚よび出だしたタオルで血に染まった手を拭いてから、携帯を取り出す。リザが面倒臭そうに聞いてきた。

「誰？」

「あの忌いま々いましい、〈薔薇ばらの女王〉サマだよ」

　俺は通話ボタンを押し、挨拶代わりに皮肉を投げた。

「何の用だ、ジェーン。また俺たちに構って欲しいのか？」







　薄暗い空間に、それぞれ奇抜な格好をした男女たちがひしめき合っている。彼らは暗幕によって閉ざされたステージに、陶酔したような眼まな差ざしを向けている。収容人数二〇〇人ほどのライブ・ハウスは、すぐ近くに迫っている熱狂への期待で色めき立っていた。

　ジェーン・ドゥに電話で指示を受けてから三日が経たつが、俺はまだ状況を整理することができないでいる。

「まさか、再会がこんなに早く来るとはな」

　気まずい雰囲気に耐えかねて、俺は呟つぶやいた。隣に立っているシエナ・フェリエールも同じような感想を抱いているようだ。肩まである白金色の髪を搔かき上あげながら、困ったような笑みをこちらに向けてきた。

「とにかく、二人にまた会えてよかった」
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　後方の壁に背を預けながら、俺たち三人は並んで立っている。

　リザが皮肉気に口を歪ゆがめた。

「少し監視が過剰すぎる気もするけどね」

　溜ため息いきを吐つきながら周囲を見回すと、ざっと見ただけでも六人の黒服どもが、俺たちの様子を遠巻きに監視していた。

　それぞれが耳に無線機器を嵌はめており、俺たちが何か発言するたびに細かく報告を送り合っている。かなり異様な光景だが、ステージを一心不乱に見つめている客たちには気付かれていないようだ。

「てか、シエナ。あんたはフィルミナードの重要機密になってるわけでしょ？」シエナの向こうに立っているリザが、警戒心たっぷりに呟つぶやいた。「何で外出許可が下りたの？　しかも人工島イレツダの外の、こんな衆人環視の場所にまで」

　相棒の疑問はもっともだ。

　シエナは四ヶ月前の事件で、悪魔を現世に呼び寄せる媒体にさせられた。恐らくまだ情報は漏れていないはずだとはいえ、彼女が第一級の重要人物であることに変わりはない。もし他の犯罪組織や政府機関にあの一件が知れ渡れば、更なる危険に晒さらされることになる。

「ずっと地下室に閉じ込められてたから、気分転換でもしてみたらって、ジェーンが。それで、ほとんど無理矢理連れてこられたって感じ」

「絶対に何か裏があるな」

「まあそうだろうけど、私に断れると思う？」

「……そもそも、もう身体からだは大丈夫なのか？　まだ安静にしてた方が」

「ああ、それはもう大丈夫」シエナは悪戯いたずらめいた笑みを向けてきた。「心配してくれてありがと。一ヶ月くらい前にはもう、普通に歩けるようになってたよ。後遺症とかはまだあるけど、基本的にはもう全快してる」

　復調っぷりをアピールするためか、シエナはその場で軽く跳ねてみせた。似合わない仕草でおどけてみせる彼女の、疲れきった表情に気付いてしまった。

　あの日の光景が蘇よみがえる。

　身体からだを内側から触手に貫かれ、一度は生命活動すら停止してしまったシエナが、たった数ヶ月で完全に回復できるはずがないのだ。身体からだは多少修復したとしても、心に負った傷が癒えるにはまだ時間がかかるかもしれない。

「……むしろ、あなたたちの方が心配。私にはあんまり情報が下りてこないけど、きっと組織から無茶な依頼を受けたりしてるんでしょ？　何となく、わかる」

　シエナは不安そうな表情で、俺とリザを交互に見つめてきた。

　確かにあの一件以降、俺たちはフィルミナード・ファミリーから〈銀の弾丸〉が関わるような依頼を頻繁に受けるようになった。だがシエナを人質に取られている以上、俺たちは指示に従って動くしかない。シエナがまた悪魔の媒体にさせられてしまう可能性も、決してゼロになったわけではないのだ。

　シエナを心配させまいとしたのかは解わからないが、リザが唐突に話題を変えた。

「そういえば、ジェーンの指示通りにここまでやってきたけどさ。何てアーティストのライブなのかすら聞いてないんだけど。なんか看板とかもなかったし」

「え、聞いてないの？　〈ディジーズ〉のツアーの追加公演だよ」

「はっ？　マジで言ってる？」

　低血圧のリザのテンションが一気に上がった。

〈ディジーズ〉はリザとシエナが熱狂的に愛しているバンドだが、メンバー全員が前科持ちだの、ツアーで死者が出るのが日常茶飯事だの、とにかく悪い噂うわさしか耳にしないイカレた集団だ。よく見渡してみると、会場に詰め掛けている客も、チンピラ紛まがいの連中や、薄暗い部屋で爆弾でも作ってそうな連中ばかりだ。

　リザは戦闘中に見せるのと同じ、思春期の少女のような表情になっていた。

「エルレフ公演はもうずっと前に終わったはずじゃなかったっけ？　あの一件で私らが入院してる間に」

「私もジェーンから聞かされて知ったんだけど、前回の公演直前にドラムのクリスが殺人未遂で起訴されたの。エルレフ公演は流石さすがに中止になったみたいだけど、クソ野郎に鉄てつ槌ついを下しただけなのに逮捕された獄中のクリスを応援するためってことで、事務所にも内緒で追加公演が決定したみたい」

「あー、だからこんな狭い箱でやってるわけか」

「看板も設置されてない理由が解わかったでしょ？」

　神妙な面持ちでうなずくリザに、俺はたまらず異議を唱える。

「ちょっと待て。メンバーが人を殺しかけたってのに、こんな堂々とライブを開催していいのかよ。いったいどんな面の皮の厚さだ？」

「そういう、誰の意見も気にしない自由奔放さに憧れてるのかもね。私も、みんなも」

　シエナが強引に結論付けてきたので、俺はこれ以上何も言えなくなってしまった。

　呆ぼう然ぜんとする俺を尻目に、リザとシエナは仲良く人だかりの中へと飛び込んでいく。

　監視役の黒服どもが慌てて追いかける。シエナの存在を知らされている時点で、奴らは組織の中でも指折りの、優秀な連中なのだろう。

　それでも、少女のようにはしゃぐふたりを止めることなど誰にもできはしなかった。




　ステージ上では半裸の男たちが踊り狂いながら演奏し、鼓膜がイカレそうなほどの爆音をブース中にブチ撒まいていた。相変わらず俺の趣味には合わない派手なパフォーマンスだ。

　俺は熱狂に包まれたブースから出て、比較的静かな場所を探して歩き始めた。

「それで？」後ろから近付いてくる足音に向かって問い掛ける。「お前の本当の目的は何だ、ジェーン」

「へえ、何で分かったの？」

　サングラスをかけた黒服の男が、女のような口調で笑いかけてきた。

　俺が振り向くと、そいつの顔面が歪ゆがみ、水に溶けた絵の具のように変化した。そして瞬またたく間まに目や鼻や口が再配置され、体型まで別人に成り代わっていく。男物の黒いスーツを着た長身の美女が、サングラスの間から悪戯いたずらめいた目線を投げてきた。

　俺は平静を装よそおいながら答える。

「お前がいくら忠誠心皆無のイカレ女でも、銀シロガネ使いによる護衛も無しにシエナを連れ出すはずがねえんだよ。黒服か観客の誰かに化けて監視してると踏んで、カマを掛けてみただけだ」

「なるほど、まんまとやられたわけか。褒めてあげよっか？」

　ジェーンは拍手でも送ってきそうな表情で俺を見るが、気まぐれで俺を試していただけに過ぎない。その証拠に、余裕の笑みにはさざ波すら立っていなかった。

　ジェーン・ドゥはいつの間にか隣に並び、趣味のいいケースから煙草たばこを取り出して咥くわえていた。女は煙草たばこを一本勧めてくるが、ひとまず無視を決め込むことにする。

「相変わらず警戒心だけは強い。大切なビジネス・パートナーに、毒なんて仕込むわけがないでしょ？」

　ジェーンは紫煙を挑発的に吐き出しながら、廊下の壁に背を預けた。

　俺が生まれる前に事故死した世界的女優と全く同じ顔の、絶世の美女。そんな気味の悪い化け物に見つめられては、警戒するなという方が難しい。

　イレッダを仕切る五大組織の一つ、フィルミナード・ファミリーにおいて伝説とも称される銀シロガネ使いで、〈薔薇ばらの女王〉という大層な通り名までついている化け物が、ジェーン・ドゥという女なのだ。それに、四ヶ月前の一件ではこいつの能力に嵌はめられて地獄を見た。警戒レベルを限界まで高めておく必要がある。

　相手にペースを握らせないため、俺は強引に話を進める。

「シエナをこんな所まで連れ出した意図は何だ？　答えろ」

「あんな地下室に四ヶ月近くも閉じ込められるなんて可哀かわい想そうでしょ？　私も別に悪魔じゃないし、たまには息抜きくらいさせてあげたいと思って」

「そんな聖人には全く見えねえけどな」

「あはは、もしかして怒ってる？」

「黙れ」頭に血が昇っているのが自分でも解わかる。「どう考えても危険だろ。シエナの特異体質が他の組織や政府機関にでも知れ渡ってみろ。あいつは間違いなく狙われるし、下手すりゃ戦争が起きるぞ」

　ジェーンは俺の指摘くらい当然理解しているだろう。それでもシエナをエルレフ市街まで連れてきたのには、間違いなく何か狙いがある。

「じゃあ正直に話してあげる。これは、あなたへの信頼の証あかしだと受け取ってくれていい」

　白い煙が揺らめいて、女の真意を隠している。

　疑うことを前提として、ジェーンの澄んだ声に耳を傾けた。

「実際のところ、あの一件は何処どこにも漏れていないはず。少なくとも、組織はそう思ってる。あなたは気付かなかったでしょうけど、あの教会の周囲は部外者が入り込まないように人払いも済ませてあったし、あの子……シエナがなぜ保護されているのかまで知っている人間は組織内でも限られてるから」

「その割には、モブどもがわらわらとライブ会場までついてきてるな」

「今日護衛をやってくれてる皆も、まさか自分たちが悪魔を呼び寄せられる化け物を守ってるなんて思ってもないんじゃない？」

「で、誰にもバレてないから連れ出しても大丈夫ってわけか？　間抜けな理由だ」

「まさか」ジェーンは俺の挑発にも微笑を崩さない。「……フィルミナードからの仕事を頻繁にやってるあなたも薄々気付いてると思うけど、最近はちょっとトラブルが多すぎてね。それも銀の弾丸が絡からむような、厄介なトラブルが」

　三日前に俺とリザが捕まえたジャン・ノースフィールドも、銀の弾丸をどこかの誰かに横流しした疑惑を持たれていた。その他に受けてきた仕事も、今思えば銀の弾丸絡がらみの案件が多い気がする。

「もちろん、ただの偶然かもしれない。だけど私を含めた一部の人間は、シエナの存在を知った何者かがちょっかいをかけてきてる可能性も考えている」

「だから、シエナを餌にして動向を探ろうってわけか？」

　やはり、この女はあまりにも危険すぎる。俺は最短の動作で銃を召喚してこの女の眉間を撃ち抜くという、一連の流れを脳内で幾度も繰り返した。

「そんなに殺気を出さないでよ、怖いから」

　少しも怖くなさそうに笑いながら、ジェーンは続けた。

「可能性って言っても、限りなくゼロに近いくらいだから安心して？　現に、今のところ彼女を狙う人間が現れる気配なんて全くないわけだし」

　ジェーンが信用できない理由は、その享楽的な性格に他ならない。こいつはフィルミナードの計画など、心底どうでもいいと思っているはずだ。

　そもそも連中の計画とは、病に伏しているボスのアントニオ・フィルミナードを悪魔の媒体にすることだ。銀シロガネ使いは死んだ後、銀の弾丸の悪魔に魂を喰くわれて永遠の苦痛を味わうとされているが、その悪魔を一度現世に呼び寄せてしまえば、死と引き換えに呪いからは解放される。

　だが現状では、悪魔の媒体になれるのは特異体質を持つシエナだけ。だから連中は、もっと汎用的に悪魔を実体化できる方法を探している。

　だがこの女にとっては、アントニオの救済などよりも、銀の弾丸と悪魔を巡るおとぎ話を最前列で見ていたいという意思の方が重要に違いない。シエナを狙う厄介な敵が現れた方が楽しめるとでも考えているのだろう。

　ジェーンは底の見えない笑みを纏まとったまま呟つぶやいた。

「あと、あなたたちをここに連れてきた理由はもう一つある。……ちょっと伝言を頼まれててね。あなたたちに、ぜひ会いたいと言ってる人間から」

「俺は会いたくない」

「あなたに、断るという選択肢はない」ジェーンはきっぱりと言った。「私たちは前に話した通り、ボスのアントニオを媒体にして悪魔を呼び出す方法を探している。彼の命と引き換えに、悪魔の呪いから解放させてあげるために。だけど、フィルミナードの最高幹部たちも決して一枚岩じゃない」

「……シエナを武力として使おうとしてる連中がいるってことか？」

「その通り。一部の強硬派は、まだ悪魔に兵器としての利用価値があると思ってる」

　あの教会での光景が、脳裏を次々と掠かすめていく。

　シエナの全身から生えた黒い触手。

　闇を煮詰めたような黒色の液体。

　心を喪うしなった獣の絶叫。

　あんな地獄はもう二度と繰り返してはならない。あれを再現しようとするクソ野郎がいるなら、いますぐ探し出して丁寧にブチ殺してやる必要がある。

「で、あなたに会いたいって言ってるのが、アントニオを救済する計画の主導者ってわけ。だいたい読めた？　あなたが断れない理由」

　要するにこのクソったれは、「ラブコールに大人しく従って計画に協力しなければ、シエナの命はない」と脅してきているのだ。本当に恐ろしい女だと、改めて思い知った。

「答えは決まった？　まあ、聞くまでもないと思うけど」

「……解わかったよ。詳細を教えろ」

　薔薇ばらの女王は穏やかな笑みとともに頷うなずく。ペットの成長を喜ぶ飼い主のような表情だった。実体化した悪魔から一人の少女を救ったところで結局、俺はこの女の檻おりで飼われている小犬のような存在でしかないのだろう。

　それからジェーンは、俺たちが会うことになる人物の名前と肩書、会合の日時や場所をつらつらと説明してきた。そして再び男の姿に変身すると、熱狂に包まれたブースの中へと帰っていく。今の俺に出来るのは、情報を頭の中で反はん芻すうして覚えることくらいだった。

　しばらく屈辱に耐えていると、通路に喧けん噪そうが流れ込んでいることに気付いた。

　どうやらもうライブは閉幕したようで、満足そうな表情の客どもが出口へと歩いていた。血ち塗まみれになって担かつがれてる連中も何人かいたが、それは恐らく目の錯覚か何かだろう。

「あっ、こんなところにいた！」

　まだ少し興奮が残っているような、シエナの声が聞こえた。

　振り向くと、呆あきれたような表情をした二人組が、人の流れから逸それて歩み寄ってきている。

「途中でいなくなったから心配したんだけど。具合でも悪くなった？」

「この軟弱野郎には、ディジーズの攻撃性は耐えられないの。ほら、他の客の中にも、失神して担かつがれていった連中が大勢いたでしょ？　だからシエナ、あんま責めないであげて」

「うるせえよ。ちょっと私用で外に出てただけだ」

　ニヤニヤしながら嫌味を飛ばしてくる相棒はともかく、シエナはこうしてみるとただの少女にしか見えない。休日に友達とライブ・ハウスに繰り出しては踊り狂っているような少女。昔殺された恋人に似ているだけの、ただの平凡な、一七歳の少女だ。

　だが彼女は再び、グロテスクな悪魔どもを呼び寄せる媒体にされようとしている。前回は偶然が重なって助けられたが、恐らく次はないだろう。

「ラルフ、本当に大丈夫？　何かあった？」

　顔を覗のぞき込こんでくるシエナから、思わず目を背けてしまった。言い訳のような返答が口を衝ついて出てくる。

「ちょっと俺とは音楽性が違いすぎたよ。ただ、警官の帽子を被かぶった豚の死骸が、ステージ上から血ち塗まみれで吊つり下さげられてるって皮肉は嫌いじゃなかったな」

「あー、あれは確かに良かったね。クリスを逮捕した警察に宣戦布告するなんて、普通の感性じゃ絶対できない」

　納得したように頷うなずくシエナの奥で、リザがこちらを見ていた。どうやら相棒も何となく察しているようだ。シエナには気付かれないように、目線だけで問い掛ける。

　どうやらまた、俺たちは笑えないおとぎ話に巻き込まれることになるらしい。

　再装塡リロードの準備はできてるか、相棒？





◆






　愛車のグリムス三〇二Ａを走らせて、朝の陽ひ射ざしに照らされた路面を進んでいく。俺は、紫煙とともに深い溜ため息いきを吐き出した。

　気が重いのは眠気のせいだけではない。

　ライブ会場でジェーンに招待されてから今日までの数日間はとにかく憂鬱だった。賞金稼ぎである俺たちにラブコールを送ってくるような人間など、絶対にまともであるはずがないのだ。どんな厄介ごとに巻き込まれるのかを想像するのも億おつ劫くうだった。

　ノイズ混じりのラジオは毒にも薬にもならないようなニュースを垂れ流していた。周波数を変えようと手を伸ばしたとき、「あの大物司会者、格闘家に転身!?」とかいうクソ情報が耳に入ってきた。窓を開けて煙草たばこの煙を車外に逃がしながら、助手席のリザに問い掛ける。

「なあリザ、今ニュースで流れてる司会者ってあれだよな、シエナが言ってた」

「ああ、少女娼しよう婦ふをスタジオに呼びつけて全裸で授業してたっていう……」

「そう、そのロリコン野郎だ」

「ほんと、世も末ってのはこういうことだわ」

「同感だ」

　ニュースによると、その大物司会者とやらは年末に行われる試合に向けて血の滲にじむようなトレーニングを重ねていて、ファイト・マネーは全額バレシア皇国内の孤児院に寄付する腹積もりらしい。裏で何をやっているか知っている俺たちからすれば、それは断じて美談などではなかった。

「記者の知り合いがひとりいるから、今度ちょっと情報でも売ってみるか。小遣い稼ぎくらいにはなんだろ」

「小銭稼ぎのために密告者チクリになるってこと？　どんだけ落ちぶれてんだよ」

「調子に乗ってバカ高い武器を仕入れたばかりだから、財布も口座も干ひ涸からびてんだよ」妙案を思いついた。「……そこで、だ。リザ、一つ提案があるんだけど」

「なに」

「仕事があるたびに俺は毎回、わざわざ橋を渡ってまでエルレフ市街にあるお前の家まで迎えに行ってやってるよな。ここまではいいか？」

「迎えに来てるね。毎回毎回飽きもせず」

　朝に弱いリザが、眠たい目を擦りながら呟つぶやいた。家の前でクラクションを鳴らされて無理矢理起こされたことにまだイラついているのだろうが、不機嫌になってるのはこちらも同じだった。

「同じ市内とはいえ、イレッダからお前の家まで行くには途方もない時間がかかるわけだ。橋の検問を通り抜け、二時間もかけて代わり映えのない道をドライブするしかない。……この際、往復四時間の時間的損失については目を瞑つぶるよ。だけどな、大橋の通行料や燃料代、もっと言えばお前の部屋の家賃すら俺が全部払ってるのはおかしくないか？　おかしいよな、どう考えても」

「じゃあ、顔を合わせるたびに金をせびられる私の精神的苦痛についてはどう考えるの？」

「は？」

「慰謝料をチャラにしてあげてるんだから、そのくらいの雑費は我慢しろってこと」

「どんなカウンターだよ、この傲慢女」

「じゃあ言うけど」リザは切り札を引き当てたような表情になる。「肝心の仕事での貢献度はどっちが上だと思う？　安全な後ろの方でチクチク援護射撃しかできないラルフくんと、前線で危険な戦いを強いられてる可哀かわい想そうな私が、ギャラを折半してること自体がおかしくない？」

　俺は何も言い返せなかった。正規の手順で銀シロガネ使いになったわけではない俺の身体能力は、常人のそれと全く変わらない。リザに憧れて敵の眼前まで切り込みでもすれば、一瞬で蜂の巣になってしまうだろう。

　だから後衛からの援護に徹しているわけだが、その点に関して指摘されても今更どうしようもない。

「だから、そろそろギャラの配分を見直す時期に来てると思わない？　あんたの能力は無駄にコストがかかるから、まあ流石さすがに六対四くらいにしてあげる」

「なあ、どっちが四だ？」

「なに不服そうな顔してんの。三割に減らされたい？」

「ちょ、ちょっと待て」急展開に、脳が付いていけてない。俺は慌てて異議を唱えるしかなかった。「それだけは勘弁してくれ。ほら、面倒な交渉事とかは全部俺が引き受けてやってるだろ？　五割分の仕事は充分やってるはずだ」

「あんたは口を動かしてるだけじゃん」

「……昨日から今日までの、俺の食事が何だったか聞きたいか？　きっとお前でも笑えないぞ」

　リザはわざとらしく溜ため息いきを吐ついた。

「……仕方ない。じゃあギャラは今まで通り折半でいいよ。その代わり、必要経費についてはもう二度と文句言ってくんな」

　何も言い返せない俺は、苛いら立だちに任せてハンドルを殴り付けるしかなかった。

　リザは少しずつ口が達者になってきている気がする。初めて会った頃はまともに会話もできないほどコミュニケーション能力が欠如していたはずだったが、こんな高度な交渉術まで覚えてきたとは油断ならない。俺のやり方を隣で見て盗んでいるのかもしれないが、とにかく厄介な事態であることだけは確かだった。

　リザを屈服させる策を探している間に、目的地が近付いていた。

　イレッダ地区の北東部に位置するシャラン通りは、違法な店だらけの中心部とは趣がかなり異なっている。

　高級ホテルが軒を連ねる大通りは品のいい静寂に包まれており、中央分離帯に植えられた南国風の木々が人工島に不似合いなリゾート感を演出していた。

　羽目を外すためにイレッダにやって来た重役や、犯罪組織の幹部連中が滞在するような、金持ちども専用の区画。今回のように仕事でもない限り、俺やリザのような薄汚い人種がシャラン通りを訪れることはまず有り得ない。

「ここか」

　広大な海を背にして、〈ステラロッド・ホテル〉がそびえ立っていた。

　十四階建ての巨大ホテルは、まだイレッダ地区が成れの果ての街と呼ばれる前に建築された老舗だと聞いている。定期的に塗装が施されているのか外壁は白く輝いており、綺き麗れいに磨かれた窓ガラスの群には澄み渡るような青空が映し出されていた。どんな地獄にも、美しいものは存在するということだ。

　ところで、このホテルにはイレッダを仕切る五大組織でも破れない暗黙のルールがある。

　人工島が建設された当時からもう街一番のホテルだったここは、当然のように犯罪組織どもの会合の舞台となった。だが、ならず者どもがテーブルで顔を突き合わせて、ただ仲良く話し合いを進めていられるわけがない。大量の血が流れ、それが原因で幾度となく戦争の引き金が引かれた。

　やがてひとつの大きな戦争が終結し、五大組織が仮初めの協定を結んだとき、スタッフや管理会社が逃げ出してしまったこのホテルは中立地帯に設定されたのだ。

　五大組織が出資して運営を再開させてからというもの、このホテルでは一切の戦闘行為が禁止されている。掟おきてを破ればすぐに他の大組織に知れ渡り、成れの果ての街全体を敵に回すことになる。それはフィルミナード・ファミリーといえど例外ではない。

　そんな場所にまで呼び出されたということが、これから俺たちが受ける依頼の厄介さを証明してくれた。

　駐車場に車を停とめた後、ふたりで正面玄関に向かう。

　待ち構えていたフィルミナードの構成員に先導されるがまま、エントランスを突っ切って、奥まった場所にあるカフェへと歩いていく。

　案内されたのは、青い海の上に突き出たオープン・テラスだった。およそイレッダ地区にあるとは思えない小こ洒落じやれた空間。桟橋をイメージした床板の上にはセンスのいいソファやテーブルが一定の間隔で並んでおり、ランダムに配置された純白の傘が、座席にかかる陽ひ射ざしを巧妙に遮っている。

　唇から勝手に感想が漏れていた。

「高級リゾートにしか見えない場所で、クソどもによるクソのような会合が昼夜繰り広げられてるのか。このホテルをデザインした人間は、ブラック・ジョークがよっぽど好きらしいな」

「イレッダが目指したかった姿を再現してるのかもね。まあ、どっちにしろ趣味の悪いジョークだけど」

　イレッダ地区という人工島は、大昔に巨大リゾート施設を作る目的で埋め立てられたとされている。だが当時の権力者どもの夢は海の藻も屑くずとなり、何かがトチ狂って現在のような無法地帯になってしまった。このホテルは、イレッダという街の滑稽さを建物全体で皮肉っているに違いない。

　光に満たされたオープン・テラスの奥から、突き刺すような気配を感じた。殺気を隠そうともしない一団へと、平静を装よそおって近付いていく。リザも薄く笑いながら続いた。

　紺色のスーツに身を包んだ壮年の男が、ソファの中央に座りながら酒杯を傾けていた。後ろに並んでいる殺気だらけの男たちに比べると、かなり穏やかな表情に見える。

　だが、俺たちをじっと見据える双そう眸ぼうはまったく笑っていないし、顎からこめかみにかけて刻まれた古傷は遠慮なく威圧感を放っていた。

　ひとまず、友好的な態度を示してみることにした。

「ダレン・ベルフォイルさんですね？　フィルミナード・ファミリーの最高幹部の一人で、国内外にある全ての賭博場カジノと、〈銀の弾丸〉の輸出入の一部を執り仕切ってると聞く」

「よく調べたな。……聞いた通り、警戒心が強いらしい」

　臆病、と表現しなかったあたりがこの男の余裕なのだろう。低く嗄しわがれた声は、修羅場を幾度も潜くぐってきた証明だということだ。

「こう見えて調べ物が好きでしてね」最高幹部に促されるまま、俺とリザは対面するソファに腰を下ろした。「他にも色々知ってますよ。イレッダ地区南西部のダコダ・スラムで生まれた生粋の犯罪者で、一八のときに今のボス、アントニオに拾われて組織に入った。妻の名はカーラ。子供は二人いて、一人は弁護士、もう一人は殺人罪で服役中。好きな食べ物は仔こ羊ひつじのソテーで、バレシア皇国のどこかに自前の農場まであるらしい。……ああそれから、悪魔を実体化するとかいうイカレたプロジェクトの中心人物だとか」

「最後の情報については、どこにも開示していないつもりだが？」

　緩急をつけて刃を放ったつもりだが、ダレンは表情一つ変えずにグラスに浮かぶ氷を眺めていた。同じく最高幹部だったオルテガとは種類こそ異なるものの、恐ろしい精神性だ。

「悪魔を実体化させることで銀の弾丸を無力化し、銀シロガネ使いのアントニオ・フィルミナードの魂を救う──そんなイカレた計画に関わってるのはまず間違いなく、組織ではなくアントニオ個人に忠誠を誓っている人間でしょう。そして俺が調べた限り、幹部の中で条件に最も当てはまるのはあなただ。まあそもそも、俺とリザをこんな場所に呼び出した時点で答えは証明されたようなもんですけどね」

「なるほど、最低限の知能はあるようだ。もっとも、軽々しく機密情報を口にする不注意さは改善する必要があるがね。この街じゃ、口の軽さはそのまま死因にもなる」

「警告ですか？」

「いや、心配してるだけだよ。俺の部下も何人か、それが原因で死んだからな」

　男は最後まで余裕を崩してはくれない。それどころか、遠回しに「口を閉じなければ殺す」という警告までしてきやがった。フィルミナード・ファミリーに一〇人いる最高幹部の中でも、最も次期頭領に近い人物の一人とされている男と、一介の賞金稼ぎでしかない俺との、格の違いをまざまざと見せつけられてしまった。

　だが、今最も警戒しなければならないのは、ダレンの後ろから俺たちを値踏みするような視線をくれている若い男だろう。

　他の連中が薔薇ばらの刺し繡しゆう入りの黒い制服スーツを着ているのに対し、こいつだけ黒革のジャケットにジーンズというラフな格好だった。赤く染めた短髪を大量の整髪剤で立たせているのはいかにも不良っぽいし、両耳に三つずつ嵌はめられたピアスや、両腕にジャラジャラと巻き付いている腕輪は明らかに規律違反と言える。

　つまり、あの男にだけはそんな暴挙が許されているということだ。

「……あいつ多分、銀シロガネ使いだよ」

　隣に座るリザが、俺にだけ聞こえる声で呟つぶやいた。

　こういうとき、リザの勘はよく当たる。常人の数百倍の聴力を持っていることが根拠になるのかどうかは分からないが、とにかく今の発言は頭の片隅に置いておく価値があった。

「俺たちは何も、無駄話をするために集まったわけじゃない。そうだろ？」

　ダレンの一声で、場が急速に冷えていった。ニヤニヤしながら挑発し合っているリザと不良風の男を無視して、最高幹部は続ける。

「ラルフ・グランウィードに、リザ・バレルバルト。お前ら仲良し二人組を呼んだのはお察しの通り、魔女のおとぎ話に関する仕事を依頼するためだ」

　──悪い魔女が、悪魔の軍団を率いてやってくる。

　それは、誰もが知っているおとぎ話だった。

　別の世界にいる悪魔と対話することができた魔女は、悪魔の軍勢が現世に押し寄せてくるという荒唐無稽な未来を予知した。人々の懐疑心とは裏腹に、ついに悪魔どもは実体化してしまう。魔女の説得により悪魔どもは自分たちの世界へと帰っていったが、悲劇はその後に起きた。バカな市民どもは悪魔がやってきたのは魔女の仕業だとして、彼女を宗教裁判の末に焼き殺してしまったのだ。

　だから魔女は、自らを殺した世界への復ふく讐しゆうとして銀の弾丸をバラ撒まいた。悪魔を世界に呼び寄せ、愚かな人類を皆殺しにするために。

　出処が不明だったり、銀の弾丸が広まった時期との大幅なズレがあるなど、よく考えてみると穴の多い物語だ。

　だが俺たちは少し前、このおとぎ話を再現しようとする狂人と出会ってしまった。

「まさかまた、あの気色悪い化け物を呼び出すつもり？」

　リザが呆あきれたように笑った。イレッダ地区でも最高クラスの権力者を前にして、相棒はソファに深く身を沈め、テーブルの上に足を投げ出すという不敬行為に及んでいる。黒服の男たちが、最大限の警戒と、同じ濃度の殺意が籠った目線を送っていた。

　恐こわくて仕方ないが、舐なめられないためには俺もリザに倣ならうしかない。足を組んで座り直し、ダレンに不敵な笑みを向けてやることにする。

「悪魔を実体化したけりゃ、シエナのような特異体質の人間を媒体にする必要があります。だからオルテガのやり方は、愛するおじいちゃんを救う手段にはなりえない」

「あの少女娼しよう婦ふをもう一度悪魔に捧ささげれば、何かヒントが見えてくるかもしれない」

　ダレンは空になったグラスを部下に渡しながら、何の気なしに呟つぶやいた。不愉快なことに、どうやら俺はこの男に試されているらしい。

「安い挑発は無駄ですよ」

「挑発だと思うか？」

「……次にあんな実験をやらかせば、シエナは確実にくたばる。フィルミナードが先を考えられない馬鹿の集まりでもない限り、重要なサンプルをみすみす手放すような真似まねはしないはずだ」

「なぜそう言い切れる？」

「ただの勘ですよ。間違っていたら謝ります」一呼吸置いて、俺は切り出す。「あなたは恐らく、それとは別のアプローチを模索している。もしかすると、手掛かりの一つくらいはもう手に入れているのかも」

「当たりだ」蒸留酒を啜すすりながら、ダレンは喉の奥で笑った。「からかって悪かったな」

　とにかく、今できるのはビジネス・パートナーとしての有用性を示し続けることだけだ。俺は慎重に続ける。

「あなたの部下がオルテガの手記を拾ったと聞きました。俺たちが呼ばれたのは、そこに書かれてある内容に関係してるんでしょ？　それこそ、未完成の研究内容とか」

「勘のいい奴は好きだ。話が早くて助かるよ」

　カマをかけてみたつもりだったが、どうやら向こうには情報を隠すつもりもないようだ。ダレンは口くちの端はを歪ゆがめた。

「〈薔薇ばらの女王〉が偶然入手した手記には、オルテガがこれまでやってきた実験の全てが残されていた。奴らレイルロッジ協会の学者どもの習性として、個人的な資料は全て暗号で書かれていたけどな。解読に少し時間がかかったが、お前が言う未完成の研究も見つかったよ。そこには、まさにいま我々が求めているような理論があった」

　つまりアントニオ・フィルミナードのように、特異体質を持たない普通の銀シロガネ使いを悪魔の媒体にする方法論が確かに存在しているということだ。

「じゃあ、さっさとその研究を引き継げばいい。俺たちをわざわざ呼んだ理由はなんです？」

「暗号解読の結果として、理論の概要は把握できた。だが、肝心の術式が難解でね。組織が抱えている学者の中には、手記に書かれている術式を完全に理解して、実行に移せる者は一人もいなかった」

「レイルロッジ協会の学者どもならどうです？」

「もちろん調べたよ。だが、オルテガのように悪魔の実体を呼び出そうとする狂人は、もう協会にはほとんどいないらしい。いたとしても、本当に狂ってしまっている奴だけだ」

「……ではオルテガと同じ思想を持った馬鹿を世界中から探して来いと？　そりゃいくらなんでも」

「心配するな。当てはある」

　日輪を雲が覆い隠し、オープン・テラスに一瞬だけ巨大な影が差した。ダレンの部下の一人が、俺とリザの前に一枚の書類を置いた。そこに書かれている情報を目で追っていく。

　ドナート・セラーズ。

　銀の弾丸を創ったとされる魔女が遺のこした文献を収集・解析し、銀シロガネ使いの生産方法を日々研究している〈レイルロッジ協会〉にかつて所属していたが、違法な人体実験を始めとする数々の倫理違反を犯して協会を追われた、典型的な狂科学者マツドサイエンテイスト。

　特に常軌を逸していたのは研究内容で、銀の弾丸と人体の融合率を極限まで高めることで悪魔を実体化させるという理論を何度も発表し、そのたびに学会で失笑を買っていた。協会を追われた後はバレシア皇国各地の裏社会で〈施術士〉として活動しているが、現在の所在地は不明である──。

　このドナートという男もまた、悪魔を実体化させるというイカレた野望を抱く怪物らしい。あの日の惨劇が脳裏にチラついてきて、反吐へどが出そうになる。

　俺は業務的な質問をすることで、悪い想像から早く逃れようとした。

「つまり俺たちに、この男を探して来いと？」

　これだけの情報が出回っていながら誰にも居場所を摑つかまれていないとなると、ドナートという男は相当に警戒心が強い人物なのだろう。それに狭いイレッダ地区だけならまだしも、国中を探し回るには俺たちだけでは手が足りない。

「その必要はない。実はこの男はフィルミナード傘さん下かの〈スクリーム・ハウス〉という小組織のスポンサーをやっているらしくてな。その組織にいるドナートの代理人にコンタクトを取ると、数日前に返信があった。渡した資料に記してあるが、アポイントの時間と場所も向こうから指定されている」

「スクリーム・ハウス？　聞かない名前ですね」

「先代のボスの時に、有象無象の連中をまとめて傘さん下かに引き入れたことがあってな。おかげで、余程の暇人でもないかぎり全部は覚えていられないほど下部組織が増えてしまった。そいつらは確か、隣国の田舎で活動してたチンピラ集団だったはずだが、フィルミナードに加盟すると同時にイレッダに流れてきたわけだ」

　飲食店チェーンに加盟するような気軽さでギャングになる連中がいるという事実に嫌気が差してきたが、平静を装よそおって話を戻す。

「で、その組織にいる代理人とやらに挨拶をしてこいと？」

「その通りだ。代理人のルーカスという男が、ドナートと外部との取引を代行しているらしい。後はルーカスと交渉して、ドナートを俺の目の前に連れてくる手て筈はずを整えてくれ」

　思わず拍子抜けしてしまった。リザも同じ感想を抱いたのか、テーブルに足を上げたまま不満を表明した。

「そんなお使いを、わざわざ銀シロガネ使いの私らにやらせる意味はなに？」

　自殺志願者か、そうでなければ命の尊さを知らない世間知らずとしか思えない態度に、ソファを囲む男たちは色めき立った。懐ふところの得物に手を伸ばす気の早い男もいるが、賢明な判断としか言いようがない。

「はっ、そんなの決まってんだろ。お前らが、いつ殺されても構わねえ捨て駒だからだ」

　リザが銀シロガネ使いだと目を付けたチンピラが、口くちの端はを歪ゆがめて嚙かみ付ついてきた。ジーンズのポケットに手を入れながら、嘲弄するような雰囲気を全身に纏まとわせている。

「へえ。どういうことか、詳しく訊きかせてくれる？」

　罠わなに掛かった獲物を発見した狩人かりゆうどのような表情で、リザが立ち上がった。

　穏やかなオープン・テラスに緊張が走る。周囲の黒服どもは一様に焦燥に駆られ、銃を抜いてしまっていた。

　殺し合い大好きな銀シロガネ使い同士が向かい合えば、平和なお茶会も一瞬で戦場に変わってしまうのだ。思おもい遣やりの心などという架空の概念を連中に期待した人間は、必ず馬鹿を見る。

　こういうとき、場を鎮しずめるのはいつも俺の役目だ。舌打ちをしながらゆっくりと立ち上がる。

「お前が言ってるのはつまり、施術士からのアプローチが罠わなかもしれないってことだろ？　そうでなくても最近、フィルミナードには銀の弾丸が絡からむやらかしが多いからな。慎重になる気持ちはよく解わかるよ」

　先日俺たちが引き受けた仕事もそうだったが、この数ヶ月で、フィルミナード・ファミリーの銀の弾丸が奪われたり横領されるなどの事件が何度か起きている。そのたびに俺たちのような仕事屋を派遣して不届き者を優しく懲らしめているわけだが、天下のフィルミナードを出し抜こうとする馬鹿が頻繁に現れること自体がそもそも、普通なら有り得ない状況なのだ。

　本意を引き出すために挑発的な単語も忍ばせてみたが、男は意外にも冷静で、俺の魂胆などお見通しとでもいうように鼻を鳴らした。余計な情報は話さないという意思表示だろう。

　だがこれで、一触即発の状況を有う耶や無む耶やにすることができた。俺はまとめにかかる。

「一方で罠わなだという確証はない。だから自前の軍隊に奇襲させるのではなく、部外者の俺たちに様子見させるってことだ。俺たちなら万が一の場合でも、武力で対応できるしな」

「はっ。こいつらが、いもしない敵に怯おびえてるだけの臆病者チキンの群れだってのはよく解わかった」

　おいこら。ふざけんな、この戦闘狂。

　せっかく収まりかけた殺意が、俄にわかに沸騰したのが感じられた。黒服どもが罵声とともに銃口を向けてくる。

　こうなってしまえばもう、口先だけで場を鎮しずめるのは不可能だ。

「試してみるか？　どっちが本当に臆病なのか」

　赤髪を揺らして、チンピラ野郎が凶暴な笑みを向けてきた。腰の後ろから二挺ちようの拳銃を引き抜いて、俺とリザの両方に銃口を突き付けてくる。

「膝の震えを隠すので精一杯のくせに、喧けん嘩かなんて売ってこないほうがいいと思うけど？」

　リザが太ふと腿もものホルスターから凶悪な形状のナイフを抜き、甘えたような声で煽あおり返かえした。

　俺も慌てて自動拳銃のバラックＭ三一を召喚する。

「グレミー、銃を下ろせ。このホテルでそいつが禁じられてることぐらい解わかるだろ？」

　自分の頭越しで化け物同士の殺し合いがおっ始まろうとしているにもかかわらず、最高幹部のダレンは冷静だった。

　蒸留酒の表面に手の震えによる波紋が立っているなんてことはなく、平時と変わらない語調で言葉を紡つむいでいる。

「フィルミナード・ファミリーの最高幹部としての命令だ。グレミー、銃を下ろせ」

　グレミーと呼ばれたチンピラには忠誠心など全くないようだった。指示には一切従わず、俺たちに銃口を向けたまま舌なめずりをしてやがる。むき出しになった凶暴性が、夜の森に潜む肉食獣の獰どう猛もうさを想起させた。

　──一発の銃声が、目の前で響いた。

　俺は言葉を失う。隣のリザも目を見開いていた。

　硝煙が立ち昇る拳銃。呆あきれたような表情で、ダレンがそいつを握っていた。

　この男はいま、聞き分けの悪い部下の脳天に向けて躊ちゆう躇ちよなく銃弾をブチ込んだのだ。呆気あつけに取とられている俺を尻目に、最高幹部は表情一つ変えずに獲物を懐ふところに仕舞った。

　至近距離から撃たれたグレミーは後ろ向きに倒れ、頭蓋骨に空いた穴から血と脳のう漿しようを撒まき散ちらす。そして、張りぼてのようなホテルはこの街の本質を思い出すことになる。それが当然の帰結というやつだ。

　だが、その通りにはならなかった。

　残響が時の流れに搔かき消けされていく。俺とリザは揃そろって驚きよう愕がくに目を見開いた。

「てめえから死ぬか、クソ野郎」

　グレミーはくたばるどころか、倒れ込んですらいなかった。いつまで経たっても脳のう漿しようはブチ撒まかれておらず、額からは血の一滴すらも流れていない。ダレンに殺意の籠った目線を送ってやれるほど、元気が有り余っているようですらあった。

「口で言ったところで訊きかないだろうが。銃撃こつちのほうが手っ取り早い」

「いいか、ダレン。てめえがまだ蜂の巣になってねえのは、俺がたまたま慈悲深い性格で、てめえのようなか弱い仔こ羊ひつじは殺さねえと決めてるからだ。まあ殺したところで何の達成感もねえからな。だが目め障ざわりな羽虫となれば話は別だ。次に舐なめた真似まねをしてみろ、フィルミナードの最高幹部だろうが何だろうが、容赦なくブチ殺してやる」

　常軌を逸したやり取りを前にして俺はリザに小声で確認する。

「今、こいつは一歩も動いてなかったよな？」

「うん。銃弾を避けたわけじゃない」

「銃弾がどこかに逸それたのか？　あの至近距離で？」

「まさか。銃口は間違いなく、あいつの極小の脳のう味み噌そに向いてたよ」それからリザは小さく息を吐いて、衝撃的な事実を告げた。「てか、銃弾が空中で止まってんのが見えた」

　慌てて見渡すと、グレミーの足元には確かに銃弾が転がっていた。鉛玉の先端は何か頑丈なものにぶつかったかのように潰れている。

　これは間違いなく、悪魔の力を借りた〈銀シロガネ使い〉にしか出来ない芸当だ。どんな能力なのか現時点で推測するのは難しいが、少なくともこの男に正面から銃撃戦を仕掛けても無駄ということだけは判明した。

「それで、依頼内容について何か質問はないか？」

　俺とリザの掌てのひらにある凶器を順番に一いち瞥べつした後、ダレンはわざとらしいほど穏やかに言った。こんなパフォーマンスを見せつけられては、大人しく拳銃を消してやるしかない。流石さすがのリザも従うしかなかった。相棒の短い舌打ちが宙に溶けていく。

　場が白けたままお開きになってしまう前に、確認すべきことがあった。

「この施術士……ドナートとかいう男が、もし本当に罠わなを仕掛けてきた場合はどうします？」

　資料を見る限り、この瘦せこけた老人が大組織に喧けん嘩かを売るような胆力の持ち主だとは到底思えなかった。だがそれでも、用心するに越したことはない。

　ダレンは肩を竦すくめながら、予想通りの回答を述べた。

「聞くべきことがひとつ増えるだけだ。生け捕りにして、罠わなを仕掛けた理由も優しく訊きき出だせ」

「不可抗力で多少傷つけても構いませんね？」

「殺さないように気を付けてさえくれれば、こちらとしては問題ない」

「解わかりました」

　俺たちは目線で合図を送り合う。もう、これ以上話すことはない。黒服に促されながら帰路に就く俺たちの背中に、グレミーが嘲りの声を投げつけてきた。

「怪我けがにだけは気を付けろよ、間抜けども？」

　俺たちは答えない。

　代わりに、直立させた中指で感謝の気持ちを表明してやることにした。




　俺たちは一言も発さず、目線も合わせないまま、駐車場に停とめていたグリムスに乗り込んだ。

　怒りに任せて扉を乱暴に閉める。

　ボロ車を発進させながら、俺はようやく切り出した。

「おいリザ。てめえ一体何のつもりだ？　あの場面でどうして、連中に喧けん嘩かを売る必要があるんだよ？　ダレンが冷静な男だったから良かったが、下手すりゃあの場で血が流れてた」

　怒りはまだ収まらない。

「お前が殺し合いが大好きな破綻者なのは別に構わねえよ。俺たちの仕事には必要な才能だし、頼りにしてる。ただ、相手だけは選べって話だ。奴はフィルミナード・ファミリーの最高幹部だぞ？　それもオルテガのような末席とは違う、アントニオの側近中の側近だ。万が一戦争にでもなったら、俺たちなんざ簡単に捻ひねり潰つぶされる」

「うるっせえよ」助手席のリザも苛いら立だっていた。「あんたこそ、すっかりフィルミナードの奴隷が板についてきてる」

「何だと？」

「解わかってんの？　私らは明らかに舐なめられてる。こっちが逆らえないのをいいことに、使いっ走りみたいな仕事を次々押し付けられてる。これじゃ、ただの従順な奴隷だよ。会ったこともないジジイの心の安らぎのために、死ぬまでこき使われるかわいそうな奴隷。ふざけんな」

「……だが俺たちにも、その計画を進める必要がある」慎重に言葉を選びながら続ける。「もし計画が頓挫でもすれば、強硬派どもがシエナを軍事利用しかねないだろ」

　衝動に突き動かされて馬鹿な真似まねをすれば、全てが終わってしまう。シエナを守るためには、大人しくフィルミナードに従っているしかないのだ。

　リザは更に不機嫌になったようだった。露骨な舌打ちとともに吐はき棄すてる。

「そもそもさあ、シエナと出会ってしまったからこんな面倒臭いことになってんだよ。あんたが、あの娘を切きり棄すてられないから」

　頭に血が昇っていくのが自分でも解わかった。だが、リザの寂しそうな横顔を見て冷静になる。

　ライブ・ハウスで仲良く熱狂する、二人の少女の幻影が脳裏を過よぎった。

「……だが、それはお前だって同じはずだ」

「だからイラついてんの」

　リザは窓の外に向かって、忌いま々いましそうに続けた。

「前まではもっとこう、楽しかったはずなんだよ。血ち塗まみれの刃の上で、アホみたいに踊ってればそれでよかった。生きるか死ぬかの戦いだけが全てだったし、私はそれで十分だと思ってた。今みたく、クソみたいなしがらみに雁がん字じ搦がらめにされることなんてなかった」

　リザが自分の内面を曝さらけ出だしてくるのは初めてだった。戸惑いながらも、今は黙って彼女の言葉を咀そ嚼しやくしていくしかない。

「最初から女々しかったあんたは別にそれでいい。足を引っ張ってさえこなけりゃ、そのスタンスを否定するつもりもない。だけど……」

　言いかけて、リザは窓の外を向いて押し黙ってしまった。

　銀シロガネ使いは強きよう靭じんな肉体や特殊能力と引き換えに、心を喪うしなうとされている。倫理観や罪悪感を切り離された化け物は、血生臭い闘争の日々にのみ悦よろこびを見み出いだす殺さつ戮りく兵へい器きとなるのだ。リザも間違いなく、そんな種類の人間だった。

　今リザが苛いら立だっている理由はもしかすると、ただ楽しいだけだった闘争に、理由が生じ始めていることにあるのかもしれない。ある意味で純粋だった世界に混じってきた不純物を、どう処理していいか解わからないのかもしれない。

　シエナとの出会いを通して、俺は正気を携えたまま狂気の世界を進むという覚悟を決めた。境界線の上で揺れ動いていた俺が変わったように、リザも小さくない影響を受けてしまっているのだろう。

　なんにせよ、掛けてやれる言葉など何処どこにも転がっていない。

　言葉の消えた車を、成れの果ての街の中心に向かって走らせていく。今の俺に出来るのはそんなことくらいだった。
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　資料に記載されていた場所は、イレッダ地区の西海岸にあるキルト通りだった。

　かつて製鉄所だか発電所だかがあった広大な区画だが、都市計画の破綻と犯罪組織の流入を経て工場は閉鎖。それから時が巡り、今ではその跡地がひとつの街となり独特の雰囲気を形成している。

　幾つかの工場は、ここら一帯を仕切っているフィルミナード・ファミリーが改修し、合法非合法様々な店舗が鎬しのぎを削る複合商業施設となっている。施設と施設を繫つなぐ金網の足場が立体的に張り巡らされており、複雑な構造の配管なども相あい俟まって非日常的な光景を創り出していた。治安の悪さにもかかわらず、観光客や写真家が多く訪れるのも納得できるエリアだ。

　この先は複雑に入り組んでいるため、車は近くに停とめてきた。ジェーンの厚意でプレゼントされた車なので、能力で出し入れすることはできなかった。全くもって不便な話だ。

　煙草たばこに火を点つけて気を取り直す。

「基本的にイレッダのことは海に沈んで滅べばいいと思ってるが、このキルト通りの景観だけは嫌いじゃない。まあ、ここにいる犯罪者どもが全員くたばってくれればの話だけど」

「酒臭い連中が多すぎるし、私は大嫌い」

　貧乏人御ご用よう達たしの安い酒場が多いのもこの区画の特徴だが、酒を一滴も吞のめないリザからすると嫌けん悪おの対象でしかないのだろう。

　工場の側面に取り付けられた階段を昇り、空中に架けられた金網の通路を進んでいく。

　後ろをついてくるリザに問い掛けてみた。

「確か、お前が酒を吞のめないのは味が嫌いだからだよな」

「それが何。喧けん嘩か売ってんの？」

「いや、どうにかして克服させてあげられないかと思ってな。大切なパートナーとしての、まあ親切心ってやつだ」

　本当は隙を見せないこの女が酔ったところを見てみたいだけだが、俺の一番の特技は悪意を隠してつらつらと喋しやべることだ。

「イレッダ地区の店にはあまり置いてないが、ジュースと全く変わらないような味のカクテルも多いだろ。それこそ、お前がいつも飲んでるオレンジジュースを混ぜた、スクリュー・ドライバーみたいにな。そういやこの前、無味無臭の飲用アルコールがついに発売されたってニュースをどっかで見たな。今度試してみるか？」

「興味ない」心底面倒臭そうな表情で、リザが切り返してきた。「そもそも、あんたにしても警察のグラノフにしてもそうだけど、なんで毎日飽きもせず酒ばっか吞のんでんの。毎日飲酒しなきゃ殺される戒律の宗教にでも入ってる？」

「そりゃお前、精神衛生のためだろ。たまには酔わなきゃやってられないこともあるだろうし」

「自分が生きる価値すらないほど無力なこととか、見る者全員を不愉快にさせる貧乏面から目を背けるために、ってわけね」

「性格最悪の腐れ女が相棒なせいで毎日苦悩してる、ってのも付け加えてくれ」

「はいはい。アルコール依存症のクズをこれ以上追い詰めないように、今後は気を付けてやる」

　悔しいが、今回はリザの方に軍配が上がった。俺は忌いま々いましく舌打ちをする。

　確かに、記憶がなくなるまで酒に溺れていたような時期も何度かあった。大学を辞めて犯罪者に成り下がってしまった頃もそうだったが、一番酷ひどかったのは、当時付き合っていた女が目の前で殺されてからの数ヶ月だろう。

　運び屋をしていた俺の目の前で、雇い主の男たちは最愛の女を薬漬けにして犯していた。

　薬物で理性を奪われたシャルロッテの呻うめき声ごえが、ずっと耳から離れなかった。

　過剰摂取オーバードーズで死んだ彼女の苦く悶もんの表情が、いつまでも網膜に焼き付いていた。

　どす黒い復ふく讐しゆう心しんが腹の底で獰どう猛もうに暴れ回るのをいつまでも感じていた。

　全てを忘れるために酒に溺れていたのも仕方ない。今でもそう思う。

　最近は飲酒量自体はかなり減ってきているが、アルコールに頼らないと眠れない夜もたまにやってくる。結局、今でも俺はあの日の呪縛から抜け出せていないのだ。リザの皮肉が痛いのはきっとそのせいだろう。

　話題が尽きたので、しばらく無言で空中通路を進んでいく。勿もち論ろん手て摺すりくらいは付いてるが、金網でできた簡易的な足場では心こころ許もとなく、足元を見るのは憚はばかられた。

「ここか」

　錆さび付ついた金属製の扉の前で立ち止まる。

　周りに目ぼしい店舗などはない。おまけに地図が無ければ辿たどり着つけないほど入り組んだ場所にあるため、人通りもほとんどなかった。今からするような密会にはうってつけの場所というわけだ。

　もっと言えば、罠わなを仕掛けて訪問者を殺すのにも都合がいい場所と言える。

「ラルフ。〈施術士〉の代理人とやらは一人で来るんだっけ？」

「まあそういう話だったが、流石さすがにそこまで無警戒じゃないだろ。余程の自信家かバカでもない限り、近くに武装した仲間を配置してるに決まってる」

「だけど」リザは怪け訝げんな表情になった。「部屋の中からは、一人分の音しか聞こえない」

　確かに俺たちは、向こうから何か仕掛けてこない限りは危害を加えるつもりもない。そもそもこれから会う人物が所属する〈スクリーム・ハウス〉とかいう組織は、末端の末端とはいえフィルミナード・ファミリーの傘さん下かなのだ。まあ危機感が足りないとは思うが、一人で来ているとしても別に不思議ではなかった。

「もしもし」俺は金属扉をノックした。「ダレン・ベルフォイルの使いで来た。扉を開けてくれ」

　しばらく待ってみたが、中からの返答はない。こちらに近付いて様子を窺うかがってくる動きくらいあってもいいはずだが、リザの表情を見る限りそれもないようだった。

　ホルスターから抜いた自動式拳銃バラツクの遊底スライドを引いて、薬室に弾丸を送り込む。リザがコンバットナイフを取り出したのを確認すると、俺はドアノブに手を掛けた。

「誰もいないのか？　……入るぞ」

　扉は施せ錠じようされていないようだった。ドアノブを回して、勢いよく扉を開け放つ。合金製のライオットシールドを構えた俺を先頭に、部屋の中へと飛び込んでいく。

「……は？」

　俺は驚きよう愕がくに目を見開いた。少し遅れて横に並んだリザも似たような反応だった。

　五〇平方メートルほどの部屋には、酸鼻極まる死の匂いが充満していた。

　折り重なるように斃たおれた、無数の死体たち。頭を潰されて脳のう味み噌そをブチ撒まいている死体。背骨が直角に折れ、泡を吐きながら絶命している死体。両手両足だけでは飽き足らず、眼球や耳じ朶だをも潰されている死体。

　男たちの死に様は実に多彩だが、共通点もあった。

　死体どもは皆、喉元から肩口にかけて絶叫する女の横顔のような刺青いれずみを彫っていたのだ。さっき渡された資料と照らし合わせると、殺されているのは〈スクリーム・ハウス〉の構成員で間違いないようだ。

「何だ、お前らは？」

　屍しかばねが散らかる部屋の中央から、野太い男の声が聞こえた。

　慌てて振り向くと、そこには浅黒い肌の大男が立っていた。もう夏になるというのに黒いロングコートに身を包んでおり、中に着ている白いＴシャツは鮮血で染め上げられていた。

　服の上からでも解わかるほど鍛え上げられた筋肉や、二メートルにも届きそうな体たい軀くには確かな重圧を感じる。

　太い首からは、ガラス玉があしらわれた安物のペンダントがぶら下がっていた。男の風貌からすると、それには少し違和感を覚える。

　太い腕が何かを持ち上げていたが、それは白目を剝むいて絶命している男の上半身だった。腰から下は少し離れた場所に転がっている。パスタ・マシーンから麵が出てくるように臓物が零こぼれ落おちる光景は、低予算の恐怖映画そのものだった。
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「はっ、何こいつ。どう考えても銀シロガネ使いじゃん！」

　リザが歓喜に包まれた表情で突進する。殺さつ戮りく者しやは上半身だけの死体を放り投げ、凄すさまじい速度で迫るナイフの切っ先に手を翳かざした。

　それから何が起きたのかを、すぐに理解することはできなかった。

　リザの細腕が横から摑つかまれた、そこまでは視認できた。

　だが次の瞬間には彼女は部屋の隅の壁に叩たたき付つけられており、衝撃を殺しきれずに血ち反吐へどを吐いていた。

　いくらリザが体重の軽い女だとしても、人間をあんな速度で投げ飛ばすことができる化け物がいてたまるか。銀シロガネ使いだとしても異常な身体能力に、俺は後退あとずさりする。

「スクリーム・ハウスの人間、というわけではなさそうだな」俺の首筋に刺青いれずみがないのを確認して、男は続けた。「いきなり襲い掛かってきた理由は何だ？」

　構成員どもの殺され方からして理性がある相手だとは到底思えなかったが、しかし男は意外にも冷静だった。少なくとも、話が全く通じない獣というわけではないらしい。

　慎重に言葉を選びながら、俺は答える。

「……俺たちは商談でここに来た。スクリーム・ハウス側の担当者に用があったんだけど、この有あり様さまじゃ元気にしてはいないみたいだな」

「担当者の名前は？」

「待て、次は俺が質問する番だ」

　俺は銃を投げ捨て、まだ敵意がないことを表明する。リザはしばらく動けないようだし、どう考えても何の情報もなく戦って勝てる相手ではない。

「お前はいったい何者だ。敵対組織が雇った銀シロガネ使いか？　それとも、ただの通りすがりの殺人鬼か？」

　もちろん回答など期待していないが、恐らく真相は前者だろう。この場所は今転がっている死体どもか、そいつらに招待された俺たちしか知らないはず。化け物がふらりと立ち寄って猟奇殺人を犯せるような立地ではない以上、情報を入手した何者かによって計画された襲撃である可能性が極めて高い。

　ただ一つ気になるのは、構成員どもの殺され方だった。銀シロガネ使いの異常性といってしまえばそれまでだが、ただの仕事屋にしては過剰なほど残酷で、執しつ拗ような殺し方に感じられる。

「答える義務があると思うか？」

「なら、俺もお前の質問には答えない」

　奴が俺たちをすぐに殺さない理由は、俺たちが誰に雇われた何者なのかを推し量っているためだろう。もし俺たちの背後に巨大な組織が付いていたり、政府機関に雇われた人間だったりした場合、仮に殺せたとしてもその後が厄介になる。こいつはその可能性を疑っているのだ。

　逆に言えば、俺たちがただの委託業者であることがバレた瞬間、グロテスクな死体どもの仲間入りを果たしてしまうことになる。

「茶番はこのくらいにしよう」俺の思惑を見透かしているような強い口調で、男は告げた。「お前たちがこのクズどもの仲間ではないことは解わかってる。そしてお前たちの目当てが、ルーカスという男だということもな」

　それは、俺たちが会う約束をしていた「ドナート・セラーズの代理人」の名前だった。予想外の展開に、動揺を隠すことができない。

　こいつはいったい、何をどこまで知っている？

　まさか、フィルミナードの計画が何処どこかから漏れてしまっているのか？

「どうやら図星らしい。……あの外道め」

　男の逞たくましい顔が、憤ふん怒ぬに染まっていった。怒りの理由など見当もつかないが、もはや悠長に話し合いができる状況ではないことだけは確かだ。

　空気が張り詰めていくのを感じる。掌てのひらには汗が滲にじんできやがった。

「ルーカスとやらは今どうしてる？　この部屋にある肉塊のどれかがそうなのか？」

「まだ生かしてある。もっとも、あれが生きていると呼べる状態なのかは難しいところだが」

　男の言い方から察すると、代理人ルーカスはどこか別の場所で監禁されているのかもしれない。計画を成功させるためには、こいつに情報を吐かせる必要が出てきたわけだ。

　そしてわざわざヒントを提示してきたのは、こちらからも何かの情報を引き出したいという意思の表れだ。

　つまり、俺たちが取るべき行動はたった一つしかない。

　俺は短機関銃を召喚し、銃口を男の太ふと腿ももに向ける。俺が武器を棄すてて丸腰になったと思っていた男は、一瞬だけ硬直してしまった。俺はそのまま躊ちゆう躇ちよなく引き金を引き絞る。

　轟ごう音おんとともに、鉛弾が一斉掃射された。

　両脚を吹き飛ばすべく迫った颶ぐ風ふうを、男は体格に見合わない身軽さで回避。銃口を移動させるよりも速く、壁に背を預けているリザへと疾走した。これでは相棒が射線上に入ってしまうため、銃撃を中止するしかない。

「まずはお前からだ」

　男は腕を大きく振りかぶりながら、まだよろめいているリザの眼前に踏み込んだ。

　女の口くち許もとには笑み。瀕ひん死しの演技を取りやめたリザは、床に滑り込んで男の足元を潜くぐる。そして敵が振り返るよりも早く、ナイフによる刺突を脇腹に放った。

「引っ掛かったな、このノロマ！」

　男は無理な体勢のまま、向かってくるナイフを肘で叩たたき落おとすしかない。そこまでもリザの想定内だった。肘が下がることで生じた隙を縫って、男の顎に鋭い蹴りを繰り出したのだ。脳を揺らす一撃なら、いくら体重差があろうと関係ない。

　だが、脳のう震しん盪とうを起こして膝から崩れるべきだった男は微動だにしていない。死角から飛んできたはずの蹴りを、もう一方の腕で受け止めてしまったのだ。

　リザは体勢を崩して床に落ちる。

　男の尋常ではない反応速度によって、いとも簡単に形勢が逆転してしまった。

「やっば！」

　床に転がるリザに向けて、男は既に拳を振り下ろしていた。リザは焦燥に急かされて床を転がり、落雷のような一撃を回避。

　だがここで、俺の目には衝撃的な映像が映し出された。

　回転の終点で立ち上がろうとしたリザが床に弾かれたように空中へと投げ出され、完全に無防備になってしまったのだ。空中で身動きが取れないリザを、男の拳が狙っている。

「当たっても文句言うんじゃねえぞ！」

　緊急事態につき、味方への被弾など恐れてはいられない。俺はバラックを発砲し、男の攻撃を阻止しようとする。

　だが俺の攻撃は読まれていたようで、男は床に転がっている死体を爪先で蹴り上げて盾にしやがった。規格外の筋力だが、問題はない。

　着弾した部位が爆発し、大量の血ち飛沫しぶきを空中にブチ撒まいていく。

　今撃ったのは少量の火薬を弾頭に詰め込んだ爆裂弾エクスプローダーと呼ばれる代物だった。火薬量が少ないため爆発の規模も知れているが、目め晦くらまし程度の役目は果たしてくれる。

　血ち飛沫しぶきが目に入ってよろめいている男に向けて、体勢を立て直したリザが斬撃を放つ。

　視界を奪われた男は、後方に大きく跳んで死を免まぬがれた。だがこれで、今度は男の方が空中で無防備となる。落下速度を計算しつつ、俺は狙いすました一撃を放った。

　響き渡る銃声。

　そして訪れる、一瞬の静寂。

　有り得ない事態が、また目の前で起こった。男の脇腹に命中したはずの銃弾が、明後日の方向に弾き飛ばされてしまったのだ。

「はっ？　何が起きた？」

　リザが疑問の声を上げるが、当然回答が降りてくるはずもない。男は空中で身を捩よじり、天井を蹴り飛ばして俺の方へと急襲してきた。混乱する思考を何とか整理して、床に手をつく。

　召喚したのは、島外の解体屋から購入した、エンジンが抜かれた廃ワゴン車だった。確かに奴は銀シロガネ使いとしても異常なほどの筋力を持っているようだが、一トンを超える重量を吹き飛ばすことは流石さすがにできないはずだ。

　かくして、男はワゴンの側面に頭から突っ込んだ。

　頸けい椎ついの一つでも折れてくれることを期待したが、そんな幻想は抱くだけ無駄だと一瞬で気付く。ワゴン車のフレームがまるで飴細工のように破砕され、男の侵入を許してしまったのだ。

「待て待て待て待て！」

　頭から飛び込んで回避した俺が起き上がったときにはもう、別の死因が提示されていた。

「応用の効く能力だが、相手が悪かったな」

　男は転がっている死体のどれかから奪ったであろう拳銃を構えていた。この距離で銃口を向けられてしまえば、もはや俺の身体からだが吹き飛ぶのは確定事項のようなものだ。

「……銃は使わない主義だと思ってたよ」

「お前に恨みがあるわけじゃないからな。素手よりは拳銃こちらの方が楽に死ねる」

「随分と慈悲深いな。何で聖職者を目指さないのか不思議だね」

　位置関係からしてリザの援護は到底間に合わない。合金盾を呼び出したところで、死亡時刻が一瞬遅れるだけだ。いくら考えても、ここから逆転する目が全く見えなかった。

　男はリザにも手を挙げるよう強制したあと、こちらに向き直った。

「それで、お前らはいったい何者だ？　少しでも長生きしたければ、包み隠さず答えろ」

　たとえ正直に告げたところで、構成員どもを虐殺しているこいつが見逃してくれる保証はない。少しでも生き永らえるためには、男に謎を提示し続けなければならなかった。

「……俺たちはある組織に雇われた仕事屋だ。〈銀の弾丸〉に関する情報を仕入れるために、ここまでやってきた」

　男は低い声で言った。

「情報は小出しにせず簡潔に話せ。時間稼ぎをするようなら、お前を殺して女の方に訊きく」

「……だが、順を追って話さねえと理解できないだろ？」

「黙れ」

　男は銃口を額に押し付けてきた。

　駄目だ、格が違いすぎる。異常な格闘技術と得体のしれない能力だけならまだしも、駆け引きにおいても隙が見えない。こいつは、今まで戦ってきた化け物どもを確実に超越している。

　こんな男を前にして、生き残れる想像が全くできなかった。いくら酸素を貪っても、呼吸が出来ている感覚がまったくない。

「……なんだ、どうしたんだミア」

　銃口に指を掛けたまま、男が呟つぶやいた。

　増援でもやってきたのかと思い部屋を見渡すが、部屋にいるのは警戒して動けないリザと、臓物を撒まき散ちらす死体どもだけだ。

　男はまるで目の前にいる俺が見えていないように、自分の世界に入ってしまっている。

「この男はドナートには関係ない？　……ああ、確かにそうだろう。だがこいつらは俺の顔を見てしまった。別に恨みはないが、殺す必要がある」

　耳に通信機器のようなものは付いていない。だとしたらこれは独り言か？

「……相変わらずお人良しだな。いいか、ミア。俺たちの目的を果たすためには、手段など選んでいる余裕はないんだ。障壁になり得る人間は殺すべきだ。安心しろ、別に苦しめて殺すわけじゃない。こいつらはお前を痛めつけた連中とは関係ないからな。……ああ、拷問もしない。ただ殺すだけだ。それで文句はないだろう」

　幻覚でも見ているのか、男は自分の足元に向かって語り掛けていた。まるで、子供を優しく諭すような口調。深しん淵えんのごとく昏くらい瞳は、ここではない何処どこかを見つめているようだった。麻薬中毒者にはあまり見えないが、少なくともまともな有様ではない。

　好機と判断した俺が腰を浮かそうとした瞬間、遠くから警察のサイレン音が聞こえてきた。赤く尖とがったような音は徐々に大きくなっていく。本来なら車の侵入が制限されているキルト通りにやってくるとなると、武装した特殊部隊しかありえない。

　男は俺に銃口を向けたまま、不愉快そうに鼻を鳴らした。

「ミア、残念だがここを出よう。銃声が警察を引き寄せてしまったようだ。……ああ、解わかったよ。お前の我わが儘ままに従って、この二人は見逃してやる」

　俺には見えない仲間に向かってそう呟つぶやくと、男は銃を引いて出口へ向かう。男の背中に向けて、問い掛けずにはいられなかった。

「お前は何者だ」

「ウェイド・レイン。俺はそれ以外の何者でもない」

「名前なんて訊きいてねえよ。……いったい何が目的で、こいつらをぶっ殺した」

　男は扉の外に消えながら言った。

「この外道どもを殺す理由など解わかりきっている。ミアが、そう望んだからだ」

　遠ざかっていく背中を見送ることしかできない俺たちはあまりにも無力。男の気き紛まぐれで生存を許されただけの、ただの醜い敗北者でしかなかった。

「……リザ。助かったよ」

　サイレンの音が、リザが創り出した幻であることには気付いていた。

　リザにしか聞こえないほど遠くで鳴っている音を能力で取り込み、部屋の外に仮想スピーカーを創り出して再生する。あとは徐々に音量を上げていくことで、警察が駆けつけたと男に錯覚させたのだ。

　素晴らしく機転が利きいた行動だし、能力の練度がかなり高くなければできない芸当だ。能力の無茶な使用により、相棒は大量の汗を流しながら空気を貪っていた。

「……クソっ！」

　壁を殴る音が鈍く響き、労ねぎらおうと近付いていた俺の足が止まる。リザの表情は焦燥や怒りといった感情に支配されていた。

「何もできなかった……。小手先の詐欺ペテンであいつを遠ざけるしかなかった」

　生き延びたことへの安あん堵どなどなく、リザは己の弱さを断罪していた。

　俺たちは二人がかりでも、ウェイドと名乗った男に傷を負わせることはおろか、銀の弾丸の能力の正体を摑つかむことすらできなかったのだ。

　銃弾を防いだり、リザを空中に弾いたり、ワゴン車を粉々に破壊したりと、とにかく様々な不思議現象を起こせることは解わかった。だがそれだけだ。どういう理屈であんな現象を起こせているのか、手掛かりになるような情報は何一つ得られていない。

　リザが苛いら立だっているのは、俺たちが奴の単なる気き紛まぐれで見逃されたという事実に対してだろう。強敵との戦闘を何よりも愛するリザにとって、それは屈辱以外の何物でもないはずだ。

　リザの葛藤を、戦闘者としての苦悩を、俺は本当には理解してやれない。

　生き残ることで手一杯の俺が吐くような言葉は、今の彼女にとってはきっと軽すぎる。

　俺は箱から取り出した煙草たばこを咥くわえたまま、ただ口を噤つぐんでいるしかなかった。
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　二人組の賞金稼ぎが去っていったあとのステラロッド・ホテルには、冷たい空気が張り詰めていた。赤髪を逆立たせた銀シロガネ使い──グレミー・スキッドロウが、沈黙したまま酒杯を呷あおる上司に向かって、嘲るような口調で言い放つ。

「今回の一件を奴らに任せたのは失敗だったな」

「何故なぜそう思う？」

「万が一どっかのバカが罠わなに嵌はめてくれば、あんな雑魚ざこどもは簡単に捕まっちまう。もし拷問にでもかけられてみろ。すぐにファミリーの計画をブチ撒まけちまうはずだ。そうなりゃもう、あんたは終わりだな」

　ダレン・ベルフォイルがこの制御の効かない化け物を飼っている理由など、ここにいる男たちの誰にも解わからなかった。

　確かに銀シロガネ使いは貴重な戦力だ。だが、忠誠心も倫理観も持ち合わせていない化け物を手元に置いていれば、いつ寝首をかかれてもおかしくはない。現にグレミーは、二挺ちようの拳銃を抜いたままダレンを挑発している有様だった。

　部下たちの不安を意にも介さず、ダレンは淡々と答える。

「奴らは〈薔薇ばらの女王〉がうまく操縦してくれている」

「でも、奴らにはファミリーへの忠義なんて絶対にないぜ？」

「それでも、連中はこの計画を絶対に成功させなければならない。この利害の一致がある限り、あのふたりが裏切ることはないよ。断言していい」

「例の、囚とらわれのお姫様ってやつか？」グレミーは鼻で嗤わらう。「奴らは銀シロガネ使いだぜ。見るからに甘ったるそうな金髪の方はともかく、女の方は間違いなくこっち側だ。生き残るためなら、人質なんざ簡単に切きり棄すてちまうはずだ」

　断言するグレミーに、老ろう獪かいな最高幹部は含みを込めた笑みを向けた。

「銀の弾丸を埋め込まれた者は、強大な力と引き換えに人間性を喪失する。殺しに罪悪感など覚えなくなり、自身の本能に忠実な、飢えた獣になる」

　当然のことだと言わんばかりに、グレミーは鼻を鳴らした。

　ダレンは犬歯を剝むき出だしにしてくる赤髪の男を見つめながら、グラスに浮いた氷を指でなぞる。

「だがな、銀シロガネ使いになったとしても消えない感情がひとつだけある。何だか解わかるか？」

　返答がないことを確認してから、ダレンは結論を述べる。その表情にはどこか、憐あわれみのようなものすら感じられた。

「俺が思うに、それは『執着』だよ。グレミー、お前が自分の死に様に執着するように、この前死んだマクスウェルが死体を愛めでることに執着するように、ジェーン・ドゥが最前列での観劇に執着するように。いくら中身が狂っていようが、その本質は常人と全く変わらない」

「奴らが執着してるのが、あの哀れなお姫様だと？」

「……たとえ本人たちが否定しようとも、執着しているものは簡単には切り離せない」

　苛いら立だちながらも言葉の意味を咀そ嚼しやくしようとするグレミーの思考は、不意にやってきた異変によって断ち切られた。

　紺こん碧ぺきの海を臨むオープン・テラスに、スーツを着た一団が入ってきたのだ。

　一〇人前後の黒服どもを引き連れて、ライト・グレーのスーツを着た優男が微笑ほほえみながら歩み寄って来る。

　グレミーは二挺ちようの拳銃を闖ちん入にゆう者しやに向ける。ダレンを取り囲む側近たちも、それぞれの得物を抜いて臨戦態勢に入っていた。

「怖いなあ、そんなもの下ろしてくださいよ。僕たちはただ、皆さんに挨拶をしにきただけなのに」

　困ったような表情を浮かべながら、ライト・グレーのスーツを着た男が笑う。眉び目もく秀しゆう麗れいという形容がよく馴な染じむ、中性的な外見の青年だった。ややウェーブのかかった黒髪と、檸檬れもん色いろの瞳が妖しい雰囲気を醸かもし出だしている。随分若く見えるが、その落ち着き払った態度が実年齢を曖昧にしていた。

　ドスの効いた低い声で、ダレンが凄すごんだ。

「……ハイル・メルヒオットだな。一体何の用があって、俺たちの前に現れた」

　名前を聞いて、部下たちの警戒心は更に高まることになる。

　ハイル・メルヒオット。この犯罪都市に身を置いている人間なら、必ず知っておかなければならない人物の一人だった。

　イレッダを牛耳る五大組織の一つ、ロベルタ・ファミリーの最年少幹部。

　まだ三〇歳にも満たない若造ながら、銀シロガネ使いの部下を何人も従え、敵対組織を次々に壊滅させてきた生粋の武闘派。

　ロベルタ・ファミリーが他の大組織に比べて小規模なのにもかかわらず現在の地位にいるのは、楯たて突ついた者を容赦なく殲せん滅めつする、この男の凶暴性があるからこそだとも言われている。

　だがそんな逸話と、目の前の優男の笑顔は一向に結びつかない。対面しても危険性を全く感じられない男に、この場にいる全員が得体の知れない気配を感じていた。

　黒髪から覗のぞく檸檬れもん色いろの瞳を細めて、ハイルは言った。

「だから、挨拶をしにきただけですよ。言ったじゃないですか。さっきまでこのホテルで商談をしてましてね。そこであのフィルミナード・ファミリーの最高幹部、ダレン・ベルフォイルさんを見かけたときたら、お声掛けをするのがマナーというものでしょう。五大組織の一員として、仲良くイレッダを治めてる仲じゃないですか。ねえ？」

　フィルミナードとロベルタが敵対関係にあることは、この人工島ではもはや常識だった。

　もちろん両者は数十年前から停戦協定を結んでいるし、正面から銃撃戦を繰り広げるような事態も久しく起きていない。

　だが武器や麻薬、銀の弾丸関連のビジネスにおいては最大の競合として火花を散らしており、卑劣な手段を駆使した顧客の奪い合いは熾し烈れつを極めている。

　二年前、フィルミナードの最大の取引先だった某国の国防長官にロベルタ・ファミリーが銀シロガネ使いの暗殺者を差し向けたときなどは、ついに戦争が勃発するのではないかとイレッダ中が震え上がったものだった。長官は一命を取り留め、さらにロベルタが関わったという明確な証拠もなかったため火蓋は切られなかったが、緊張状態は依然として続いている。

　とてもではないが、たまたま見かけたから挨拶でも、というほど友好的な関係性ではない。

「どうやら、僕たちは随分嫌われているようだ」ハイルは哀かなしそうな表情を浮かべて肩を竦すくめた。「はっきり言って心外ですね。僕たちはむしろ、あなた方を心配してるんですよ？　どうも最近、銀の弾丸が絡からむいざこざが多いと聞きますし」

「お前が裏で手ェ引いてんじゃねえのか？」

　猛獣のように嚙かみ付ついてくるグレミーに、ハイルは苦笑いを向けた。両手を軽く挙げて、わざとらしく降参のポーズまで取っている。

　その芝居がかった仕草は、事前に予定されていた反応のようですらあった。

「やだなあ、どこの誰がそんな噂うわさを流してるんです？　僕はあなた方をリスペクトしてるんだ。そんな相手に喧けん嘩かを売るなんて歪ゆがんでる。僕はもっとまともな人間ですよ」

「白々しい噓うそは止やめにしよう」ダレンの、地鳴りのような声が低く響く。「お前は誰のことも認めてないよ。もちろん、自分がいるロベルタ・ファミリーの連中すらも見下している。お前はきっとそういう種類の人間だ。図星だろ？」

「はは、どうやら僕の愛情は一方通行のようだ。哀かなしい限りですが、僕は負けませんよ」

　おどけたような表情から一転、ハイルは檸檬れもん色いろの瞳を細めて呟つぶやいた。

「いや、実際尊敬してるんですよ。風の噂うわさ程度ですが、あなた方は魔女のおとぎ話にまで興味を持ち始めたと聞く。銀の弾丸をただの兵器としか考えていない我々とは、視点がまるで違いますね」

「何の話だ？」

「さあ、何の話なんでしょうね。僕も噂うわさで聞いただけで、詳細は全く分からない。もしかして心当たりとかがあったりします？」

「さあ、知らないな。魔女のおとぎ話？　あの、悪い魔女が悪魔の軍団を引き連れてやってくる、ってやつか」

「そうそう、それです。僕も子供の頃に聞いて、ベッドの中で震えていたものですよ。まあ、それがあなた方や僕たちのような犯罪組織と、どんな関係があるのかは解わかりませんが」

「そうだな。俺たちは民俗学者じゃないし、ましてレイルロッジ協会にいるような魔女の信奉者でもない」

「はは、確かにそうだ。これ以上下らない噂うわさを流す奴がいたら、僕たちが代わりに懲らしめておきますよ」

「始末は自分らでつける。気持ちだけ有あり難がたく受け取っておくよ」

「そうですか、やはり剛ごう毅きなお方だ。偉大なるフィルミナード・ファミリーの最高幹部の名は伊達だてじゃない。……ああ、すいませんお忙しいところをお邪魔してしまって。そろそろ僕たちは退散します」

　平静を保つダレンと、ニヤついた笑みを浮かべるグレミーを交互に見た後、ハイルは背を向けて出口へと歩き始めた。

　部下たちは無防備な背中に銃弾をぶち込もうとして、どうにか思おもい留とどまる。ここで引き金を引けば、まず間違いなく二つの組織は戦争になだれ込んでいくだろう。それに、中立地帯であるステラロッド・ホテルで先に引き金を引いたフィルミナードは、イレッダの平和を狂わせる害虫として他の五大組織をも敵に回してしまうに違いない。

　ハイルは何かに気付いたように立ち止まり、背中越しに呟つぶやいた。

「……ああそういえば、もう一つ噂うわさを聞きました。あなた方が優秀な施術士を探していると」

「銀の弾丸を扱う組織なら当然だろう。国に雇われていない施術士の希少価値は高いからな」

「ただ、競争相手も多い。優秀な人材というのは常に狙われる宿命にあるんです。厄介な虫が群がってこないことを、僕も祈っていますよ」

「恩に着るよ」

　ハイルは優雅な動作で手を振り、部下たちを引き連れてカフェの外へと吸い込まれていった。蜃しん気き楼ろうのように消えた男の残ざん滓しを睨にらみつけていると、ダレンの耳元に携帯が差し出された。

　電話口で狼ろう狽ばいする部下の報告を聞いて、最高幹部は深い息を吐つく。

「……グレミー。お前、あの賞金稼ぎどもに手を貸してやれ」

「そんなイカレた思い付きに、俺が大人しく従うと思うか？」

　グレミーは一対の銃口を雇い主の眉間に向けた。下手に刺激するのを恐れて動けない部下たちは、これが化け物の戯たわむれであることを願うしかなかった。

「いいか、これは命令だ。それに」ダレンは蒸留酒の残りを一気に飲み干した。「お前が望むような、混こん沌とんとした殺し合いとやらが始まるかもしれない」

「はっ」部下たちの願いは成じよう就じゆした。グレミーは二挺ちようの拳銃を下ろしながら言う。「解わかった、大人しく従ってやるよ。ここでてめえを殺すよりは楽しめそうだ」
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　スクリーム・ハウスの構成員どもが虐殺された部屋は、立入禁止キープ・アウトの黄色いテープで封鎖されていた。緊急出動に嫌気が差した警察官たちが、殺人現場の調査を面倒臭そうに行なっている。死んだのが犯罪者クズどもだとはいえ、これだけの死人が出れば警察も形だけの捜査をやっておく必要があるのだろう。

　向こうで陣頭指揮を取っているのは、俺とリザの警察とのパイプ役となっているグラノフ・ギルヴィッチだった。

　最近あまり警察からの依頼を受けていないので、なんとなく顔を合あわせ辛づらい。嫌味を言われるだけならまだしも、警察の委託業務をこなしているおかげで見逃されているブラック・リスト入りまで仄ほのめかされると堪たまったものではない。

　空中通路の手て摺すりにもたれかかって公務員どもの労働風景を眺めていると、隣のリザが頰ほお杖づえをつきながら話しかけてきた。

「面倒臭い事態になってきたね」

「ああ」紫煙を吐き出しながら答える。「あのイカレ野郎が出てきて、全てが狂っちまった」

　ウェイド・レインと名乗る襲撃者。奴が待ち合わせ場所にいたスクリーム・ハウスの構成員どもを皆殺しにしたせいで、俺たちは施術士ドナート・セラーズの代理人と会えず、結果として何の手掛かりも得ることができなかった。

　通りすがりの異常者が暴れていただけならまだマシだが、ウェイドはどうやら俺たちの計画の障壁になりそうだというのも問題だ。

「ウェイドはドナートの存在を知っていた。それに口ぶりからすると、奴もドナートの行方を探している。あの流れで、同じ名前の別人って展開はないだろうしな」

「あいつも、どこかの組織に雇われた仕事屋ってこと？」

「いや、多分それは違うな」

　ドナートの名前を呼ぶとき、男の声には怒りがあった。後悔があった。決意があった。それに、俺たちには見えない誰かに向かって話しかけている内容もまた、何かに対しての義憤に駆られているようですらあった。

　その感情は身に覚えがある。

「構成員どもの殺され方やウェイドの台詞せりふからして、奴の目的は復ふく讐しゆうだろうな。ドナートに対して何らかの恨みを抱えているウェイドは、手始めにドナートが資金援助をしている組織の連中を皆殺しにした」

「で、ウェイドは私らが会うはずだった代理人を捕まえている」

「あの部屋に辿たどり着ついたのも、代理人に情報を訊きき出だしたからだろう」

「……でも、それはいったい何のために？　私らがドナートを探し出す前に殺すため？」

「いや、俺たちは結局、奴の気き紛まぐれで生かされてるだろ。俺たちを殺すつもりならいくらでもチャンスはあったのに、奴はそうしなかった。恐らく俺たちがかち合ったのは偶然。ウェイドはあくまで復ふく讐しゆうの一環としてあの部屋にやってきた。フィルミナードが絡からんできてること自体、奴は知らないはずだ」

　これは推測でしかないためリザには言わないが、もしかするとウェイドは代理人が拷問から逃れるためについた噓うそに引っ掛かったのかもしれない。

　ドナートが待っているなどと噓うそをついてフィルミナードとの待ち合わせ場所に誘導し、護衛として配置された構成員や俺たちと殺し合わせる。そうすれば自分は死の恐怖から解放されるかもしれない、そう考えたのだ。

　唯一の誤算はウェイドが構成員を皆殺しにしたうえで俺たちを完封できるほどに強力だったことだが、それを予見できなかったとしても代理人に罪はないだろう。

「どっちにしろあいつをぶっ殺して、ドナートの居場所を知ってる代理人を助け出さなきゃいけない」

「……そうなるな。全くもって気乗りしないけど」俺は今すぐ逃げ出してしまいたい衝動に駆られていた。「だがそもそも、ウェイドについての情報が何一つない。このままじゃ奴を探し出すことは不可能だし、仮に見つけられたとしても、何の対策もなく挑めば今度こそ殺される」

　あれだけ強力な使い手ならもう少し知れ渡っていてもいいものだが、ウェイド・レインという名前を聞いたことは一度もなかった。恐らく銀シロガネ使いになって日が浅いか、長いこと外国で活動していたかのどちらかだろう。

　記憶の海を探ってみたところで、答えなど永遠に出るはずがない。出費はかさむが、いつものように情報屋を頼るしかないようだ。

　俺は懐ふところから取り出した携帯を操作し、ビジネス・パートナーへと電波を飛ばした。

「……カイ、仕事だ。ある男に関する情報を探して欲しい」

『随分と切羽詰まった口調だね。また厄介な出来事に巻き込まれてるのかな？』

　情報屋のカイ・ラウドフィリップは、心底楽しそうな声色で囃はやし立たててきた。まともに付き合ってやるだけアホらしいので、要点だけを簡潔に伝えることにした。

「そいつの名前はウェイド・レイン。身長二メートル近い大男で、強力な銀シロガネ使いだ。能力は不明だが、褐色の肌とイントネーションからして、隣国のレコンダルからの移民の可能性がある」

『はは、いきなり本題？　少しくらい世間話でもしようよ、息が詰まりそうだ』

「そいつはフィルミナード・ファミリー傘さん下かの〈スクリーム・ハウス〉という組織に強い恨みを持っていた。かつて、連中が絡んだ何らかの事件に巻き込まれた可能性がある。どうだ、これだけで何か解わかりそうか？」

『……ラルフ、あんた絶対モテないだろ』

　うんざりしたような声で吐はき棄すてたのを最後に、カイは完全に沈黙してしまった。スピーカーからはキーボードを操作する音ではなく、空調機器が低く唸うなる音だけが聞こえてくる。辛抱強く待ってみるつもりだったが、数えるのは一〇秒までが限界だった。

「おい、本当に作業してんのか？　俺は誰もいない電話口に向かって話す間抜けになってないよな？」

『あと少しで終わるからさ、ちょっと黙って待っててほしいな』

　情報屋〈ダイバー〉の仕事の進め方は企業秘密だと言っていた。電波の向こうでどんな作業が行なわれているのかは全くの謎だが、どう考えても俺が想像するクラッカーどもとは違うやり方に違いなかった。

　咥くわえていた煙草たばこが短くなるまで待っていると、カイがようやく口を開いた。

『残念だけど、ウェイド・レインとかいう銀シロガネ使いに関する情報はほとんど見つからなかった。恐らく銀シロガネ使いになってから間もないんだろうね。ただの一般人が、外科手術を受けるだけで化け物に変わる世界だ。まあ珍しいことじゃない』

「戸籍情報もなかったのか？」

『ないね。それも別に不思議なことじゃない。イレッダじゃ偽名で生活してるような変人も多いし、ラルフ、あんたが名前を聞き間違えた可能性もある』

「なあ、俺はそんなバカだと思われてんのか？」

『冗談だよ。あとは、そうだな。そもそも戸籍謄本が存在しない人間って可能性もある。それこそ、隣国レコンダルには劣悪な貧民街スラムも多いし、まともな戸籍がない人間も珍しくないさ』

「じゃあ、〈スクリーム・ハウス〉って組織についての詳細は？」

　俺が怪け訝げんな表情になっているのを読み取ったのか、カイは喉の奥で笑った。

『主な商売シノギは麻薬取引に、売春の斡あつ旋せん。後者に関しては、近隣諸国にまで出向いて人身売買紛まがいのリクルート活動もやってるみたいだね。憎しみを向けてる人間は一人や二人じゃないだろうさ』

「殺されて当然のクソ野郎どもってわけか」自分に言い聞かせるように感想を述べたあと、俺は続けた。「人身売買の被害者に、ミアとかいう女がいるかもしれない。そこから何か辿たどれないか？　もしウェイドが移民なら、そいつもバレシア皇国の人間じゃない可能性がある」

『オーケイ、ちょっと探ってみるよ。ただ連中は大組織のように娼しよう館かんを保有してるわけじゃないし、売りつけた女どもの情報をシステムで管理してるかどうかも怪しいもんだ。事務所の場所も不明だから、ＰＣをハッキングすることも難しい。結局、関係者らしき人物のアカウントを地道に辿たどっていく必要があるってことだ。かなり骨が折れる作業だよ』

「そうか、それは大変だな」情報屋の作業量など心底どうでもいいが、大人として一応の同情は提示してやる。「それで、幾らくらいでやってくれる？」

『そうだな……、諸もろ々もろの手当も加味すると、七〇万エルってところかな』

　俺は突然の立たち眩くらみに襲われた。

「その、諸もろ々もろの手当ってやつの詳細を教えてくれ」

『楽しくオフを満喫してるときにいきなり仕事の依頼を受けたことと、追加で仕事が発生したことによる精神的苦痛への補償ってところかな？』

「……お前はもう、情報屋なんて金輪際辞めちまえ」

　値引き交渉などしたところで、この変人が折れてくれるはずがない。舌打ちとともに通話を終了させ、捜査現場に目を向ける。

　黄色いテープの前で、何者かが言い争っているのが見えた。野次馬らしき若い女性二人組が捜査現場に近付いており、太った警察官が半ば怒鳴りつけるように制止している。それを見かねたグラノフが、困った顔で仲裁に入っていた。

　女たちは顔の半分が隠れるようなサングラスを掛けているが、その正体までは隠しきれていなかった。俺は慌てて空中通路を駆け抜け、女たちと警察官の間に身体からだを滑り込ませる。

「おい、いきなりどうしたラルフ？」

　グラノフが呆あきれたように言ってきたが、手を掲げて発言を遮る。

「グラノフ。悪いが、ちょっとこいつらを借りてもいいか？」

「別にいいが」グラノフは何かを察したようだった。「自分らが、ブラック・リスト入りを見逃してもらってる立場ってことは忘れてないよな？　なけなしの生活費を稼ぐために犯罪組織フイルミナードの仕事を受けるくらいなら目を瞑つぶってやるが、あまりやりすぎると……」

「解わかってる」悪いが、これ以上構っていられる余裕などなかった。「次に会うのは、仕事の打ち合わせのときだ。この一件が片付いたら、あんたらの平和維持活動を優先的に手伝ってやるから安心しろ」

　グラノフを無理矢理納得させたあと、俺は女たちの手を強引に摑つかんで捜査現場から退散させた。グラノフが部下を制止してくれているのを確認して、警察の目が届かない路地まで女たちを誘導していく。

「いったいこれは、どういうつもりだ？　ジェーン、そしてシエナ」

　赤いスーツを着たブロンドヘアの女と、簡素な白いシャツに身を包んでいる少女が、おもむろにサングラスを外した。ジェーンはいつものように意味深な笑みを向けてきているだけだったが、シエナの表情には罪悪感のようなものが見える。

　とにかく、嫌な予感しかない。

「言っとくが、あそこはおしゃれなカフェでもなければ、綺き麗れいなお洋服が置いてある店でもない。あるのは惨ざん殺さつ死体の山だけだ。女の子二人組が気軽に来ていい場所じゃねえんだよ」

　いつの間にか隣に立っていたリザが、俺の指摘を繰り返してくれた。

「で、どういう目的？」

　ジェーンにはどこか、シエナを撒き餌として使っている節がある。フィルミナードにちょっかいをかけてきているかもしれない誰かを誘い込むための撒まき餌え。

　しかも今回は、傘さん下かの組織の構成員たちが惨ざん殺さつされた現場だ。今ここでシエナの存在を嗅ぎ付けた誰かが襲ってきたとしても、何一つおかしくはなかった。

　ジェーンは俺たちから放たれる殺意など全く意に介していない様子で、悪戯いたずらめいた表情を向けてきた。

「あなたたちを助けに来た。そう言ってもまだ、殺意を収めてくれない？」

「お前の発言は、多重債務者の『一生のお願い』よりも信用できない。お前が何の条件もなく手助けをしてくれるような善人であるわけがねえんだよ」

　シエナが困惑したように俺たちの口論を目で追っていたが、構わず続けた。

「仮に助けに来てくれたのが真実だとして、シエナをわざわざ連れてきた理由は何だ？　いくらここがフィルミナードが仕切ってるエリアだとしても、正体不明の銀シロガネ使いによって新鮮な死体が大量に生産されたばかりなんだ。今にどっかのバカが襲ってくるぞ」

「だから助けに来てるんでしょう？」聞き分けのない子供をあやすような口調で、ジェーンは続けた。「それに、あなたたちに手を貸してあげるのは私じゃない」

　俺とリザは揃そろってシエナを見た。戸惑いながら口を開く彼女を遮って、ジェーンが言葉を紡つむいでいく。

「……あの一件で、シエナ・フェリエールの体内から銀の弾丸は消えた。こうして彼女はまた普通の人間に戻ったわけだけど、実は後遺症もあってね。彼女に元から備わってた、銀の弾丸の悪魔なかみを視みる力が敏感になっちゃったの。対面しなくても、能力が使われた痕跡だけで悪魔をイメージしてしまえるくらいにね。しかも、悪魔に囚とらわれている銀シロガネ使いの内面までも、うっすらと感じ取れるようになっている」

「その力を利用して、〈スクリーム・ハウス〉の構成員たちを襲った銀シロガネ使いの手掛かりを探ろうってわけか？」

「そういうこと。どう、名案でしょ？」

　シエナには、銀の弾丸が交信しているとされる悪魔を視みる能力がある。だが俺の知る限りそれは、何となく気配を察知できる程度のものでしかなかった。実際シエナは、ジェーンが俺に化けたことを見破れずに地獄を見る羽目になってしまった。

「悪魔に一度憑とりつかれたのがきっかけになったってこと？」

「それにしても、そんな急激に能力が強化されてたまるか」

　状況をうまく整理できない俺とリザに、薔薇ばらの女王は平然と言い放った。

「噓うそは言ってない。私が戯たわむれに給きゆう仕じ係に変装して近付いたら、この子は直すぐにそれを言い当ててしまってね。それから色々と実験をしてみたら、彼女の能力が強くなってることが判明したってわけ」

「そんなもん信じられるか」

「おとぎ話の中の魔女は、悪魔たちと対話することまでできた。それどころか、銀の弾丸なんてものを創り上げてしまった。……それに比べれば、彼女はまだ充分に常識の範囲内にいると思わない？」

　確かに話の筋は通っているが、俺が懸け念ねんしているのは全く別のことだった。

　様々な偶然が重なり、シエナは世界を壊そうとする悪魔から引き離された。銀の弾丸などとは無関係の、ただの一人の少女に戻ることができた。だから、俺たちがフィルミナードの奴隷となって計画を進めさえすれば、シエナはいつか解放される。そう信じていた。

　だが彼女はあの一件を通して、より深い場所で悪魔と関わるようになってしまったのだ。

　もしジェーンが言っていることが真実なら、彼女はこれから貴重な戦力として利用され続けることになるだろう。銀シロガネ使いどもと関わり続けることで、彼女はますます深みに嵌はまっていくのだろう。銀の弾丸や悪魔、銀シロガネ使いどもの狂ったおとぎ話に搦からめ取とられていくのだろう。

　その先にあるものが希望だとは、俺には到底思えなかった。

「私も納得した上でここにいる。だから二人とも安心して？」

　シエナはぎこちなく笑いながら言った。その張りぼてのような笑顔があまりに頼りなくて、俺は奥歯を嚙かみしめる。彼女にそんな笑い方をさせる世界が、憎くてたまらなかった。

「ジェーン、解わかってんのか？　もし今言ったシエナの能力が本物だとして、そんなもんが他の組織にバレでもしたら、確実に争奪戦が巻き起こるぞ。間違いなく多くの血が流れるし、シエナも危険に晒さらされる。だから」

「だから誰の目にも触れないように、あの地下室に閉じ込めておけと？」

「……そうは言ってない。ただ」

「いい？　前も話したと思うけど、彼女はいま天てん秤びんに載せられてるの。特異体質を持つ便利な道具として活用されるか、悪魔を現世に呼び寄せる兵器として利用されるか。選択肢は二つだけ。フィルミナードから解放されて、どこかの田舎で静かに暮らす未来なんて提示されてない」

　ジェーンはシエナの小さな肩に手を置いた。

「そしてシエナは前者の地獄を選んだ。言っとくけど、今回私は誘導なんてしてないから。これは、間違いなく彼女の意思」

　シエナの翡ひ翠すい色いろの瞳は、悲壮なまでの覚悟に満ちていた。強化された自らの能力を駆使して組織に貢献しなければ、自らの有用性を証明し続けなければ、彼女はまたあのグロテスクな悪魔の容いれ物ものにされてしまう。

　彼女は切り立った断崖の縁に立たされていた。

　少しでも後退すれば真っ逆さまに墜落していくような、絶望の淵ふち。

　──ふざけるな。

　これでは、いくらフィルミナードの計画が成功したとしてもシエナに自由は訪れない。

　ならばどうする？

　組織に歯向かい、シエナを強引に連れ出してしまうのか？

　力を持たない俺たちに、そんなことが可能だと本気で思っているのか？

「シエナ、あんたは本当にそれでいいの？」

　こういうとき、訊きくべきことを躊ちゆう躇ちよなく訊きける相棒が羨ましかった。腕を組んで返答を静かに待つリザに、シエナは力強い口調で答える。

「いくら組織に利用されたとしても、悪魔になって全身を貫かれるよりは絶対にマシ。もちろん、娼しよう婦ふとして自分を売っていた頃よりもね」

「だが、シエナ」

「……それに、私はあなたたちだけが傷付いていくのをこれ以上見たくない。もし私の力が何かの役に立つのなら、喜んで差し出したい。だって、今の私には、あなたたちよりも大切なものなんてないんだから」

　あまりにも真っすぐな瞳だった。

　あまりにも真っすぐで、俺には眩まぶしすぎる瞳だ。彼女の瞳は、俺の弱さを、気の迷いを、後悔を、全部まとめて赦ゆるそうとしているようだった。

　シエナは覚悟を決めている。もはや、俺の弱さが入り込む余地など何処どこにもなかった。

　無力な化け物は、ただ拳を握り締めて押し寄せる焦燥感に耐えるしかない。

「……解わかったよ、降参だ」俺は両手を挙げた。「頼りにさせてくれ、シエナ」




　惨ざん殺さつ死体が散乱する薄暗い部屋の中央に、白金色の髪の少女が立っていた。

　臓物や脳のう漿しようが散乱し、蠅はえが集たかり始はじめた肉塊ども。地獄の方が遙はるかにマシな光景を、シエナは拳を握り締めながら凝視していた。

「シエナ……大丈夫か？」

「ごめん、話しかけないで。ちょっとでも喋しやべったら、吐きそうだから」

　青い顔になりながら悪魔の痕跡を辿たどるシエナを、俺たちはただ見守るしかない。壁に背を預けていたリザの横に並び、煙草たばこに火を点つける。

「フィルミナードと警察がいくら仲良しとはいえ、殺人現場にこんな気軽に入れてくれるなんてな」

「まあ、担当者がグラノフだから融通を利きかせてくれたんでしょ」

　この借りは、近いうちに警察の委託業務を受けることで返さなければならない。フィルミナードからの仕事よりも報酬はかなり落ちるが、今回ばかりは文句は言っていられないだろう。

　シエナは至る所に飛び散った血痕や、ウェイドの攻撃によって破砕された床などにも目をやり、神経を研ぎ澄ませていた。彼女の双そう眸ぼうが何を視みているのかを知る由よしはない。

　しばらく経たった後、シエナは誰にでもなく呟つぶやいた。

「そこらじゅうにある弾痕から、黒い霧みたいなものが薄うっすら視みえる。能力で呼び出された銃弾ってこと？　あと……これは、恐怖？　何かを恐れてて、だから物を満たして安心しようとしてるような……、上手うまく言えないけど、そんな気配を感じる」

　シエナは、目に映った抽象的で断片的なイメージを少しずつ言葉にしていく。感覚を共有できない俺には彼女の言葉から推測することしかできないが、恐らく今視みているのは俺の能力の痕跡なのだろう。恐怖心から武器弾薬を大量に仕入れているという、俺の精神性についての分析も当たっている。

「……部屋中に、警戒心を纏まとった無数の糸みたいなものが張り巡らされてる。……うまく言い表せないけど、何というか、常に美しいものを求めてるような、だけどそれが叶かなわずに苛いら立だってるような、そんな繊細さも感じる」

　能力の残ざん滓しが部屋中に張り巡らされているってことは、音による探知を常時行なっているリザについて言及しているのだろうか。横目で見ると、相棒は一瞬だけ苦い表情を浮かべた。俺には何とも言えないが、続く言葉にも何か心当たりがあるのかもしれない。

　シエナは意を決したような表情で、頭部を潰された男の側へと歩いていく。しゃがみ込んで、人の形を留とどめていない死体を隅々まで観察する。

　しばらくして、シエナは弾はじかれたように立ち上がった。

　泣きそうな顔で部屋の外へと駆け出していく彼女を、俺とリザで慌てて追いかける。

「大丈夫か？」能力で呼び出したミネラルウォーターを差し出しながら、慎重に言う。「落ち着いて、深呼吸してみろ」

「ごめん、もう大丈夫。……大丈夫だから」

　口ではそう言うが、シエナは俺に目を合わせることなく俯うつむいていた。酷ひどい興奮状態にあるようで、過呼吸気味に酸素を貪っている。

　あんな状態の死体は、俺ですら直視はしたくない。命が消失した肉の塊とはそれほどに醜く、致命的な存在なのだ。ただの少女にすぎないシエナが受け止められなかったとしても、いったい誰に責めることができる？

　水を半分ほど飲んで何とか呼吸を整えたシエナは、ゆっくりと語り始めた。

「……あなたたちが戦っていた相手から感じたのは、とにかく激しい怒りだった。世界の全てを燃やし尽くしてしまいそうなほどに激しい怒り。でも、その内側には何か柔らかいものが視みえた。触れただけで壊れてしまいそうな、そんな脆もろい何かが視みえた」

　激しい怒りと脆もろさ。それらが混ざり合った感情。

　ウェイドは復ふく讐しゆうのためにスクリーム・ハウスや施術士のドナートを狙っている。ここまでは俺の推測と同じだった。実際に対たい峙じしたわけでもない銀シロガネ使いの性質を感じ取れるということは、シエナの能力は確かに以前とは比べ物にならないほど研ぎ澄まされている。

　ただそれが、喜ぶべきことなのかどうかは俺には解わからなかった。

「壊された床や壁、それからワゴン車の残骸にも悪魔の痕跡が残ってた。ただ凄すごい力で壊されただけじゃない。悪魔の能力が作用した気配を確かに感じる。何かを……変えようとしてる？　……ごめん。もっと具体的にイメージできればいいんだけど」

「いや、充分だよ。ありがとう」

　今の情報だけではウェイドの能力を把握することは難しい。だが少なくとも、奴がただ怪力に身を任せて不思議現象を起こしているわけではないことは確かになった。何の情報も無かった頃に比べると大きな前進だ。

　だが、シエナの震えはまだ止まっていなかった。それはグロテスクな死体を見たことによる精神的外傷という風にも、能力を使ったことによる疲労という風にも見えなかった。

　俺たちが怪け訝げんな表情になっていることに気付いたのか、シエナは恐る恐る尋ねてきた。

「ねえ、本当にまたあいつと戦うつもりなの？」

「当たり前でしょ。あいつをぶっ殺さなきゃ、組織の計画を進められないし」

「シエナ。あの男……ウェイドについて、何か感じたのか？」

　翡ひ翠すい色いろの瞳は、ほとんど泣きそうになっていた。

「私の能力は強くなったといっても、僅かに残った痕跡を薄うっすら感じ取れるくらい。それも今回みたいに、銀シロガネ使い同士が戦ってから時間が経たってると痕跡も薄まって、視みえるものは本当に限られてくる。……そのはずなのに」

　目尻から零こぼれた一滴を手で拭いながら、シエナは続けた。

「死体からも、壊されたコンクリートからも、そしてリザの身体からだからも、そいつの悪魔なかみの気配を強く感じる。こんなの有り得ない。昔、目の前であなたたちが戦っていたときですらここまではなかった。これじゃ、まるで……」

　シエナはその先を言いい淀よどんで、顔を伏せてしまった。俺とリザは顔を見合わせる。相棒の瞳に映る俺の姿はきっと、酷ひどく怯おびえていることだろう。

「ラルフ、リザ。お願いだから無理はしないで。私のことはいいから、危なくなったら絶対に逃げて。だって、あなたたちが戦おうとしてる化け物から感じる気配は……」

　シエナが言おうとしていることは、何となく理解できる。不幸にも理解できてしまった。

「私に憑とりついていた悪魔に、とてもよく似ているから。……ねえ、絶対に死なないで二人とも。お願いだから、生きて帰ってきて」

　いつもの俺たちなら、軽口を並べ立てて肩を竦すくめてみせるところだったのだろう。

　だが、面白いジョークなどひとつも思いつかなかった。







　煙草たばこの煙とアルコールが混じった匂いに満たされた場末のバーで、俺たち三人は腰の高さの丸テーブルを囲んで立っていた。店の奥にあるピアノでは一昔前のポップ・ソングが演奏されている。調律が狂っている上に素人しろうとが演奏しているのか、俺でも気付くほど音程がずれていた。耳がいいリザに至っては、鍵盤が叩たたかれるたびに細い眉を顰しかめている。

　消去法で選んだオレンジジュースを面倒臭そうに啜すすりながら、リザは頰ほお杖づえをついた。

「最っ低の店。一秒でも早く帰りたいんだけど」

「珍しく同感だな」

　似たようなテーブルが八台ほど並んでいるだけの狭い店内で、全ての客が俺たちを呪い殺さんばかりに睨にらみつけていた。黒服どもは例のごとく、俺たちが何か発言するたびにインカムで連絡を取り合い、酒を吞のもうとグラスに手を伸ばすたびに懐ふところの得物に意識を向けていた。

「動物園で飼われる珍獣の気持ちがよく解わかったよ」

「ひたすら日陰で生きてきたあんたの人生で、こんな風に注目を浴びるなんて初めてでしょ。もっと喜べばいいじゃん」

「俺は目立つのが嫌いなんだよ」

　俺は両手を掲げながら、わざとらしく溜ため息いきを吐ついた。

　ジェーンの提案で食事に来たまでは良かったが、まさか案内された店がフィルミナード・ファミリーの直営店で、客や店員のすべてが俺たちを監視する構成員どもだとは思わなかった。あの女も黒服の一人に化けて監視しているのだろうが、わざわざ探す気力もない。

「……てかシエナ。お前はいつも、あんな変態どもの目線に晒さらされてるわけか？　俺なら一日で発狂してしまう」

「地下室から出るときだけだから、別に大丈夫。それに、嫌らしい視線なんて娼しよう婦ふだった頃に飽きるほど浴びてきたし。もう慣れてる」

「前から思ってたけど、やっぱりお前は強い女だよ」

　これは正直な感想だった。一四歳の頃に両親を殺され、一人で生き抜くために娼しよう婦ふになった少女が、精神的に弱いはずがなかった。いや、弱さを見せるという生き方を、どこかに棄すてて来るしかなかったのだろう。

　囚とらわれの少女はシャンディ・ガフに口づけをしながら、檻おりなど見えていないように言った。

「まあ、浴室には流石さすがに監視カメラも付いてないから安心して？」

　こうやって、すぐに強がってみせるシエナの笑顔は今でも少し苦手だった。

　理由は解わかりきっている。白金色の長い髪に翡ひ翠すい色いろの瞳という風貌が、昔殺された恋人に似ているからだ。かつて愛し、何と引き換えにしてでも守りたいと願い、しかし守ることができなかった女に。

　血の混じった涙を流し、泡を吐きながら息絶えた恋人の死に顔。

　記憶の深い場所に巣食う、絶望の光景。

　それらが目の前のシエナに重なるような錯覚を感じて、俺は目を逸そらしてしまう。

「あ、また目を逸そらした！」シエナが笑いながら指をさしてきた。「もしかして女の子に見つめられて照れてるとか？　そんな純情な人には見えないけど」

「昔の女に似てるから直視できない。図星でしょ？」

　リザがいつにも増して意地悪な顔になって指摘してきた。リザにそこまでの詳細を打ち明けたことなどはないが、当時の事情を知っているグラノフから情報を仕入れたのだろう。地獄耳とはまさに、この女のことを指す。

「……うるせえよ」酒杯を呷あおり、強引に話を切り替えることにする。「それで、シエナ。お前はいつまで外に出てる予定なんだ？　今回の一件が片付くまでか？」

「別件でまた呼び出されてるから、そっちの仕事が終わったらまた地下室に逆戻り。というか、話を逸そらさないで」

「別に逸そらしてない」

「……私も流石さすがに解わかってるから、気にしなくていいのに」

　その先に続く言葉を、シエナは甘苦い酒とともに飲み込んだ。

　俺がシエナを守りたいと願う理由の半分以上が罪悪感から来るものであることくらい、聡そう明めいな彼女にはとっくに気付かれているだろう。

　シエナは昔死んだ恋人によく似ている。そして、大切な者を失い、絶望に囚とらわれたまま成れの果てを這はいずり回まわっているという点において、俺自身にも似ているのだ。

　シエナの疲れ切った笑顔を見るたびに、目の前で犯されるシャルロッテの絶叫が、彼女の亡なき骸がらを見下ろす弱き男の慟どう哭こくが、そして悪魔に蝕むしばまれた少女の咆ほう哮こうが、鮮明に蘇よみがえってくる。

「俺は、もしかして卑ひ怯きようかな」

　意図せず漏れ出してきた独白を後悔する間もなく、シエナが気まずそうに答えた。

「……そんなことは、ない。私だって、たまに街で親子連れを見かけるたびに、首を吊つってしまいたい気分になるし」

　いつの間にか、黒服の男たちが困惑の表情を浮かべていた。リザが能力を使って、俺たちの会話が連中に聞こえにくいようにしてくれているのだろう。それに気付いているのかいないのか、シエナは感情をさらにぶつけてきた。

「もうあなたに救われた後なのに、まだ気持ち悪い悪魔に乗っ取られる夢を見る。慌てて飛び起きても、まだ数十分しか経たってなくて絶望する。私をこんな目に遭わせたオルテガを、もう一度ぶっ殺してしまいたい衝動に駆られる。あなたも同じでしょ？　たとえ束つかの間まの平穏の中にいたって、心の傷なんて簡単には癒えてくれない。……あなたが私に、昔の恋人の面影を見ていたとしても、それを気に病む必要なんてない」

　いくらシエナの絶望を受け止める覚悟を決めたところで、境界線の内側に留とどまる決意を固めたところで、血に塗まみれた過去まで拭い去ることなどできはしない。時間がいつか洗い流してくれることを期待するにしても、絶望を背負ってからのたった数年間では短すぎる。

　ならば、どうすればいい。

　どうすればこの傷を背負ったまま、シエナに正面から向き合えるようになるのだろう。

「私には、あんたらが悩んでる理由がよく解わからない」フォークで突き刺した燻くん製せい肉にくを口に運びながら、リザが切り出した。「大切な人間を地獄に堕おとしたクズがいるなら、それ以上の苦しみを与えてブチ殺せばいい。悲しみに切り刻まれるくらいなら、悲しみでクズどもを切り刻めばいい。……銀シロガネ使いの私は、そういう風に考える」

　トラウマを消し去りたいなら、その原因を作ったクズをブチ殺せばいい。出来るだけ残酷な方法で、必要なだけの苦しみを与えて。酷ひどく短絡的かつ暴力的な理論だが、俺は否定するだけの根拠など持ち合わせてはいなかった。

　だから俺は、リザに答えを求めてしまう。

「……つまり、復ふく讐しゆうが救いの手段になるってことか？」

「私はそうだった、って話」余計なことを話してしまった、とでも言わんばかりにリザは不機嫌な表情になってしまった。「恋人の仇かたきを殺してもまだ、過去に縛られてるあんたは違うみたいだけど」

「……そうだな。俺はお前のようにシンプルには考えられない」

「シエナ、あんたもそっち側？」

　シエナは戸惑いながらも頷うなずく。相棒の横顔に、一瞬だけ陰が差したような気がした。

「……いや、たぶんあんたらの方が正常だよ。私や、あのウェイドみたいな連中の方がおかしいんだ」

　長い間仕事仲間をしていても、詮索を嫌うリザの過去を俺はほとんど知らなかった。だから当然、相棒の紅あかい瞳に寂せき寥りようが混じっている理由など解わかるはずもない。

　それからの十数分、俺たちは誰からともなしに話題を変えて、美味うまくもない料理をつつき合っていた。最近の天気とか、成れの果ての街で起きた事件とか、とにかく数秒後には忘れてしまう類の、実の成らない話だ。リザはまだ能力を発動させたままだが、構成員どもに聞かれても何の問題もない内容だろう。

「シエナ、マジでまったく泳げないわけ？　その歳としで？」

「いいじゃん別に。家の近くに海も川もなかったんだから」

　どんな流れからこの話題になったのかは忘れたが、シエナが重度の金かな槌づちであることをリザが嬉うれしそうに追及していた。酒を一滴も吞のめないと指摘されたことへの意趣返しというわけらしい。舌だけならまだしも、発想まで子供じみてやがる。

　俺は溜ため息いきを吐つきながら、シエナに助け舟を出すことにした。

「単に、今まで経験がなかったってだけの話だろ。運動神経が悪いわけじゃないんだから、直すぐに泳げるようになるさ」

「……そういう貴方あなたは泳げるの、ラルフ？」

　以前溺れているシエナを助けてやったことがあったはずだが、よく考えればあれはジェーン・ドゥが化けた偽にせ物ものだった。苦い記憶を吐き出すように、努めて明るく答える。

「ガキの頃……まだ親父おやじが失業者になってなかった頃は、よく砂浜に連れて行ってもらってたよ。何処どこにあったかな、あれは……」

「いいな」シエナは口を尖とがらせて言った。「私なんて、海に行ったことすらないのに」

「なに寝ね惚ぼけてんの？」リザがオレンジジュースを傾けながら笑う。「ここは人工島でしょ。私の記憶が確かなら、島ってのは海に浮かんでるはず」

「人工的な港とか波止場とかじゃなくて、砂浜に行ってみたいの。両親がインドアな人たちだったし、そもそも内陸の州に住んでたから機会がなかった」

「シエナは何処どこ出身だったっけ？」

「イーロカット州。観光地もまともな産業もない、大自然があるわけでもない、だだっ広いだけの退屈な街。何だっけ、昔に何かの映画の舞台になってた」

「〈無味無臭の街の冒険〉だな。高校生くらいのときに映画館で見たよ。確か半分くらいで寝てしまって、内容なんてほとんど覚えてないけど」

「はは、私も途中で寝ちゃった記憶がある。そんな風に何もない街なんだから、せめて海くらいあったらよかったのに」

「解わかったよ、シエナ」俺は酒杯を傾けながら言った。「いつか、俺が昔行ってた砂浜に連れてってやる。白い砂浜がずっと続いていて、しかも海水浴客もほとんどいない穴場だった。そこなら、気が済むまで泳ぎの練習をしていられる。まあ何処どこにあったのかは覚えてねえけど」

「……別に、泳げるようにならなくてもいいけど」

「じゃあゴムボートで大海原を漂ってみるか？　そういや、この前空気入れたばかりだ」

「白い砂浜に座って、ゆっくり波を眺めてるだけでもいい。だから、何処どこにあるか思い出したら連れてってよ。もちろんリザも連れてね」

「は？　私は別にいいから」

　リザが困ったように眉を顰しかめているので、無理矢理にでも連れて行ってやることに決めた。

　白い砂浜に座りながら、特に会話もなく、波は濤とうが泡となって消えていく様を眺める。照り付ける太陽が橙だいだい色いろに沈んでいくまで、大人しく肌を焼かれている。

　そんな平和な時間が、俺たちの日常に訪れることはあるのだろうか。

　シエナの利用価値が更に高まってしまった以上、今のままフィルミナードの言いなりになって働いていても、本当の意味での自由は決して訪れない。この道の先は塞がれている。そんなことはとっくに解わかり切きっていた。

　だから、俺たちはいつか決断をしなければならない。潮風に包まれた退屈を手に入れたいのなら、相応の覚悟を決めなければならない。

　──だが果たして、無力な俺たちは、その過程で何も失わずに済むのだろうか。

　過剰摂取オーバードーズで死んだシャルロッテの幻影が、目の前のシエナに重なった。

　現実に向き合うことへの恐怖が俺を蝕むしばんでいる。

　今はただ、この淡い夢想に浸っているしかない。




　来客を知らせる鈴の音が響き、ひとりの男が店内へと入ってきた。

　革ジャケットにジーンズ、整髪料でツンツンに立たせた赤い髪という容貌の銀シロガネ使い。グレミーとかいうチンピラ野郎は、肩で風を切るようにして俺たちのテーブルまで歩み寄ってきた。

「何をてめえら、押し黙って口をパクパク言わせてんだ？」

　外からはそう見えていたらしい。深く考えなくても異様な光景だ。

「これはこれは、ダレン・ベルフォイルの忠実な犬っころ様。名前こそ完全に忘れたが、無謀にも喧けん嘩かを売ってきやがった勇敢さはよく覚えてるよ。まあ身の程知らずとも言うけどな」

「ラルフ、そういう言い方はよくない。ほら、この……まあ名前は全く覚えてないけど、とにかくこいつはきっと、さっきのお詫わびに来てくれてるかもしれないじゃん。ほら恐こわがらなくていいから、自分の言葉で喋しやべってみて。人語は解わかる？」

　呼吸でもするかのような自然さで罵倒の文句を吐き出した俺たちを、シエナが呆あきれたような表情で見ていた。対面するグレミーは、下らない挑発には乗ってやらないと言わんばかりの、余裕に満ちた笑みを向けている。

「俺の名前はグレミー、グレミー・スキッドロウだ。ダレンとはただのビジネス・パートナーでしかねえし、そもそもてめえらに頭を下げる心当たりなんざ全くねえよ。記憶を捏ねつ造ぞうする暇があったら、てめえらみてえな雑魚ざこが絶対に喧けん嘩かを売っちゃいけねえ相手の名前でも暗記しとけ。手違いで殺されちまう前にな」

「はっ、何それ誰のこと？　あんたが教えてくれんの？」

　リザは太ふと腿もものホルスターからナイフを抜き、完全に臨戦態勢に入っていた。挑発で相手の思惑を引き出すのは俺たちの常じよう套とう手しゆ段だんだが、流石さすがにやり過ぎだ。俺は慌てて会話を進める。

「それで、いったい何の用でここまで来た？　もしかして仲間に入れて欲しいのか？」

「はっ、襲撃者をまんまと取り逃した間抜けどもの仲間にか？　面白いジョークを考えたな？」

　グレミーはウェイターが運んでいた瓶ビールを奪い取り、歯で栓を開けやがった。

「てめえらに最後のチャンスをくれてやる。奴が次に狙うかもしれない場所の情報だ」

　テーブルに片肘をついた挑発的な態度で、グレミーは酒瓶を呷あおった。つくづく喧けん嘩かを売るのがお好きらしい。その点においては、もしかするとリザよりも上なのかもしれない。

「構成員どもが大勢ぶっ殺されたようだが、勿もち論ろんあれで全員ってわけじゃねえ。ボスとその側近を含めた何人かはまだまだご健在だ。自分らが商品を納めてる娼しよう館かんのスイート・ルームで、こんな早い時間からドラッグ・パーティを決め込んでやがる」

「待てよ、自分らの組織の連中が大量虐殺されたんだぞ？　失禁しながら逃げ惑ってるならともかく、この状況でパーティなんてやってられるわけが」

「情報統制ってやつだ」グレミーは凶悪な笑みを向けてきた。「いつまで経たっても兵隊が戻ってこないことを不審に思った奴らは、下したっ端ぱを一人あの現場に差し向けた。んで、俺はそいつを取っ捕まえて噓うその報告をさせたってわけだ。『無事フィルミナード側の人間と落ち合うことができて、今は親睦を深めるために全員で吞のみに行ってる』とかな。それを真に受けたバカどもは、自分たちも出遅れねえように毎月恒例の乱交パーティを始めやがった。それも、拳銃を突き付けた下したっ端ぱが電話で確認してくれたよ」

「……つまり、傘さん下かの組織を丸ごと囮おとりにしたってことか。やることがえげつない」

「そうか？　酒と女に囲まれて死ねるわけだし、むしろ感謝されてもいいくらいだけどな」

　自分たちが生いけ贄にえにされたことにも気付かず、人生最後の宴うたげに興じているクズども。ブラック・ジョークだとしても、今回ばかりは趣味が悪すぎた。

「で、そこにウェイドが現れる保証はあんのか？」

「お前らの証言を信じるなら、そのウェイドとやらは〈スクリーム・ハウス〉の構成員を一人捕まえてるんだろ？　毎月同じ場所でパーティをやらかしてるなら、そこから情報は漏れるはずだ」

「流石さすがに罠わなを警戒するはずだろ？」

　聞きながら、内心では奴が必ず来ると確信していた。なぜならウェイドには力がある。たとえ罠わなが仕掛けられていようが、敵が待ち伏せしていようが、強引に復ふく讐しゆうを果たしてしまえるだけの力が。

　グレミーは俺の表情を見て、口くちの端はを凶悪に歪ゆがめていた。

「奴は必ず来るよ。理由はてめえのお察しの通りだ。それに、バカどもが見つかるのは時間の問題だ。今すぐ準備しろ」

　シエナが不安そうな表情を向けてくる。これから戦場に向かう俺たちの身を案じているようだが、今更逃げ出すことは絶対にできない。そしてそれは、シエナ自身もよく解わかっている。

　だから俺はせめて、何も恐れていないという演技を貫かなければならない。

「厄介な襲撃者をぶっ殺す前に、背後からの流れ弾で死なないように気を付けろよ？」

「はっ。てめえらの手元がいくら狂ったところで、俺をうっかり殺すことなんてできねえよ。力の差ってのはそういうもんだ」

「私らが手を下すまでもなく勝手にくたばりそうだけど。刃物の上で足を滑らせたとか、とにかく笑える理由で」

　俺が蒸留酒を、リザがオレンジジュースを、グレミーが瓶ビールをそれぞれ掲げ、お互いへの殺意を込めて勢いよくかち合わせた。

　甲高い音が響き、色のついた飛沫しぶきが宙を舞い、グラスには稲妻のような亀裂が走った。







[image: 3.Vendetta in my Narrow Bones]







　男には、家族と呼べる存在がひとりもいなかった。

　ギャンブルで破産した無職の父親と、薬物中毒の娼しよう婦ふとの間に出来た子供。それが自分であることは知っていた。だがそれは、顔を合わせるたびに罵声を浴びせてくる貧民街スラムの大人たちから仕入れた情報にすぎない。自分をこの世界に産み落とした人間たちは、物心つく前に自分を棄すててどこかの街へと消えたからだ。両親がどこかで心中したという噂うわさも以前耳にしたが、男の感情が動くことはついになかった。

　親がいない少年が、貧民街スラムで生き抜くためにできることなど限られている。男は御多分に漏れず窃盗を繰り返し、暴力に溺れ、歳としを重ねるごとにより上級の犯罪を覚えていった。

　そんな男が犯罪組織にスカウトされるのは当然の帰結と言えた。何一つ持たずに生まれた男が、まともな飯を食い、まともな家に住むには、とてもではないがまともな生き方など選べはしなかったのだ。

　途絶えることのない暴力と、痛みを伴う充足感。それらはいとも簡単に男を飲み込んだ。

　何か荒事があれば男は真っ先に志願し、指示通りに敵対勢力の人間たちを血祭りにあげてきた。痛めつけてきた相手に恨みを感じたことはなかった。暴力のための暴力。男には、理由などという不純物は必要なかったのだ。

　だから今回も、いつものように思考を停止して指示に従っていれば問題ないと思っていた。殺しの仕事は確かに初めてだったが、些さ細さいな問題だとして気にも留とめなかった。求めているのは、暴力に身を委ねている間の愉悦だけ。その先に何があるのかなど、心の底からどうでも良かった。

　だが男は、自らの短絡的な考えを後悔することになる。

　指示通りに標的を銃殺する、そこまでは良かった。だがその後、予あらかじめ待ち伏せでもされていたかのようなタイミングで護衛が駆けつけ、幾つもの銃声が轟とどろき、男は軽くない傷を負うことになる。

　命からがら逃げ延びた男が組織に増援を求めてみても、通話が繫つながることはなかった。そこでようやく、男は自分が裏切られたことに気付いたのだった。

　そして男は、終着点を探して彷徨さまよい続つづけた。

　脇腹を鉛弾で穿うがたれた、血ち塗まみれの殺人者に相応ふさわしい終着点を。

　男が流れ着いたのは、あの〈成れの果ての街〉を擁するバレシア皇国との国境に程近い田舎町だった。かつて難民キャンプから派生してできたその街は、レコンダルという小国でも有数の貧民街スラムだと言われている。

　下水道が整備されていない場所特有の、異臭が漂う目抜き通り。市場に並んでいるのは盗品か、どこかの廃棄場から拾ってきたようなガラクタばかり。露店で提供される牛骨のスープには蠅はえの死体が浮かんでおり、店先に吊つり下さげられている肉塊はほとんど腐りかけていた。

　自分が育った場所とどちらがマシだろうか。そんな下らないことを考える余裕が、何故なぜかその時の男にはあった。

　余所よそ者ものを拒む住人たちは、明らかに堅気の人間ではない血ち塗まみれの男に関わろうとはしなかった。食料もろくに売ってくれないとはいえ、追っ手から身を隠しておきたい男にとってはかえって都合がいい。住人がいない崩れかけの小屋を仮の根城として、傷が癒えるまで身を潜めていることにした。

　男が異変に気付いたのは、腹部を貫く痛みで目を覚ました翌日の朝のことだった。

　薄い扉の向こうから、子供たちが笑いながら駆け回る声が聴こえたのだ。

　扉を開けると、泥だらけ子供たちがゴム球を囲んで遊び回っているのが見えた。子供たちはことごとく瘦せ細っており、衣服は一様に薄汚れている。それでも、朝の陽ひ射ざしに包まれて笑い合う姿はまるで、ここが地獄ではないかのように見えた。

「ごめんなさい。もしかして起こしちゃった？」

　声に振り向くと、小屋に背を預けてボロボロの本を読んでいる少女が笑いかけていた。喋しやべり方かたからして一〇歳は超えているのだろう。だが、栄養が不足しているせいか身体からだはかなり小さく見えた。

「何だ、お前らは。なぜここで遊んでいる？」

　実際、男は目の前の光景に混乱を覚えていた。子供たちの笑顔からは、得体の知れない男に対する警戒心がまるで感じられなかったからだ。

「俺が怖くないのか？　断っておくが、俺はお前らが思っているような善人じゃない」

「あはは、そんなの知ってる」

　少女は読んでいた本を閉じ、男を見上げた。思わず目を逸そらしてしまうほど、澱よどみのない真っすぐな瞳だった。

「何処どこかから逃げてきたんでしょ？　私たちも、いつも意地悪い大人たちから逃げ回ってるから解わかるの」

「ならば尚なお更さら、関わるべき人間じゃないと解わかるはずだ」

「……通りを歩くあなたの顔が、すごく寂しそうだったから。きっと、私たちに似てると思ったんだ」

　男を気遣うような、慈愛に満ちた表情。それはまさに、男が今までの人生で一度も向けられたことのない種類のものだった。

「それに、私たちにとっても都合が良くてね」少女は少しだけ、ばつが悪そうな顔をして笑った。「あなたの近くにいれば、大人たちは近寄ってこない。誰も殴られなくて済むし、酷ひどい言葉を浴びせられることもない。ここはきっと、世界でいちばん安全な場所なんだ」

　聡そう明めいな彼女に、男が憐れん憫びんの情を向けてしまうのは仕方のないことだった。

　男がかつて生きていた地獄と似たような場所で、それでも屈託のない笑顔を向けてくるこの少女は、間違いなく自分よりも強い人間だ。そんな子が地獄に囚とらわれている現実を、男は恨まずにはいられなかった。

「でも、ごめんなさい。もし迷惑なら、別の場所で遊ぶように皆に言うから」

　少女はゴム球を囲む子供たちに向かって声を上げ、遊ぶのをやめるように促していた。申し訳なさそうに笑う少女を見て、男の唇が勝手に動き始めた。

「両親はいないのか？」

「ここにいる子たちのほとんどがそう。私のお母さんも、二年前に死んじゃった」

　よく見ると、少女の首元でガラス玉が光っていた。その辺に転がっていた材料を寄せ集めて作ったような、粗末な首飾り。

　少女はそれを、命より大切な何かのように握り締めている。

「そのペンダントは、母親の形見か何かか？」

「うん。ずっと昔、私の誕生日にお母さんがくれたんだ。後にも先にも、プレゼントを貰もらったのなんてそのときだけだったけど」

「……なあ、この街を出て行こうとは思わないのか？　話している限り、お前は頭がいい。上手うまくやれば、何処どこかの機関に保護されてもっとマシな生活が送れるかもしれない」

「うーん。それはちょっと考えられないかな？」少女は困ったように首を傾かしげた。「私はあの子たちを守ってあげたい。そして大人になったら、もう誰も泣かなくて済む方法を考えられるような学者になるんだ」

　少女が持っているボロボロの本が、どこかから拾ってきたであろう小学校の教科書であることに気付いて、男はその拳を強く握り締めた。

「あ、ここで皆を遊ばせてくれたお礼を渡さなきゃ」少女はどこかから林りん檎ごをひとつ取り出して、男に差し出した。「今日はこれくらいしか取ってこれなかったんだけど……」

　男は首を振り、赤い果実を少女に返す。それでも渡そうとしてくるのを、手を掲げて制した。

　何かの感情が、心の奥底に降り注いでくる。それを言語化することもできないままに、気付けば男は呟つぶやいていた。

「いいだろう、ここで自由に遊べばいい。礼も必要ない」

「ほんと？　また明日も来ていい？」

「好きにしろ。……あと、もし手を出してくる大人がいたら、その時は俺を呼べ。何とかしてやる」

「あはは、もしもの時は頼りにするね？」

　少女はどうやら冗談だと受け取ったようだった。男にとっても、そんな言葉が自らの口を衝ついて出たなど到底信じられなかった。

「……あ、そういえば自己紹介がまだだった」困惑する男に向けて、少女が笑いかけた。「私の名前はミア。私たちを助けてくれる、優しいあなたの名前は？」

　淡い陽光に照らされた少女の笑顔を、きっと一生忘れることはできないだろう。
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　口を開こうとする男の目の前で、少女の姿にノイズがかかっていく。

　風景が急速に褪あせていく。

　世界が色彩を失っていく。

　そしていつも、ここで夢から醒さめる。




　木製の椅子から滑り落ちそうになり、ウェイドは目を覚ました。銀シロガネ使いになってからというもの、突然の睡魔に意識を明け渡してしまう回数が増えた。そして毎回同じ夢を見て、毎回同じタイミングで目覚めるのだ。解わかりやすいほどに壊れている自分を嘲るように、男は喉の奥で笑ってみせた。

　いや、もっと壊れているのは目の前で磔はりつけにされている瘦そう身しんの男だろう。

〈スクリーム・ハウス〉の構成員で、施術士ドナート・セラーズとの連絡係を担になっていた代理人は、硫酸によって爛ただれた顔面を引ひき攣つらせていた。酸によって溶かされた左目はおろか、機能を保っているはずの右目も、ほとんど何も映してはいないだろう。

　心が壊れたとき、人はこうも虚うつろな存在になってしまうのだ。口くち許もとから漏れてくる音程の狂った笑い声は、まるで棄すてられた人形か何かのようだった。

　ウェイドはテーブルの上にあったアイス・ピックを手に取り、男の元へと歩いていく。

「お前が指定した場所に、ドナートの姿はなかった。代わりにいたのは、武装したお前の仲間や見覚えのない銀シロガネ使いどもだ。もしかして俺を嵌はめたのか？　……まさか本当に、あの程度で俺が殺されてくれるとでも思ったのか？」

「いひっ、ちが、違うんですよお！　たっ確かにドナートがそこにくるはずだったんだっ！　何かの間違いなんですってえ……」

「居場所を知らないようなら、もうお前を生かしておく理由がなくなるが？」

「やっ、ちょっと待って！　知ってるっ、知ってますからあ！　……そうだっ、事務所！　ぼくたちの事務所にいけばきっと、なにかがわかるかもっ」

「〈スクリーム・ハウス〉の拠点は以前と変わらず、隣国にある。今はビジネスのために出張してるだけで、島中のホテルを転々としてるんじゃなかったか？　お前が言ったことだ」

「勘違いしてたんですよう、やだなあ！　あなたがいなくなったあと、組織はイレッダに移転したんですっ！　フィルミナードの傘さん下かに入ったのがきっかけで！　はは、だってそのほうが儲もうかるじゃないですかあっ？」

「……もういい。お前の話は信用できない」

　ウェイドは高々と掲げていたアイス・ピックを、瘦そう身しんの男の頰に突き刺した。右頰から侵入した刃は、舌を貫通して逆側の頰から飛び出している。悲鳴を上げるたびに舌が裂けていき、男の顎から下はみるみるうちに血に染まっていった。

「いやあ、随分と楽しそうなお遊戯だ。混ぜてもらってもいいですか？」

　場違いなほどに涼しげな声が、背後から聴こえた。

　振り返ると、そこには小こ綺ぎ麗れいなライト・グレーのスーツに身を包んだ若い男が立っていた。背後には三人の部下が控えている。白い歯を見せて笑いかけてくる陽気な黒人と、白衣を着た長身の女、そして歴戦の気配を漂わせる白髪頭の男。一目見ただけで、彼らが銀使いどうるいであることが窺うかがい知しれた。

　ウェイドは牽けん制せいの言葉を投げる。

「化け物どもを引き連れて何の用だ？　余計な干渉はしてこない約束だったはずだ」

　──少しでも機嫌を損ねるような真似まねをすれば、必ず殺してやる。

　後に続くのは、きっとそんな脅し文句だろう。絶対的な暴力を纏まとった復ふく讐しゆう者しやを前にして、しかしハイル・メルヒオットは友好的な笑みを崩さなかった。

「はは、そんな怖い顔はやめてください。僕は銀の弾丸も埋め込んでない、ただの一般人なんですよ？　もっと優しく扱ってくれないと困ります」

　ハイルは部屋の中央まで平然と歩き、倒れていた木製の椅子に手を掛けた。椅子を起こし、掌てのひらで回転させてウェイドの方へ向ける。ゆっくりと腰を下ろして脚を組むまでの一連の動作は、気に障さわるほど優雅だった。

　コーヒーでも飲みながら談笑しているかのような穏やかさで、ハイルは続けた。

「それに、僕とあなたは利害関係によって結ばれたパートナーです。復ふく讐しゆうを成じよう就じゆしてもらうために、ロベルタ・ファミリーお抱えの施術士を使ってあなたを銀シロガネ使いにした。関係者から情報を聞き出しやすいように、こんな拷問部屋も提供した。勿もち論ろんこれは慈善事業なんかじゃないですよ？　僕らとしても、商売敵であるフィルミナードの戦力を削ってくれるあなたには感謝してるんです。ロベルタとは無関係なあなたなら、組織間の戦争に発展する可能性も低いしね」

　自分が壊滅させようとしている組織はフィルミナードの傘さん下かとはいえ、末端の末端の存在でしかない。最終目的のドナートに至っては〈スクリーム・ハウス〉に資金援助をしているだけの男で、フィルミナード本体とは縁もゆかりもないのだ。ハイルが自分に手を貸すのには、どう考えても何か別の理由があるはずだった。

　だがウェイドには、ハイルの思惑を推理する気など毛頭なかった。仮に自分が利用されているのだとしても大した問題ではない。この男に出会い、銀シロガネ使いになれたからこそ、こうして復ふく讐しゆうを果たすことができているのだから。

　とはいえ、この優男を心から信頼してやれるほど素直な性格でもなかった。

「質問に答えろ」これが警告であることを解わからせるため、一単語ずつ丁寧に連ねていく。「ただ下らない世間話をしに、ここまで来たはずがないだろう」

「もちろん」

　ハイルは舞台役者のように大きく頷うなずく。緊迫した状況を心から楽しんでいるように飄ひよう々ひようとした態度が、ウェイドの殺意を増幅させていく。

「耳寄りの情報を仕入れてきました。あなたがいま、一番望んでいるであろう情報をね」

「いったい何だ？」

「……そこで現代芸術作品のような有あり様さまになっている彼も、これまであなたが殺してきた構成員たちの誰も、ドナート・セラーズの居場所など知らなかった。彼は病的なまでに慎重な男らしいので当然ですね。ただの下したっ端ぱの皆さんに、大切な情報を握らせている筈はずがない。ドナートの現在地を知っているのは、恐らく〈スクリーム・ハウス〉のボスくらいでしょう」

「そのボスとやらの居場所を教えてくれるということか？」

「その通りです」

「こいつを捕まえられたのも、お前がくれた情報がきっかけだったな。いったい何故なぜ、お前のもとにはそんな情報が転がってくる？」

　ハイルの檸檬れもん色いろの瞳が、揺らめく灯あかりに照らされて妖しく光った。

「実は、優秀なスパイがいましてね。彼を通して全てが筒抜けなんですよ。これからあなたが殺しにいくボスの、歪ゆがんだ性癖やら何やらもね」

　どこまでが真実なのかすら、ウェイドにはどうでもいいことだった。ハイルが差し出してきた紙切れを奪い取り、そこに書かれている住所を目に焼き付ける。

　ウェイドは納得したように鼻を鳴らし、床に置いていたコートを手に取って出口へと歩いていく。すれ違った三人の銀シロガネ使いが向けてくる好奇の目も、一様に無視した。

「ああウェイドさん、彼はどうします？　もう用済みになったわけですが」

「好きにしろ」

　既に興味を失ったように告げて、ウェイドは夕闇が降りてくる外の世界に消えていった。

　残忍な拷問吏が退場したのを見届けて、瘦そう身しんの男はようやく正気に戻ったようだった。原型を留とどめている方の目が大きく見開かれる。

　舌を串刺しにされていては会話もままならないので、ハイルは頰に突き刺さったアイス・ピックを抜いてあげることにした。

　傷口から血を撒まき散ちらしながら、男は希望の光を見つけたとばかりに喚わめき始はじめた。

「なっ、なあ、助けてくれよあんたら！　別にあのイカレ野郎の仲間ってわけじゃないんだろ？　おっ、お願いだ！　助けてくれたら何でもくれてやる！」

「あはは、あなたのような無価値な人間が、僕に何を差し出してくれるんです？」

「全部……、そう、全部だ！　全部くれてやるっ！　人工島イレツダの外に隠してる俺の全財産と、趣味で持ってた薬も含めた全部だ！　め、滅多に手に入らねえ上物もある！　どうだ、これで」

「いいですか？　あなたのような人間が誰かの役に立とうと思ったら、それはもう身を削っていくしかないんですよ。文字通りにね。腎臓がひとついくらで売れるか知ってますか？　肝臓はいくら？　眼球はいくら？　肺は？　心臓は？　脳髄は？　まあ、あなたのような薬物中毒者の臓器なんて、価値はたかが知れてるか。……あれ？　だとすると困りましたね。それじゃあ一体、あなたは僕に何を提供すればいいんでしょう」

「……なっ、勘弁してくれ！　臓器なんざ売れるわけ……」

「やだなあ、冗談ですよ。別にあなたから何かを貰もらおうなんて思っていません」
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　ハイルは椅子から立ち上がり、踵かかとを支点に回転して男に背を向けてしまった。出口の方に歩いていくハイルと入れ替わるように、静観していた三人の部下たちが近付いてくる。それぞれの手には、黒光りする拳銃が握られていた。

「まっ、ままま待って、待ってくれ！　……何でもやる！　臓器でもなんでもやるから殺さないでくれっ！」

　ハイルは男の方を振り返ることもなく、無感情に呟つぶやいた。

「……だから、いらないって言ってるのに」

　それが合図だった。

　三人の銀シロガネ使いが握る拳銃が幾度となく火を噴き、磔はりつけにされた男を挽ひき肉にくにしていく。

　断末魔が銃声に搔かき消けされる。男が絶命してもなお銃声は続く。

　男の身体からだは血ち飛沫しぶきを撒まき散ちらしながら、風に吹かれた枯葉のように踊り狂い、コンクリートを真紅に染め上げていった。

　鎖に繫つながれた手足が千切れ、男の身体からだが血の海に落下したところでようやく銃声が止やんだ。永遠の静寂を背中で感じながら、ハイルは謳うたうように呟つぶやく。

「まあ恨まないでくださいよ。だって、どうでもいいじゃないですか。おとぎ話の魔女も言ってますよ、世界なんて悪魔の気き紛まぐれですぐに壊れてしまうんだって。僕が思うにそれは、そう遠くない未来の話だ。……だったら、僕があなたたちの命をどう使おうと勝手でしょう？」
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　大音量のダンス・ミュージックに乗っかって、十数人の男女が踊り狂っていた。

　娼しよう館かんのスイート・ルームの床に転がる酒や薬の瓶を器用に避けながらステップを踏む男を、娼しよう婦ふたちが媚こびたような目で見上げている。フロアを渡る重低音に合わせて飛び跳ねる若い女たちを、男たちが遠巻きから品定めしていた。気の早い連中に至っては、薄桃色のカーテンで間仕切られた部屋の隅でもう事に及んでいる。

　断頭台の刃が首筋まで迫ってきていることも知らず、浮かれ切った羊たちの宴うたげは絶頂を迎えていた。蜘蛛くものように長い手足を窮屈そうに畳んでソファに座る、ドレッド・ヘアの男──犯罪組織〈スクリーム・ハウス〉の創設者ベルナルド・ライカーは喧けん噪そうを満足げに眺めていた。

　大麻の甘い煙を燻くゆらせながら、傍かたわらに立っていた男に問い掛ける。

「おい、さっき俺と踊ってた女は？　これからがお楽しみってときにいなくなっちまった」

「さっき、青い顔でトイレに駆け込んでいきましたよ」

　傍かたわらに立っていた男は手元の葉巻を指差して、呆あきれたように笑った。

「おいおい、悪酔いバツド・トリツプかよ。これだから遊び慣れてねえ女は困る」

　ベルナルドは大麻がもたらす多幸感に唆そそのかされて、すっかり饒じよう舌ぜつになっていた。

「いやしかし、ドナート・セラーズ様には頭が上がらねえな。ちょっとしたバイトをこなしてあげるだけで、毎月とんでもねえ額の報酬が舞い込んできやがる！　俺たちみてえな田舎者が、いまや娼しよう館かんのスイート・ルームを貸し切って乱交パーティだぜ？　なあ、笑えるだろ？　あの施術士カモにはきっと、まともな金銭感覚ってやつがねえんだ」

「ボス、あんたは本当にボロい商売を見つけてくるのが上手うまい」

「だろ？　世の中、最小限の手間で稼げる奴が一番偉いんだ」ベルナルドの瞳に、凶悪な光が灯ともった。「あのジジイからは、せいぜい死ぬまで毟むしり取とってやるさ。そのためなら、喜んで奴の手足になって動いてやるよ」

「はっ、何て低い志だ」

「銀の弾丸の取引に手を出して、イカレた銀使いバケモノどもの殺し合いに巻き込まれるよりゃずっとマシだ。そうだろ？　夢を見ちまった間抜けは、いつか必ず代償を支払わされる。世の中はそういう風に出来てんだよ」

　テーブルの上の酒瓶を手に取ろうとしたとき、男の鼓膜を銃声が震わせた。

「おいおい、銃なんかぶっ放してるバカはどこだ？　後始末が面倒臭えから、天井に穴なんかこさえるんじゃ……」

　なおも銃声は止まらない。

　どうやら発砲しているのは一人ではないようだった。銃声は娼しよう館かんの入り口付近で絶え間なく鳴り響いている。まるで、娼しよう館かんに乗り込んできた誰かを遠ざけるために一斉射撃しているような、そんな気配をベルナルドは感じ取った。

　酔いなどとっくに醒さめていた。

「どうやら非常事態だ。まだ酔い潰れてねえ奴は、さっさと増援に向か……」

　不意に携帯の着信音が鳴り響き、男は一瞬だけ硬直した。部下の視線が自分に向いていることに気付き、なんとか冷静さを取り戻す。憮ぶ然ぜんとした表情で、携帯を耳に当てた。

「いま立て込んでんだ、このクソ野郎。さっさと要件を言え」

『スポンサーの私に向かってクソ野郎とは、随分な挨拶だな』

「あ、ああドナートさんかよ。悪かった、その……あれだ。今、ちょっと気が立っててな。それでいったい、何の用だ？　パーティには参加できないんじゃなかったか？」

『私も非情な男ではない』言葉とは裏腹に淡々とした口調だった。『長い間手足として働いてくれた君たちに、最後の忠告をしようと思ってね』

　鳴なり止やまない銃声。女たちの悲鳴。部屋の外から漏れ聞こえてくる、部下たちの断末魔。

　ベルナルドは、電話口の施術士の台詞せりふが信じられなかった。真実はどこか別の場所にあるのだと、誰かに強く言って欲しかった。

「忠告、だと？」

『だが……そうか。銃声が聞こえるということは、どうやらもう手遅れらしいね。残念だよ』

「お、おい、いったい何のことだ？」

『腹立たしいことに、何処どこからか情報が漏れていたようだ。私の代理人ということになっていた男は攫さらわれ、フィルミナード側の人間と落ち合うはずだった場所では、君の部下が大量に殺されたよ。もう〈スクリーム・ハウス〉は、その娼しよう館かんにいる人間しか生き残っていない』

「ふざけるな！　だってさっき、部下から連絡が……」

『騙だまされていることにも気付かないとは愚かだね。涙が出るほど愚かだ。君が愚かであるがゆえに、〈スクリーム・ハウス〉は絶滅するんだ。この分だと、君が私の居場所を知っている唯一の人間であることも敵に知られているだろう』

「ちょっと待て、敵ってのはどこのどいつだ！　……フ、フィルミナードか？　確かに上納金はしばらく払ってねえが、たった数ヶ月だろ!?　いくら傘さん下かっつっても、俺たちみてえな末端の連中なんざ気にもしてねえはずだ！　殺し屋なんざ差し向けてくるわけが」

『末端の末端でしかない君たちを相手にするほど、彼らも暇ではないよ。襲撃者はフィルミナードとは無関係な人間だ。そして恐らく、その人物が狙っているのは私の首だろう』

　銃声は少しずつ小さくなり、代わりに男たちの絶叫や呻うめき声ごえの比率が増してきた。

　部屋の外に迫る強烈な死の気配が、男の心臓を鷲わし摑づかみにする。娼しよう館かんの最さい奥おうにあるこの部屋には、正面の扉以外に逃げ場など存在しない。

『とにかく、私も命は惜しい。君が拷問にかけられて居場所を話してしまう前に、移動させていただくことにするよ。……もう二度と会うことはないだろう。では』

　一方的に通話を切ってしまった施術士への憎ぞう悪おを込め、ベルナルドは携帯を壁に叩たたき付つけた。

　部屋の外からはもう銃声すら聞こえない。

　束つかの間まの静寂が、濃密な死の気配とともにスイート・ルームに降りてきた。

　部屋に残っている人間は一三人。そのうち一人は麻薬か酒で夢の世界にトリップしていて、五人は部屋の隅で固まって震えている娼しよう婦ふたち。つまり、襲撃者に銃口を向けられるのはたったの七人だけだった。

　根源的な恐怖に震える男たちの目は、一様にスイート・ルームの出入り扉に向けられていた。扉が開けられた瞬間、現れたのが誰であっても蜂の巣にしてやるという覚悟を固めていた。

「だっ、誰かは知らねえが、もしこの部屋に入ってきてみろ！　てめえなんざ一瞬で挽ひき肉にくにしてやる！」

　部下の一人が必死に威嚇するが、扉の外からの返答はない。

　やがて忠告を無視して扉が開かれ、隙間から黒い人影が這はい出でてきた。

「撃てっ！」

　ベルナルドの怒号を合図にして、七つの銃口が一斉に火を噴いた。

　鉛弾の奔流が人影に襲い掛かり、全身を血で染め上げていく。だがその場にいた男たち全員が、自分の不注意を心から呪うことになる。扉の間から出てきたのは、頭蓋が陥没した仲間の死骸だったのだ。

　男たちの死角で、世界が壊れたかのような轟ごう音おんが響いた。

　一斉に振り向くと、扉の垂直方向にある壁面に大穴が開けられ、中から褐色の肌の大男が飛び出してきた。

「ひっ、やめろっ、来るなあああああああああ！」

　不運にも壁の近くにいた男の腕が摑つかまれる。

　襲撃者が腰を捻ひねると男の身体からだは棒切れのように振り回され、近くにいたもう一人の側頭部に激突した。襲撃者に摑つかまれている男の左ひだり脛すねと、それに激突した男の頭蓋が嫌な音を立てて砕ける。襲撃者はなおも男を武器のように扱い、周辺にいる構成員たちを蹴散らしていく。

　仲間への被弾を恐れて手を出せない部下たちに苛いら立だちながら、ベルナルドは襲撃者の姿を目に焼き付けていた。

　震える唇から、疑問が漏れ出してくる。

「ウェイド……、ウェイド・レインだと？　馬鹿な、てめえは確かくたばったはずだ」

　放心するボスの目の前で、陳腐な虐殺シーンが上映されていく。

　仲間を見捨てて発砲しようとした男に向けて、ウェイドが五人掛けのソファを蹴飛ばした。避けられないほどの速度で飛来した八〇キログラムの家具によって壁に叩たたき付つけられた男は、潰れたトマトのように内容物を周囲にブチ撒まいていく。

　その隙に扉へと走っていた男の頭部が、水風船のように破裂。一瞬で間合いを詰めて繰り出された蹴りが原因だと気付けた人間が、この部屋にどれだけいるというのだろう。一秒後に腹に大穴を穿うがたれた長身の男は少なくとも、ウェイドの速度を見切れなかったようだ。

　悠然と歩いてくるウェイドに銃口を向けることすら叶かなわず、髭ひげ面づらの男の喉が潰された。水平の手刀で脊椎を砕かれ、文字通り潰された。

　薬で遠い世界に旅立っていた男は、すれ違いざまに眼がん窩かを貫かれて殺された。何かのついでのように殺された。

　いまだ生き残っているベルナルドともう一人の部下は、もはや神に祝福されているとしか言いようがない。

　ただ、祝福の効果とやらはじきに切れ、眼前の男がもたらす地獄に引き込まれるだろう。男の裁きから逃れている娼しよう婦ふたちが、彼らには恨めしくて仕方なかった。

　ウェイドの飛び蹴りによって隣にいた部下が轢れき殺さつされたカエルのような姿になってもなお、ベルナルドは動けなかった。

　彼はもはや捕食者の舌の上に乗せられていたのだ。

　逃れようのない運命を受け入れ、眼前に迫る絶望に身を委ね、自らが咀そ嚼しやくされる瞬間をただ待つだけの供く物もつ。

　男はもはや、それ以外の何者でもなかった。

「ドナート・セラーズはどこにいる？」

「……すまない。知らないんだ」

「そうか」

　襲撃者の踵かかとが踏み下ろされる。

　衝撃で床材がひび割れ、ベルナルドの爪先が粉砕される。革靴の先端は、中に人の骨など入っていないように潰れてしまっていた。

　地面を転がりながら絶叫する男に、ウェイドは氷点下の目を向ける。生殺与奪の権利を完全に握ってしまった復ふく讐しゆう者しやは、最後の審判を下す神のようだった。

「あああああっ、やめっ、やめてくれっ！　本当に知らないんだよっ！　ドナートはあんたの襲撃に気付いてた！　あんたに情報を流した裏切り者がいるんだとよ！　とにかく奴はもう、俺の知らねえ場所に高飛びしやがったんだ！」

「そうか」

　ウェイドは足を大きく振り上げ、地面を転がるボスの右腕を踏み潰した。

　小気味いい音を立てて関節が砕かれ、肘から先が有り得ない方向に捻じ曲がる。声にならない悲鳴を上げる男に、温度のない声が降り注ぐ。

「つまりお前にはもう、生きている価値などないわけだ。どう殺されたいか言ってみろ」

　ベルナルドは一滴だけ残っていた勇気を振り絞り、残っていた左手で地面に転がる拳銃を摑つかみ取とった。

　銃口はウェイドではなく、自らのこめかみに向かう。これから自分が辿たどる結末に比べれば、今ここで未来を閉じてしまった方がマシだ。それは至極真っ当な判断だった。

　しかし、銃声は鳴らなかった。

　垂直に打ち下ろされた拳によって、銃身が粉々に砕かれてしまったのだ。

　銀シロガネ使いがいくら強きよう靭じんな肉体を持っていたとしても、鉄の剛性を遙はるかに超える力を加えられる道理など何処どこにもない。もっとも、目の前で起きた出来事の非現実性を把握できるような余裕など、ベルナルドの脳内に残ってはいなかった。

「……悪かった。あの時のことは全て謝るよ」

「謝る相手が違う」

「もう……もういいから早く殺してくれ」

「ふざけるな」

　虚うつろな表情で死を懇願し始めたベルナルドに、ウェイドは不快感を露あらわにした。

　床に転がっていた果物ナイフを手に取る。致命傷にはならない位置を選んで全身を少しずつ貫いていくことに決めたのだ。

「……ミア。この男には、今までの連中とは比べ物にならないような苦痛を味わわせてやろう。あの悪魔、ドナートと手を結んだ張本人だ。こいつさえいなければ、お前たちが傷付けられることはなかった」

「ぎゃあああああああああああああああああああっ！　やめっ！　やめてくれっ、もうっ、もう殺してくれっ！」

「嬉うれしいか、ミア？　そうだな、この外道が苦しむ様は愉快だ。……次は首？　いや、それはまだ早いだろう。ああそうだ、まだ死ぬには早すぎる。この男がどこまで欲しがりなのか、じっくり試してやらないとな」

「死にたい死にたい死にたい死にたい殺してくれ早く早く早くっ！」

「はは、なんだ？　絵を描いてるのか？　もっとよく見えるように近付いてくればいい。ほら、汚けがらわしい中身が溢あふれてきた」

「いひっ、はっ、あはっ」

「もう壊れたか、意外に早かったな。……安心しろ、ミア。耳でも引き千切ってやれば、痛みですぐに正気に戻るさ」

　部屋の隅で固まる女たちは、恐怖で氷漬けになりながら物語を目に焼き付けていた。

　復ふく讐しゆうに支配された獣が、悪党どもから債務を取り立てていく物語。

　成れの果てに染しみ出だした狂気を全て煮詰めたような、救いのない塵おう殺さつの物語。

　拷問を続ける男の背中が泣いているように見えたので、女たちはいつまでも目を逸そらすことができなかった。
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　断続的に鳴り響く銃声。逃げ惑う人波を搔かき分わけながら通りを進むと、目当ての娼しよう館かんがようやく見えてきた。

「くそっ、もうおっ始めてやがんのかよ。出遅れた！」

　グレミー・スキッドロウが声を荒げた。人々をなぎ倒しながら強引に速度を上げ、気付いたときには大口を開ける正面扉まで辿たどり着ついていた。

　グレミーに続こうとするリザの肩を摑つかむ。

　殴り掛かってきそうな勢いで振り向いた相棒に、俺はそっと耳打ちした。

「あんな銃撃戦の真まっ只ただ中なかに正面から乗り込もうとするな。あのバカが突っ込んでしばらくしたら、様子を見て突入すればいい」

「ふっざけんな。そんな悠長にやってたら、もう殺し合いパーテイが終わっちゃうじゃん」

「あの大男……ウェイドが簡単にくたばると思うか？　焦あせらず順番待ちしてれば、すぐにまた戦えるさ」

　戦闘狂のリザを説得する方便は、こんなものでいいだろう。

　お互いの能力もロクに知らない俺たちとグレミーが共闘したところで、足を引っ張り合うに決まっている。遠巻きで様子を見つつ、最もいいタイミングで奇襲を仕掛けるのが定石だ。

　さらに本音を言うなら、グレミーがあのイカレた復ふく讐しゆう者しやを殺してくれることも期待していた。仮に奴が返り討ちにあったとしても、ウェイドの能力を暴いて鉛弾の一発でもお見舞いしてくれれば儲もうけものだ。そうなれば、奴の墓標に挨拶くらいは行ってやってもいい。

　銃声は徐々に小さくなっていた。リザの聴力に確認するまでもなく、〈スクリーム・ハウス〉の構成員どもが効率的に殺されていっていることが解わかる。

　リザが俺を見た。

「一番奥にある部屋から、男の悲鳴が薄うっすら聞こえて来てる。ウェイドが誰かを拷問にでもかけてるっぽい。あの不良が向かってるのも多分その部屋……あっ、今入ってった！」

「よし」宙を昇っていく紫煙を眺め、気持ちを落ち着かせる。「俺たちも突っ込むぞ」

　正面扉から乗り込んだ先に見えたのは、地獄と形容するのも憚はばかられるほどの惨状だった。

　復ふく讐しゆう者しやの果てのない怒りによって、構成員どもが徹底的に潰されている。

　ほとんどの死体が原型を留とどめていないため、何人殺されているのかも解わからない。迫撃砲でもブチ込まれたのか、壁や天井が崩落しかけていた。

　まるで、一個の戦争が通り抜けていったかのように見えた。

「汚い殺し方。センスってもんを全く感じない」

「人を殺さなきゃいけない奴なんて、全員もれなく感性が狂ってるだろ。センスの良よし悪あしなんてもんがあってたまるか」

「それは、あんたみたいなそっち側の人間の考え方でしょ」

　リザは淡い寂せき寥りようを残して走り出した。能力で音を消し、戦闘が繰り広げられている最さい奥おうの部屋に向かう。

　通路の途中で、リザは踵かかとで床面を削って急停止した。

　遅れて響いた銃声とともに、鉛の矢が彼女の鼻先を通過していく。

「うおっ、まーじか今のを躱かわしちゃう？　やるねえ、あんた」

　今にも踊り出しそうなほど陽気な声だった。

　時代遅れの回転式拳銃リボルバーを携えた黒人の男が、リザの前に顔を出している。首に何重にも巻かれたアクセサリーや、両手の指全てに嵌はめられた銀製の指輪、馬鹿みたいにデカいサングラスが、軽薄そうな雰囲気を演出している。

　どこかの小部屋に隠れて奇襲を仕掛けてきたのだろうが、これは流石さすがに想定外の展開だった。俺たちもフィルミナードも、ウェイドが単独犯であるとしか考えていなかったからだ。

「誰だお前は？」ライオットシールドを構えながら、ゆっくりと間合いを詰めていく。「あのイカレ野郎のお友達か？　気が合いそうには見えないけど」

「ハハハ、それっていったい何の話？　俺はたまたまこの娼しよう館かんに踊りに来たあ、通りすがりの銀シロガネ使いらろ」

　男は覚おぼ束つかない足取りでステップを踏みながら、何らかのダンスを踊っている。

　回らない呂ろ律れつに、弛し緩かんした笑顔。もう片方の手に持っている注射器からは透明の液体が滴したたっていた。

「……このバカ、こんな戦場の真ん中でキメてやがんのか？」

　いくら銀シロガネ使いが本能に忠実な獣だとしても、生存本能とそれに付随する最低限の分別くらいは持ち合わせている。敵と対たい峙じしたこの状況でも夢の世界に飛んでいるとあっては、今まで会ってきたどの化け物よりも壊れていると認めるしかなかった。

　だがそんな破綻っぷりに、脅威を感じるかどうかは別の話だ。

　銃口とナイフを向けられてもなお夢の世界にいるこの男は、俺たちにとって絶好の的でしかなかった。

「……ラルフ。なんかこいつの動き、バカにされてるみたいでムカつくんだけど」

「そうか？　寝起きのお前の物もの真似まねでもしてくれてるように見えるけどな。よくできてる」

「いますぐナイフでぶっ刺されて死ぬのと、私に刀を貸してから死ぬのとどっちがいい？」

「不自由な二択だな」

　どうやら相棒は、このバカを真っ二つにしてやらないと気が済まないらしい。俺は黒い霧から一本の刀を喚よび出だして、リザに投げ渡した。

　受け取ったリザは、鞘さやから抜いた白はく刃じんを麻薬中毒者ジヤンキーに向けて、氷点下の言葉を吐いた。

「用があんのはこの先。あんたじゃ満足できないから、さっさと細切れになってくれる？」

　リザの姿が風景に溶けた。

　一条の黒い閃せん光こうとなったリザの刺突が、麻薬中毒者の喉元に迫る。

　ふらついた足取りで軌道から身を反らした男は、続く連撃も紙一重で躱かわしていく。音速の斬撃を潜くぐり抜ぬけた男に対して、リザの瞳から油断が消えた。

　間合いから抜け出した男が、リザに銃口を向ける。横から回り込んでいた俺は、奴よりも先に短機関銃〈クリックガン〉の引き金を引き絞った。

　奏かなでられる轟ごう音おん。

　排出イジエクトされた空から薬やつ莢きようや、破砕された木片が空中を舞い踊る。

　男はふらついた動きで射線から逃げ、近くにあったベッド・ルームの中へと入っていった。間髪入れずに追いかけていったリザに、俺も続く。

　ピンク色の照明に包まれた部屋だった。壁には何故なぜか大穴が穿うがたれており、中央には円形の大きなベッドが鎮座している。

　男とリザがやり合っているのはその上だった。

　足場の悪いクッションの上を器用に跳び回るリザに、男の銃口は一向に定まってくれない。徐々にリザの斬撃が男を捉え始め、白いシーツに紅あかい雫しずくが飛び散り始めた。

「あっひゃっひゃっ！　いいじゃんあんた、最高かよ！　まあったく敵かなう気がしねえ！」

　見るからに窮地に追いやられているはずの男は、太い唇を吊つり上あげて笑っていた。リザの攻撃を躱かわしながら、注射器を自分の腕に突き刺す機会を窺うかがっているようにも見えた。

　とてもじゃないが、正気の沙汰ではない。

「これこれ、こーゆーのでいいの！」対面するリザも、弾はじけるような笑顔で刀を振り回している。「何も考えてねえバカと、何も考えずに殺し合う。最高じゃん、もうこれだけでいい」

　共感できない俺を置き去りにして、二匹の化け物が淫いん靡びなステージの上で遊戯に興じていた。血で服を汚しながら踊る二人の笑顔は、砂場で遊ぶ子供たちのそれと何ら変わらない。

　こんなとき、俺はいつも武器を構えたまま立ち尽くしているしかない。

　相棒が射線に入ることを怖おそれて発砲できないから、だけではない。

　玩具に群がる幼子のような表情で暴れ回る破綻者どもの世界に、そのある意味で純粋な世界に、境界線の手前にいる俺が踏み込むことなど許されないからだ。

「最っ高のセッティングだ。こりゃ、トんだら戻ってこれねえかもなあ」

　男は拳銃をぶっ放し続ける腕に、もう片方の手で注射器を突き刺した。

　薬物を静脈注射された男は、白目を剝むきながら全身を震わせ始める。

「もう生きるのに飽きたのかよ、この麻薬中毒者ジヤンキー！」

　絶好の好機に、返り血で全身を染め上げたリザの眼めが光った。水平に放たれた刃が、男の臓物をブチ撒まけるべく胴体に迫る。

　呆ほうけたように戦況を見守る俺の前で、ついに勝負は決した。

　ベッドの上から転がり落ちたのは、身体からだを真っ二つにされた黒人の男、……ではなかった。

　見る限りどこにも銃弾を浴びていないリザの方が、絨じゆう毯たん張りの床へと背中から墜落していたのだ。虚うつろな瞳の焦点はどこにも合っておらず、白い掌てのひらからは刀が滑り落ちていった。

　リザは受け身も取れず床に叩たたき付つけられる。細い身体からだは小刻みに痙けい攣れんしていた。

「てめえっ！　いったい何を」

　叫びかけた口を慌てて押さえる。リザが倒された不可視の攻撃の正体は、毒ガスである可能性があった。迂う闊かつに呼吸をするのは危険だ。

　焦燥感に駆られてガスマスクを喚よび出だした俺を見て、陽気な黒人が嗤わらっていた。日常的に薬物に犯されている者特有の、重大な欠陥を感じさせる笑顔だった。

「ああ違う、ガスなんかじゃナイナイ。この俺が、そんなつまんねえもんを使うと思っちゃうわけ？　俺はただ、あの女に天国を配ってやっただけだよ」

　ヤク中の謎かけに付き合ってやるつもりはない。俺はベッドの上でふらついている男に向かって、クリックガンのフルオートをぶっ放した。

　毎分六〇〇発の死神は、男を肉塊にするという使命を果たせなかった。

　ベッドのスプリングを利用して跳び上がった男は紙一重で射線から逃れ、宙返りをして俺の手前に着地したのだ。

　注射器が眼前に突き出される。

　針の先から出る雫しずくが見えるほどの近さで刺突を躱かわす。伸びきった腕の切り傷から飛んだ飛沫しぶきが頰にかかったが、それだけだった。

　後ろに跳んで間合いを確保しつつ、短機関銃の引き金に力を込め─────

　なんだ？

　指に力が入らない。

　膝が抜ける感覚。絨じゆう毯たんの床を踏みしめていられなくなり、俺は尻餅をつく。

　体勢を立て直せない。

　視界が回転し、強烈な嘔おう吐と感かんが襲ってくる。

　世界が波打ち、極彩色の花弁が空中を舞い、火花が目の前で弾はじけ、天使が吹く喇らつ叭ぱの音が耳元で聴こえた。弾はじけては消える泡の大地の上で、陽気な小人が囁ささやいてきた。

「幻覚系サイケデリツクだ。それも、飛びきり独創的なヤツ。どう？　自分の中の芸術性が騒いでるのを感じてる？　哲学に目覚めていく自分に驚いてんだろ？　結構高いんだよそれ、お気に入りだ。まあゆっくり味わってくれよ」

　五感は全て狂っているのに、頭脳だけは冷静なままだった。煙草の箱よりも小さな小人の声が頭上から降って来るのを、ただ黙って聞いているしかない。

「お前ら、俺の血に触れただろ？　触れたよな？　それが条件だったってわけよ。俺の血に触れた人間に、俺が感じてる快楽を共有してあげられるのが〈デカラビア〉の能力だ。感想はどう？　素晴らしくハッピーだろ？」

　小人は跳ねるような声で続ける。

「要するに俺は、天国への案内人トリツプ・アドバイザーってわけさ。能力を使ってる間は、俺にだけクスリが効かなくなるっていう難点はあるけどな。でもいいんだ。俺はお前らの幸せそうな顔が見れればそれでいいんだ」

　極彩色の世界に空いた大穴から、這はい出でてきた男がいた。

　褐色の肌の大男。何故なぜか、そいつの姿だけはハッキリと認識できた。

「また会ったな。お楽しみ中みたいだが」ウェイドは泡の大地に転がる俺たちを一いち瞥べつし、鋭利な言葉を放った。「その様子だと、次に会うことは二度とないだろう」

　反論しようとするが、まともな発声など出来なかった。漏れ出てくるのは音程の狂った呻うめきだけで、耳元の天使たちに馬鹿にされてしまう。

　俺たちより先に娼しよう館かんに踏み込んでいたグレミーの姿が見えないが、恐らくウェイドによって為なす術すべもなく殺されたのだろう。だとすれば、援護も一切期待できない。

　ウェイドが何かを握っているのが見えた。

　目を凝らすとそれは、両目を潰された男の生首だった。グレミーが見せてきた写真に収められていた、〈スクリーム・ハウス〉のボスをやっていた男だ。名前はもう忘れた。

　頭部を握る手には、まだ力が込められていた。指の間から脳のう漿しようが零こぼれるのも厭いとわず、ウェイドは更に力を込めていく。

　幻影に満たされた世界でもその姿だけが鮮明に見えるのは、きっと復ふく讐しゆうの濃度が濃すぎるせいだろう。化学物質では覆い隠せない憤ふん怒ぬが、針のように肌を刺してくる。

「どうして……」今度は少しだけまともに喋しやべることができた。「どうしてお前はそこまでやる。どんな理由があって、……お前は獣になったんだ？」

　男は即答した。

「ミアが、あの子がそう望んだからだ」

　俺には解わからない言葉を残して、ウェイドは娼しよう館かんの出口へと歩き始める。

　遠ざかっていく背中を、羨せん望ぼうとともに睨にらんでいる自分に気付いた。

　ウェイドには圧倒的な力がある。

　果てのない怒りを刃に変え、復ふく讐しゆうを成し遂げていく力がある。

　何者にも縛られず、使命とともに突き進んでいく力がある。

　弱さゆえにフィルミナードの奴隷になるしかない俺たちとは、まさに正反対だった。

　極彩色の花弁が爆はぜるように咲き誇り、遠ざかる男の姿を覆い隠していく。手を伸ばそうとするが、筋肉は命令をことごとく無視してくる。指の一本も動かせない。

「何だお前、掛かりが甘いのか？　サイケじゃ相性がよくねえみたいだな」

　小人の声が降って来る。

　小人は、身の丈ほどはある注射器を自分の腕に突き刺していた。

「鎮静系ダウナーをくれてやるから、もう眠れ。ああ、安心しろよ。次に起きたらまた別の天国に連れてってやるからさ」

　人工の感情が押し寄せてくる。強烈な多幸感と倦けん怠たい感かんが綯ない交まぜになって俺を飲み込み、意識を遙はるか彼方かなたへと連れ去っていった。
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　冷たい雨が、白い息い吹ぶきとなって廃工場に降り注いでいた。

　朽ち果てた屋根を素通りしてくる雨粒を全身で受け止めながら、俺はただ立ち尽している。濡ぬれた全身からは一秒ごとに体温が流出していくが、もうどうでもよかった。

　眼下には、かつて愛していた女の死体が転がっている。

　薬漬けにされながら犯されていたシャルロッテの衣服は乱れ、眼めは虚うつろで、泡を吹く口くち許もとは苦痛に歪ゆがんでいた。

　俺は掌てのひらを強く握ったまま動けない。

　冷たい雨が体温と一緒に全てを奪っていってくれるなら、別にそれでもよかった。

　雨に晒さらされて変色していく死体を見ていると、かつて俺の隣で笑っていたはずのシャルロッテの表情が思い出せなくなる。

　彼女はいったい、どんな顔で笑っていたのだろう。

　どんな顔で怒り、どんな顔で泣き、どんな顔で愛の言葉を囁ささやいていたのだろう。

　何も思い出せない。結末しか用意されていない物語のように、幸福だったはずの過去は記憶からごっそりと抜け落ちてしまっていた。

　ああ、これはきっと呪いなのだ。

　俺と出会ってしまったが故に無残に殺された女が、死ぬ間ま際ぎわに懸けた呪い。

　俺はこの先ずっと、自分を赦ゆるすことができなくなるだろう。悪魔に魂を売り渡した後では、死んで贖あがなうことも許されない。日々葛藤を繰り返しながら、未明の混こん沌とんへと墜おちていかなければならない。

　雨あま曝ざらしの死体は、いつの間にか少女の姿に変わっていた。シャルロッテと同じ白金色の髪と、見開かれた翡ひ翠すいの瞳。怨えん嗟さの絶叫が、雨音を搔かき分わけて微かすかに聴こえてくる。

　──ああ、解わかってるよシャルロッテ。

　これは警告なのだ。過去の呪いが警告となり、心臓を貫いて血を流し続けているのだ。

　俺が選択を誤れば、眼下に転がる地獄は現実となるだろう。シエナは無残に殺され、死ぬことも狂うこともできない俺は再び絶望に突き落とされる。

　だからお前は、シエナを守るために奴隷で居続けなければならない。

　不確定な未来などを夢に見てはならない。

　少女の死に顔が、笑えないほどに鮮明な幻夢が、確かにそう言っていた。




　首筋に落ちてきた水滴で、俺は目を覚ました。

　悪夢を見た後はいつも目覚めが悪い。不機嫌な感情を宥なだめつつ状況を確認すると、俺はどうやら拘束されているらしかった。

　後ろに回された両手には手錠がかけられている。床と天井を繫つなぐ太い鉄柱が腕の内側に通されており、ここから動くことは叶かなわなさそうだった。

　リザも同じような有あり様さまだった。後ろ手に拘束されて、俺と同じ鉄柱に繫つながれている。相棒の方はまだ目が覚めていないらしく、頭を垂れたまま夢の世界に沈んでいた。

　コンクリート製の無機質な箱、そんな殺風景な部屋に存在しているのは俺とリザと手錠と鉄柱だけ。

　いや、天井を見るとまだあった。中央にはめ込まれた明度の高い照明と、取り付けられたカメラが一台。カメラの形状がよく見る監視用のそれとは異なっていたため違和感があったが、とにかく俺たちは今、何者かに視し姦かんされているということになる。

　無機質な世界に、何かの音が響き渡った。

　音の出処を探ると、壁面に備え付けられた梯子はしごを伝って、黒人の男が部屋に降りてきているところだった。

　また一つヒントが増えた。

　どうやらこの部屋は、地下に埋められているらしい。

「おお、もう目が覚めちゃった？　気分はどうだ？　二日酔いになんてなってないだろ？　そりゃそうだ、お前らは俺の能力で天国を疑似体験してただけだからな」

　陽気に語りながら近付いてくる男の言葉を翻訳すると、俺たちは奴の能力にかかっていただけで、実際に薬を投与されたわけではないらしい。安あん堵どの息とともに胸を撫なで下おろしてやりたいところだが、そういうわけにもいかなかった。

　なんせ俺は拘束されて身動きが取れず、目の前で拳銃をチラつかせる男を見上げることしかできないからだ。唯一の頼りである相棒も、まだ悪い夢にうなされている。

　スーツを着た男たちが、続々と梯子はしごを降りてきた。状況が全く読めないが、この銀シロガネ使いの部下どもなのだろうか。

「お前はいったい何者だ？　俺の健全な交友関係に、こんな麻薬中毒者ジヤンキーはいないはずだけど」

「あー、そういえばまだ名乗ってなかったな！　悪い悪い。俺はトビー。トビー・スタインバーグだ。以後ヨロシクな」

「名前なんて聞いてねえんだよ。フルネームまで紹介してきやがって、胃がもたれそうだ」

　俺は捲まくし立たてる。

「聞いてんのは、お前が何処どこの誰に雇われた化け物かってことだ。ウェイド──あのイカレた復ふく讐しゆう者しやが、仲間と手を組んで襲撃なんてするはずがない。もしかして、奴を裏で手引きする連中がいるってことか？」

「ヘイヘイ、もっとクールにいこうぜ。怒鳴んなよ、こっちはお前と違って二日酔いなの」トビーは肩を竦すくめた。「別に俺たちは、ウェイドの仲間なんかじゃねえよ。言ってしまえば……そう、ただのファンさ。頼まれてもねえのに勝手についていって、頼まれてもねえのに奴の邪魔になる連中を捕まえてやっただけ」

　トビーの言い方はまるで、自分の他にも協力者がいるかのようだった。俺は追及する。

「で、お前を雇ったのはどんな組織だ？」

「悪いけどそれは言えねーなあ。今は薬が抜けてんだ。そんくらいの分別はつくぜ」

　男はしたり顔を向けてくるが、俺にとっては今の回答で充分だった。少なくともこいつは誰かに雇われている。つまり、ウェイドの復ふく讐しゆうに手を貸している勢力が存在しているということだ。一個人ではない。

　口の軽い男に、もう一つだけ聞くべきことがあった。

「俺たちの他にもう一人、娼しよう館かんに入ってった銀シロガネ使いがいたはずだ。そいつはどうなった？　殺されたのか？」

「おいおい、お前ら三人組だったのかよ。俺は見てねえが、まあウェイドにでもぶっ殺されたんじゃねえか？」

　男は極めて自然に笑っているが、正直言って違和感しかない。

　いくらこいつがクスリをキメていたとはいえ、狭い廊下を一直線に走っていく襲撃者を見逃すなんてことがあり得るだろうか。上司であるはずのダレンへの態度といい、グレミーにはきな臭い何かを感じてしまう。

「情報提供ありがとうな、お前は親切な奴だ」

「え、何も話してなくね？　何言ってんだお前」

　クスリで脳髄を浸してるような間抜けは、自分の口の軽さに気付いてもいないようだった。鼻で嗤わらおうとした瞬間、俺は激しい自じ己こ嫌けん悪おに襲われる。

　ちょっと待て。

　その間抜けにまんまとハメられて、拘束されてるバカはいったいどいつだ？

「ああ、そうだった。仲良く鉄柱に繫つながれてるお前らに、伝えなきゃいけねえことがある」

「お前が自殺する日取りについてか？」

「そう身構えんなよ、もっと嬉うれしいお知らせだ。早く聞きてえだろ？」

　満面の笑みで問いけてくるトビーの後ろでは、スーツ姿の男たちが何らかの作業に勤いそしんでいた。込み上げてくる不穏な気配。焦燥感が加速する。リザを起こそうと肩を何度かぶつけてみても、相棒は夢から醒さめてはくれなかった。

「無視されると辛つれえんだけど、まあいいや。……ところで、お前も何かに溺れてるタイプか？」

　脈絡のない問いからは、男の真意など摑つかめなかった。

「どういう意味だ？」

「何かに溺れてる奴ってのはイカしてるよな。とにかく夢中で、自分が執着してるもののことしか考えてねえ。恋に溺れてる青いガキも、クスリに溺れてるホームレスも、殺し合いに溺れてる銀シロガネ使いどもも全部同じだ。俺はそんな奴らこそが、世界で一番純粋な存在だと思ってる」

「なんだ、ヤク中の自分を正当化してほしいのか？」

「はっ、俺は最高に純粋な人間だぜ？　四六時中クスリのことか、人類を救ってやることしか考えてねえ。人からどう思われてるかなんて知ったことじゃないね。今まさに溺れてる人間が、身なりなんか気にしてられると本当に思うわけ？」

　部下どもの作業は完了したようだった。

　床面の一部は取り外し可能だったらしく、コンクリートのパネルで隠されていた筒状の装置が顔を覗のぞかせていた。黒い金属板がカメラのシャッターのように折り重なっており、肩幅ほどの直径を塞いでいる。装置の調整をしていた部下どもが、工具を片付けて立ち上がる。

　どうやらもう、いつでもその装置を起動できるらしい。

「ここで嬉うれしいお知らせだ。お前らを、俺と同じ純粋な存在にしてやるよ」

　さっき首筋に落ちてきた水滴を思い出す。

　そして、天井に取り付けられている奇妙な形状のカメラが水中用のものだと気付いた瞬間、全身が総毛立った。

「お、気付いた？　そうそう、お前がいま考えてる通りだよ。あの装置から放たれた水は、一〇分も掛からずにこの部屋を満たしちまう。つまり、お前らは全力で溺れることができるわけだ。最高だろ？　水面から口を出して、酸素の残量だけを考えて死んでいける。他には何も考えられねえ。まさに、生に溺れることができるわけだ。お前らは最さい期ごの最さい期ごに、世界で一番純粋な存在になれる」

「おい……冗談だよな？　冗談でそんなくだらねえこと言ってんだよな？」

「まだ受け入れられない感じ？　……いやいや、無理はねえよ。溺れるってのはそういうことだ。渦か中ちゆうにいる本人にしか、その素晴らしさは解わからねえもんだ。それに安心していいぜ？　今回は特別に、とびっきりの天国をくれてやる」

　信じがたいことに、トビーの表情には悪意など全く見えなかった。この男は、本気で俺たちを救おうとしているのだ。

　狂いきった感性と、盲目的なまでの使命感。

　独善的という言葉で表現するのも億おつ劫くうになるほど、こいつはイカレていた。

　男は何処どこからか取り出したナイフで、自分の手首を切りつけた。そして手を振り、俺とリザに自分の血液を飛ばしてくる。鉄の匂いが鼻孔をつき、不快感が高まっていく。

「後で、〈ミックス・ジュース〉ってやつをプレゼントしてやる。鎮静剤ダウナーと幻覚剤サイケデリツクの効用を併せ持つ逸品だ。この国じゃ滅多に手に入らねえんだぜ？　水位が上がってくりゃ俺の血も流れ落ちて効果が切れるだろーけど、その瞬間までなら恐怖を消してやることはできる。ああ、なんて俺は優しいんだ」

　最悪だ。

　クスリで脳を犯された状態では、まともな対策など取れるはずがない。額にかかった血が流されるほどの水位になった頃にはもう、俺とリザには溺死以外の結末は残っていないだろう。相変わらずの陽気さで希望の言葉を投げかけてくるトビーが、滅びの刻ときを告げる悪神のようにしか見えなかった。

「じゃーそんな感じで！　人生最後のパーティだ。たあっぷり楽しめよ？　あ、装置は俺たちが部屋から出たら自動で起動するから心配すんな！」

　トビーは俺たちに手を振ると、踊るような足取りで梯子はしごを昇り、地上へと消えていった。部下たちもそれに続いていく。

　そして、俺とリザだけが処刑場に取り残された。

「……あー、めっちゃ寝た。あれ、何処どこここ？」

　俺の絶望など知ったことではないかのように、リザが気の抜けた声を出した。今更目覚めたバカに対して、丁寧に現状を伝えてやるしかないようだ。

「いいかリザよく聞け、何が起きてんのか説明してやる」

「てか、変なとこ触ってくんな変態！」

「落ち着けバカ！　手錠で繫つながれてんだから仕方ねえだろうが」隠し刃が露出した靴で蹴りかかってくる相棒に、慌てて弁明する。「俺たちはふたり仲良く拘束されてんだよ。早く気付け！」

　寝起きのリザの機嫌が悪いのはいつものことだが、構ってられる余裕などはなかった。床に埋まっている装置の蓋がもう開き始めたのだ。

「は？　どっかから水音が聞こえるんだけど。なんで？」

「いいから聞け！　この部屋は密封されてて、もうすぐ浸水する！　ほら、筒状の装置が見えるだろ？　そこから溢あふれた水で、俺たちは一〇分と経たたずに溺死するわけだ」

「この手錠は誰が？」

「いい質問だな、やっと目が覚めてきたか？　娼しよう館かんで俺たちを捕まえた銀シロガネ使いが、この悪趣味なゲームの主催者だ。俺たちは拘束されて身動きが取れないばかりか、あと少しすりゃまた奴の不思議能力でトばされちまう。そうなったらおしまいだ。正気に戻った頃にはもう頭まで水に浸つかって、俺たちは少ない酸素を巡って殺し合うしかなくなる！」

「え、ヤバいじゃん」

「だからそう言ってんだろうが！　いいからお前も考え……」

　凄すさまじい勢いで噴出し始めた水を見て狼ろう狽ばいする俺の隣で、リザは脱いだブーツを器用に足で摑つかみ、膝下で蹴り上げるように放った。

　刃が露出したブーツは天井から垂れ下がる水中カメラに見事激突し、レンズを粉々に破壊してしまった。

「アレで監視されてちゃ、やれることも限られてくるでしょ？」

　リザが涼しい顔で言った。どうやらこいつは、俺よりも冷静だったらしい。
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　頼れる相棒に礼を言う暇すら惜しい。俺は足りない頭を必死に回転させ、生き残るための術を探る。この拘束から抜け出し、密閉された部屋を脱出し、あのイカレた麻薬中毒者ジヤンキーを殺す方法はなんだ。

　脳の隅に、何か引っ掛かりを感じた。

　邪魔な記憶を選えり分わけ、寂せき寥りようの砂漠に転がる一粒の希望を探す。

　水位はもう足首の辺りまで達していた。そして更に悪いことに、腕の辺りに針のようなものが突き刺さる感覚があった。痛みは全くないが、突き刺さった針の先から液体が血管に入ってくるのを確かに感じる。あと数秒だ。猶予はあと数秒しか残されていない。

　俺は半ば怒鳴りつけるように、土ど壇たん場ばで思い浮かんだ策をリザに告げる。それを聞いた相棒は、わざとらしく嫌な顔をした。

「は？　……本気で言ってる？」

「本気で言ってる」

「……それしかないわけ？」

「それしかない」

　俺としても苦渋の決断だ。だがこの一瞬の間では、それ以上のアイデアなど思い浮かぶはずがなかった。俺はますます不機嫌になっていく相棒を見る。リザも俺を見ていた。膝下まで迫っている死の気配に唾を吐くように、俺たちは互いに向けて呪いの言葉を叫ぶ。

　そこで、強烈な多幸感と幻覚症状が一斉に押し寄せてきた。
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　トビー・スタインバーグが「天国への扉」と呼ぶ処刑部屋が完全に浸水してから、三〇分ほどが経過した。

　早々にカメラが破壊されてしまったせいで、賞金稼ぎどもの死に様を拝むことはできなかった。苛いら立だっているトビーを、部下たちは恐る恐る眺めていた。

「クソっ！　これじゃ、あいつらが幸せそうに溺れてる姿が見えねえじゃん！　ちゃんと喜んでくれたのかなあ、天国に行ってくれたのかなあ」

　抜けるような青空の下、トビーは粗末なパイプ椅子に座りながら足をバタバタさせていた。トビーがこのイカレた殺し方を選んだのは、間違いなくあの賞金稼ぎたちの幸福を願ってのことだったのだ。死に様をじっくり眺めてマスターベーションでもしていたかったとか、そんな残酷な理由の方がまだ理解できた。

　銀シロガネ使いの破綻しきった論理展開に、この場にいる誰も共感することができなかった。

「おい、お前」

「はっ、私ですか？」

　指をさされた金髪の男は、困惑の声を上げた。

　銀シロガネ使いと仕事をするのは別に初めてではなかったが、何度経験を重ねても異常者の相手は慣れないものだ。

「もうすぐ装置が動いて水が引けるはずだからさ、あいつらの死体をここまで運んでくんね？」

「えっ、ひとりでですか？」

「ロープか何かを死体に括くくりつけて、上から引っ張って貰もらえばいいだろ。なあ、急いでくれよ。早く弔ってやりてーんだ」

　悲痛な顔で薬瓶を地面に並べ始めたトビーが、どんな方法で死者を弔うのかは全く解わからなかった。唯一確かなのは、銀シロガネ使いの命令を断る権利など自分にはないということだけだ。

　数瞬の葛藤の末、金髪の男は行動を始めた。処刑部屋へと繫つながるマンホールを両手でどかし、ロープを握り締めたまま穴に滑り込んでいく。

　部屋からはすっかり水が引いていた。すぐ近くにある海から水を引っ張ってきているため、フィルターを通り抜けてきた小魚があちこちで痙けい攣れんしている。

　潮の匂いが立ち込める部屋を探ると、目当てだった二人分の死体が見つかった。

　賞金稼ぎたちは仲良く手錠で繫つながれたまま頭を垂れている。酸素を貪るために暴れ回ったためか衣服が乱れており、海水に体温をすっかり奪われた肌は青白くなっていた。

　死体を運ぶという仕事は初めてではなかったが、溺死した銀シロガネ使いとなると話は別だ。挫くじけそうになる心を強引に奮い立たせて、化け物たちの亡なき骸がらへと歩を進めていく。

「クソっ、あのイカレ野郎が！　俺たち人間を、黙って言うこと訊きくだけの奴隷か何かだと思ってやがる！　ああ、もう決めた。次の休暇が来たら、有り金を全部叩はたいて女を買ってやる。街一番の高級娼しよう婦ふだ！　クスリでもキメながら、朝までたっぷり楽しんでやる」

　悪態を吐つきながら、女の方の死体に手を伸ばしたときだった。

　何か硬質の物体が側頭部に突き付けられ、男の思考は停止する。

「リザ、音を消せ」

「もうやってる」

　音はなく、衝撃だけが頭蓋に伝わった。最さい期ごの一瞬で辛かろうじて動いた眼球が、煙を吐き出す拳銃と、それを握るずぶ濡ぬれの男の姿を捉えた。

　そして痛みを感じる前に、永遠の闇が訪れた。
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「悪いな、お前のささやかな夢を絶つことになってしまって」

　こめかみから血を流して倒れたかわいそうな男に向かって、俺は呟つぶやいた。既に切断されている手錠を投げ捨てながら、リザが薄く笑う。

「職場の人間関係に悩んでたみたいだから、楽になれて良かったんじゃない？」

　俺たちは生きていた。今にも崩れ落ちてしまいそうなほどの疲労感と、体温が急激に低下したことによる震えが全身を犯しているが、それでも生きていた。地上へと続く梯子はしごに向かって歩きながら、狂気の沙汰としか思えない賭けの内容を反はん芻すうする。

　万まん華げ鏡きようのような世界と、脳髄を溶かしてくる多幸感から解放されたときにはもう、顎先まで海水に浸つかっている状態だった。足は半分浮いているようなものだったし、俺より一回り小柄なリザに至っては、後ろ手に縛られた不自由な姿勢で口だけを水面に突き出している有あり様さまだった。

　みるみるうちに上がっていく水位に急せかされて、俺は当初の取り決め通りに行動を開始。酸素を肺に詰め込めるだけ詰め込んで、仄ほの暗ぐらい水の底へと潜り込んだ。後ろ手にコンバットナイフを召喚し、リザに手渡す。

　俺の命はこの瞬間、迷惑な相棒に託された。

　俺は浮力に抗あらがいながら何とか膝をつき、背中を丸めて蹲うずくまった。俺を足場にしたリザの体重が伝わる。並の人間と変わらない俺の肺活量では、一分以内にリザが作業を終えてくれなければ耐えられないだろう。いつか冗談で言った気もするが、こんな時のために禁煙でも始めていればよかった。

　リザは作戦通り、能力で発生させた高周波をナイフに纏まとわせた。そして後ろ手に拘束されたまま、手錠を切断するため格闘を始めた。この体勢では見守ることなど出来ないが、足裏から伝わる振動が相棒の激闘を雄弁に物語る。

　呼吸を止めながらじっと蹲うずくまっていると、余計な思考ばかりが染しみ出だしてくる。

　それは、もし俺たちがこのまま溺死したあと世界がどうなるのか、という思考だ。

　地獄に墜おちた俺たちが銀の弾丸の悪魔に弄ばれている頃、フィルミナードはウェイドの襲撃を止められず、施術士のドナートをみすみす殺されてしまうかもしれない。奴は何故なぜかドナートの行方を迷わず辿たどることができていたようだし、あれだけ強力な使い手に対抗できる銀シロガネ使いをすぐに手配できるとも思えない。

　そうして貴重な手掛かりを失った依頼主ダレンは途方に暮れ、今回の計画を放棄してしまうかもしれない。そうなると待っているのは、過激派どもが提唱するプランＢだ。

　つまりシエナは再び銀の弾丸を埋め込まれ、悪魔を呼び寄せる媒体にされてしまう。その先に世界が滅びるかどうかまでは解わからないが、少なくともシエナが地獄に墜おちてしまうことは確かだった。

　それだけは絶対に避けなければならない。

　フィルミナードの計画を進め、間接的にシエナを守るためには、こんな場所で死ぬわけにはいかない。

　体内の酸素が消えていく苦しみと、鈍くなっていく思考回路。

　群ぐん青じように埋められた世界の中で、リザがやり遂げることを信じ続けた。

　体感では一分などとっくに経過し、のたうち回りそうなほどの苦しみが喉を締め上げていた。水中で口を開けて、あるはずのない空気を吸い込めという誘惑が耳元で囁ささやいてくる。意識すら朦もう朧ろうとし始めたとき、俺の自由を奪っていた手錠に強烈な振動が伝わってきた。

　水中でも聴こえてくるほどの高音が、天使の調べのように感じられた。かくして手錠は綺き麗れいに切断され、俺の両手は解放された。振動に耐え切れずに砕けたナイフの残骸が水中を漂っていく。紙一重で助かったことに安あん堵どしつつ、俺とリザは頭上に淡く広がる光を目指して全力で泳いだ。

　何とか水面に顔を出すことはできたが、口の先だけだった。もう水面と天井の距離は一〇センチほどもなかったのだ。器用に酸素だけを吸い込むことができず、大量の海水を飲み込んでしまった。

　もうここが限界だ。覚悟を決めろ。

　開き直った俺は水中にまた潜り、掌てのひらを天井に向けて突き出した。

　俺が喚よび出だしたのは、以前、エルレフ市街のアウトドアショップで買っていたゴムボートだった。空気口を手で探し当て、素早くキャップを外す。そして、穴に口をつけて中から漏れてくる空気を必死で貪った。

　空気口を手で押さえながら、溺れる一歩手前の相棒を手招きする。リザは逡しゆん巡じゆんする表情を見せる。脳内で、己の自尊心を丁寧にブチ殺す作業に勤いそしんでいた。

　リザは今まで見たことないほど殺気の籠った目で俺を睨にらみながら、渋々近付いてきた。そして俺の手を強引にどかし、考え得る限り最も最悪な状況での呼吸に没頭していった。

　ゴムボートに入っている空気の量からして、最大限に節約すれば三〇分程度は生きていられる。交互に呼吸しながら地上に続く蓋に近付くと、重厚な鍵穴がハッキリと見えた。水中用爆薬か何かで吹き飛ばしてやってもよかったが、直前で思おもい留とどまる。そんな派手な方法で出ていけば敵に狙い撃ちされるだろう。

　そして何より、リザがカメラを破壊してくれていた。

　もっと確実な方法がある。

　確実に溺死するくらい時間が経過してしまえば、一旦水を引いて俺たちの死体を拝みに来るバカがいるはずだ。




「水死体の演技が板についてたね。ラルフ、昔どこかでやってた？」

「ガキの頃に海で溺れかけた経験が、こんなところで活いきるとはな」

「はっ、人生何があるか解わからない」

　お互いにかなり疲弊してはいるが、今すぐ失神しそうなほどではない。生き残ったことへの安あん堵どからか、リザの皮肉を受け流す余裕が今の俺にはあった。大げさに肩を竦すくめてから、梯子はしごに手をかける。

　金髪の男が持っていた鍵を差し込み、扉を押し上げる。扉の向こうにもしばらく梯子はしごが続いており、終点にはマンホールが鎮座していた。

「大丈夫。付近に敵はいない」

　足元で索敵してくれていたリザに手で合図を出し、周囲の音を消してもらう。マンホールの蓋を開くと青い空が見えた。眩まぶしさに目を細めながら、外の様子を確認する。

　どうやらここは海に突き出した波止場のような場所らしく、少し先には、パイプ椅子に座った銀使いトビーをスーツ姿の部下たちが囲んでいた。燦さん々さんと輝く太陽を見て、夜がとっくに明けてしまっていることに気付く。

「ご歓談中悪いが、くたばれ」

　俺はピンを抜いた手しゆ榴りゆう弾だんを召喚し、連中に向かって放り投げる。

　トビーを含む何人かは直前で攻撃に気付いたようだが、もう遅かった。爆音と同時に金属片がバラ撒まかれ、男たちの全身を穿うがっていく。その隙に二人で穴から這はい出だして、まだ体勢を立て直せない一団へと突撃した。

「まだ生き残ってる幸運な男ラツキー・ボーイは手ェ挙げろ！」

　歓喜の表情となったリザが、白煙の中に切り込んでいった。両手に握ったナイフの切っ先が流星の如ごとく振り下ろされ、瀕ひん死しの男たちに安らかな死を運んでいく。

　比較的軽傷だった禿はげ面づらの男が、間合いの外からリザに銃口を向けている。俺は短機関銃を喚よび出だして、男の無防備な側面に大量の銃弾をプレゼントする。慌てて俺に銃口を向けてきた男の、手首から先が消失。ナイフを振り上げたリザが射線から退くのを確認して、断面を押さえて呻うめく男に残り弾を全てくれてやった。

　弾倉が空になった短機関銃を海へと投げ捨てながら、俺は言った。

「これでお前ひとりだ。お別れの言葉はもう考えたか？」

「あんたは私が殺してやる」研ぎ澄まされた刃のような殺意を纏まとい、リザも同調した。「両手両足を斬り落としてから海に沈めてやる。人生最悪の経験を提供してくれたことへのお礼にね。楽しみでしょ？」

　味方であるはずの俺をも傷付けるような発言だったが、指摘することはできなかった。手しゆ榴りゆう弾だんの破片を全身に浴びているトビーが、パイプ椅子に座ったまま銃口を向けてきたからだ。

　銃声が響くよりも早く、俺たちは左右に別れて走り出す。

　銃弾は逸それ、部下の死体に当たって血の花弁を咲かせただけだった。

「……哀かなしい、俺は哀かなしいよ。せっかくお前らに天国をプレゼントしてやったってのに」

　日光を反射するサングラスのせいで表情はうまく読み取れないが、奴の声色は間違いなく悲哀に満ちていた。鎮静剤ダウナーでもキメているのか、泥でい酔すい者しやのようにふらついた足取りだ。

「純粋な世界を愛せないお前らにゃ、ただ冷たいだけの死が相応ふさわしい」

　聞き取るのがやっとの声量で死刑宣告をした男は、拳銃をデタラメに連射してきた。

　銃口の動きを見て回避できるリザは当然として、意識が朦もう朧ろうとした男の銃撃など俺にすら当たらない。弧を描いて間合いを詰めながら、リザに向かって叫ぶ。

「リザ、不用意に近付くんじゃねえぞ！」

　違法薬物と恋に落ちているバカの戦闘力など、リザからすれば相手にもならないだろう。だが、奴の能力だけは警戒しなければならない。なんせ、返り血を少し浴びただけでもこちらは完全に無力化されてしまうのだ。無駄なリスクは犯さず、距離を取って戦うのが得策だ。

　短機関銃から放たれた銃撃を、トビーは地面を転がって躱かわしていく。銀シロガネ使いの身体能力は化け物じみているが、リザほど速いわけじゃない。何発かが腕や脇腹に命中し、男の機動力を確実に奪っていく。

　追い打ちをかけようとする俺の頭上に迫る物体。

　慌てて後ろに飛とび退のくと、血液の入った試験管が地面に激突し、ガラスと血液を飛び散らせていた。靴の先に飛沫しぶきがかかる。あと少し反応が遅れていれば頭から被かぶっていた。

　──衝撃が襲ってくる。

　遅れてやってきた激痛で、被弾した間抜けは自分で、撃たれたのが右肩であることに気付いた。ライオットシールドを出して追撃を受け止めながら、更に距離を取る。傷は大して深くはないようだが、痛みで右腕が麻ま痺ひしていた。

「ここで嬉うれしいお知らせだ。今お前、俺が撃った弾を食らったよな？　実はそいつにゃ、俺の血をたあっぷり混ぜ込んである」トビーは踊るような口調で続ける。手には髑髏どくろのマークが記された薬瓶があった。「そしてあれれー？　ここに何故なぜか、特製の〈幻覚系サイケデリツク〉があるなあ」

　白銀の閃せん光こうが煌きらめいた。

　リザが放った斬撃は、トビーの指ごと薬瓶を切断。

　悪趣味な紅色をした錠剤が、血ち飛沫しぶきのように宙を舞う。

　空中の錠剤を摑つかもうとする左手も、親指だけを残してぶった斬られた。.

　リザは返り血を浴びるのも厭いとわずに、更に一歩踏み込んだ。どうやらここで勝負を決めるつもりらしい。

　だがトビーの方も予測していたのか、上体を逸そらすことで必殺の突きを回避。その場で飛び上がり、無防備になったリザの側頭部に上段蹴りをお見舞いした。

　超反射で蹴りを受け止めたリザだったが、勢いを殺しきることはできずに吹き飛ばされる。地面を転がっていくリザの口くち許もとには、凶悪な笑みがあった。

「ぶっ壊れろ、麻薬中毒者ジヤンキー」

　極めて小さな爆音を俺の鼓膜が捉えた瞬間、トビーは膝から崩れ落ち始めていた。

　リザは蹴り飛ばされる直前に、懐ふところから取り出した閃光手榴弾スタングレネードを投とう擲てきしていたのだ。屋外で使っても視力を奪うことなど出来ないが、鼓膜を劈つんざく爆音の方は充分に機能する。

　リザが能力で指向性を操作しているため、俺の耳には微かすかな響きが聞こえるだけだったが、至近距離で爆音を食らったトビーの鼓膜は当然のように破壊されているだろう。

　泡を吹きながらも意識を保とうと必死の男に止とどめを刺すべく、俺は必死の間合いまで接近する。

　そこで、背筋を氷ひよう刃じんが通り抜けていった。

　──男の白い歯の間に、紅あかい錠剤が挟まっていたのだ。

　そして錠剤はゆっくりと嚙かみ砕くだかれ、男の喉に向かって崩れ落ちていく。

「クソっ！　やられた！」

　悪態とともに引き金を引こうとするが、出てきたのは言葉だけだった。

　言い表しようのないほどの虚無感が、波は濤とうのように襲い掛かってくる。

　手の中にある全てを手放したくなる。

　希望も絶望も、目の前にある全てがどうでもよくなる。

　魂を注いだ肉の容いれ物ものを指して人間と呼ぶ。だとすれば、全てを投げ出した後の俺は何という存在になるのだろう。そのように考えることすら、数秒後にはもうどうでもよくなった。

　さっきまで戦っていたはずの銀シロガネ使いは何処どこかに消え、虹色に輝く球状の頭と蜘蛛くものような胴体を持つ、無む暗やみに神こう々ごうしい姿の化け物が目の前に立ち塞がっていた。体勢を立て直した化け物は、蜘蛛くもの胴体から銃を生やして俺に近付いてくる。逃げようという発想はなかった。全てがどうでもよかった。空は万まん華げ鏡きようのように目まぐるしく色を変え、人の形をした雨が鈍にび色いろの海に叩たたき付つけられて大量死している。ああ、この世界は美しい。今まで気付かなかった。世界はこんなにも美しいのだ。そして俺はやっと、この美しい世界の一部になれた。いや、最初からこの世界の一部として生まれていたのだ。今まではそれに気付けなかっただけだ。そうだ。そうに違いない。だとしたら俺がここで死んだところで世界の美しさは何一つ変わらないのだろう。じゃあいいじゃないか。この恐ろしい怪物に殺されるなら、この美しい世界に潰されるなら、俺はもうそれでよかった。ああそうか、この大いなる諦念のことを、人は幸福と呼ぶのか。やっと解わかった。最さい期ごに解わかってよかった。

「私は、あなたたちだけが傷付いていくのをこれ以上見たくない」

　少女の澄んだ声。遙はるか遠くに感じられる、昨日の記憶。

　ああ、これは不純物だ。

　不純物が美しい世界を汚してくる。

　不愉快で仕方がない。

　穏やかだった心が乱されていく。

「いまの私には、あなたたちよりも大切なものなんて無いんだから」

　美しい世界に、黒い霧が立ち込めてくる。俺は憤いきどおっていた。大いなる諦念を、この幸福を搔かき乱みだしてくる女は、いったい何のつもりなんだ？

「……ねえ、絶対に死なないで二人とも。お願いだから、生きて帰ってきて……」

　黒い霧の正体が解わかった。

　それは希望だった。手を伸ばせば離れていき、触れれば身を刻むような無む明みようの暗黒。血を流す覚悟なしでは向き合えない、猛毒の果実。それが目の前にあるものの正体だった。

　この美しい世界を棄すててまで、そんなものに手を伸ばすのは愚かだと思う。

　だから俺は、自分が短機関銃を喚よび出だして立ち上がっている理由が全く解わからなかった。

　怪物は、俺が銃口を向けてきたことに驚きを隠せないようだった。球状の頭部が虹色に点滅する。引き金が引かれ、胴体が弾はじけ飛とんでいくその瞬間まで、怪物は神こう々ごうしい姿をしていた。

　極彩色の空が輝きを失っていく。

　人の形をした雨が止やむ。

　鈍にび色いろの海が干からびていく。

　異形の怪物が、人間の姿に変わっていく。

　俺は瀕ひん死しの銀シロガネ使いを、海に向かって蹴り飛ばした。

　背中から着水したトビーは、もうまともに泳ぐことすらできないほどに傷付いていた。切断された手や銃弾に抉えぐられた胴体から血が溢あふれ、周囲の海を紅あかく染めている。

　足を摑つかんで海底に引ひき摺ずり込こもうとする悪魔への恐怖からか、奴は溺れることを愉たのしんでなどいないようだった。

　奴は自分の死をもって、独善的な思想が完全に間違っていたことを証明しているのだ。

　必死の形相で海水を搔かきながら、眼下のトビーが喚わめき散ちらしてきた。

「お、おい？　どっ、どう、してお前、勝手に、ハァ、勝手に天国からっ、抜け出してきてんだよ！　ふ、ざけ、んなっ！」

　死しの淵ふちで信念すら棄すててしまった銀シロガネ使いに、俺は短機関銃の銃口を向けた。

「おい、やめっ」

「まだ俺は、こっちの世界で苦しまなきゃいけないらしいからな」苦々しく吐はき棄すてながら、引き金に力を込める。「だから、お前はもう用無しだ」

　鉛の雨が海上に降り注ぐ。赤い飛沫しぶきが踊るように跳ね、染しみ出だした血液が海中を広がっていく。美しい世界などもうどこにもなかった。ただ、海の上に浮かぶグロテスクな死体だけがあった。

　激しい疲労感と寒気を思い出し、血ち塗まみれの波止場に背中から倒れ込む。相棒のリザはどうやら俺よりも一足早く、夢の世界へと旅立ってしまったらしい。

「……リザ、お前の酒以外の弱点を知れてよかったよ」

　ウェイドを取り逃し、殺されかけた俺にとって、今回の収穫はそのくらいなものだろう。

　辛かろうじて動く指で煙草たばこを一本だけ取り出す。ライターを召喚し、先端に火を点ともそうとする。

　しかし久しぶりの煙を吸い込む前に、意識は宙を舞っていった。





◆






　血と糞ふん便べんの匂いが充満する暗い部屋に、血に汚れた復ふく讐しゆう者しやが戻ってきた。

　太い指は血の滴したたる肉塊を握り締めている。かつて小さな犯罪組織のボスだった男を認識できる要素はもはや、脳のう漿しようがこびり付いたドレッド・ヘアくらいしか残っていない。先程までドラッグ・パーティに興じていた男の頭蓋骨は砕け、眼球は弾はじけ飛とび、鼻があったはずの場所には昏くらい穴が開けられていた。娼しよう館かんからこの部屋に戻ってくるまでの間に、ウェイドの凄すさまじい握力によって破壊されてしまったのだ。

　その事実が、復ふく讐しゆう者しやが抱える途方もない憎ぞう悪おを物語っていた。

　ウェイドは、悪臭を撒まき散ちらしている物体の前で足を止めた。

　床や壁に、血ち糊のりを纏まとった人体の構成要素たちが散らばっている。原型を留とどめていない肉の塊。恐らく頭部だったであろう部分には、既に蠅はえが集たかり始はじめていた。この男がどのように処刑されたのかは、壁に空いた無数の弾痕から窺うかがい知しることができた。

　ウェイドは握っていた生首を放り投げる。肉と肉がぶつかる湿った音が、静寂の世界に僅かな波紋を立てた。

　倒れていたパイプ椅子に座りながら、ウェイドは独りで呟つぶやいた。

「……これで、あとはドナートだけだ」

　ひとつの犯罪組織を壊滅させるまで暴れてみても、達成感は皆無だった。

　諸悪の根源、魔女のおとぎ話に魅せられた老人、狂気に満ちた施術士──ドナート・セラーズをこの手で磨すり潰つぶさない限り、男の心に平穏が訪れることはあり得ない。

　ウェイドは、自らを不安げな表情で見上げてくる少女の姿を見た。

　彼女の幼い唇が開かれる。世界から観測されることのない少女の、空気を振動させることのない声が、それでも男の耳じ朶だを叩たたいた。

　ウェイドは深く頷うなずくと、誰もいない空間に向かって語り掛ける。

「……大丈夫だ、問題ない。こんなものは大した傷じゃない」

　噎むせ返かえるような死の光景が眼前に広がっているにもかかわらず、男の声は穏やかだった。

「……それも心配するな。銀シロガネ使いに睡眠は必要ない」

　咄とつ嗟さに出た噓うそだった。本当はまともに眠ることができないだけだという事実は、胸の奥に閉じ込めて何重にも封をする。

　瞼まぶたを閉じるたびに蘇よみがえってくる光景。痛みと絶叫。そして消失。

　恐怖を喪うしなったはずの銀シロガネ使いは、微睡まどろみがもたらす記憶の再現を何よりも恐れている。

　それはまるで呪いだった。

　何一つ守れなかった男には、安息を求めることすら許されない。

　それでも気遣ってくる少女を見て、ウェイドは深い溜ため息いきを吐き出した。

「……ミア、お前は優しすぎるんだ。だからいつも割を食い、人よりも傷付くことになる」




　思考は現実を離れ、追憶の底へと深く深く沈んでいく。

　ウェイドが貧民街スラムに逃げ込んできてから、もう二週間が経たとうとしていた。

　相変わらずウェイドは崩れかけの小屋に身を隠し、暴力を恐れる子供たちは彼の根城を遊び場にしていた。初めの内は子供たちが無邪気に遊ぶ声を煙たがっていたウェイドだが、今ではその光景が日常の一部と呼べるまでになっていた。

　子供たちがどのようにして物を食べ、生きてきたのかという疑問の答えはすぐに見つかった。

　廃棄処分された肉や野菜の切れ端を漁あさったり、住人がお菓子などを気き紛まぐれで分け与えてくれることもある。

　だが、彼らの胃袋に入っていくものの殆ほとんどは露店から盗んだパンや果実だった。

　大人たちの手伝いをすることで多少のお金は手に入れていたが、得体の知れない子供たちに商品を売ってくれる大人たちは滅多にいなかったからだ。

　かつての自分と同じように、子供たちは幼い頭で必死に計画を練り、大人たちを欺いて、生きる糧かてを手に入れている。ただ生きるために命懸けの日々を送る子供たちは、酷ひどく純粋な存在のように思えた。

　彼らの間には打算も裏切りもない。小さな手を取り合って地獄の底を彷徨さまよう彼らは、まるでひとつの強固な生命体のようですらあった。

　ある時、ウェイドはミアが破れかけのメモ用紙に細かい字で何かを走り書きしているのを見た。問い掛けると彼女は、「どの店から、どれだけの食べ物を盗んできたかを全部記録してるの」と答えた。理由を訊きくと、「大人になったら、今まで盗とってきたものを全部返したいから」と苦笑いを浮かべるのだった。

　ミアは、良心の呵か責しやくに苛さいなまれながら罪を重ねていたのだ。

　聡そう明めいで優しい少女が置かれている、悪い運命とやらを呪わずにはいられなかった。

　──ただ、ウェイドがこの街に訪れてからは変化もあった。

　パンの一ひと欠片かけらも売ってくれなかった大人たちが、ミアたちを客として見てくれるようになったのだ。子供たちの背後に見えるウェイドの暴力性を恐れてのことであるのは明白だったが、それでもミアたちは口々に感謝の言葉を告げてきた。男はそのたびに、居心地の悪さを感じるのだった。

　この日のウェイドは、自分の食料の調達も兼ねて、ミアの買い物に同行することになっていた。少し前を歩いている瘦せっぽちの少女が、ウェイドに問い掛ける。

「ウェイド、傷はもう大丈夫？　その、お腹なかを銃で撃たれてたんでしょ？」

「……ああ、大丈夫だ。傷はもうすぐ塞がるよ」

　ウェイドがスラムに来た理由のひとつは、ここに潜んでいるとされる闇医者を探すためだった。すぐにその男を見つけたウェイドは、有り金の殆ほとんどを支払って粗末な治療を受けた。

　もちろんまだ全快しているわけではない。ミアを心配させないための、些さ細さいな噓うそだった。

「……よかった」安あん堵どしたような声から一転、ミアはまた別の心配ごとを見つけてきた。「でも、本当はみんな知ってるんだ。傷が治れば、あなたはどこかに行ってしまうって」

　ミアの指摘は、男の胸に淡い痛みをもたらした。

　彼女が言うように、傷が癒えてさえしまえばこんな地の底に留とどまっている理由はない。治療によって使い果たした金もどこかで調達する必要がある。本来なら、今すぐにでもこの貧民街スラムを離れるべきなのだ。

「……安心しろ。まだしばらくはここにいてやる」

　それがいつまでなのかは、ウェイド自身にも解わからなかった。彼にはもう、ここにいる理由など一つも残っていない。

　それでもまだ留とどまっているのは、もしかするとミアたちに過去の自分を重ねているからかもしれなかった。あるいは、血ち塗まみれの逃亡者に成り下がっていた自分が、子供たちを助けることで何かに許されるとでも思っているのかもしれない。

　ウェイドは子供たちと過ごす日々に、その生暖かい日常に、希望の未来を幻視してしまっていた。それが身勝手な執着であることに気付いていながらも、男は生温かさから離れられずにいた。

　昼下がりの喧けん噪そうを引き裂くような罵声が、ウェイドの耳じ朶だを打つ。

　人々の目線の先を追うと、布切れのような服を着た男の子が、ナイフを握った男から蹴りつけられているところだった。悲鳴を上げる少年の手からは、男から盗んだであろう財布が零こぼれ落おちている。

　よくある光景。

　この地の果てではありふれている、陳腐極まりない悲劇の一幕だった。

「……そんな、ルカーノ！」

　私刑に遭っている少年には見覚えがあった。ミアと一緒にウェイドの隠れ家の近くで遊んでいる孤児のひとりだ。仲間の窮地に居ても立ってもいられなくなったのか、ミアはウェイドの制止を振り切って走り出した。

　ミアは少年の側に転がっている財布を拾い上げ、一目散に駆け出していく。新たな盗ぬす人つとの出現に、男は転がっているルカーノを無視してミアを追いかけた。

「てめえっ、クソガキ！　待ちやがれ！　ぶっ殺してやる！」

　ミアは角を曲がり、簡易住宅が犇ひしめく細い路地に入っていく。男は殺意に満ちた形相で後に続き、路地に消えたミアに向かってナイフを放り投げた。

　焦燥感に突き動かされたウェイドは、まだ痛む身体からだを無視して追いかけていく。

「この、クソガキ、売女ばいたになるしか先のねえ、薄汚えガキが！　大人を舐なめるんじゃねえ！　犯してやる、犯して殺してやるぞ畜生！」

　ウェイドが駆けつけたとき、男は罵声とともにミアを足裏で踏みつけていた。幸いナイフは腕を掠かすめていただけだった。だが少女の怯おびえきった表情が、ウェイドから枷かせを外してしまった。

　鳴りを潜めていたはずの暴力性が、男を再び支配していく。

　それからの数分間に起きたことを、ウェイドはほとんど覚えていない。気付けば鼻をへし折られた男が泡を吹いて倒れており、その上に馬乗りになって首を絞めている自分がいた。たとえ我に返ったところで、両手に込める力を緩めるつもりなど微み塵じんもなかった。

「駄目っ！」

　ミアが小さな身体からだをぶつけてくる。

　その目には深い同情があった。殺されゆく男に、ではない。殺意に支配されてしまったウェイドを憐あわれむような、そんな優しい瞳だった。

「殺す必要なんてない、そうでしょ？　もうその人は気を失ってる！」

「この男を生かしていても、ロクなことにはならない。今ここで殺すべきだ」

「それでも駄目っ！　お願いだから、ウェイド。その人を許してあげて」

「知るか」

　なおも殺意を緩めないウェイドの背中に、ミアが小さな手を回してきた。それは、慈愛に満ちた抱擁だった。少女は哀れな殺人者を憐あわれみ、涙すら流していた。

「あなたの目は、憎しみに染まりすぎてる。そんなのまるで、呪いだよ。……そんな風に呪われたままじゃ、いつか悪魔に連れていかれちゃう」

　ウェイドは首を回し、抱き着いてくる少女の大きな瞳を見た。そこに映る自分の姿は、なるほど憎ぞう悪おに呪われた獣のように見えた。

「きっと、あなたの強さは誰かを救うためにある。……誰かを殺すためじゃない。だから、その人を殺す代わりに、いつか誰かを助けてあげて？　そうすればきっと、あなたは……呪いから抜け出せるはずだから」

　群がってきた野次馬から逃げるように、ウェイドはミアの手を引いてその場から走り出した。男の生死などどうでもよかった。今はただ、この衝動に全てを懸けていたかった。

「ミア。今すぐこのスラムを抜け出そう。お前の友達たちも連れて」

「い、いきなりどうしたの？」

「こんな吹ふき溜だまりにいれば、お前たちはきっと俺のような獣になってしまう。その前にここから抜け出すべきだ」

　自分がこれほど滑らかに言葉を紡つむいでいることに、彼自身も驚いていた。

「それに、こんなスラムで子供たちだけで生きるより、大きな街の孤児院にでも入った方が絶対にマシだ。たとえお前たちが離れ離れになったとしても、俺のような罪人になってしまうよりはいい」

　学者になってスラムの子供たちを救う方法を考えたいと願う優しい少女が、自分のように道を踏み外してしまう未来など到底許せなかった。隠れ家へと走りながら、ウェイドは自分がこのスラムに留とどまっていた理由を改めて自覚した。

　とどのつまり、ウェイドは子供たちを救いたかったのだ。

　かつての自分と同じ地獄に囚とらわれている子供たちを、その呪われた運命から連れ出したかったのだ。

　それは、暗闇に見えた一筋の希望だった。ウェイドはミアの手を引いたまま、他の子供たちを連れ出すために隠れ家へと向かう。

　眼前に広がる炎。

　立ち止まったふたりは、加速していく鼓動に容易たやすく支配された。

　炎上しているのは、彼が身を潜めていた小屋だった。

　宙を舞う灰の匂い。

　頰を叩たたいてくる高熱。

　逃げ惑う子供たち。

　それを捕まえて、大型のトラックに詰め込んでいく男たち。

　鼓膜を震わせる絶叫。絶叫。絶叫。

　子供たちが詰め込まれていくトラックの前で、残酷な笑みを浮かべる男たちがいた。洒落しやれた帽子を被かぶった小柄な老人に、蜘蛛くものように長い手足を持つドレッド・ヘアの男。悲劇を生み出しているのがこの二人であることを、ウェイドは一瞬にして把握した。

「ミア……逃げるぞ」

「駄目だよ、だってみんながっ！　みんながまだっ！」

　必死に抵抗するミアの手を引いて立ち去ろうとしたとき、右脚に激痛が走った。自分が銃撃されたことに気付いたときには、もう天を仰いで倒れ込んでしまっていた。

「ボス、咄とつ嗟さに撃っちまいましたけど、その男はどうします？」

　世界の解像度が、急速に低下していく。

「ああ？　そんなもんどっかに棄すてとけ……って、おい待て。そいつがウェイド・レインじゃねえか？」

「……ああ、本当だ。闇医者の話は正しかったわけだ」

　老人が、ドレッド・ヘアの男を一いち瞥べつする。

「君たちが珍しく新しい狩場を提案してきたのには何か裏があると思ってたが、なるほど、そこの彼が本来の目的だったわけだね」

「いやいや、あくまで目的は実験体の調達ですよ。裏切り者が逃げ込んでんのがスラムだと聞いて、狩場にもちょうどいいんじゃねえかと閃ひらめいたんだ。収穫もちゃんとやれば、闇医者が噓うそついてても無駄足にはならねえしな」男は凶悪な笑みを向ける。「ところでドナートさん、こいつはどうする？」

　男たちの話し声だけが、やけに鮮明に聞こえていた。

「……面白い、連れて行こう。子供たちの晴れ舞台を、最前列で見届けさせてやるんだ」

「はっ、あんたも趣味が悪いね」

　ウェイドは男たちによって両手両足を縛られていた。激痛で赤く染まる視界に最後に映ったのは、ドレッド・ヘアの男に腕を摑つかまれてトラックに引ひき摺ずられていくミアの姿だった。

　摑つかもうとした希望が崩壊していく音を聴きながら、男の視界は麻袋に覆われていく。




　ここから先を回想するのは躊躇ためらわれた。凄惨な過去を振り払うように、ウェイドはゆっくりと立ち上がる。光の閉じた双そう眸ぼうには、悲痛なまでの覚悟が宿っていた。

　そこでウェイドは、部屋の隅で銃殺されている男の、穴だらけの胴体に白い封筒が貼りついているのを見つけた。

　血に汚れた封筒には、一枚のカードが封入されている。それは招待状だった。終着点を欲ほつする男への、悪魔の誘いざない。そこに書かれていた住所を記憶して、封筒ごと破やぶり棄すてる。そして、踵きびすを返かえして出入り口へと歩いていく。

　復ふく讐しゆう者しやが去ったあとの部屋には、死の静寂だけが取り残されていた。
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　冷たい感触が額にかかり、俺は眠りから引き離される。

　弾はじかれたように上体を起こすと、俺を見下ろしていた誰かが小さく声を上げた。

「びっくりした！　ちょっと、いきなり起きないでよ」

　白金色の長い髪に、翡ひ翠すい色いろの大きな瞳。シエナ・フェリエールが呆あきれたような笑みをこちらに向けていた。

　俺は首だけを左右に動かして状況を把握する。

　穏やかな陽ひ射ざしが射さし込こむ部屋だった。古い木材が敷かれた床に、革張りのソファがいくつか置かれている。テーブルの上には酒瓶や灰皿がゴミ山のように散らばっており、食べ残されたピザには蠅はえが集たかっていた。

「……シエナ。お前、意外と部屋を片付けられないタイプの女なんだな」

「ラルフ、ここが私の部屋に見える？」

「まあ確かに、女の部屋にしちゃ渋いセンスだ」

　転がっている酒瓶に記載されているアルコール度数を見て、俺は納得した。

　部屋は三人掛けのソファが四つ置かれていても窮屈に感じないほど広かった。それに、転がっている酒瓶はとても一人で消費できるほどの数ではない。状況から察するに、俺が目覚めたのはフィルミナード・ファミリーの拠点のどれかだということだ。

　もっとよく周りを見てみると、リザが隅のソファで毛布にくるまって寝息を立てていた。

「……そうか、生き残ったのか俺たちは」

　安あん堵どよりも恐怖の方が勝っていた。

　あの麻薬中毒者との死闘のあと、俺たちは二人揃そろって気を失っていた。あまりにも無防備だ。もし俺たちを見つけたのがフィルミナードじゃなければ、今ごろどうなっていたかも解わからない。

　一通り背筋を寒くした後で、ひとつの疑問に気付いた。

「フィルミナードの連中は、どうして波止場で倒れてる俺たちを見つけられたんだ？」

「あなたたちが娼しよう館かんから連れ去られたときから、ずっと誰かが尾行していたらしいけど。気付かなかったの？」

　ヤク中とはいえ、気の立った銀シロガネ使いに悟られず尾行するなど、とてもじゃないが人間業ではない。そして、そんな芸当ができるような化け物は限られている。

「……ジェーンか。今度はいったい誰に化けてやがった？」

　トビーの部下は全員殺したから、化けていたのは恐らく娼しよう館かんにいた生き残りの誰かだろう。とにかく知らない誰かに化けたジェーンは、俺たちが娼しよう館かんから連れ去られて処刑部屋に運ばれ、何度も死にかけながら銀シロガネ使いと交戦する有あり様さまを、薄ら笑いでも浮かべながら眺めていたのだ。もしあの女が俺たちを援護してくれるような善人だったら、溺死しかける必要もなかっただろう。

　シエナは、俺の右肩を心配そうに見つめていた。

　我に返って視線の先を追うと、むき出しになった肩に白い包帯が巻かれていた。血に汚れたシャツとスーツが、ソファの肘掛けの上に畳んで置かれている。リザの方は外傷自体は大したことはないらしく、所々にできた切り傷を絆ばん創そう膏こうで保護している程度だった。

「シエナがやってくれたのか？」

「見よう見まねだけどね。だって、あいつら誰もやってくれないし」シエナは木製の扉の向こうを見ながら続けた。「ああ、別の部屋にはフィルミナードの人たちもいる。ここは最高幹部のダレンが管轄してる賭博場カジノの、従業員控え室ってところかな」

　シエナを監視する人間がいないことを疑問に思っていたが、答えはそういうことか。天井やカーテンの隙間には監視カメラが堂々と取り付けられていて、俺たちは例の如ごとくショーケースに入れられたネズミになっていた。

「それよりラルフ、傷は大丈夫？　銃弾は貫通して、身体からだには残ってないみたいだけど」

「……ああ、問題ない」正直に言うと右肩は気絶しそうなほど痛いが、強がってしまうのが男の性だった。「むしろ肩凝りが治ったみたいで助かったよ」

「脂汗を滲にじませながら言われても、全く説得力がない」

「だから大丈夫だって」

「強がりはいいから、ちゃんと病院に行った方が」

「金が勿もつ体たいない。悪党が医療保険なんかに入ってると思うか？」

　わざとらしく溜ため息いきを吐つきながらも、シエナの瞳にはまだ憐れん憫びんの色があった。

　シエナは自分が置かれている状況よりも、俺の右肩の調子の方がよっぽど心配らしい。ウェイドよりも先にドナートを見つけ、計画を進行させなければ自分がまた実験にかけられるかもしれないことを理解しているのだろうか。理解したうえで、俺にそんな表情を向けてきているのだろうか。

　考えても解わからないので、俺は無理やり口を動かすしかなかった。

「……こんな話がある。昔、破産寸前まで追い込まれた賭と博ばく師しがいた。己の臓器以外に賭けるものもなくなった男が最後の博打ばくちに向かう直前、賭と博ばく師しが乗っていたバイクが横転し、そいつは重傷を負ってしまう」

　宙に浮いた俺の言葉を摑つかみかねて、シエナは怪け訝げんな表情になる。

「だが、ここからが奇跡の始まりだった。足を引ひき摺ずりながら入店したカジノで、男は借金を完済してもお釣りがくるほどの稼ぎを手にしたんだ。たった一晩のうちに」煙草たばこに火を点ともしながら続ける。「男はどうやら、自らが傷を負うことと引き換えに幸運を手にできる星の下に生まれていたらしかった。来る日も来る日も自傷行為に励み、その対価として富を築いていく日々。ただ、そいつが一等地に大豪邸を買ったときにはもう、満足に歩くこともできねえ身体からだになってしまってたらしいけど」

「そのくだらないジョークと、今までの話との関連性が見えないんだけど」

「要するに、この肩の傷は何かを得るために払わなきゃいけない対価だったってわけだ。だからもう心配すんな、大丈夫だから」

「ちょっと待って、いまの話をそんな風に解釈しちゃうの？　納得できない」

「いいんだよ。いま俺が適当に考えた話だから、あんまり深く追及してくるな」

　苦し紛れに紡つむいだジョークには粗が目立ったが、それでもシエナの口くち許もとは綻んでいた。あるいは、心配している自分がアホらしくなって笑っているのかもしれない。どちらにせよ、俺にとってはその方が気楽だった。

　俺の右肩から意識を逸そらさせるため、努めて明るい口調で嘯うそぶいた。

「むしろシエナ、俺からすればお前の方が心配だね。こんなところまで連れ出されて、いったい何をやらされてたんだ？　カジノのディーラーにでも転職するのか？　まさか、俺たちの介抱をするためにわざわざ来たってことはないだろ？」

「倒れてたあなたたちが回収されたあと、ダレンに呼び出されたの。あなたたちが受けた傷から、ドナートを狙う男の手掛かりが摑つかめるかもしれないって。まあ、ふたりが戦ってたのは全く別の銀シロガネ使いだったみたいだけど」

「無駄骨だったってわけか」

「あなたたちが、その男に辿たどり着つく前に捕まっちゃうから」

　シエナは悪戯いたずらめいた表情を向けてきた。そんな風に正論を言われてしまえば、反論の余地などどこにもなかった。

　それにしても、フィルミナードはシエナのことを便利に使いすぎている。

「いいかシエナ。今回の件はともかくとしてだ。今後フィルミナードからおねだりされても、できる限り断れよ。フィルミナードの監視がついてるとはいえ、外に出ればそれだけ人目につく。お前を狙うような人間がいつ現れるかもわからないし」

　悪魔の気配や痕跡を感じ取ることができるような特異体質は、どんな勢力にとっても垂すい涎ぜんの的まとになり得るだろう。絶対に誰にも気付かれてはならない。こんな頻度でシエナを連れ回しているのは、どう考えても危険すぎる。

　さらに質たちが悪いことに、ジェーンにはシエナが狙われる展開を望んでいる節すらあった。

「でも、あんな地下室にずっと閉じ込められてるよりはマシでしょ？」

「それでも、外よりはよっぽど安全だ」

　いつか人工島の外で穏やかに暮らしたい。そんな淡い夢を見ている彼女にとって、俺の忠告は受け入れられないものかもしれない。

　彼女の希望に蓋をするような言い方しかできない自分に嫌気が差す。彼女が自由を摑つかむには、障壁があまりにも多すぎるのだ。

「それに、ジェーンが言ってた。私が過激派の実験台にされないためには、自分の有用性を証明し続けなければいけないって」

「……言っとくがそれも、お前が心配するようなことじゃない。俺たちがダレンの計画を進めてさえいれば、何の問題もないんだ」

　俺たちがフィルミナードの手駒でいさえすれば、トビーのような化け物と戦い続けてさえいれば、シエナが傷付くことはなかった。

　それが、寂せき寥りようの荒野をいつまでも行軍し続ける行為であることは解わかっている。だからせめて、その旅路にシエナを巻き込みたくはない。

「前にも言ったじゃん。私が地下室を飛び出したのは、自分自身の意思だって。私はもう、あなたたちが傷付くところばかり見たくない」

「なあ、気にするなって言ってんだろ」

「特にラルフ、あなたはきっと……誰よりも傷付いてる。化け物たちの世界で、あなたが人間であろうと思えば思うほど、傷は増えていく」

　シエナはほとんど泣きそうな声で言いながら、身体からだを預けてきた。肩に感じる体温が、その確かな重さが、俺の心を惑わせてくる。

「もう戦うのはやめて欲しいなんて、そんな無責任なことは言わない。……だから、だからせめて」

　シエナには、自ら危険に飛び込んでほしくはなかった。

　俺やリザの力になろうなどと、考えてほしくはなかった。

　救われるのは自分じゃなくてもいいなどと、思ってほしくはなかった。

　ただ笑って、生なま温ぬるい時間に身を委ねていてほしかった。

　俺の身勝手な想おもいが彼女に届くはずもなく、桜色の唇がゆっくりと開かれる。

「私は、あなたの力になりたい」

　錠前が破砕され、心の内側に閉じ込めていた懸け念ねんが顔を覗のぞかせてくる。

　このまま俺たちがフィルミナードの奴隷として退廃的な日常を過ごしていても、シエナを自由にすることはできないかもしれない。

　この荒野の先にある未来は、もしかすると塞がれているかもしれない。

　決意を固めた様子のシエナを見て、焦燥感が俄にわかに沸き立ち始めたのを感じる。早く手を打たなければ、何か行動を起こさなければ、シエナは盾の外へと飛び出していってしまうだろう。自らの意思で。他でもない俺たちを守るために。

　このままシエナの手を引いて、何処どこかへ逃げてしまいたい。

　できるだけ遠くがいい。追おい縋すがる闇を振り切って、成れの果てから最も遠い場所へ。銀の弾丸も悪魔もない、境界線の内側で戦い続ける必要もない世界だ。そんな場所に行けたら、どんなにいいことだろう。

　だが妄想は妄想でしかなく、現実に反転することはありえない。

　結局のところ、俺は全てから逃げてしまえるような力など持ち合わせてはいないのだ。

　冷たい雨に晒さらされるシャルロッテの亡なき骸がらが、肩に寄り掛かるシエナに重なった。

　俺は恐れている。リスクを負うことで、シエナを危険に晒さらしてしまうことを。やがて訪れるかもしれない、雨音に覆われた地獄を。耐え難い喪失の予感を。

　希望とは猛毒の果実だ。それに手を伸ばすことを、俺はきっと恐れている。

　呪い、という言葉が脳裏を過よぎった。

　凄惨な過去に呪われた俺は、路傍にあるはずの扉を無視して、いつまでも同じ荒野を歩き続けている。首輪に手を伸ばすこともなく、ただひたすらに歩き続けている。

　その先にある未来が塞がれているとしても、逃げ出すことができないでいる。

　──だが、だとしても、力を持たない俺たちにこれ以上何ができるんだ？

　天から解答が降りてくるはずもなく、俺はただ拳を握り締めているしかなかった。

　葛藤する俺を、澄んだ翡ひ翠すい色いろの瞳が見上げていた。瞳が何かを訴えかけているが、俺はまたしても、何かを誤魔化すように目を逸そらしてしまう。
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「……とにかく、リザを起こしてダレンの所に行こう。ずっとここで休んでていい、ってわけじゃないんだろ？」

　そして、目の前のテーブルに座っているリザと目が合った。

「……起きたならそう言えよ、リザ」

「わざわざ言う必要ある？　てか、ここはいったい何処どこ？」

　黒髪の女は眠そうに目を細めて欠伸あくびを嚙かみ殺ころしていた。シエナが慌てて身体からだを離す。肩にかかっていた質量が消えた。

「……どこから見てたの？」

「あんたらがヤる前の空気を醸かもし出だしてたところから」

「リザ。それ、誤解だから」

「はっ、解わかってるって」相棒は口くち許もとを歪ゆがめて呟つぶやいた。「こんな軟弱野郎に靡なびく女なんて、世界中探してもいないでしょ。大金を積むか、催眠術にかけるかでもしない限りは」

　リザが俺に一瞬だけ向けてきた瞳に、非難の色が差している気がした。

　こいつはいつも鋭い。俺の心の弱さを、動揺を、葛藤を、ことごとく見透かしてくる。

　まともな答えを見つけられない俺は、いつもの悪癖に従って面白くもないジョークを紡つむぐ。

「そういうお前は、やっと運命の相手でも見つけたのか？　もしかして、今日俺たちがぶっ殺した奴らの中にはいないよな？」

「あんたこそ、何処どこかから飛んできたナイフとの運命の出会いがあるかもね。近いうちに」

「いまお前がホルスターから抜いたそいつがお相手……じゃないよな、流石さすがに」

「よく解わかったじゃん。きっとあんたも気に入ると思うよ」

「いい子そうだけど、あいにく俺は無機物だけは恋愛対象にしてないんだ。悪いけど、出直すよう伝えてくれないか？」

「駄目、この子凄すごくあんたに会いたがってる。左胸の辺りで落ち合いたいって」

「待て待て振りかぶるな！　目が本気マジなんだよ、いったいどこまでがジョークなんだ？」

　シエナが呆あきれ果はてたように深い息を吐つく。

「口を開くたびに喧けん嘩かしないでよ。子供じゃないんだから」

　未成年のシエナにそう言われてしまっては、成人代表の俺の立つ瀬がなかった。




　三人で扉を出ると、薔薇ばらの刺し繡しゆうが入ったスーツを着た男が笑顔で控えていた。人を五、六人は殺してそうな凶悪な顔面には、恭うやうやしい態度が絶望的に似合っていない。男に先導されながら、俺たちは廊下の突き当りにある部屋に入っていく。

　俺たちが目を覚ました控室とは対照的に、整理整頓がまともに行き届いている部屋だった。酒瓶や吸い殻がその辺に転がっていないのは勿もち論ろん、ソファやテーブルなどの家具は一段階高価なものに見えた。窓の向こうには芝生が張られた裏庭があり、そこに繫つながる簡易的なドアもある。裏庭は、カジノで働く従業員たちの憩いの場にしては広すぎる。きっとオーナーの趣味か何かなのだろう。

　部屋の中央付近にある革張りのソファに、フィルミナード・ファミリーの最高幹部にして今回の依頼主であるダレン・ベルフォイルが座っていた。

　俺たちは促されるのを待つまでもなく、ダレンの目の前に腰を下ろす。リザは常に誰かを挑発していないと呼吸ができないのか、テーブルの上に両足を乗せてふんぞり返っていた。

　ステラロッド・ホテルのカフェで仕事の依頼を受けたときと、ほとんど同じ配置だった。構成員どもに誘導されたシエナがダレンの後ろに立っていることと、一人が欠けていることを除けばの話だけど。

　とにかく、俺は真っ先に確認せずにはいられなかった。

「あの赤髪のバカ……グレミーはどうしました？　更生して実家にでも帰りましたか？」

　ダレンは俺をじっと見据えたまま、岩のように動かないでいる。

「昨夜から連絡がついてないな。娼しよう館かんの死体の中にも紛れてなかった。一応このカジノに召集はかけておいたが……。そういうお前たちこそ、奴について何か知らないか？　まさか、お前たちが裏でぶっ殺しちまったわけじゃないんだろ？」

「まさか。俺たちは先に娼しよう館かんに飛び込んでいったグレミーを追いかけただけです。その後の行方は解わかりませんね」

　ついでに言うと、グレミーが本当にウェイドと戦ったのかどうかも怪しいところだ。ある可能性が頭を過よぎるが、まだカードは大事に取っておくことにした。

「……それよりまずは、謝罪から入った方がいいですかね」

　テーブルの上に灰皿があったので、遠慮なく煙草たばこを取り出す。我ながら、少しも申し訳なさそうな態度ではなかった。

「まんまと娼しよう館かんにやってきた襲撃者──ウェイドと名乗る男を、俺たちは直ちにぶっ殺そうとしました。でも、想定になかった新手の銀シロガネ使いがいきなり現れて、俺たちを妨害してきたんです。まあそんなこと、遠くからコソコソと監視してたあんたらにわざわざ言う必要もないか」

「あのバカはいったい何者なの？　ウェイドの仲間ってわけでもなさそうだったけど」

　急せかすようなリザの問いにも、ダレンは自分のペースを一切崩くずさなかった。口くち許もとに余裕の笑みを浮かべたまま、硬質の声で告げる。

「お前らがぶっ殺した銀シロガネ使いは恐らく、ある男の部下だろう」

「へえ？　いったい誰」

「ハイル・メルヒオット。この街で賞金稼ぎなんて稼業をやってるお前らが、その名前を知らないはずがないだろう？」

　突然飛び出してきた名前に、俺は驚きよう愕がくしてしまう。隣に座るリザも、ダレンの後ろに立つシエナも少なからず驚いているようだった。

　ハイル・メルヒオット。成れの果ての街を仕切る五大組織の一つ〈ロベルタ・ファミリー〉の最年少幹部にして、何人もの銀シロガネ使いを率いる生粋の武闘派。

　出世するための障害になる幹部数人を罠わなに嵌はめて殺し合わせただの、自宅の庭に拷問用の硫酸プールを備え付けてるだの、とにかく悪い噂うわさしか聞かない男だ。噂うわさの真偽のほどは解わからないが、少なくともまともな人間ではないことだけは確かだろう。

　ついでに、ロベルタ・ファミリーはフィルミナードと激烈な敵対関係にあるとされている。

「そんな有名人が、得体のしれない襲撃者に手を貸してるってことですか？　根拠はいったい」

「お前らが帰ったあと、ホテルのカフェで奴に偶然声をかけられた。それが根拠だ。もし街の評判を信じるなら、奴は何の目的もなく俺たちに顔を見せたりはしない。裏で何らかの策略を準備した上で、生意気にも宣戦布告をしてきたということになる」

「つまり、フィルミナードとロベルタの間に戦争が起きるとでも？」

　そんな事態になれば、成れの果ての街は間違いなく血で染め上げられる。多数の銀シロガネ使い同士が一斉に殺し合えば、政府が軍を出動させたとしても鎮圧できる保証はない。

「……いや、恐らくそうはならないだろう」ダレンは初めて苦い顔を見せた。「奴は何一つ証拠を残していない。施術士ドナートを狙うウェイドという男がロベルタの構成員である事実はないし、奴の部下らしき銀シロガネ使いに襲われたお前たちも、俺たち組織にとってはただの部外者だ。これを理由に戦争を起こすことはできないよ」

「じゃあ、奴の狙いはいったい何なんです？」

「要するに、そいつはただ楽しみたいだけなんでしょ」宙を舞う俺の問いを拾ったのはリザだった。「目的なんてないし、あったとしてもロクなもんじゃない。ただ水面に石を投げこんで、波紋が広がっていくのを眺めていたいだけ。きっとそいつはそんな種類の破綻者だよ。まあ推測だけどね」

　最高幹部が口くちの端はを歪ゆがめてみせた。

「そこの嬢ちゃんの言う通りかもしれないな。奴はただ楽しんでいるだけだ。もし何か目的があったとしても、俺たちに理解できるものではないんだろう」

　実際に対面したダレンがそう言うなら、リザの推測は当たっているのかもしれない。

　ハイルとかいうきな臭い男は確かに気掛かりだが、現時点では推測以上の答えは出ない。もっと先に明らかにしておくべき情報は他にあった。

「ウェイドと名乗る襲撃者について、情報屋に色々探らせました」

　携帯を取り出し、カイから送られてきた文書を確認する。テキストを一通りさらって要点を摑つかみ、話すべき部分だけを共有することにした。

「構成員どものぶっ殺され方からして、奴が〈スクリーム・ハウス〉に強い恨みを持っていることは解わかっていました。で、奴と組織の関係について色々調べた結果、ろくでもない事実が判明しました」

　連中がまともに情報を管理していなかったために高額になった依頼料を思い出しながら、俺は続ける。

「ウェイド・レインはかつて、〈スクリーム・ハウス〉に所属していた可能性があります」

　部屋にいる男たちの目が驚きよう愕がくに見開かれる。俺の前に坐ざすダレンだけが、冷静に耳を傾けていた。

「ほんの半年間だけ、奴は組織に雇われて喧嘩屋ストンプ・マンのような仕事をやっていたそうです。勿もち論ろんデータなんて残ってませんけどね。今は国外でトラックの運転手をやっている、ビルという元構成員から情報を仕入れました。ビルによると、ウェイドは子供の小遣い程度の報酬で最大限の仕事をやってくれる、優秀なカモだったと」

「そしてウェイドは、割に合わない報酬と引き換えに、敵対組織のボスを暗殺する実行犯に任命された。そういうことだな？」

　ダレンはこちらの手札を見透かすように鋭く言った。俺は冷静を装よそおうしかない。

「……知ってたんですね。これじゃ、得意げに話してた俺が恥ずかしい」

「引っぺがした石の裏にいる蟲むしどもの争いだとしても、傘さん下かの組織が起こした事件であれば噂うわさくらいは仕入れてる。敵対組織の幹部と手を組んでいた〈スクリーム・ハウス〉が、末端の構成員のひとりに全ての罪を着せ、商売の邪魔になっていたボスを殺したということもな。まあもちろん、その実行犯の名前がウェイド・レインであることまでは知らなかったが」

　ダレンの言う通り、かつて〈スクリーム・ハウス〉の構成員だったウェイドは、敵対組織のボスの暗殺に成功した。密ひそかに手を組もうと画策していた敵対組織の幹部と、他でもない〈スクリーム・ハウス〉の連中が仕掛けた罠わなだということも知らずに。

　ボスを殺したウェイドは、実は書類上は〈スクリーム・ハウス〉とは何の関係もない善良な一般市民だった。犯罪組織のボスに路地裏で襲い掛かり、素手で殴り殺してしまうような善良な市民。つまり奴は、二つの組織が手を結ぶために必要な共通の敵とされてしまったのだ。

　二つの組織から追われる身となったウェイドが、どのように生き延び、そして銀シロガネ使いになったのかまでは解わからない。

　だが少なくとも、奴らの間に横たわる因縁ははっきりと見えた。

「当時はまだ人間だったはずのウェイドが、弱小とはいえ二つの犯罪組織に追われれば、まず無傷では済まない。恐らく何度も殺されかけたはずだ。その頃の屈辱が忘れられなかった奴は、心臓に銀の弾丸を埋め込んでイカレた復ふく讐しゆう者しやとなった。筋書きとしてはそんなところだろう」

　ダレンが岩のような声で結論付けた。

　確かにそれで筋は通っている。銀シロガネ使いとなって理性を麻ま痺ひさせられた者が、自分を虐しいたげてきた連中への復ふく讐しゆう心しんを爆発させて凶行に走るのはよくある話だ。

　だが、そんな簡単に奴を語ってしまうのには違和感があった。

　ウェイドの異常性は〈スクリーム・ハウス〉の構成員どもに向ける激しい怒りだけではない。俺に銃口を突き付けながら、奴はずっと目に見えない誰かと喋しやべっていた。あれだけの殺さつ戮りくを演じた後だというのに、男の声には優しさのようなものが混じっていたのだ。

　それに、裏切りへの対価を支払わせるだけなら、ただのスポンサーに過ぎないドナートを狙う理由が解わからない。

　ウェイドの復ふく讐しゆうは、奴自身ではない誰かのために行なわれている可能性がある。

　カイからの報告にはその根拠となり得るかもしれない情報もあったが、今は胸の内に留とどめておくことにした。断片的な情報から紡つむいだ仮説の精度は低いだろうし、俺自身、この仮説が間違っていることを心から望んでいるのだ。

「それで、ウェイドの最終目的であるドナートの死体はもう見つかりましたか？」

「……娼しよう館かんに転がっていた〈スクリーム・ハウス〉のボスの携帯には、奴が殺される少し前にドナート・セラーズからの着信があった。奴は復ふく讐しゆう者しやの気配を敏感に感じ取って、これから殺される男に別れの言葉でも告げていたのかもしれない」

「俺たちは、ドナートを一刻も早く見つけないといけないはずです。なのに、奴が姿を晦くらませてしまったとなると……」

「ああ。お前が危惧してる通り、俺たちの計画はこれ以上前には進められない」

「それじゃ困る。何としてでも探し出さねえと」

　ドナートが見つからなければ、オルテガが遺のこした実験を完結させることができなくなる。普通の人間を、つまりはシエナ以外の誰かを悪魔の媒体にすることができなくなるのだ。このまま計画が頓挫してしまえば、今度は特異体質を持つシエナを再び悪魔にしようとする強硬派どもの出番がやってきてしまうだろう。

　ダレンの後ろに立つシエナは、どんな未来も恐れないというような強い目をしていた。それが俺の焦燥感をさらに加速させる。

「そう焦あせるな」ダレンが低い声で言った。「この俺が、何の手も打ってないと本気で思っているのか？」

　木製の扉がノックされた。静寂に満ちた室内に、乾いた音だけが微かすかに響く。ダレンが入室を促すと、扉がゆっくりと開かれて二人の男が入ってきた。

　一人は、薔薇ばらの刺し繡しゆうが施されたスーツを着たフィルミナードの構成員。そしてもう一人は、骸骨のようにやせ細った白髪頭の小柄な老人だった。

　老人の方は、小こ綺ぎ麗れいな紺色のスーツに同色のシルクハット、柄の部分に細かい装飾が施された木製の杖つえという、紳士然とした格好だった。これでは、若い構成員の方が召使いか何かのように見える。

「それで？」老人は余裕に満ちた表情で部屋中を見渡した。「この私を呼びつけた無礼者は、いったいどの猿なのかね？」

　蛇のような男だ、と思った。

　暗がりから獲物を舐なめ回まわすように見つめる、捕食者の瞳。人を人として見ていないような、体温を感じない爬は虫ちゆう類るいの表情。

　一目で解わかった。この男はまともではない。内面を満たしている狂気を全く隠せていない。

「ご足労いただき感謝する。ドナート・セラーズさん？」

　革張りのソファから立ち上がったダレンが、扉の前に立つ老人に分厚い手を差し出した。ドナートは得体のしれないものを見るように目を細め、神経質な口調で言い放つ。

「悪いが、汚けがらわしい犯罪者と握手をするような趣味は私にはない」

　そのままドナートは最高幹部の脇を抜け、俺たちが座るソファの前まで近付いてきた。

「猿どもが揃そろいも揃そろって、いったい何の会合だ？　森で見つけた木の実の分配方法についてでも話しているのかね？」

　最上級の侮辱を受けて、男たちの瞳に殺意の炎が一斉に点ともった。懐ふところに手を入れて銃を抜こうとする者すらいる。

　剣けん吞のんな雰囲気にたじろいだのか、シエナが一団から一歩後ろに下がった。

「おや？」玩具を見つけた子供のような残酷さで、老人は呟つぶやいた。「こんな場所に、可愛かわいらしいお嬢さんがいるね。どうやら首輪がついていないようだが、猿どもに飼われている奴隷というわけではないのかな？　どうだね、答えなさい」

　僅かに熱の籠った無遠慮な視線に、シエナは固まってしまった。開きかけた口が止まり、ただドナートを強く睨にらみつけている。

「いい表情だね。使われることに慣れてしまっている売女ばいた特有の、あまりにも無力な怒り。君のように愚かな女は好物だよ」

　俺は立ち上がり、自動式拳銃バラツクの銃口を老人の側頭部に向けた。

「……何のつもりだね？」

「口を閉じてろ、この変態」

「まさか、怒っているのか？　悪魔に心を売り渡した化け物のくせに？」

　俺が銀シロガネ使いであることを簡単に見抜いてしまった男を警戒して、迂う闊かつに動けなくなる。

「ああ、驚くことはない。私は目の前にいるのが人間なのか、魔女に身体からだを売った化け物なのかが直感的に解わかってしまうんだ。職業病でね。そちらの、ソファに座っている黒髪のお嬢さんもお仲間かな？」

「だったら何」

　生理的嫌けん悪お感かんを隠そうともしないリザの返答を、ドナートは満足そうに見つめていた。

「やはりそうか。いやね、君らからは特に凄すさまじい血の匂いがするんだ。死臭とでもいうべきかな？　そんな風になっても気にならないなんて、まさに化け物としか言いようがない。全く反吐へどが出るよ」

「なんだ、自殺したいならさっさとそう言えばいいじゃん」

　リザが殺意を滾たぎらせながら腰を上げたとき、一発の銃声が部屋に轟とどろいた。

　天井に向けた銃口から白煙が舞い上がっている。引き金を引いたダレンが低い声で言った。

「落ち着け、化け物ども。今ここで暴れても、薄汚い死体がひとつ生まれるだけだ。その先には何も残らないし、計画はめでたく吹き飛んでしまう。違うか？」

　銃を懐ふところに収めながら、ダレンは老人に穏やかな笑みを向ける。

「では、本題に入りましょう。そちらにお座りください、ドナートさん？」

　今回ばかりは、ドナートも大人しく従うしかなかった。




　さっきまで俺たちが座っていた窓側のソファにドナートが、対面にダレンが座り、俺たちはその様子を後ろから見守る運びとなった。ドナートの蛇のような眼まな差ざしから守るため、シエナを背中に隠す。リザも警戒を最大まで引き上げて、老人を睨にらみつけていた。

　部屋にいる十数人全員から殺意を向けられても、ドナートは顔色ひとつ変えなかった。

「まずは、私の隠れ家を突き止めた君たちに賛辞を贈ろう。どうして解わかったのかな？」

「なに、こちらには優秀な諜ちよう報ほう員いんがいるんでね」

　恐らくダレンが打っていた手とは、〈スクリーム・ハウス〉の連中が最さい期ごのパーティを繰り広げていた娼しよう館かんに、ジェーン・ドゥを送り込むことだ。あの女には、キスをした相手の姿と記憶を完璧にコピーしてしまう能力がある。酒や薬に溺れている連中相手に発動条件を満たすのは極めて簡単だっただろう。そして色いろ仕じ掛かけを成功させたジェーンは、ボスの記憶を辿たどってドナートの居場所を事前に突き止めたわけだ。

　あとは、ウェイドが娼しよう館かんに襲撃してくる前に組織に連絡し、構成員をエスコートに向かわせればいい。

「〈スクリーム・ハウス〉が襲われている最中なのに、あなたは隠れ家からしばらく動きませんでしたね。まるで、襲撃者よりも先に我々が駆けつけて保護してくれるのを期待していたかのように。確かに、あなた一人で襲撃者から逃げるのには限界がある」

　ダレンは丁寧な口調ながらも、有無を言わせない圧力を込めて言う。鋭い指摘だったのか、ドナートは否定も肯定もせず、ただ蛇のように目を細めていた。

「礼は言わないよ。何故なぜなら、君たちにとって私は重要な存在だからね」

「なぜそう断言できるんです？」

「……数ヶ月前、オルテガが死んだというニュースを聞いた瞬間から、いつかこうなることは予想していた。君たちはオルテガが通りすがりの暴徒に銃殺されたと発表していたが、きっと真相は違うんだろう？　一部の者は、魔女のおとぎ話が関わっているのではと勘ぐっている。特に、レイルロッジ協会にいた頃の彼を知っている人間はね。もっとも、当時はオルテガなんて名前ではなかった気もするが……」

　ドナートは半月状の嫌らしい笑みを浮かべて続けた。

「つまり君たちは、銀の弾丸の悪魔を現世に呼び出す方法を私に聞きたいんだろう」

　ドナートは姑こ息そくで嗜し虐ぎやく癖へきのある変態だが、自分の価値をよく知っている。そして、自らを取り巻く流れの変化にも敏感だった。〈施術士〉という特殊技能者であるとはいえ、こんな老人が各地の暗黒街を一人で渡り歩けている理由が垣かい間ま見みえた。

　ダレンは部下に目線で指示を送り、一冊の古びた手帳を持ってこさせた。そいつをテーブルの上に広げながら、慎重に切り出す。

「お察しの通り、私たちは悪魔の実体を呼び出す方法を探しています。そしてここに、暴徒に銃殺されたオルテガが遺のこした、未完成の実験結果が記されています。あなたなら、ここに書かれている内容を理解し、実際の施術に落とし込めるかもしれない」

　ドナートは手記を手に取ると、真剣な表情でページを捲めくり始はじめた。学問を修めた者特有の、簡単には踏み込めない雰囲気がそこにはあった。

　小一時間ほど研究結果を確認したあと、ドナートは死者を嘲弄する表情になった。

「話にならないな。協会にいた頃からそうだったが、結局奴は大昔に私が提唱した理論をなぞっているだけの模倣者にすぎない。術式に使われている言語も私が開発したものの応用でしかないし、そもそもの要件定義が曖昧だ。これでは悪魔を呼び寄せるのはおろか、適合率を充分に高めることすら難しいだろう」

　自らの知識を、そして有用性をひけらかすようにドナートは捲まくし立たてる。この男が長々と語っている内容を要約すれば、「私はオルテガよりも遙はるかに優れている。もし協力してほしければ、相場の倍以上の報酬を出せ」といったところだろうか。こういう小こ狡ずるい思考の人間は嫌いだ。

　隣に立っているリザが、薄く笑っていることに気付いた。

「じゃあさ」リザは鼻で嗤わらってみせる。「ご高説を垂れてるあんたは、悪魔を呼び寄せる方法を知ってるってこと？」

　その手記に書いてある理論が拙いのは確かなのだろうが、オルテガは別の手段、つまり特異体質を持つシエナを使って悪魔の召喚に成功している。

　つまりドナートは、自分の先を行っている人間を得意気にこき下ろしている道化にすぎないのだ。リザはその浅薄さを皮肉っている。

　だが、ドナートは語気を強めながらも予想外の言葉を吐いた。

「当たり前だろう？」老人は、オルテガの手記をテーブルの上に無造作に放った。「君たちの頭脳でも解わかるよう、丁寧に嚙かみ砕くだいて教えてやるからよく聞きなさい。まず前提として、同じ手順で施術をして銀シロガネ使いを生産したとしても、その性能には個体差が現れてくる。銀の弾丸の悪魔の力をどの程度引き出せるのか、という差がね。その度合いを、仮に銀の弾丸への干渉力と呼称しよう。オルテガの理論は、この干渉力が極端に高い人間にしか適用できない。それでは汎用性がないし、とてもではないが実用には耐えられないだろう」

　未就学児に言って聞かせるような速度で語られる言葉だが、一筋の光が確かに見えた。その光を手繰り寄せるべく、俺は問いを紡つむぐ。

「ならあんたは、実験体が誰であっても悪魔を呼び出せる理論を構築してるってわけか？」

「その通りだ」

　自らの知識や技量に絶対的な自信を持っている人間ほど、操りやすい存在はいない。バカみたいに驚いた顔をしながら質問してあげるだけで、抱えてる情報をペラペラと喋しやべってくれる。

「私が導き出した理論なら、干渉力が低い人間でも悪魔の媒体にすることが可能だ。もちろん干渉力が低ければ召喚できるのは一部だけかもしれないが、生体兵器として利用するだけならそれで充分だろう」

「本当に誰でもいいんですか？」ダレンが身を乗り出した。「例えば、子供や老人だと？」

「理論上は可能だろうね」

「既に銀の弾丸を埋め込んでいる、銀シロガネ使いはどうです？」

「一度胸部を開いて、心臓の〈銃創ステイグマ〉に術式を上書きすれば問題ないだろう。もっとも、そこまで実験したことはまだないが……」

　ドナートは室内を見渡していった。

「そうそう、私の理論では、子供の方が強力な悪魔を呼び寄せられる可能性が高いことも忘れてはならない。銀の弾丸と人体の融合率を高める術式は、細胞分裂の速度が速い人間の方が適合しやすいからね。この部屋でいうと、そうだな……。二匹の化け物の背中に隠れている、そこのお嬢さんなどは比較的優秀かもしれない。本当はもっと幼いほうがいいがね」

「ひっ……」

　蛇のような視線を正面から浴びて、シエナは小さく悲鳴を上げた。

　それを見て嗜し虐ぎやく心しんを刺激された様子のドナートは、眩まぶしそうに眼めを細めていた。

　駄目だ。シエナはこの場所にいてはならない。あの地獄を、おぞましい悪魔の記憶を思い起こさせるこの狂った老人と、同じ空気を吸わせていたくない。

　頭の中にある無数の選択肢のうち、どれを選んでドナートをぶっ殺してやろうか考えていると、俺の怒りを察したダレンが咎とがめるような視線を送ってきた。

　俺が我に返ったのを確認してから、最高幹部は話を進めていく。

「ドナートさん。我々はぜひあなたの知識と技術をお借りしたい。もちろん、それ相応の報酬はお支払いする。……ただ、その前に解決しておかなければならない問題があるはずです」

「どうやら、私を狙っている者がいるようだね。代理人というか連絡係の……そう、ルーカスだ。彼が捕まる直前に教えてくれたよ。恐らくもうこの世にはいないだろうが」

「ウェイド・レインという男です。その男はあなたと〈スクリーム・ハウス〉に強烈な恨みを持っているらしく、関係者はもうあなた以外全員殺されました」

「そうか、残念だよ」

　白々しく言う老人を無視して、ダレンは核心に迫った。

「あなたたちが、そんな化け物に狙われる理由はいったい何です？」

「生あい憎にくだが、私を狙ってきそうな人間の心当たりが多すぎてね。それこそ、レイルロッジ協会の愚劣な連中とか、人体実験に使ってきた人間の遺族とか」

　部屋にいる男たちが、一斉に顔をしかめた。数え切れないほど犯罪に手を染めてきた悪党どもですら、この狂科学者がやってきたことは許容できないのだろう。

　視界に染しみ出だしてくる殺意を懸命に払いのけつつ、俺は問い掛けた。

「お前はこれまで、どれだけの人間を使って狂った実験を続けてきた？」

「正確な数字は覚えてないが、流石さすがに五〇には達していないだろう。それに何か誤解しているようだが、実験といっても中身は様々だ。まだ元気に生きている銀シロガネ使いも何人かいるよ」

　ということは、こいつが何十人もの人間を人体実験にかけて殺したのは確かだということだ。

　本人にとって崇高な目的のためなら、手段など一切選ばない。オルテガもそうだったが、魔女のおとぎ話に魅せられた学者どもの狂気は銀シロガネ使いのそれと何ら変わらない。

「お前は全ての実験を覚えているんだな？」

「当然だろう」

　ここで俺は、手元に残っていたカードを切ることにした。

「なら、こんな悲劇についてはどうだ？」

　心を消し、カイがくれた情報を羅列していく。

　ウェイド・レインは隣国のレコンダル出身。

　そのレコンダルの貧民街スラムで三年前に起きた、未解決の事件。

　そして、ミアという少女の復ふく讐しゆうのために戦う男。

　ドナートが今まで行なってきた人体実験。

　全てが一本の糸に紡つむがれた結果できあがった、ろくでもない仮説。

　それはこの世の狂気を全て凝縮したような、耐え難い悲劇の物語だった。





◆






　顔を覆っていた麻袋が外される。ウェイドの網膜に飛び込んできたのは、世界中の言葉を嚙かき集あつめても形容しきれないような、酸鼻極まる地獄の情景だった。

　白色の光に照らされたテーブルを取り囲んで、白衣を着た数人の男たちが手を動かしている。それはどうやら手術台のようだった。指揮を執っている小柄な老人が手を動かすたびに、血ち飛沫しぶきが吹き上がり、くぐもったような悲鳴が漏れ聞こえてくる。

「麻酔が切れてきているようですね」

「銀の弾丸による肉体の置換が始まったのだ。当然、薬物に対する耐性も獲得してくるだろう。まあこの場合、被験体を苦しめることにしかならないがね」

　手術刀によって胸を開かれていたのは、先ほどミアが助けた少年──ルカーノだった。幼い瞳は虚うつろで、既に自らの結末を悟ってしまっているように見えた。

「しかし、もう弾丸を埋め込んで五分も経たつのに、悪魔が顕現する前兆が見られませんね。それどころか、肉体が置換されるペースも想定より遅い。ああ、拒絶反応すら出てきている」

「銀の弾丸内部の術式はどうなってる？　悪魔の干渉によって書き換えられた様子は？」

「全く変わりありません」

「術式に修正を加えるしかないようだな。隠し扉バツク・ドアの数を多少減らしてでも、肉体への融合率を重視すべきか？」

「ドナートさん、ではこのガキはどうします？」

　老人の瞳に宿る愉悦を、ウェイドは見逃さなかった。

「もういい、次だ。被験体は処分して、銀の弾丸を回収しろ。この段階なら、まだ機能は失っていないはずだ」

　耐え難い痛みによって悶もだえ苦くるしむ少年に、老人は蛇のような笑みとともに冷酷な死刑宣告を下す。

　指示を受けた男たちは少年の心臓に手術刀を突き刺して、銀の弾丸を摘出し始めた。

　憎しみに身を任せて立ち上がろうとするウェイドは、自らの両手両足が麻縄で縛られていることを思い出した。

　男は前方に倒れ込み、冷たい床に顔面を激しく打ち付ける。激痛に顔を歪ゆがめながら首を回すと、視線の先には更なる深しん淵えんが広がっていた。

　手術台の奥に、蠅はえが集たかる赤黒い塊があった。

　それは山のように積み上げられた死体たちだった。地の果てで無邪気に駆け回っていた子供たちが、恐怖に見開かれた目をしたまま息絶えている。あんな表情で死んでいった子供たちが、最さい期ごに己の人生を肯定できたとはとても思えなかった。

　同じような死に顔を浮かべたルカーノが、ふたりの男によって死体の山に投げ込まれていく。ウェイドは問わずにはいられなかった。

「……どんな理由があって、あの子たちを殺した。……あの子たちが殺されなければならない理由は何だ！　答えろ！」

「私の理論では、若い試験体の方が術式に適合しやすいという結論が出ている。戸籍もロクになく、死んでも誰も困らないような貧民街スラムの孤児たちなどは特に最適だろう？　ああ、とはいってもこれはただの実証実験に過ぎないよ？　実用性を考えれば、最終的には二〇代から三〇代の人間にも適用できるよう調整していくつもりだ。間違っても、これが私の研究の全てだとは思わないでくれ」

　心の内側の、極めて抽象的な何かが、音を立てて壊れていく。

「ドナート……ドナートっ！　覚えたぞ！　絶対にお前を殺してやる！」

「待ちなさい、どうしてそうなるのだね？」ドナートはウェイドの主張が本当に理解できない、といった顔をした。「君を裏切って殺そうとしたのは、〈スクリーム・ハウス〉の連中だろう。君の居場所を嗅ぎ付けて隠れ家を燃やしたのも彼らだし、今君を拘束しているのも彼らだよ。まあ孤児たちを捕えるのは私からの依頼だったが、こちらに関しては君には関係ないことだろう」

「殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる」

「はは……壊れてしまうほど怒り狂っているとは。……ああもしかして、子供たちが死んでいくことに怒っているのかね？　何故なぜだ、ただの赤の他人だろう。それともアレかね？　くだらない倫理観とやらからくる、義憤というやつか。……ならば断言してやろう。君のその感情は欺ぎ瞞まんだよ。目の前で子供たちが死んでいくことに心を痛めるのなら、遠い国で餓死していく子供たちを想おもって涙を流さないのは何故なぜだ？　人工中絶によって殺されていく胎児の無念に耐え切れず自殺しないのは何故なぜだ？　君の怒りとは結局、一時的な感傷によるものにすぎないのだよ。であれば、君には偉そうに講釈を垂れる権利などはない。違うかね？」

　ドナートが説いてくる無茶苦茶な論理など、全く頭に入ってはこなかった。

　老人の爬は虫ちゆう類るいのような瞳が、残酷に歪ゆがんでいることに気付いたからだ。

　この老人は間違いなくウェイドと子供たちの関係性に気付いていて、ウェイドの心を砕くために彼らの死を見せつけている。どんな風に運命が狂えばこんな怪物が産み落とされるのかなど、想像すらしたくなかった。

「順番からいくと、次はその少女の番だな」

　麻酔によって眠らされている子供たちが、部屋の隅に転がっていることに気付いた。男たちはその中でも一ひと際きわ瘦せ細った少女を担かつぎ上あげ、手術台に載せていく。

「やめてくれやめてくれやめてくれやめてくれ」

「……何だ、そんなにこの被験体が好みかね？　実験が終わったら貸してやるから、存分に遊んであげるといい」

「ドナートっ！」

　ウェイドは全身を鞭むちのようにしならせて、強引に跳び上がった。

　怨えん嗟さを纏まといながら突進するウェイドは、立ち塞がった男たちによって地面に転がされてしまう。その有あり様さまを、ドナートは実験動物に向けるような冷徹な目で眺めていた。

「まあ落ち着いて、そこで見ていたまえ。悪魔を呼び出すための実験など、滅多に見られるものではないからね」

　その後に起きた悲劇を正常に理解することは、脳が拒んだ。

　血ち飛沫しぶき。楽しそうに踊る手術刀。銀色に光る弾丸。台の上で暴れる少女。獣のような絶叫。ペンダントが弾はじけ飛とび、血に染まったガラス玉が転がってくる。男は呆ぼう然ぜんとしたまま、後ろ手でそれを摑つかみ取とった。

　気付いたときには、ウェイドは床を転がって建物の外に逃げ出していた。

　這はい出でた先はどうやら夜の森だった。子供たちの絶叫も疑問も届かない、無間の闇。泥濘ぬかるんだ土に塗まみれながら這はっていく逃亡者を、嗜し虐ぎやく心しんを刺激された男たちがゆるやかな足取りで追いかけていく。

　そして嘲笑とともに、それぞれの引き金が引き絞られた。

　数発の銃声は、発生したそばから夜の森に吸い込まれていく。必死に地面を転がって逃げるウェイドだったが、ついに一発の銃弾で腹部を穿うがたれてしまう。さらに追撃が襲い掛かり、痛みで意識を完全に喪うしなってしまった。

　男たちは生死の確認もロクにせず、全身に風穴を開けられたウェイドを担かつぎ上あげて斜面に放り投げた。

　丸太のように転がり落ちていく男の身体からだは、程なくして深い闇に吞のまれていった。




　銃弾は急所を外れていたこと。山道まで転がり落ちた男が、偶然車で通りかかった若者たちに救助されたこと。生き残った男が、ドナート・セラーズと〈スクリーム・ハウス〉への復ふく讐しゆうを誓ったこと。彼らを追いかけて、国境を越え、〈成れの果ての街〉まで辿たどり着ついたこと。そこでハイル・メルヒオットに出会い、銀シロガネ使いに生まれ変わったこと。

　恐ろしい復ふく讐しゆう者しやによって物言わぬ肉塊にされる瞬間まで、その事実に気付くことができた者はいなかった。





◆






　男たちの舌打ちが連鎖する。リザが眉間に皺しわを寄せて嫌けん悪お感かんを露あらわにしている。シエナが怒りで震えているのを、背中が感じ取った。

「……これが、お前がウェイドに狙われている理由だ。心当たりはあるか？」

　俺は無慈悲な世界を呪うような声で問い掛けた。

　頭のどこかでは、この推測が全て間違いであってほしいと願っている。全ては俺の妄想でしかなく、悲劇などどこにも存在していない、そんな甘いことを願っている。

　だが俺の淡い期待は、ドナートの蛇のような笑顔によって容易たやすく打ち砕かれた。

「そうか、あのときの男か！　とっくに死んだと思っていたが、しぶとく生き延びていたとは！」

　老人は、自らが引き起こした悲劇を簡単に肯定してしまった。

「確かに、あの男が酷ひどく怒り狂っていたことは覚えているよ。だが、仕方ないだろう？　戸籍がなく、術式に適合しやすい子供たちなどそう簡単には手に入らないんだ。……しかし、あのときの男が運よく生き残って、銀シロガネ使いになってまで私を追っているというのか。随分健けな気げなことだね、感動すら覚えるよ」

「感想はそれか？　お前は自分が犯した罪のために、これから殺されるんだぞ」

「偉大なる真理に近付くための手段に、罪も何もないだろう。それに、私は決して殺されない」

　ドナートは今まで会ったどの悪人よりも、凶悪な表情で嗤わらった。

「何故なぜなら、君たちが守ってくれるからだ。違うかね？」

　俺は確信した。

　ドナート・セラーズには、このイカレた老人には、守るべき価値など一ミリもない。

　今すぐここで殺すべきだ。この男は人類の敵だ。害虫だ。病原菌だ。世界のために、今ここでぶち殺してやるしかない。

　俺の殺意が暴発することを予期していたのか、ダレンがソファに座ったまま銃口を向けてきた。奴の深い眼まな差ざしが、「冷静になれ」と告げている。

　背中に温かい感触があった。

　振り返ると、青い顔のシエナが俺の背中に手を添えていた。目の前の老人の異常さに、あの地獄の光景を連想してしまったのだろう。その苦し気な表情を見て、俺は殺意を鎮しずめずにはいられなかった。

　確かにドナートは吐き気を催すほどの悪党で、今すぐ惨ざん殺さつされなければならない人間だろう。

　だが、この老人をウェイドから守らなければ、ダレンの計画は泡となって消える。強硬派が提示するプランＢに従って、シエナが再び実験台にされてしまうかもしれない。無力な俺たちでは、その流れを覆くつがえすことはできないだろう。

　要するに、シエナを守るためにはドナートを命懸けで守らなければならないのだ。

　それはつまり、この老人が犯した贖あがなえない罪を、共に背負っていくことに等しかった。

　俺は一団から離れ、近くにあったゴミ箱を全力で蹴り飛ばした。内容物を撒まき散ちらしながら無様に転がっていく様にまた腹が立ち、右手で摑つかんで壁に向かって投げつける。心配して近寄ってくるシエナの目も見れないまま、俺は目に映ったものを次々に破壊していく。

　子供じみた八つ当たりなのは解わかっている。

　それでも、何かを壊していなければ気が狂ってしまいそうだった。

「全く、何がそんなに不満なのだね？　非道な人体実験を行なってきた私を守ることが苦痛かね？　犠牲者たちの顔を思い浮かべるのが辛つらいのかね？　……だが、真理を解き明かすためには多少の犠牲は必要なのだ。高尚な目的への旅路はときに、残酷な選択を求めてくるものだ。君たちが当たり前に享受している科学技術の多くが、戦争中に開発されたものだということくらいは知っているだろう？」

「ふざけるな」俺は怒りに任せて振り返る。「笑いながら殺人の記憶を話すお前が、真理だと？　高尚な目的だと？　おい、くだらねえジョークも大概にしろよ。……お前はただ、自分の能力を使って愉たのしんでるだけだ。とっとと地獄に墜おちろ、サイコ野郎」

「はは、君は違うのかね？　金のために人を殺す化け物に、私を非難する資格があるとでも？」

　氷のような指摘に、何も言い返すことができなかった。静まり返った部屋の中で怒りに震えながら、これから守らなければならない怪物をただ睨にらみつける。

　老人の深い瞳が、俺の姿を映していた。

　そこに映っていた男は、血に汚れた殺人者にしか見えなかった。
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　凍いてつくような静寂が、轟ごう音おんによって吹き飛ばされていく。

　分厚いコンクリートの壁面を、巨大な質量が粉こな微み塵じんに破砕する音。そんな種類の轟ごう音おんが、何処どこかから聴こえてきた。

　壁の向こうからは、機関銃の掃射で応戦する音まで漏れ聞こえ始めた。部屋にいる黒服どもはそれぞれ目を完全に血走らせながら、拳銃を握り締めている。

「賭と博ばく場じようの入り口がぶっ壊された」リザは瞑めい目もくし、音の出処を探っていた。「あー、くそっ。客どもがあちこち逃げ回ってて、喧けん嘩か売ってきたのがどのバカなのか解わかんない」

「行って確かめるしかねえみたいだな。まあ、誰なのかくらい流石さすがに察しはつくけど」

　迫りくる闘争の予感。張り詰めた空気が、かえって俺を冷静にさせてくれた。

　取り出した煙草たばこを咥くわえ、ライターの火を近付ける。安っぽい煙で肺を満たしながら、ソファに座るダレンに向かって言い放った。

「これで三度目だ。前回の娼しよう館かんまではまだ、ウェイドが捕らえてた代理人を拷問にかけて情報を吐かせてたってことで説明がつく。ギリギリな。だが今回はどうだ？　どんな魔法を使えば、ドナートがこの賭と博ばく場じようまで連れてこられたことを把握できる？」

「……何が言いたい？」

「あんたの求心力のなさを指摘してやってるのさ」乱暴な口調になっているのが自分でも解わかるが、修正する気はなかった。「娼しよう館かんでの戦闘のとき、先に突入したはずのグレミーの死体は何処どこにも転がってなかった。まあ原型を留とどめないくらい粉々にされてたんなら万事解決だが、俺の予想は違う。そして、賭と博ばく場じようにドナートがいるのを知ってるのは、この部屋にいる連中か、あんたがさっき連絡を入れたグレミーしかいない」

「グレミーが、……俺の部下が、襲撃者ウエイドに情報を流してたとでも言いたいのか？」

「状況からして裏切り者がいるのは確定。そして俺が知ってる奴の中じゃ、忠誠心皆無の銀シロガネ使いが一番匂うって話だ。他にもっとマシなおとぎ話があるなら教えてくれよ」

　ホテルでの初顔合わせのときや酒場での言動からして、あの銀シロガネ使いがダレンに対してまともに忠誠を誓っているようには見えなかった。ウェイドか、あるいは奴を裏で支援するハイルに取引を持ち掛けられて裏切った可能性はかなり高い。

　俺の追及を受けても、ダレンに動揺したような素振りは見えない。どうやら俺はまだ、百戦錬磨の男の心中を読み解けるほどの経験は積んでいないらしい。

「……まあ、正解はいずれ解わかることでしょ。ラルフ、さっさと行かないと乗り遅れる」

　遊園地に行くのをねだる子供のような表情で、リザが急せかしてきた。紫煙を吐き出しながら、手を挙げて同意を示す。

　遠くの方からはまだ、客どもが喚わめきながら逃げる騒音や、断続的に搔かき鳴ならされる銃声が聞こえてくる。恐ろしい怪物の襲来に、持ち場にいた構成員どもが必死に抗あらがっているのだ。

　その均衡が破られる前に向かわなければならない。

　悪逆の〈施術士〉を守るためだけの、大義を喪うしなった戦場に。

　悪魔に精神こころを売った化け物どもが踊り狂う、鮮血で満たされた舞踏場ダンス・フロアに。

「待って、二人とも！」

　男どもの間を縫って、シエナが駆け寄ってきた。銀の弾丸の悪魔の気配を敏感に感じ取れる彼女は、俺たちよりもよっぽどウェイドの強大さを知っている。

　蒼そう白はくな表情の内側にあるのが、どんな感情なのかぐらいすぐに解わかった。

「行かないで、なんて卑ひ怯きようなことは言わない。……だけど、約束して」

　シエナは振り絞るように言った。

「ラルフ、いつか話してくれたでしょ？　これが全部終わったら、海に連れてってくれるって。汚れた人工島にはない、白い砂浜に連れてってくれるって。だから、お願い……約束して。噓うそでもいいから、心配なんていらないって言って」

　俺の唇からは小さな声が漏れていた。それはまさしく微笑ほほえみだった。緊迫した状況には決して似つかわしくない、氷が融とけていくような感覚だった。

　この戦いに、もう一つの目的ができた。

　それは酷ひどく自分勝手で、およそ正義などとはかけ離れたものだ。

　だが今は、これ以上に背中を押してくれるものはないと断言できる。

「心配なんていらねえよ、シエナ。大雨が降ろうが、お前が風邪引いて寝込んでようが無理矢理連れてってやる。隣のバカを多少犠牲にしてでもな。約束だ」

「あ？　犠牲になるのが逆でしょ」

　泣きそうな顔で笑うシエナに背中を向け、俺たちは扉の外へと飛び出していく。

　自らを巡って殺し合う愚か者どもを嘲るように、ソファに座る老人が口くち許もとを残酷に歪ゆがめていた。




　赤あか絨じゆう毯たんが敷かれた廊下を駆け抜け、重厚な金属扉まで辿たどり着つく。

　リザとふたりで体当たりすると、扉は拍子抜けするほど簡単に開いた。どうやら、管理室バツクヤード側からなら特別な操作もなく開く仕組みのようだった。

　カジノ・フロアの光景は、まさに混乱を極めていた。

　小こ綺ぎ麗れいな格好をした紳士淑女たちが酷ひどい形相で駆け回り、最も近い出口を必死に探している。青い顔をしたディーラーが喉を涸からしながら絶叫し、客どもの避難を急せかしていた。

　両手いっぱいにチップを抱えた小太りの男が、何かに躓つまずいて転んでしまう。男の足元にあったものは、顔の右半分が陥没しているギャングの死体だった。眼がん窩かから何らかの液体を垂れ流しながら、死体は自らを弾はじき出だした世界を無言で呪っている。

　フロアを見渡すと、構成員どもの死体は他にもいくつか見つかった。

　背骨が逆方向に折れ曲がった死体。頭部が丸ごと行方不明になった死体。ゲーム用のテーブルに頭からめり込んでいる死体。背中に大穴が開いたまま倒れている死体。

　思わず感心してしまうほど、バラエティに富んだ殺し方だった。

「なんだ、まだ生きていたのか」

　声のした方向を探ると、ルーレットが置かれたテーブルの上に立つウェイドがいた。

　奴は大木の幹のように太い両腕で、若いギャングの首を捻じ切っている真っ最中だった。

　どうやらこのフロアで息をしている戦闘員はもうそいつだけらしい。かわいそうに男は、神に祈りを捧ささげながら盛大に失禁していた。

「内通者からの情報では、ドナートはこのカジノに逃げ込んだらしいな」ペットボトルでも開けるかのような簡単さで男を捻ひねり殺ころすと、ウェイドはテーブルから飛び降りた。「それで？　お前たちはまた俺の邪魔をするつもりなのか？」

　客どもの悲鳴に包まれた空間でも、ウェイドの声だけは何故なぜかはっきりと聴こえた。

　神の啓示、という言葉が一瞬だけ頭を過よぎる。俺は悪い直感を否定するように舌打ちをして、リザに刀を投げ渡す。自らの両手には短機関銃クリツクガンを召喚した。

　俺たちはそれぞれの得物を構えながら反対方向に歩を進め、ウェイドを挟撃できる立ち位置を探る。

「聞いた話じゃ、このカジノは会員制じゃなかったか？　それにドレス・コードも守れないような非常識な人間が、どうやって入ってきたんだよ」

「正面から、扉を開けて入ってきたまでだ。もっとも、俺の邪魔をしようと銃を向けてきた連中には酷ひどいことをしてしまったが」

　ロングコートの下のシャツや浅黒い両腕には、一生拭うことができないような穢けがれが染しみ付ついていた。それはまさしく死の穢けがれだった。こびり付いた血と脳のう漿しようが、周囲に悪臭を撒まき散ちらし続けている。

「ひとつ訊きくが」ウェイドは太い首を鳴らしながら問い掛けてきた。「お前たちはいったいどんな理由があって、あの外道に手を貸している？　ドナート・セラーズが今まで犯してきた罪の数くらいはもう知っているはずだ。武器を握るその手に、果たして本当に大義はあるか？」

　控室で聞いたおとぎ話が、また脳内で再生される。

　ミアという少女の無念を晴らすために、邪悪な施術士を殺そうとする者。自分たちの保身のためだけに、そいつを守らざるを得ない者。正義がどちらにあるかなど、痛いほどに解わかりきっていた。

　どうやら認めるしかないようだ。

　俺はもう、目の前のこの男を、ただの憎むべき標的だとは思えなくなっている。

　かつて大切なものを喪うしなったが故に、喪失の代償を支払わせるため、復ふく讐しゆう者しやに身を堕おとした男。

　かつて大切なものを喪うしなったが故に、喪失の再現を恐れて、犯罪組織の手駒に身を堕おとした男。

　俺たちは余りにも似ているのだ。

　過去の呪いに縛り付けられ、選択肢を握り潰された奴隷。俺たちはそれぞれの呪いに唆そそのかされるまま、醜い殺し合いを演じなければならない。

　覚悟を決めろ。理解して、胸に刻み込め。

　これは、何を選び、代わりに何を棄すてるのかという問いなのだ。

　大切なものを守るためには、大義をゴミ箱に投げ入れなければならない。力を持たない者には、すべてを摑つかみ取とる権利など断じてない。

　だから、俺の返答はもう決まっていた。

「くだらない問答はやめにしよう、ウェイド。お前が子供たちへの贖あがないのために決して後には引けないように、俺たちにも譲れない理由がある。折り合いがつくことなんて絶対にない、絶対にだ。だからもうやめよう。これ以上問答を繰り返しても時間の無駄だ。俺たちは俺たちの理由のために、お前をブチ殺す。お前はお前の理由のために、必死に抵抗してくればいい。なあ、この方がシンプルでいいだろ？」

　朝の陽ひ射ざしに包まれた白い砂浜で、何物にも縛られずにただ波の音を聴いている──そんな美しい退屈を手に入れるためなら、俺は喜んで悪魔に手を貸してやろう。

　枯れた砂漠に水が吸い込まれるように、男の黒い瞳から感情が引けていく。

　これ以上の交渉は無用。俺たちは奴にとって、ただの破壊対象でしかなくなってしまったのだ。

　──それでいい、上等だ。

　しばらく無言を貫いていたリザが、掌てのひらの上で刀を徒いたずらに回転させながら呟つぶやいた。

「確認作業は終わった？　くだらない理由とやらのすり合わせは？」しがらみを強引に断ち切ったような、そんな種類の寂せき寥りようがリザの紅あかい瞳に見えた。「じゃあこっからは、何も考えずに楽しく殺し合おうよ！」

　氷点下の殺意を刃に纏まとわせて、リザは低い姿勢で飛び出していった。

　鳩尾みぞおちを狙って突き出された切っ先を、ウェイドの左腕が受けた。刃が腕を貫くなんてことはなく、硬質の物体に当たったような音だけが虚むなしく響く。体勢が崩れたところを正拳突きが襲うが、リザは素早く側転することで回避。

　射線が空いた。俺はクリックガンの引き金を引き絞り、毎分五〇〇発の鉛弾の暴風をぶっ放してやる。しかし二〇発ほど撃ったというのに、男は全くの無傷だった。

　あのコートに何か仕掛けがある。

　そう判断した俺は、右手の短機関銃で奴を釘くぎ付づけにしたまま、反対の手に火炎放射器を召喚した。可燃性のガスが噴出したところでウェイドは後方に跳び、ルーレット台の上に飛び乗った。遅れて放たれる火か焰えんの帯は、男の靴裏を僅かに焦がすことしかできない。

「次は私と遊ぼ？　ね？」

　台から飛び降りたウェイドの側面から、リザが迫っていた。

　胴体をぶった斬るべく襲い来る刃を、男は地面に屈かがみ込こんで避けた。だが無防備に晒さらされた頭部へと、リザの落雷のような追撃が迫る。

「一人で遊んでいろ」

　男の眼前にリザが踏み込んだとき、異変が起きた。

　大理石の床に亀裂が生じ、リザが踏み込んだ足が床下へと沈んでしまったのだ。

　突然足場が崩落したことで斬撃は空を切り、完全に無防備となった頭部を男の前に晒さらしてしまう。頭蓋骨を風船のように破壊すべく、ウェイドの水平蹴りが繰り出された。

「リザっ、目ェ閉じろ！」

　俺は万一のため用意しておいた閃光手榴弾スタングレネードを、ルーレット台目掛けて投とう擲てきした。

　轟ごう音おんと閃せん光こうが迸ほとばしっていく。直前で気付いたウェイドが、両耳を手で押さえながら後方に飛とび退のいた。

　突然の爆発を冷静に切り抜けてみせた化け物をその場に釘くぎ付づけにするため、短機関銃を闇雲に掃射し続ける。

「防戦一方とはいえ、悪くない組み立てだな」

　ウェイドの感想が、遙はるか高みから降りてきた。

　さっき俺は、ウェイドが自分自身と似ているという感想を抱いた。俺と同じように過去の呪いに縛られて、選択肢を握り潰され、行動を強制されているのだと。しかし、奴と俺とでは決定的に違う点がひとつある。

　それは、この男には復ふく讐しゆうを成し遂げるだけの力があるということだ。

　実力が不足しているからこそフィルミナードの言いなりになるしかない俺とは、その一点が明確に異なっていた。もし俺に奴のような力があれば、組織を出し抜いてシエナを奪い去ることができるのかもしれない。

「有り得ないレベルの体術に、やれること多すぎの謎能力」リザの横顔は歓喜に包まれていた。「はっ、何こいつ。ホント最高じゃん」

「なんで嬉うれしそうなんだよ、ふざけんな」

　とはいえ、前半の部分には同意せざるを得ない。

　徒手空拳で戦っているにもかかわらず、俺とリザふたりがかりでも防戦一方を強いられるほどの格闘技術。短機関銃や刀による攻撃を完封してしまう防御力。直接触れもせずリザの体勢を崩してしまう搦からめ手ても使ってきやがる。

　ウェイド・レインはまさに、全てが高いレベルで完成された使い手だった。

「まずはあいつの能力を当てる必要があるかもね。あんな謎現象を起こされてたら、迂う闊かつに近付いてられないし。ラルフ、あんたクイズとか得意でしょ。どうせ暗い子供時代送ってたんだろうから」

「クイズは苦手だが、ウェイドの能力ならだいたいの見当は付いてるよ」

　目の前で起きた現象と、シエナが感じ取った悪魔の痕跡。

　そこから導き出した答えを告げる。

「奴は恐らく、触れた物質の硬度を自在に操ることができる。コートを鋼みてえに硬くして防御力を上げたり、殴ったものを脆もろくして何でも粉々に破壊したり、足場を脆もろくしてお前を転ばせたりな。シエナが言ってた、『何かを変えようとしてる』ってのは多分そういうことだ」

　リザにしか聞こえない声で話しているつもりだが、俺たちの様子を見て、自分の能力が知られたことくらいは気付いたのだろう。ウェイドからは僅かに警戒心が漏れ出しており、間合いをじりじりと詰めてき始めた。

　リザはウェイドを顎で指しながら笑った。

「ああ、だからもうすぐ夏なのにコートなんか着てるってわけね」

「コートが常時肌に触れてる状態を作るのが目的だろうな」

「あんたが夏用のスーツに切り替えてないのも同じ理由？」

「金がねえから夏冬兼用の奴にしてんだよ。てか、よくそんなどうでもいいことに気付けるな。そんなに余裕が有り余ってるなら、何度も殺されかける演技はもうやめてくれていいぞ」

「ラルフこそ、白目剝むいて失禁してるいつもの演技はもう忘れたの？」

　痺しびれを切らしたウェイドが、地を這はうような低空姿勢で突進してきた。俺たちはお互いへの殺意を舌打ちの形で表明してから、共通の敵を迎え撃つことにした。

　迫りくる復ふく讐しゆう者しやに突き出した掌てのひらの先に、警察から買った飛び降り自殺防止用のマットを召喚する。幾ら能力で脆もろくできるとしても、元から柔らかいマットには効果が薄いはずだ。

「小こ賢ざかしいな」

　男が吐はき棄すてるように言ったあと、分厚いマットが床に落とした食器のように砕け散った。奴は物質を脆もろくするだけでなく、ちょうど砕きやすい硬さまで引き上げることすらできるらしい。恐ろしい判断の速さと能力の精度だが、全く問題はない。マットで奴の視界を覆った隙に、リザがゲーム台のどれかへと隠れることができたからだ。

　男の斜め後ろにあるテーブルから、何かが飛び出してくるような音が聴こえた。ウェイドは反射的に振り返るが、飛び出してきたのは音だけ。能力で奴の注意を逸そらすことに成功したリザは、自身の音だけを消して死角から切り込んでいた。

　白銀の閃せん光こうが迸ほとばしる。

　少し遅れて、血ち飛沫しぶきが虚こ空くうを彩いろどっていく。

　男の巨体がテーブルへと倒れ込み、色とりどりのチップが宙を舞った。

　無防備な首筋を正確に両断したはずのリザの瞳は、しかし驚きよう愕がくで見開かれている。

　刃は男の太い首を正確に捉えた、それは確かだった。しかし頭部と胴体には永遠の別れなど訪れておらず、斬られたはずの箇所は致命傷とは到底言えない程度にしか負傷していない。それどころか、斬りつけたはずの刀の方が、根元の辺りで折れてしまっていたのだ。

　呆ぼう然ぜんとするリザに、男の蹴りが迫ってきた。

　相棒は細腕で辛かろうじて防御するも、衝撃を殺しきれずに遙はるか後方へと吹き飛ばされた。進行方向にあったスロット・マシーンに背中から叩たたき付つけられ、苦く悶もんとともに血ち反吐へどを吐く。あんな速度で直撃したら、いくらリザでも無事では済まないだろう。

「……どんな度胸してやがる」

　俺はロクに援護することもできないまま、ただただ啞あ然ぜんとしていた。

　直前まで、ウェイドはリザの攻撃に反応ができていなかったはずだ。刃を躱かわし切きれないと見た男は、刃が首筋に触れる瞬間に能力を発動。斬撃を受けながらも、刀の強度を下げることで首を飛ばされるのを防いでしまったのだ。

　隙の無い能力に対する驚嘆よりも、そんな手段を咄とつ嗟さに選んだ男の異常さに目が行ってしまう。幾ら刀が脆もろくなったとしても、斬り付けられる角度や場所によっては即死を防げなかったかもしれないのだ。

　まともな人間なら、そんな賭けは絶対にできない。

　もはや奴は、自らの破滅を望んでいるとしか思えなかった。

「何を呆ほうけている？」

　気付いたときには、巨体が凄すさまじい速度で迫ってきていた。

　俺はほとんど反射的に、天井にぶら下がっているシャンデリアに向けて短機関銃を連射した。真しん鍮ちゆう製せいの吊つり具ぐが砕け、巨大な質量が男へと落下していく。恐らくシャンデリアはウェイドの倍以上は重いため、いくら脆もろくしたところで衝撃は相そう殺さいできないはずだ。

　だがウェイドは止まらなかった。

　走りながら、落下してくる鈍器に掌てのひらを向ける。そして直撃の瞬間、シャンデリアはゴム球のように弾み、明後日あさつての方向に飛んでいってしまった。

　煌きらびやかな照明器具たちが、派手な音を立てて砕けていく。

　ウェイドは圧おし潰つぶされるどころか、膝をついてすらいない。僅かによろめきながら、腕の痺しびれ具ぐ合あいを確認しているだけだ。

「おいこら、ふざけんなよてめえ……。どう考えても反則だろうが」

　もはや、この化け物を止める手段など全く思い浮かばなかった。

　物質の硬度を操作する。口に出してしまえば一見地味にも感じられる能力だが、この男が使えば話は別だ。銃撃も斬撃も質量による打撃すらも通じず、こちらの防御は簡単に無効化されてしまう。近接戦闘において、ほとんど無敵といってもいい能力だった。

「もう手は尽きたか？　なら、大人しく殺されろ。無闇に痛めつける気はない」

　考えろ。どうすればこいつを止めることができる？

　考えろ。どうすれば俺たちは生き延びることができる？

　答えが見つかるまでずっと待ってくれるような優しさを、銀シロガネ使いに期待することはできないだろう。

　ならばいつものやり方だ。口を動かしながら、活路を見み出いだしていくしかない。

「噓うそをつくなよ」俺はウェイドの抱える矛盾を突いてみることにした。「お前は義憤に駆られてるようでいて、実は復ふく讐しゆうを愉たのしんでるだけだ。そうだろ？」

「愉悦に浸るような暇はない」

「じゃあ、このカジノに転がってる死体どものことはどう説明する？」

　俺は両手を広げながら疑問を投げつける。

「お前が殺したい相手は、ドナートただひとりのはずだろ？　なのに何故なぜ、お前はこんな」

「先に撃ってきたのは連中の方だ。自ら戦場に上がってきた人間を殺して何が悪い？」

　言い終わる前に割り込んできたウェイドは、明らかに苛いら立だっている。俺の戯たわ言ごとなど無視して殺しにくればいいものを、わざわざ足を止めてまで反論してきたことからも明らかだ。

　他の銀シロガネ使いと同じように、ウェイドには罪悪感を覚える機能はない。それは確かだろう。

　だが奴は、殺さつ戮りくに理由を求めている。その意味に執着している。己の中にある正義とやらを、大切に大切に抱えているのだ。

　その執着こそが奴の弱点になる。

　あまりにも残酷な発想が、脳内に浮かび上がってきた。

「だったらお前は何故なぜ、そいつらを殺すとき笑ってたんだ？」

「何を言ってる？　そんなはずが」

「残念だけど、俺は見たままのことを言ってる」鋭利な言葉で、奴の心臓を更に貫いていく。「お前はただの殺人者だ。お前の大切な者を殺したドナートと同じ、壊れきった怪物に過ぎない。……結局お前は、目に映るもの全てを壊さないと気が済まないんだ」

　対面する男の瞳から、光が完全に消えた。

　どこまでも深い闇。底の見えない深しん淵えん。

　その中に吸い込まれていきそうになり、俺は両足に力を込めた。

　僅かに漏れ出した低い音。俺は初め、それがウェイドの声であることに気付かなかった。

　意味の伴わない空気の震えが、次第に言葉になっていく。

「……違うよ、ミア。俺はこの状況を楽しんでなんかいない。信じてくれ。俺はお前のために、お前を痛めつけた連中に罪を償わせるために、化け物になったんだ」

　まただ。ウェイドは幻覚か幻聴か、とにかく俺には見えない何かとの会話を始めた。もうその目は俺に向けられてすらいない。

　自動式拳銃バラツクの銃口を脳天に向けてもなお、奴はここではない何処どこかを見ているようだった。

「だからミア、笑ってくれ。お前を苦しめた外道どもを皆殺しにするんだぞ？　こんな嬉うれしいことが他にあるか？　……なのに何故なぜ、何故なぜお前は泣いているんだ？」

　視界の端では、意識を取り戻したリザがホルスターのナイフを抜いて背後から接近していた。ウェイドに、気付く素振りはない。

　これ以上の好機は、この先絶対に訪れないだろう。

　少女の無念を、男の怒りを、それら全てを背負って引き金を引かなければならない。

　深呼吸をひとつ。

　手の震えを心の内側へと押し込め、照準をウェイドの眉間に合わせる。右肩を固定し、銃把グリツプに左手を添えて支える。

　この距離なら絶対に外さない。これまでの経験が、そう断言していた。

「悪いな、くたばれ」

　非情な言葉とともに、俺は引き金を引いた。

　放たれた銃弾は寸分の狂いもなく男の眉間に命中し、血の花弁を虚こ空くうに咲かせた。

　銃口から立ち昇る硝煙。

　後ろ向きに倒れていく男。

　静寂に包まれたカジノ・フロア。

　人を殺した後特有の、自殺衝動を伴う喪失感。

「……そうか」脳天を貫かれたはずのウェイドの声が、俺の鼓膜を震わせてきた。「お前がまだ哀かなしんでいるのは、この世界がおかしいからだ。お前たちだけが苦しまなければならない、この世界が狂っているからだ。……そうだな、解わかったよミア。目的を変えよう」

　ウェイドは額から血を流したまま立ち上がった。

　信じがたいことに、銃弾は貫通などしておらず、男の額に小さな亀裂を走らせることしかできていなかったのだ。

　焦燥に突き動かされたリザが背後から接近し、男の後頭部にナイフを突き立てようとする。だがウェイドは刃が触れる寸前で身体からだを捻ひねり、リザの細い腕を摑つかんでしまった。

　相棒を棒切れのように床へと叩たたき付つけて、ウェイドは狂暴に笑った。

「こんな世界、もう全部壊してしまおう。まずはこのカジノにいる連中からだ。……ああ、もちろんだ。殺すのはドナートだけじゃない。目に入った者全員に、お前と同じ苦しみを味わわせてやる」

　背中から激しく叩たたき付つけられたリザは、激痛で身動きが取れないでいる。

　止とどめを刺そうと拳を振り上げた男に向かって、俺はほとんどやけになって短機関銃を連射した。

「まずはお前か」

　硬質化したコートによって銃撃を完封しながら、ウェイドがゆっくりと歩み寄ってきた。後退しながら連射を続けても、男の歩みは止まらない。黒い瞳の焦点は定まっていなかった。

　背中が壁面にぶち当たった。

　意識が恐怖に占領される。これ以上は下がれない。まさしくここが世界の果てだった。

　男が一気に加速して、巨大な拳を突き出してきた。警察の機動隊が使うようなライオットシールドを呼び出すが、こんなものは気休めにすらならない。合金製の盾は一瞬でガラスのように破砕されてしまい、俺は凄すさまじい衝撃を腹部で受け止めることになる。

　呼吸が断絶する。口から飛び出していく血液と胃液。明滅する視界。

　痛みを感じたのはしばらく経たってからだった。

　意識はある。だが激痛に縛られた身体からだは一ミリも動かせないし、呼吸する機能すら一時的に奪われてしまっている。

「さあ、次だ」

　ウェイドは僅かに上気した顔で呟つぶやくと、地に伏したままの俺たちに背を向けて歩き始めた。正気を喪うしなった男は、俺たちを勝手に死人だと見み做なしてしまったのだろう。

　ウェイドが向かう先は、ドナートやダレン、シエナたちがいる管理室へと続く金属扉だった。奴の能力の前では、厳重なセキュリティなどまったく意味がない。あんな扉など一瞬で破壊されてしまうだろう。いや、わざわざ扉から入る必要すらないのだ。

「……待、て。……止まれ、この……クソ野郎」

　血に濡ぬれた床に這はいつくばっている俺の掠かすれ声ごえが、奴に届くはずがない。

　だがそれでも、大人しく見送ってやるなど絶対に有り得ない。

　奴が向かう先にはシエナもいるのだ。

　ウェイドは金属扉ではなく、その傍かたわらの壁面の前で立ち止まった。そして剛腕を大きく振りかぶり、全体重を乗せて壁を殴りつけた。

　爆撃でも起きたかのような轟ごう音おんが響き、軽量コンクリートの壁が崩落する。続けて四、五発殴ると、二メートル近い巨体が潜くぐり抜ぬけられるほどの大穴が穿うがたれた。ウェイドはこちらを一度も振り返ることなく、穴の向こうへと消えていく。

「クソっ！」

　両腕に力を込めると、今度こそ立ち上がることができた。

　肋ろつ骨こつが二、三本は折れているのか、一歩進むごとに激痛で視界が赤く染まる。だが、吐血まではしていない。折れた骨が内臓に突き刺さっているわけではないということだ。

　少し遅れて立ち上がったリザと目が合った。

　相棒は何も言わない。俺も口を開かなかった。すり合わせを行なうまでもなく、俺たちが次に取る行動は決まっていた。

「急げ！」

　全身を蝕むしばむ激痛も、満まん身しん創そう痍いとなった身体からだも、入念に圧へし折おられた自尊心も、今は雑音でしかなかった。脳内麻薬を総動員させて、両脚を強引に動かしていく。

　急げ、急げ、急げ。ウェイドが、あの恐るべき復ふく讐しゆう者しやが、全てを壊してしまう前に。

　──ガラスが割れる音が、頭上から聴こえた。

　破壊されたのは、賭博場カジノの天井に嵌はめ込こまれていた天窓だった。

　砕け散った破片が光を纏まといながら降り注ぐ様はどこか神こう々ごうしかったが、光の束の中には天使とは程遠い化け物が降り立っていた。

「空気くらい読めよ、このチンピラ」

　肩に付いた微細な硝子がらす片へんを払いながら、グレミー・スキッドロウがこちらを睨にらんできていた。

　どんなトリックを使ったのかは解わからないが、奴はあの高さから垂直に飛び降りたのに平然とした顔をしてやがる。

　狙いすましたようなタイミングで現れたグレミーに、ウェイドに情報を流している内通者に、俺は短機関銃の銃口を向けた。

「リザ、このバカは俺がぶっ殺す！　さっさと管理室まで走れ！」

　小さく頷うなずいた相棒は、猫のような身軽さで穴を飛び越えていった。それを確認して、俺は裏切り者に毎分五〇〇発の鉛弾の奔流をお見舞いする。

　グレミーの上半身を爆散させるべきだった鈍にび色いろの颶ぐ風ふうは、視みえない壁か何かがあるように全て弾はじかれてしまう。

　まただ。ステラロッド・ホテルで見せてくれたように、こいつには銃撃は一切通じないらしい。

「さっさとそこをどけ、貧弱野郎。俺は急いでんだよ」

　男は俺の銃撃を完封しながら、二挺ちようの拳銃をこちらに向けてきた。奴の斜線を遮るものは何もない。俺は慌ててテーブルの陰に飛び込んだ。

　二重の銃撃をやり過ごしながら、ピンを抜いた手しゆ榴りゆう弾だんを銃声が鳴る方向へと放り投げる。

　追撃しようとテーブルから飛び出した俺の目には、常軌を逸した光景が映し出されていた。グレミーが二挺ちようの拳銃をぶっ放しながら、空中を走って迫ってきていたのだ。

　俺の銃撃を防いだことも含めて考えると、奴の能力はどうやら、見えない壁を空中に創り出すというものらしい。

　奴は俺の銃撃を器用に跳び回りながら躱かわし、ついに必死の間合いまで近付いてきた。

「短い生涯だったな、ノロマ野郎」

　グレミーが至近距離から銃口を向けてくる。そこはもはや回避不能な間合いで、俺の脳のう味み噌そがブチ撒まけられる未来はほとんど確定しかけているようなものだ。

　だが、ここまで接近されるのは想定内だった。

　俺は咄とつ嗟さに召喚したライオットシールドで銃撃をやり過ごしつつ、グレミーの足元に手しゆ榴りゆう弾だんを叩たたき付つける。轟ごう音おんで鼓膜が激しく震え、爆風や鉄片を受け止めた盾に凄すさまじい衝撃が伝わってきた。

「今のはちょっと危なかったかな」

　手足の一本か二本は吹き飛んでくれててもいい筈はずだったが、グレミーは平然と立ち尽くしていた。鉄片が掠かすめたのか身体からだの至る所から血を流してはいるものの、いずれも軽傷だろう。

　あの一瞬で見えない壁を創り出してしまう反応速度に、大人しく驚きよう愕がくするしかない。

「ロクな実績もねえ虫けらにしちゃ、まあまあだ。褒めてやるよ」

「チンピラに褒められても全く嬉うれしくねえよ。こっちはまだ素面しらふだからな」

「はっ、賞金稼ぎ風ふ情ぜいが何言ってやがんだ？」

　呆あきれたように笑うグレミーに向かって、俺は問いを投げた。

「それで？　お前がフィルミナードを裏切った理由はいったい何なんだ？　お友達ができなくて寂しかったのか？　だから、ロベルタの連中に誘われて嬉うれしくなったのか？」

「……てめえ、いったいそりゃ何の話だ」

「とぼけんなよ」短機関銃の銃口を、グレミーの脳天に向ける。「ウェイドに情報を流してる内通者ってのは、お前のことだろうが」

　雇い主であるはずのダレンに対する不遜な態度、所構わず喧けん嘩かを吹っかけてくる凶暴性、娼しよう館かんに行った後の足取りが消えたこと──あらゆる要素が、この男の裏切りを肯定してくれている。

　どんなタイミングでどんな取引があったのかまでは解わからないが、こいつはロベルタ・ファミリーの最年少幹部、ハイル・メルヒオットに唆そそのかされて密告者へと成り下がったのだ。

　言い訳もなしに撃ってくるという俺の予想に反して、グレミーは怪け訝げんな顔をして首を傾かしげていた。

「……ちょっと待て、何言ってやがる？　その内通者ってのは、お前らなんじゃねえのかよ？」

「…………は？」

「あの娼しよう館かんでウェイドと戦ったとき、俺も奴から内通者がいるってことを聞いた。そいつがターゲットの居場所を逐一報告してくれてるってな。んで、一番怪しいのはどう考えてもてめえら薄うす汚ぎたねえ賞金稼ぎどもだ。お姫様を人質に取られてるてめえらはフィルミナードに恨みを持ってるだろうしな。かといって、てめえらみたいな虫けらには、正面切って俺たちとやり合えるような力はねえ。だからロベルタに身体からだでも売って仲間にしてもらったんだろ？　てめえらにゃ姑こ息そくなやり方がお似合いだからな」

　早口で捲まくし立たてるグレミーの声からは、怒りがありありと感じ取れた。義憤。俺たちが犯した不義に対して憤いきどおっているような、そんな種類の感情だ。俺には、それが演技であるとは到底思えなかった。

「娼しよう館かんにお前の死体が無かったから、てっきり……」

「思い出したくもねえが、……奴にやられて動けなくなってたんだよ。んで、フィルミナードの連中が駆けつける前に、あの男を追いかけて娼しよう館かんを飛び出した」

「ダレンの連絡に応じなかったのは？」

「連絡？　……ああ、クソっ！　そうか、携帯をどっかに落としてきちまった」

　よく見ると、グレミーの鎖骨辺りに大きい痣あざができていた。疑う余地はないのかもしれない。

「あのとき増援に駆けつけてこなかったてめえらのほうが、よっぽど怪しいけどな。トイレの個室にでも籠って、ずっと歯をガタガタ言わせてたのか？」

「別の銀シロガネ使いに襲われてたんだよ。ヤク中の黒人だ、見てねえのか？」

「ああ、あの状況で静脈注射してるバカをひとり見た気がするな。で、そんな間抜け相手に二人がかりか？」

「ウェイドの気き紛まぐれで見逃してもらっただけのお前よりはマシだよ。どうやって赦ゆるしてもらったんだ？　ケツでも差し出したか？」

　紳士的な態度で情報をすり合わせていくうちに、頭の中に屈辱感が沸々と沸き立ってきた。

「……とにかく、こんな間抜けなことはない」俺は忌いま々いましく吐はき棄すてる。負け犬の気分だった。「グレミー、俺たちはどうやら、あの復ふく讐しゆう者しやに良いいように踊らされてたらしい」

　ウェイドは幻覚症状を抱える異常者ではあるが、本質的には抜け目のない男だ。双方に内通者の存在を仄ほのめかせば、信頼関係など皆無な俺たちは互いを疑い合うしかない。

　連携して襲ってこないように仕向けるくらいの意図だったとは思うが、間抜けな俺たちはまんまと術中に嵌はまって殺し合いを演じてしまった。

　しかも奴は、娼しよう館かんでグレミーと対たい峙じした僅かな間だけで俺たちの関係性を推測し、策を打ってきたのだ。たった一言で三匹の化け物の行動を制限してしまう思考の鋭利さに鳥肌が立つ。

　だが、奴に拍手を送ってやる時間も、その心の余裕も全くなかった。

「とにかく、こんな場所で呆ほうけてる場合じゃない」俺は短機関銃を下ろし、グレミーに背中を向けた。「さっさと奴を追いかけるぞ」

「言われなくても解わかってんだよ」グレミーは獰どう猛もうな気配を纏まとったまま答えた。「てめえらをぶっ殺すのは、あの不愉快な木偶でく野や郎ろうを地獄に堕おとした後の話だ」

　謝罪の代わりに殺意を投げつけあって、俺たちは壁に穿うがたれた大穴へと駆け出した。





◆






　少女はかつて、破壊衝動を伴う復ふく讐しゆう心しんに苛さいなまれていた。両親を無残に殺した男たちを、皆殺しにしたいと願っていた。悲劇を産み落とし続ける、このろくでもない世界を壊したいと願っていた。悲劇とは無縁の場所で幸せそうに笑っている街の人々を、自らがいる地獄まで引ひき摺ずり込こみたいと願っていた。

　だからシエナは密ひそかに格闘技術を学び、護身用の小型拳銃を持ち歩いた。いつか両親の仇かたきを殺すことができる力を欲ほつした。凄惨な過去は呪いとなり、彼女を復ふく讐しゆうに縛り付けていた。

　だが、復ふく讐しゆうは救いを運んできてはくれない。

　過去は清算できないし、喪うしなわれたものは帰ってこない。

　過去に呪われた復ふく讐しゆう者しやは、ただ破滅に向かって墜落していくだけだ。

　目の前で繰り広げられている地獄をソファの陰から見つめながら、シエナはそのことを心から実感した。

　ウェイド・レインが部屋に入ってきてから、既に八人の男が殺されている。

　一人はウェイドが壁を殴り壊して侵入してきたとき、不運にも近くにいた男だ。挨拶代わりに顔面を握り潰され、泡を吐きながら息絶えた。

　二人目と三人目はほとんど同時だった。短機関銃の一斉掃射を受けても無傷の男に怯おびえて逃げようとしたところを、流れるような連続蹴りで頭蓋を砕かれていった。

　そして四人目は、大事そうに抱えていた短機関銃ごと身体からだを粉砕されてしまった男だ。内臓が破裂したのか、大量の血液を吐き散らしながらゆっくりと死んでいった。

　シエナが直視できたのはそこまでだった。その他の四人がどのようにして死体になったのか、その結末を追うことはできなかった。

　恐ろしい復ふく讐しゆう者しやからは、激しい怒りと、その内側に抱える柔らかい何かを感じる。

　以前悪魔の痕跡を辿たどった際に感じたイメージは正しかった。あのときは曖昧だった気配も、今はより鮮明に感じ取ることができる。

　シエナは唐突に理解した。

　この哀かなしき復ふく讐しゆう者しや、ウェイド・レインもまた、過去に起きた悲劇によって呪いをかけられているのだ。

　壊れたように笑いながら破壊の限りを尽くすその姿は、自らの破滅を望んでいるようにしか見えなかった。

「……ミア、そこに立って待ってるんだ。今からドナートに罪を償わせてやるから」

　残る三人の構成員たちやフィルミナード最高幹部のダレン、そして銀シロガネ使いであるリザから殺意を向けられても、ウェイドは意に介してすらいない様子だった。鋭い眼光は、長机の陰で怯おびえているドナートだけを捉えている。

　喉元まで迫る殺意に射い竦すくめられたのか、ドナートは震える声で叫んだ。

「なっ、何をしているろくでなしども！　さっさとその男を殺せ！　私に何かあってみろ、貴様らの目的は永遠に果たせなくなるぞ！」

　ドナートはもはや紳士の仮面すら脱ぎ捨ててしまっていた。

　この期に及んで自らの安全しか頭にない施術士に、シエナは既視感を覚えた。

　まるで、娼しよう婦ふをやっていた頃に客として来ていた金持ちどもだ。自分が世界の中心にいることを信じて疑わず、他者に盲目的な忠誠を強いる精神の怪物たち。

「解わかってますよ、ドナートさん」額から血を流しているダレンが凍えるような声で言った。「俺たちは命を懸けてあなたを守ります。……だからちょっと、その不愉快な口を閉じていて貰もらえませんかね？」

　銃声が一斉に鳴り響き、不平を唱える老人の声はいとも簡単に搔かき消けされる。シエナは耳を塞ぎながら、戦場の行く末を目に焼き付けていた。

　視界の端で、紅あかい影が動いた。

　シエナの目では追えない速度で突き出されたナイフを、ウェイドが黒いコートの袖で受ける。リザはそこで止まらず、ソファやテーブルや壁面を次々に蹴り付けながら、立体的な攻撃を仕掛けていた。

　しかしウェイドは巨体に似合わない俊敏さで、鋭い攻撃を全て弾き続けていく。

「あはっ、ヤっバい全然通用してない！　ちょっとあんた強すぎない？」

　心から闘争を楽しんでいるような台詞せりふと連動して、リザの銀の弾丸から嬉うれしそうに脈動する悪魔の気配が感じ取れる。銀シロガネ使いとしては至極真っ当な反応だが、リザの表情には少し違和感があった。

　狂言。欺ぎ瞞まん。演技。

　何故なぜかそんな単語が頭に浮かんできた。

　リザに意識が行っていると油断した男が、迂う闊かつにもウェイドの間合いに入ってしまった。旋回してきた踵かかとがこめかみに命中し、男は歯や眼球を飛ばしながら即死。

「ひっ……」

　シエナは小さな悲鳴を上げてしまう。それがいけなかった。リザや構成員たちに夢中になっていた復ふく讐しゆう者しやの意識が、一瞬だけこちらに向けられてしまったのだ。

「ミア、あんなところに子供がいるぞ。……そうだな、お前よりはかなり大きいが、それでもまだ子供だ。見たところ二〇にもなっていないだろう」

「余所よそ見みすんな、あんたの相手は私でしょ？」

　リザの攻撃をロクに見もせずに躱かわしながら、ウェイドはゆっくりと歩み寄ってくる。

「そんなガキが、悪魔ドナートたちと一緒にカジノの控室にいる。……ああ、その通りだな。恐らく、相当悪いことをやっているんだろう。間違いなく外道だ。今のうちに殺してあげなければならない」

「待てっ、こっち向け！」

「怯おびえているのか？　お前のような悪魔が、まるで人間のように怯おびえているのか？　……ふざけるな。そんな演技は今すぐやめろ」

　シエナは氷漬けにされていた。指の一本すらも動かせず、呼吸も断絶した。

　心を喪うしなった銀シロガネ使いの殺意に当てられて怯おびえている、それも理由の一つだろう。

　だがもっと恐ろしいのは、男の銀の弾丸から溢あふれ出でてくる化け物の気配の方だった。

　いや、それはもはや、気配などという曖昧なものではない。

　銀の弾丸を介してウェイドを操っている悪魔が、何処どこかからシエナを覗のぞいている。形容のしようがない根源的な恐怖が、すぐそこまで迫ってきている。その事実が何よりも恐ろしかった。

　ああ、化け物が目の前で腕を振り上げている。

　その血に汚れた拳で、自分を殴りつけてくるつもりなのだろう。

　一七歳の少女の脆もろい骨格では、絶対に耐えられない。客観的に状況判断を下してしまえるほどシエナは冷静だった。冷静に、迫りくる死だけを見つめていた。

　世界から背景が消え去り、迫りくる死と自分の姿だけが目に映っている。化け物でも何でもない自分が生き延びられる道理など、世界の何処どこにも転がっていない。

　シエナには自分の未来が視みえてしまった。

　過去に呪われた復ふく讐しゆう者しやによって、無む惨ざんに殺される未来が。

　拳が鼻先まで近付いたところで、シエナはふと思った。

　──私の死はいったい、どんな呪いを世界に産うみ堕おとすのだろう。

　そして、復ふく讐しゆう者しやの拳が振り下ろされた。
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　破砕されたコンクリートから舞い上がる土つち埃ぼこりを搔かき分わけて、俺とグレミーは管理室の壁面に開いた大穴へと飛び込んでいく。

　部屋に入って最初に見えたのは、血ち塗まみれでのたうち回っているリザの姿だった。

　信じ難い光景。俺は目を凝らし、部屋の中に転がっているはずの回答を探す。

「リザ！　そんな……」

　左腕を押さえながら苦く悶もんに呻うめくリザの側に座り込み、シエナが震える声を出していた。ジャケットの上からでは負傷の程度までは窺うかがい知しれないが、尋常じゃない汗の量を見ると、骨が砕けている可能性すらあった。

「シエナ、伏せろっ！」

　リザにトドメを刺そうと近付いているウェイドを、俺とグレミーの銃撃で足止めする。

　奴は硬質化させたコートで銃撃をやり過ごしつつ、低い声でリザに問いを投げていた。

「お前は戦いに愉悦を感じる種類の存在だったはずだ。理由もなく、信念もなく、ただ戦いだけを求める異常者、それがお前だ。なのにどうしてだ？　どうしてお前はそのガキを庇かばった？　どうして代わりに転がっている？」

「はっ、こっちが訊ききたいね」リザの呼吸は荒々しかった。「前までは、理由なんてなかったはずなんだ。だから楽しかった。何も考えずに、あんたみたいなイカレ野郎との戦いを愉たのしめてた。……ああ、クソっ。理由なんてもんがあるから、澱よどみが生まれてしまう。理由なんてもんがあるから、私は」

　リザは続く言葉を喉の奥へと封じ込めた。

　それを認めてしまえば、何か大切なものを否定してしまう気がしたのかもしれない。ここ最近のリザの様子がおかしいことには気付いていたが、ここまで揺れていたとは知らなかった。

　だが哀かなしいことに、ここは戦場のど真ん中だ。

　相棒の精神状態に配慮している余裕などはまったくない。全員で生き延びるために、俺は非情さを全身に纏まとわなければならなかった。

「いつまで寛くつろいでんだよ、リザ。そんな場合じゃねえから、さっさと起きろ」

　弾倉マガジンの残量がもうすぐ尽きる。そうなる前に、早口で捲まくし立たてた。

「単刀直入に、事実だけを伝えてやる。内通者なんてもんはいなかった。ウェイドが俺たちを妨害させるために、双方に噓うそを吐ついてやがったんだ。そんで俺たちは仲直りして、これから一緒に戦うことになった。これについて謝罪してやるつもりは全くない。以上」

「はっ？　今までくだらないミスで足止めされてたってこと？　真っ先に死んで詫わびなきゃいけない案件でしょ、これ」

「お前なら、一人でもウェイドとやり合えると思ってたんだけどな。期待しすぎたか？」

「……ふっざけんな」挑発は成功したらしい。リザは俺が投げ渡した刀を摑つかみ、緩慢な動作で立ち上がった。左腕はもう動かせないのか、飾り物のように肩からぶら下がっている。「足だけは引っ張らないでね。あんたらが加勢にきたところで、プラスになるとは思えないからさ」

　俺はわざとらしく口笛を吹く。二挺ちよう拳銃をぶっ放し続けているグレミーは鼻で嗤わらった。

「ホーム・ドラマみてえな生なま温ぬるいやり取りだな、欠伸あくびが出そうだ」

「仲良く家族フアミリーごっこをやってる、フィルミナードの飼い犬様に認められて嬉うれしいよ」

「まあ、頭悪い売人みたいな格好してる奴の仲間に入れて欲しいなんて、まったく思わないけど。だってあれでしょ？　その真っ赤な髪とかピアスとか、全部上から命令されて仕方なくやらされてるんでしょ？　かわいそうに」

「……わかったわかった、認めてやるよ。口の悪さだけならお前らのが上だ」

　短機関銃の弾が切れる。恐らく一〇〇発以上は撃っているはずだが、ウェイドが掲げるコートは一発も貫通できていない。ただの布も、奴の能力にかかれば鋼鉄よりも硬い新素材に生まれ変わるということだ。

　なんにせよ、あんな化け物に通用するような武器は一つしか思い浮かばない。実戦では初めて使うため不安しかないが、そうも言っていられなかった。

「俺たちは揃そろいも揃そろって、あの化け物に一度は打ち負かされた敗北者だ」切り札となる武器を召喚しつつ、俺は共闘する二人に向けて言い放つ。「三人がかりでもやられるようなことがあれば、恥ずかしすぎて拳銃自殺するしかなくなる。頼むから足は引っ張んなよ、間抜けども」

「言ってて申し訳なくならない？　一番足手まといなのはあんたじゃん」

「いくらてめえらでも、肉壁くらいの役目は果たせることを期待してるぜ」

　それぞれがそれぞれに、殺意の籠った挨拶をぶつけ合う。

　それを合図にして、俺たちは恐るべき復ふく讐しゆう者しやへと飛び掛かっていった。

「ろくでなしどもが徒党を組んでいるな。……ああ、心配するなミア。すぐに全員地獄に堕おとしてやる」

　相変わらず目の焦点が定まっていない男に、俺は全長六〇センチの巨大な拳銃〈ベリンガー〉の銃口を向けた。大型動物だろうと一撃で殺せる破壊力と引き換えに、使用者の身の安全が保証されないほど反動が強いとされる、ジョークのような兵器。

　とてもじゃないが実戦向きではなく、観光地の射撃場などで使用体験アトラクシヨン用として置かれてるのが関の山といった代物だった。

　俺が構えている得物のヤバさを知っていたのか、グレミーが叫んだ。

「ダレン！　死にたくなけりゃ伏せてろ！」

　両肩をロックし、膝を落とした姿勢で踏ん張り、引き金を引く。

　鼓膜がイカレそうなほどの銃声が轟とどろいて、装薬量が限界まで増加された特製マグナム弾が射出された。両肩が外れそうになるほどの反動をまともに受け、俺の身体からだは誇張ではなく後ろに飛ばされた。情けなく尻餅をつきながら、状況を確認する。

　銃弾はウェイドの腹部に命中したようだった。能力によって硬化したシャツを貫通することまでは叶かなわなかったが、凄すさまじい衝撃は確実に男の内臓まで震わせている。

　激痛に身体からだが折れ、呼吸も断絶しているウェイドに、二人の銀シロガネ使いが追撃を仕掛けた。

　左方向から接近したグレミーが、二挺ちようの拳銃で剝むき出だしの頭部を狙った。いくら銃弾を柔らかくして貫通を防ぐことができるといっても、あんな至近距離から頭部に発砲されれば無事では済まない。ウェイドは腕を掲げて銃撃をやり過ごすしかなかった。

「こっちがガラ空きだけど、どうしたの？」

　意地の悪い笑みを浮かべながら、リザが反対方向からウェイドの胴体を斬り付けた。体重が乗りきらない片腕での攻撃だと油断したのか、奴は逃げる素振りも見せていない。

　しかし、鮮血は舞い踊る。

　短機関銃ですら傷一つできない硬度のコートを、たった一振りの刃が引き裂いてしまった。傷は決して深くはないはずだが、自らの能力が無敵ではなかったことを知ったウェイドの瞳には僅かに焦燥が滲にじむ。

　追おい縋すがるように、刃が水平に振り抜かれる。

　決して触れてはならない攻撃だと理解したウェイドは背後の壁を蹴りつけて飛ひ翔しようし、二匹の化け物による包囲網から抜け出した。刃が僅かに掠かすめたらしく、太ふと腿ももの辺りから零こぼれた血が空中で弧を描いていく。

「なるほど、高速振動する刃というわけか」

　リザが握る刀が、甲高い悲鳴を残して砕け散っていく。

　リザの奥の手を瞬時に見切る洞察力も流石さすがだが、もっと恐るべきなのは、刃が掠かすった一瞬で硬度変化の能力を発動させて刃を砕いてしまう反応速度だろう。

「ラルフ」柄だけになった刀を投げ捨てながら、リザが問い掛けてきた。「刀の在庫はあと何本あんの？」

「今回は多めに仕入れたからな」追加で喚よび出だした刀を乱暴に投げつけてやる。「あと五本は自由に折ってくれていいぞ」

「貧乏性のあんたにしては奮発したじゃん」

　高価な武器、それも何故なぜか俺の金で買ったものを雑に扱うことへの怒りは、今は不問としてやることにした。

　再び復ふく讐しゆう者しやに襲い掛かった化け物二匹を援護するため、〈ベリンガー〉の銃口を向けてウェイドの動きを制限する。

　そこからは一方的な展開だった。

　片腕しか使えないリザの攻撃はどうしても浅くなってしまうが、それでも高周波を纏まとった刃によってウェイドに軽くない傷を次々と負わせていく。

　グレミーは絶え間ない銃撃によって男の行動を制限しつつ、リザに向かって突き出された拳を不可視の壁によって防いでいく。

　初めて共闘するはずの化け物どもの間には、多少のぎこちなさこそあれ連携が成立していた。リザは自由に暴れているだけだから、恐らくグレミーのセンスが為なせる業なのかもしれない。俺のような常人には、何故なぜそんな芸当が可能なのか理解が及ばなかった。

　傷だらけになりながらも包囲網から抜け出したウェイドに、二発目のマグナム弾をお見舞いしてやる。

　銃弾は男の左肩に命中。

　体勢を崩された男は床に背中から叩たたき付つけられた。馬鹿げた反動にも慣れたのか、今度こそ無様に転ばずに済んだ。

　無防備な男に追撃しようとしたリザが、直前で急停止する。

　グレミーもこれ以上間合いを詰めることができないでいた。

　二人の虹こう彩さいに、警戒の焰ほのおが灯ともる。

「はは……何を心配してるんだ？」

　ウェイドは穏やかな声で笑う。まるで、ここが地獄ではないかのように笑う。

「ミア、安心してくれ。俺はこの程度じゃ死なないよ。……ああそうだ、心配いらない。このろくでなしどもは必ず殺す。お前を辛つらい目に遭わせた世界ごと壊してやる。約束だ」

　男は両脚を旋回させながら立ち上がると、おもむろにブーツを脱ぎ捨て始める。

　明らかに異常な行動だった。

　隙があり過ぎるのが逆に罠わなのように思えて、誰も攻撃を仕掛けることができない。

「……そろそろ退屈してきただろう、ミア？」壊れた人形の笑みで、男は締めくくった。「すぐに終わらせてやるからな」

　ウェイドが、その場で軽く跳ねる。

　そして着地の瞬間、異常な光景が俺の眼球に映し出された。

　管理室の木張りの床が、伸縮性のある床のように、ウェイドを中心として撓たわんでいったのだ。

　触れたものの硬度を自在に操作する能力。つまり奴は、裸足はだしで触れた床の硬度を操作して、トランポリンのような弾力を与えることすらできるということだ。

　気付いたときにはもう、鼻の先まで男の巨体が迫ってきていた。

　伸縮する床の反動によって射出されたウェイドの身体からだは、もはや俺の目で追える範はん疇ちゆうをとうに超えている。

　ライオットシールドを召喚するが無意味。奴の能力によって硬度を喪うしなった合金盾は、笑えるほど簡単に破壊されてしまう。

　胸部に衝撃。それはまるで、車か何かに撥はねられたかのような威力だった。

　俺の身体からだは笑えるほど簡単に吹き飛ばされ、ソファやテーブルにぶつかりながら床を転がっていく。

　頭蓋を砕かれた男の死体にぶつかって止まったところでようやく、俺は全身を犯してくる激痛を自覚した。過呼吸気味に酸素を貪りながら、痛みに必死に耐える。骨の何本かは確実に折れているはずだが、正確な位置が判別できるほど頭が働いていない。

「なるほど、防弾チョッキか。小こ癪しやくだな」

　奴の攻撃を二度も受けてまだ俺がこの世に在籍していられるのは、シャツの下に着込んでいる防弾チョッキのおかげだろう。

　そして同時に、奴の能力の限界も見えた。

　一つ、奴の能力は人体には作用しない。攻撃をモロに食らったリザの腕が砕け散っていないのが何よりの証拠だ。常人なら即死するような威力ということは間違いないが、少なくとも銀シロガネ使いなら耐えられる。

　そしてもう一つ、硬度変化は自動オートでは発動しない。奴が存在を認識していなかった防弾チョッキはまだ原型を留とどめていることから考えても明らかだった。もしかすると、物体を目視することが発動条件なのかもしれない。

　奴の能力は決して無敵ではない。

　つまり、奴が認識できない攻撃なら問題なく殺すことができるということだ。

　この仮説を導くまでにリザの左腕と俺の肋ろつ骨こつが犠牲になったわけだが、必要経費として割り切るしかない。

「……なっ、何をしてる化け物ども！　早くあのイカレた男を殺せ！」

　すっかり余裕が抜け落ちてしまったドナートが、俺を見下ろしながら喚わめいてきた。姑こ息そく、という単語を体現したような男に中指を立てながら、痛む身体からだを無理矢理起こす。

　視界の先では、三匹の化け物による死闘が再開していた。

　ふたりは、床や壁を弾ませて立体的に移動するウェイドを捉えることが全くできないでいる。それどころか足場が揺れ動く度に姿勢を崩されるため、辛かろうじて死の気配から逃げるのが精一杯のようだった。

　リザの刀が側面からの蹴りを受けて砕け散る。

　俺は新しい刀を投げ渡そうとするが、右肩に突然襲い掛かってきた激痛で取り落としてしまう。舌打ちとともに後退するリザに、ウェイドの爪先が迫っていた。

「やっば」

　上段蹴りが頭を消し飛ばす直前で、リザは後方に跳び上がった。

　自ら後方に跳ぶことで蹴りの衝撃を軽減したリザだったが、完全には勢いを殺しきれず壁面に叩たたき付つけられてしまう。

　ウェイドは振り向きざまにグレミーへと突進。初撃は見えない壁に阻はばまれるも、流れるような動きで側面に回り込んでグレミーを蹴り飛ばす。

「ふっ、ふざけるな！　貴様らは私を守らなければならないんだぞ？　三匹揃そろって、何という体たらくだ！」

　瘦そう身しんの老人は戦慄わななきながら好き放題に喚わめき散ちらし、高級そうな杖つえを放り投げて走り出した。向かう先は、簡易的な扉から続く裏庭だろう。酷ひどい顔で唾液を撒まき散ちらしながら、転がるように扉の向こうに消えていく。

　俺は頭を押さえて呻うめくリザに目線を送る。続けてグレミーにも視線を転じた。

　どうやら奴も、俺の意図を読み取ってくれているようだった。

「さっさとドナートを追え！　お前らじゃ、一秒たりとも足止めできねえだろ」

　確かに、一連の戦闘を見ている限りグレミーの戦闘技術は俺たちより上だ。おまけにウェイドの能力との相性も悪くなかった。ここは大人しく託してやるしかない。

「お前の尊い死は絶対に忘れない。少なくとも二日くらいは」

「いいから黙って行け！」

　俺は喚よび出だした鎮痛薬トレイルセツトを飲み込むと、痛む身体からだを脅しつけて立ち上がった。そして恐るべき復ふく讐しゆう者しやの足止めをグレミーに託し、リザとともに老人の背中を追いかけていく。




　扉を出て裏庭に辿たどり着つく。地面に手をつきながら探すと、ドナートが芝生の上を転がるように逃走していた。

　恐怖のためか運動不足のためかは解わからないが、足が縺もつれてロクに前に進めていない。よほど必死なのか、駆け寄ってくる俺たちにも気付いていない様子だった。

　広大な裏庭の中腹あたりで、ドナートを取っ捕まえることに成功する。そのまま老人の胸倉を摑つかみ、強引に立ち上がらせた。

「何を一人で逃げてんだ、クソ野郎」怒りを隠すことなどは考えなかった。「いいか、お前と俺たちはもう一心同体なんだ。ぶっ殺したくなるから、勝手な真似まねはやめろ」

　逃げ場のない殺意を向けられてもなお、ドナートは自分の主張を崩さなかった。

「ふざけるなっ！　襲撃者ひとりも止められない無能どもの道連れで死んでたまるか！」

「……お前を守るために、何人が犠牲になったと思ってやがる」

「それがどうしたというのだ。いいか？　貴様らクズと私では、有用性が全く違うんだ。確かに、貴様らのように生産性皆無の虫けらどもは、臓物を汚らしく撒まき散ちらして死んでいればそれでいいかも知れん。だが私は違う。私は、こんな所で死ぬべき人間じゃない！」

　どこまでも一人称で語られる主張に、俺はいい加減辟へき易えきしてきていた。叶かなうなら、この醜い老人をクリックガンのフルオートでバラバラにしてやりたい気分だった。殺すのがこいつなら、良心の呵か責しやくに苛さいなまれることもないだろう。

　だが残念なことに、この男はフィルミナードの計画を進めるうえで必要な存在なのだ。

　それはつまり、シエナを地獄から引き離すためにも不可欠だということだった。

「ラルフ、面倒臭いからもう離してやれば？　てか、そんな奴殺しても何も嬉うれしくないでしょ」

　戦闘狂のリザに窘たしなめられてしまえば、大人しく従うしかなかった。冷静になったと無理矢理脳を錯覚させ、胸倉から手を離す。

　解放されたドナートは激しく咳せき込こみながら、侮蔑の籠った目で見上げてくる。

　精神的に勝利したとでも勘違いしているのだろうが、もはや相手をしてやる気力もない。

「あのチンピラ、グレミーがウェイドを仕留めてくれると思うか？」

「三分以内にぶっ殺されて、ウェイドが扉から出てくるのに一万エル」

「いや、一分だな。一分でウェイドが現れるほうに二万エル賭ける」

　グレミーは確かに強い。見えない壁で敵の攻撃を完封しつつ二挺ちようの拳銃で一方的に蹂じゆう躙りんするやり方は、並の相手なら成す術もないだろう。壁を足場にして空中を移動できるなどの応用性も考慮に入れると、奴の実力は俺やリザと同等かそれ以上だと言える。

　だが、今回はあまりにも相手が悪すぎる。

　ウェイドのような化け物と対等にやり合える銀シロガネ使いが、この人工島にどれだけいるというのだろう。それに、普通の人間であるダレンを守りながらとなると奴でも厳しい戦いになる。

「……リザ。どうやら、賭けは俺の勝ちみたいだな」

　開け放たれた扉の向こうに、大きな人影が見えた。俺は咄とつ嗟さに、地面に蹲うずくまるドナートの腕を摑つかんで立ち上がらせ、こめかみにバラックの銃口を突き付けた。

「なっ、何をしてる！」

「黙ってろ」

　リザに刀を投げ渡しながら、迫りくる人影に向かって叫んだ。

「あんたの目的はこいつをぶっ殺すことだ。他の誰でもない、自分の手でな。違うか？」

　部屋の中から様子を窺うかがうウェイドの表情は、こちらからは逆光で見えなかった。僅かな沈黙の後、低い声が中から返ってくる。

「……なるほど。大人しく手を引かなければ、お前がドナートを殺すということか？　反吐へどが出るほど姑こ息そくな考えだ」

　恐怖を思い出して暴れ回るドナートに、銃口を更に強く押し付ける。喧やかましい人質が静かになってくれたことを確認して、俺は告げた。

「……脳天を銃で撃ち抜いて、一瞬で殺してやる。痛みも苦しみもない、安らかな死だ。お前はきっと、そんな結末だけは許せないはずだ」

「だが、お前たちはその男を死なせるわけにはいかないはずだ。目的までは知らないがな。それに、ここで俺が条件を飲んだところで、本当にドナートを諦めるとでも思うのか？　お前らろくでなしどもを、本当に見逃してやるとも思うのか？　お前の提案は前提からしておかしいんだ」

　ウェイドの指摘はもっともだった。

　だから俺は、更なる交換条件を提示しなければならない。この状況を切り抜けて、かつ俺たちの目的を果たすことができる最善の策を考えなければならない。

　リザが静かに頷うなずく。相棒の信頼に応えるために、俺は慎重に言葉を選びながら声を出した。

「お前が今手を引いてくれれば」一呼吸置いて続ける。「フィルミナードが欲ほつしている情報を全て吐かせた後、ドナートを別の場所で引き渡そう。もちろん、引き渡し場所はここにいる俺たちだけしか知らない。フィルミナードが邪魔に入ることは決してない、信頼してくれ」

　再び喚わめこうとしたドナートを睨にらみつけると、大人しく不愉快な口を閉じてくれた。

　この老人は当然知らないだろうが、フィルミナードには一瞬で全ての情報を抜き取ることができる手段がある。他者の記憶をトレースできる薔薇の女王ジエーン・ドウを上手うまく説得して能力を使わせれば、ドナートはもう用無しだ。復ふく讐しゆう者しやに引き渡してやっても何ら問題はない。

　ウェイドはしばらく考えた後、疑問を投げつけてきた。

「それは、お前たちがフィルミナードを裏切るということか？　構成員を殺した俺を見逃すなど、奴らが絶対に許さないだろう。殺されて当然のクズの集団にもかかわらずな」

「俺たちはそもそも、ただ臨時で雇われてるだけの仕事屋だ。フィルミナードへの忠誠心なんてもんはないし、それに」ここからは本心だった。「この男……ドナートは、地獄に墜おちるべきだと思っている」

　ドナートはようやく、状況がどう転んでも自分が助かることはないと理解したようだった。枯れ枝のような身体からだの何処どこにそんな水分があるのかは解わからないが、老人は全身から滝のような汗を流して震えている。

「お前はひとつ、思い違いをしているようだ」

　ウェイドはゆっくりと歩を進め、光の中へと姿を現そうとしている。

「罪を贖あがなうべきなのは、ドナート・セラーズだけじゃない。ミアが苦しまなければならなかったのは、ドナートの手足として動いていた〈スクリーム・ハウス〉の連中がいたからだ。フィルミナード・ファミリーが、ただのゴロツキだった奴らに後ろ盾を与えたからだ。クズどもを次々に生産する、成れの果ての街などというものが存在しているからだ」

　怒気の籠った演説はまだ止まらない。

「世界に〈銀の弾丸〉などというものが存在しているからだ。それを利用して富を築こうとする権力者どもがいるからだ。権力者を支える労働者どもがいるからだ。枠組みから弾はじかれた者たちを、地の果てに追いやる社会構造があるからだ。世界に貧困などというものがあるからだ。その事実を見ようともしない人間たちがいるからだ。贖あがなうべきはこの世界だ。この世界に生きる、全ての盲目的な人間たちだ」

　ウェイドの主張は見当違いの方向に飛躍し、もはや論理性を完全に失っていた。

　途方もない怒りが霧のように広がり、本来の目的すら曖昧にしているのだ。もはやウェイドには、目に映るもの全てを破壊する以外の選択肢など存在しないのだろう。

　それがまともな復ふく讐しゆうと呼べるのかどうかすらも、奴にはもうどうでもいいのかもしれない。

　過去の呪いは禍まが々まがしさを増していき、ついに男を完全に吞のみ込こんでしまっている。

　俺はその事実に、憐あわれみすら覚えた。

「ここでひとつ、俺からも条件を提示しよう」

　ウェイドは更に歩を進め、完全に光の中へと足を踏み入れた。

　俺は言葉を失う。リザも苦い顔をしていた。腕の中で藻も搔がくドナートだけが、口くちの端はを蛇のように歪ゆがめていた。

「今すぐドナートを引き渡さなければ、このガキを殺す」

　ウェイドはシエナの細腕を摑つかみ、光の中へと引ひき摺ずり出だした。

　凄すさまじい力で握っているのだろう、彼女の右腕は紫色に変色し、激痛で脂汗を額に浮かべていた。骨が折れていてもおかしくはない。

「……今すぐ、その汚い手を離せ。そいつは関係ねえだろうが」

「この世界でのうのうと息を吸ってる全ての人間が死ぬべきだと、さっき言っただろうが。それにこの場にいるということは、この女も銀の弾丸に関わっている悪魔なんだろう？　ならば死ぬべきだ。生かしていてもロクなことにはならない」

　突き付けられた死と右腕の激痛、そして間近で感じる濃密な悪魔の気配。それらが一斉に襲い掛かり、シエナの顔から表情を消し去っていた。

　彼女は虚うつろな瞳でウェイドを見上げ、自らの運命を天に委ねている。

「……そうだな、手始めに両手両足を斬り落としてやろう。もちろん断面はしっかりと止血して、出血多量で死なないようにだ。使うのは鋸のこぎりにしよう。経験上、これを使えば一番悲鳴が大きくなる。ああ、その後が迷いどころだな。海に突き落として溺死させてやるのもいいし、ロープで吊つり下さげて硫酸に少しずつ浸してやるのも面白い。……何だ、ミア？　……ああそうだな。飢えた野犬にゆっくり喰くわせてやるのもいいだろう。いいアイデアだ」

　闇の底から噴き上がる憎ぞう悪お。対象を喪うしなった怒り。

　そんなものに支配された男に、交渉など通じるはずがなかった。

　こいつは何の躊躇ためらいもなく、狂ったアイデアを実行に移すことができる。こちらに選択肢などはない。大人しく提案に従わなければ、シエナは間違いなく無む惨ざんに殺されてしまうだろう。

　雨の降りしきる廃工場での記憶が、目の前の光景と重なる。

　濡ぬれた地面の不快な感触。

　目の前に転がっている〈銀の弾丸〉。

　不自由な選択を突き付けられた男。

　目の前で蹂じゆう躙りんされる恋人の悲鳴。

　瞼まぶたの裏に焼き付いた記憶。

　決して祓はらうことのできない呪い。

　破滅に収束していく未来。

　俺は必死に考えた。どうすればもっとマシな地獄に墜おちていけるのかを、足りない頭で必死に考えた。そして、決して最良とは言えない解答が導き出される。

「……解わかった。従うよ」これで計画が吹き飛んでしまうとしても、狂った復ふく讐しゆう者しやにシエナを殺されるよりはマシだ。そう自分を納得させるしかない。「ただ、これだけは誓ってくれ」

「立場を弁わきまえろ。お前に発言は許されていない」

「ひとつ、ひとつだけだ！　いいか、シエナとドナートは同じタイミングで交換する。俺たちとウェイド、お前は今いる場所から一歩も動かず、人質たちだけを歩かせるんだ」

「その男が逃げないという保証はどこにある？」

　俺は箱型の装置を召喚し、ウェイドに見えるように掲げてみせた。

「遠隔操作式の爆薬だ。こいつをドナートのスーツの中に入れる」言葉の通りに、装置をスーツの内ポケットに入れていく。「もしこいつが途中で逃げようとしたり、ポケットに手を入れるような仕草を見せた瞬間、起爆装置のボタンを押せばいい。これでこいつは逃げられなくなる」

「何を……何を言ってるんだこの間抜けは？　おい、誰かやめさせろ！　聞こえてるのか!?」

　唾を飛ばしながら喚わめくドナートを無視して、ウェイドが問い掛けてきた。

「駄目だな。お前は、ドナートが俺の元に来た瞬間に起爆装置を作動させるつもりだろう。そんな見え透いた罠に俺が嵌はまると思うか？」

「だったら、こいつはお前が持っていればいい」

　俺は起爆装置をウェイドに向けて投げた。片手で受け取ったウェイドは、仕掛けが隠されていないか入念に確かめている。

「三回も戦ったんだ。俺の能力はだいたい解わかってるはずだろ？　ドナートがお前のもとに辿たどり着ついたら、爆薬と起爆装置を消してやる。それまではお前が持っていればいい。そうすれば、お前が操作を誤らない限り爆発することはない」

「ふっ、ふざけるなっ！　わわ、私が誰だか解わかってるのか!?　こ、こんな、私をゴミのように扱うなどっ……」

「黙れ」

「ぜっ、絶対に許さんぞ！　私のコネクションの全てを使って、貴様らを潰してやる！　いいか、絶対にだ！　絶対に潰してやるぞ！」

「黙れっつってんだろうが！」俺は激情に任せて怒鳴りつける。「お前がどうやって俺たちを潰すってんだ？　なあ、教えてくれよ。爆死するかウェイドによって拷問死させられるしか能のない間抜けに、いったい何ができる？　罪深いお前を守ってくれるような人間が、この世界のどこにいるんだよ？　なあ、答えろクソ野郎！」

　散々捲まくし立たてて、俺はドナートをウェイドがいる方向へと蹴り飛ばした。醜く地面に倒れ込んだ老人は、忙せわしなく首を回して俺とウェイドを見た。それは縋すがるような目だった。

「行け」

　自分がこんなにも残酷になれるというのは、新しい発見だった。

　ウェイドが起爆装置をチラつかせると、ドナートは極めて緩慢な速度で立ち上がり、足を引ひき摺ずるように歩き始めた。一歩進むごとに生から遠ざかっていく男は、絞こう首しゆ台だいに続く階段を昇る罪人のように見えた。

　ウェイドの方もシエナの右腕を解放して、歩くように促していた。彼女は魂が抜け落ちた表情で立ち上がり、亡霊のように揺らめきながらこちらへと進んでくる。

　死の気配から解放されてもなおシエナの表情には安あん堵どなどなく、どう転ぶか解わからない状況への怯おびえだけが見えた。

　ウェイドの圧倒的な力を前にして、俺に選べる道はこれしかなかった。

　ドナートを人質にしたまま交渉を続けても、シエナを強引に取り戻すためウェイドを急襲しても、結末はきっと同じだろう。俺たちの力が及ぶはずもなく、シエナは狂った復ふく讐しゆう者しやの手に掛けられてしまう。

　結局のところ、シエナを傷付けずに施術士ドナートを手に入れる手段など存在しなかった。未来などとうに塞がれていた。必死に言い聞かせる自分自身に嫌気が差して、叫びたくなる。

　いつかの悪い想像が、また脳内に染しみ出だしてきた。

　過剰摂取オーバードーズで死んだシャルロッテの亡なき骸がらが、俺にかけた呪い。

　グロテスクな悪魔に蹂じゆう躙りんされたシエナの絶叫によって、より濃度を増した呪い。

　本当はもう、すべて解わかっていた。

　逃げの一手ばかりを打っていても、未来は塞がれたままだということを。大切なものを恐る恐る抱えたままでは、近付いてくる破滅の気配を消し去るなどできないことを。本当の意味での救いを求めるなら、いつかはリスクを取り、安全な檻おりの中から飛び出す覚悟をしなければならないことを。そんなことはもう、とっくに解わかりきっていた。

　だが凄惨な過去に呪われた者は、自ら選択肢を握り潰してしまう。大切なものを失うリスクを負えず、ゆるやかな破滅へと向かってしまう。それはまるで悪い運命のようだった。

　そしてウェイドもまた、過去の呪いに枷かせをかけられた者のひとりなのだ。

　呪われた復ふく讐しゆう者しやが、感情もなく呟つぶやく。

「銀の弾丸に関わっているような人間は例外なく皆殺しだが、お前たちは最後に回してやる。……いいか、これはミアからの恩情だ」

　リザの紅あかい瞳が俺を睨にらみつけていた。言いたいことなら痛いほどに解わかる。

　確かに、ウェイドを出し抜いてシエナとドナートの両方を奪い取り、抵抗してくる男を力でねじ伏せてやるのが一番だ。そんなことは当たり前だ。

　だが俺には、この強大な復ふく讐しゆう者しやを打ち倒すという想像が最後までできなかったのだ。そしてそれは、リザにしても同じだろう。

　覚おぼ束つかない足取りで近付いてくるシエナの目を、俺は直視することができない。

　醜い行為だと自覚していても、どうすることもできなかった。

「……待って」

　ドナートとすれ違う一歩手前で、シエナが後ろを振り返った。彼女の目には一瞬だけ、使命感のようなものが見えた。

　勇気を振り絞るような呟つぶやきが、宙に溶けていく。

「あなたはもう、戦うべきじゃない。これ以上銀の弾丸を使えば、あなたは……」

「売女ばいたが。いったい何のつもりだ？」

「……本当に、気付いてないの？　あなたの左胸から、……銀の弾丸から感じる気配を」

「自ら殺意を煽あおってくるようなら、この人質交換は無効でいいな。先にお前から殺してやる」

「これは……共鳴？　何に反応してる？　いったい何にっ」

　シエナは酷ひどく狼ろう狽ばいしながら何かを探し始めた。俺とリザを交互に睨にらんだあと、視線はウェイドへ流れ、さらに何処どこかへと移っていく。

　彷徨さまよい続ける視線はやがて、ある一点に引き寄せられた。

「まさか……」

　シエナの顔が、見たことのない感情に埋められていく。憎ぞう悪おとも恐怖とも、そして後悔とも取れる表情。

　少しして、表情に焦燥が染しみ出だしてきた。

　解き放たれた叫びが、俺の鼓膜を突き破ってくる。

「ラルフ、リザっ！　今すぐ逃げて！　こいつは……」必死に酸素を貪りながら、シエナは人差し指を突き出した。「……ドナートはもう、送信してる！」

　言葉の意味を咀そ嚼しやくする時間など、俺たちには与えられなかった。

　急襲してくる激痛。心の臓を握り潰すような激痛。

　俺は、この痛みを確かに覚えている。

　あの日、教会に置かれた棺かん桶おけの中から這はい出でてきた悪魔。シエナの身体からだを奪い、破壊の限りを尽くした悪魔だ。そいつが初めて顕現したときに感じたのと、全く同じ種類の痛みだった。隣のリザも、前方にいるウェイドも同様に、左胸を押さえて蹲うずくまっていた。

「媒体の周辺にある、〈銀の弾丸〉の誤作動。これが起きているということは、どうやら術式は問題なく発動したようだね」

　枯れ枝のような身体からだが、ゆっくりと起き上がった。

　ドナートはすっかり弱者の演技をやめ、這はいつくばる俺たちを嘲るように嗤わらった。喉を仰のけ反ぞらし、蛇のように嗤わらった。人は誰かをここまで嫌けん悪おすることができるのかと気付かせてくれるほど、不愉快な哄こう笑しようだった。

「……何、がおかしい」

「いや、すまない。笑うのは無礼だったな。私はただ、君たちの愚かさに憐あわれみを覚えていただけなのだ」

　ドナートは遙はるか高みから見下すような口調で、更に続けた。

「私の理論は完璧だった。実証実験を重ねるたびにそれは確信に近付いていったが、誤算もあってね。少し人体実験に精を出し過ぎて、自由に動くことができなくなってしまったのだ。私としても、政府にマークされて〈猟犬部隊ドツグス〉どもに追い回されるのだけは避けたい。だから、手足として動いてくれそうなチンピラどもと手を組んだというわけだ。多額の報酬と引き換えに、彼らは多くの被験体を提供してくれたよ。おかげで、実験は最終段階を残すのみとなった」

　悦に入っているドナートの台詞せりふは要領を得ないが、苦しみに悶もだえる俺たちは黙って聞いていることしかできない。

「だが、あのような猿どもを抱えているとリスクもある。……私のおかげで金銭的に満たされた彼らは、少しばかり調子に乗り過ぎたようだ。毎晩のように乱痴気騒ぎを繰り返し、挙句の果てには酔った勢いで私の名前すら出してしまう始末。一刻も早く消さなければならない。……そんなときに、ロベルタ・ファミリーが面白い話を持ちかけてきた。実験結果が欲しい彼らと、被験体の確保とゴミどもの抹殺を求めていた私の利害は完璧に一致した」

「……待て」心臓の痛みがいくらか和らいできた。俺は立ち上がり、愉悦に満たされた様子のドナートに問い掛ける。「ロベルタが手を組んでいたのは、ウェイドだったはずだ」

　ドナートは呆あきれたような表情を浮かべながら、肩を竦すくめてみせた。

「まだ気付かないのかね？　ウェイド君は、この壮大な実験の被験体にすぎないよ」

　視界の端に異変。

　黒い霧のようなものが、ウェイドの周囲で渦を巻いている。それは一切の光を通さない、どこまでも純粋な黒だった。

　黒い霧は奴の右肩を突き破って放出され、次第に蝙蝠こうもりの翼のような形状に変化していく。浅黒い皮膚は内部で何かが蠕ぜん動どうしているかのように脈打ち、眼がん窩かからは黒色の涙が垂れ流されている。安物のガラス玉があしらわれたペンダントだけが寂しげに光っていた。

「流石さすがにもう気付いたかね？　私は私の目的のために、君の復ふく讐しゆうを手伝ってあげていたのだよ。おかげで調子に乗った猿どもは皆殺しにすることができたし、今の君の様子を見る限り……実験の方も大成功だ。術者である私が間近で合図を送らなければならないのが難点だが、まあ戦術的価値は充分だろう」

　よく見ると、ドナートの手には手術刀が握られていた。

　恐らくスーツの裾にでも隠していたのだろう。刀身からは赤く光る文字列が薄うっすらと伸びており、ウェイドの左胸を貫いていた。シャツの上からでも解わかるほど、ウェイドの左胸は赤く点滅している。

「完全に召喚されているわけではないのも都合がいいね。一部だけが召喚されている程度であれば、制御は充分に可能だ。……いや、君には本当に感謝しているよ？　よくもまあ何一つ疑わず、私とロベルタが創り上げた盤面の上で踊ってくれたものだ。彼らが君に言っていた内通者とやらが、私自身であることにも気付かずにね」

「いつだ……」ウェイドはまだ、自我を辛かろうじて保っているようだった。「いつ俺に、悪魔こんなものを仕込んだ？」

「そんなの、最初からに決まってるじゃないか！」ドナートは笑った。心の底から呆あきれたように笑った。「イレッダで私の行方を探している者がいると、ハイル君が教えてくれたよ。そして私は、彼らの提案にまんまと乗って銀の弾丸の適合手術を受けるという、ウェイド君と感動の再会を果たしたわけだ。もっとも、君は手術台の上で眠らされていたから覚えてはいないだろうけどね」

　ウェイドの表情が、憎ぞう悪おと、そして絶望に埋められていく。

　話の流れを読む限り、ウェイドがロベルタ・ファミリーの提案によって銀シロガネ使いになったとき、施術を担当していたのは他ならぬドナート本人だったのだ。悪魔を喚よび出だせるような特別性の銀の弾丸だったとすれば、奴の理不尽な強さにもいくらか納得できる。

　計画の進行のために復ふく讐しゆう者しやに力を授け、そして情報を小出しにして自らを追わせることで、化け物の行動を操る。〈スクリーム・ハウス〉の壊滅と、悪魔を喚よび出だす実験の進行。ドナートは自身を囮おとりにすることで、二つの目的を同時に果たしてしまったのだ。

　まともな思考回路なら到底思いつかないような手だ。

　この作戦を提案した、ハイル・メルヒオットという男は間違いなくイカレている。

　もちろん、そんな案を快く承諾したドナートの方は言わずもがなだ。

「君は復ふく讐しゆうを果たすに相応ふさわしい力を手に入れた。神に与えられた力だとでも思っていたのだろう。だが残念だったね。君のその〈ハーゲンティ〉の力は、君が心から憎む私の手によって宿されたものなのだ。君が愛していた子供たちの死のおかげで完成した理論によってね。それに施術時に書いた術式によって、君は如何いかなる理由があろうとも私への攻撃はできない。要するに君は、強大な力を持っただけの、私の可愛かわいい奴隷になってしまったわけだ。ああこれはいったい、何という皮肉なのだろうね？」

　ようやく反応し始めた〈銃創ステイグマ〉に呼びかけて、俺は短機関銃を召喚した。

　最初からこうしておけばよかったのだ。

　ドナートがフィルミナードを裏切ってロベルタと手を組んでいたのなら、奴を丁重に扱う必要など何処どこにもない。両手両足を潰してから捕まえて、フィルミナードお得意の拷問によって情報を聞き出せばいい。こっちの方がよっぽどシンプルだ。

　手始めに膝ひざ関かん節せつを破壊すべく、俺は銃口を向ける。

「ところで」ドナートは場違いなほど気の抜けた声で言った。「そこのお嬢さんは何故なぜ、私が術式を作動させたことに気付いたのかな？」

　敵対組織と繫つながっているドナートに、シエナの特異体質がバレるのはまずい。

　俺は一刻も早く奴の口を塞ぐべく、引き金に力を込めた。

　銃弾が射出される刹せつ那な、異変に気付く。

　銃身が、まるで重力に敗北したかのように垂れ下がってしまっていたのだ。銃弾が銃身内部で炸さく裂れつし、暴発──する前に短機関銃を消すことに成功。

　掌てのひらが衝撃で震えている。あと少しでも反応が遅れていれば、俺は考え得る限り最も間抜けな最さい期ごを遂げるところだった。

「ハイル君が言っていた……フィルミナードが手に入れたかもしれない切り札カードというのは、もしかして君の事かね？　……ああ、そうそう。施術時に銀の弾丸に組み込んだ強制術式によって、私を攻撃しようとした者はウェイド君が自動的に処理してくれるようになっているよ」

　ウェイドは憎ぞう悪おに満たされた目線をドナートに向けるが、それだけだった。銀の弾丸に縛られた哀れな復ふく讐しゆう者しやの矛先が、ドナートに向かうことは絶対にない。

　それどころか、憎むべき相手を身を挺ていして守らなければならなくなってしまったのだ。奴が感じている絶望を想像することは容易ではなかった。

　だが、それよりも差し迫った問題がある。

　俺の推測をリザが先取りして言った。

「……直接触れなくても硬度を変えられるようになった、ってこと？　何それヤバくね？」

「見ろ。薄うっすらとだけど、黒い霧がこっちまで漂ってきてる」俺は苦々しく言った。「恐らく、これが奴の能力が及ぶ範囲ってことだ」

　ざっと見る限り、黒い霧はこの広大な裏庭の全てを覆い尽くしている。範囲外から攻撃できる射程距離の武器もあるにはあるが、長距離狙撃は俺の得意とするところではない。というかそもそも、そんな遠くまで後退を許してくれるとは到底思えなかった。

「ドナートっ！　こここ殺してっ……やる、ミ、アを傷付け、た罪、を償……わせて……やる！　ぜっ、ぜぜ絶対にだ！」

　あの状態になってもなお、ウェイドが自我を保っているというのは笑えなかった。

　ドナートの口ぶりを信じるなら、かつてのシエナの時とは違い、悪魔が召喚されたのは一部分だけなのだろう。

　ドナートが書いた術式によって行動は完全に縛られているし、悪魔が暴走して世界を滅ぼそうとしてくる心配もない。戦術的価値でいえば、オルテガがやった実験よりも遙はるかに優秀だった。

「涙ぐましい執念だね。だけど、君はもう私の手足として動くしかないんだ」

　ドナートが心底愉たのしそうに嗤わらったのが合図だった。

　ウェイドは密度を増して闇そのものになった翼を、勢いよく振り下ろした。短剣のように鋭利な黒い塊がいくつか射出され、矢の速度で迫ってくる。

　ライオットシールドを喚よび出だそうとした手が止まる。

　脳内を駆け抜けていった嫌な直感に身を委ねて、俺は防御ではなく回避を選択した。

　逃げ遅れた短機関銃に黒い刃が激突した。強化プラスチックの塊はガラスのような容易たやすさで砕け散り、俺の直感の正しさが証明された。

　あの黒い刃のひとつひとつがウェイドの能力を宿していて、万物を脆もろくして破壊することができるのだ。防御不能の攻撃など、そう何回も躱かわしきれる保証はない。

「ラルフっ、もう次が来る！」

　リザに言われるよりも先に、俺は走り出していた。ウェイドにもっとも近い位置にいるのはシエナだ。一刻も早く駆けつけて、守る必要がある。

　一部分とはいえ現世に喚よび出だされた悪魔を前にして、シエナは両肩を抱えて震えていた。俺やリザには見えない何かの存在を、敏感に感じ取っていた。

「……駄目だ。あんなのもう、見てられない。今すぐ逃げないと、みんな殺される！」

「解わかってるよ、今は逃げろ！」

　放心しているシエナを強引に抱え上げる。

　第二撃が射出され、死の気配が目の前に殺到してくる。悲鳴を上げる筋繊維を無視して疾走するが、攻撃範囲が広すぎた。どう計算しても、二、三発は身体からだで受けるしかなさそうだった。

　視界の端から飛び出してきたのはリザだった。

　右手に刀を携えた相棒は流麗に踊り、俺とシエナに迫りくる刃を斬り付けていく。触れた瞬間に刀身が砕けても、残っている部分だけでまた防ぐ。柄だけになった刀で更に一発分の軌道を逸そらしてみせた。まさに神業だった。
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　俺は素直な感想を述べる。

「相変わらず、イカレてるとしか言いようがねえ腕だな。それしか取り柄がないとはいえ、大したもんだよ」

「むしろ、内臓ブチ撒まけて無様にくたばるっていうあんたの特技を邪魔しちゃってごめん」

「誰がそんなのプロフィールに書いたんだよ」

　追加の刀をリザに投げる。だが、リザがそれを受取ろうとした瞬間、刀身が収まっている鞘さやごと粉々に砕け散ってしまった。

「……マジかよ」

　もはや呆あきれて笑うしかなかった。挫くじけそうな心を強引に立ち上がらせて、打開策を考える。

　黒い刃を飛ばしてくる攻撃については、まあ何とか対応は可能だ。見たところ射出するまでには再装塡時間インターバルが必要なようだし、速度もリザが撃ち落とせる程度のものだ。

　だが厄介なのは、直接触れなくても物質の硬度を変えられるという能力の方だろう。

　俺たちが纏まとっている服にまでは発動しないという制約こそあるが、奴が存在を認識している銃器や刃物の類はまともに使う前に壊されてしまう。

　武器を次々に使い捨てられる俺の能力がなければ、既に手詰まりになっているところだった。唯一の救いは、奴がドナートを護まもるためにあの場所を離れられないということくらいか。

　考察に使える時間はここまでだった。

　翼が揺れ動き、黒い刃が再び射出される。

　だが、今度はまだ余裕があった。着弾地点を予測して、シエナを抱えたまま安全圏へと走る。

　右足を踏み込んだとき、地面が強く弾んで押し返される感覚があった。気付いたときには俺の身体からだは宙を舞っている。完全に無防備な体勢。揺れ動く視界の隅では、リザも同じ様に転倒させられていた。奴が地面の硬度すら操作できることを失念していた。

　迫ってくる刃は三つ。

　俺たちの落下速度を踏まえて考えると、直撃は絶対に避けられないだろう。

　極限まで高速化された思考が結論を弾はじき出だす。俺はそれに大人しく従うことにした。

　刃が俺たちの身体からだを貫くまでの間には、それ以外の手など残されていない。

「シエナ、歯ァ食いしばれ！」

　返事も待たずに、俺は空中でシエナを放り投げた。ふたり同時に助かる術はない。だが、少なくともシエナを巻き込むことだけは防ぎたかった。

　気休めにもならないと解わかっていながら、俺はライオットシールドを召喚。

　シエナが俺の名を叫んでいる。

　応える間もなく、黒色の流星が合金盾を破砕した。

　破砕の衝撃で一発目の軌道は逸それてくれたようだが、残りの二発はそうはいかなかった。左肩が深く斬り裂かれ、もう一発が右脇腹を穿うがっていく。血ち飛沫しぶきが舞い、焦燥感を伴う痛みが脳を犯してくる。

　次に訪れた衝撃で、地面に背中から叩たたき付つけられたことに気付く。ご丁寧にも地面の硬度を高めてくれたようで、コンクリートに垂直落下したような激痛が追い打ちをかけてきた。

　さっき折られていた肋ろつ骨こつが、臓器を軽くなぞっていく感触があった。自らが受けた傷をひとつひとつ丁寧に分析していないと、気が狂ってしまいそうなほどの苦痛。

「こここっ、ここ殺してやる、あはっ、あはははははっ」

「おや？　もう脳まで侵食が進んでいるようだね。殺意を向ける対象すら見失っているとは哀れなことだ」

　俺は不安定に揺れ動く地面に蹲うずくまり、脇腹を手で押さえて命の流失を食い止める。自我すらも悪魔に明け渡してしまった哀れな男の声を聞きながら、歯を食いしばって痛みに耐え続ける。

　俺は心の底から理解した。

　つまりあれが、過去の呪いに縛られた男の末路なのだ。

　呪いに縛られた男は、自ら選択肢を握り潰し、復ふく讐しゆう者しやに身を堕おとしてしまった。だからロベルタ・ファミリーが持ちかけた取引に応じてしまい、悪魔の媒体にされてしまった。本来の目的すら果たすことができずに、果てのない怒りを心臓に抱えたまま、化け物になってしまった。

　──お前もああなる。

　──あれこそがお前の未来だ。

　やけにリアルな幻聴が、ずっと鼓膜を叩たたいている。

　ウェイドと同じく過去に呪われた俺は、大切なものを失うことを恐れるが故に、自ら選択肢を握り潰している。白い砂浜の退屈を望みながらも、フィルミナードの奴隷としての日々を送っている。

　その先の未来はきっと塞がれていて、待ち構えているのは破滅だけだ。

　俺もいつか、目の前の復ふく讐しゆう者しやのように、過去の呪いに殺されてしまうのだろう。

「ラルフ、いつまでそこで寛くつろいでんの？」さっきの意趣返しでもするように、リザが怒鳴りつけてきた。「あんたにはもっと間抜けな死に方が相応ふさわしい。今ここで死んでちゃ笑いにもなんないでしょ」

「……はっ」地面を殴りつけて強引に立ち上がる。喚よび出だした包帯を雑に巻き付けながら、相棒の気遣いに応えてやった。「そうだな。お前がくたばるのをこの目で見てやるまでは死ねない。で、少なくともそれは今じゃない。違うか？」

　リザが皮肉に笑った。俺は失血でふらつきながらも、喚よび出だした煙草たばこに火を点つける。

　ダフトフラック・スタンダードの安い煙を肺いっぱいに吸い込んで、思考を無理矢理透明にしていると、俺たちの背中に向けてシエナが叫んできた。

「なっ、何してるの二人とも……早く逃げないと！　解わからないの？　今のウェイドはもう、ほとんど悪魔に乗っ取られてるの！　あなたたちが敵かなう相手じゃない！」

　銀の弾丸を介して悪魔の気配を察知できるシエナが言うなら、きっとその通りなのだろう。武器を封じられ、防御もロクにできず、おまけに重傷で死にかけている俺たちが奴に敵かなう道理などどこにも存在しない。

　今すぐ逃げなければブチ殺されてしまうなど、小学生のガキでも理解できるだろう。

「ああ、解わかってる。……そんなことはもう、とっくに解わかってんだよ」

　ロベルタ・ファミリーがドナートと手を組み、悪魔の召喚を戦術レベルに落とし込むことに成功した。こうなればフィルミナードはドナートを捕えるため、ロベルタに宣戦布告するしかなくなる。イレッダ地区を仕切る巨大勢力同士の抗争だ。他の五大組織も横よこ槍やりを入れてくる可能性がある。そんな事態になれば、シエナを使った実験など後回しになるかもしれない。

　それに、すぐに次の攻撃が来る。今ここで逃げ出さないなどあり得なかった。

　それでも俺が留とどまっている理由は、きっと自己満足以外の何物でもないのだろう。

「……ウェイドは、あいつの辿たどってきた境遇は、俺に似てるんだ。大切な人間を目の前で殺された過去の呪いに、奴も全身を縛り付けられている」

　過去に呪われた俺が、失うことを恐れるが故に、地の底で停滞し続けているように。

　過去に呪われたウェイドは、失ったことを憎むが故に、冷酷な復ふく讐しゆう者しやとなってしまった。

　陳腐な映画の主人公のように、男の復ふく讐しゆう心しんを否定することなど俺にはできなかった。過去の呪いとはそれほどに致命的で、人生を簡単に捻ねじ曲まげてしまうのだ。この残酷な世界で、反吐へどが出るような綺き麗れいごとは何の力も持たない。

　合理性だけに身を任せ、心を殺して逃げ延びるという手も確かにいいだろう。

　だがそれでは、過去の呪いに屈服してしまうことになる。

　ウェイドを呪いから解放することができなければ、俺にかかった呪いも強固なものになってしまう。永遠に抜け出すことができなくなってしまう。そんな、確信めいた予感があった。

　ここで逃げれば、俺はこの先も自ら選択肢を握り潰してしまうだろう。

　ここで逃げれば、俺はこの先もフィルミナードの奴隷を続けることになるだろう。

　いつか来る滅びの時まで。その、最さい期ごの瞬間まで。

　それはつまり、シエナを自由にするための戦いからも逃げてしまうということだ。

　荒野の先の未来が塞がれていると知りながらも、目を背けたまま歩いていくということだ。

　気付けばまた、足元に一本の直線が引かれている。

　過去の呪いに敗北し、また自ら選択肢を握り潰すのか。

　過去の呪いを否定するため、呪われた復ふく讐しゆう者しやを救う道を探るのか。

　──今回はもう迷わなかった。

「シエナ、もう諦めなよ。こいつはこういう奴なんだ。私よりよっぽどイカレてる」

　呆あきれたように笑った後、相棒は俺を見た。

「ラルフ。やっぱり私は、戦いを純粋に楽しんでいたい。何にも考えず、バカみたいにはしゃぎながら。ちょっと揺れ動いてもみたけど、やっぱり錯覚だった。銀シロガネ使いの本質はいつまでも変わらない」

　黒い翼がまた動き始めた。リザは迫りくる死の気配を、紅あかい瞳で睨にらみつける。

「だから、理由の方はあんたに任せるよ。きっと、あんたの理由についていった方が楽しめる」

　リザの台詞せりふの意図を理解することはできなかった。

　だが、彼女にとって重要なことであるのだけは解わかる。

　迷いを断ち切り、一振りの刃のような決意を固めたことだけは解わかる。

　俺はリザにしか聞こえない声で策を告げ、今まさに刃を放とうとしているウェイドへと、球状の物体を投とう擲てきした。その後を追うように、俺たちは前方へと走り出す。

　球状の物体はウェイドが放つ黒い刃によって、俺たちの狙い通りに破壊された。

　爆音が轟とどろき、大気が僅かに震えた。

　衝撃を感知して起爆装置が作動し、球体内部の火薬を爆発させたのだ。刃によって撃ち落とされたため、ウェイドに爆発が届くことはない。

　だがそれもまた、俺の計算通りだった。

　炸さく裂れつしたのは、殺傷よりも攪かく乱らんを主な目的とした爆薬だった。空中に撒まき散ちらかされていく黒煙。俺とリザで、発煙弾をさらに地面へと叩たたき付つけていく。

　奴が硬度を操作できるのは、目で見えている物体だけだ。爆弾の外側を脆もろくすることはできても、内部の起爆措置にまでは干渉できない。

　そして何より、黒煙でこちらの姿が見えなくなれば銃撃も可能になる。

　短機関銃を黒煙の中に向けて、一斉掃射を放つ。

　当然俺からもウェイドの姿は見えないが、奴が操られている以上、ドナートの方向を狙えば勝手に肉壁になってくれるはずだ。

「やっば。音を聴く感じだと、あんたの攻撃が全部弾はじかれてるんだけど」

「は？　ウェイドは今コートを脱いでんだろ？　なんで」

「まあ多分、自分の身体からだも硬くできるようになってるんでしょ」

　冗談じゃない。リザは簡単に言うが、そんな露骨なパワーアップがあってたまるか。自分の身体からだを鋼鉄のように硬くして、しかも銃弾をゴムのように柔らかくさせてしまえるのなら、もはや銃撃など一切通用しなくなってしまう。

「クソっ、考えが甘かった！　次のプランを考えるしかない」

「まずは、そこから移動した方が良さそうだけど？」

　リザの不親切なアドバイスを何とか咀そ嚼しやくして、俺は今いた場所から駆け出した。いくら煙で姿が見えなくなっていても、銃撃が来る方向から位置を探るくらいわけはないのだ。

　当てずっぽうとは思えない精度で追いかけてくる刃を、地面を転がりながら躱かわし続つづける。逃げ回っている内に、黒煙は吹き付ける風によってほとんど払はらい退のけられていた。

　俺に攻撃が集中している隙をついて、リザがウェイドに接近していた。俺は地面に手を付きながら、攻防が辿たどる結末を見届けることにした。

　武器も持たず、しかも左腕を動かせない細身の女を警戒しろというのは無理な話だ。ウェイドは向かってくる拳を顔面で受け止めつつ、黒色の翼を刃のように尖とがらせる。

　だが翼による刺突は、リザの頰を掠かすめて後方に逸それていく。ウェイドの巨体が僅かにぐらつき、照準を狂わせていたのだ。

　好機。

　紅あかい瞳を炯けい々けいと輝かせながら、リザは胸部や側頭部を狙って蹴りや拳の連撃を浴びせていく。体重差からは考えられないことだが、ウェイドは攻撃を受けるたびに体勢を大きく崩されていた。

　リザは銀の弾丸に宿る能力によって、周囲の音を支配することが出来る。音とはつまり振動であり、それを操れるということは、掌打の一つ一つで人体の内部を揺らすことも可能だということだ。

　外部からの干渉を受けにくい銀シロガネ使いに対しては姿勢を崩す程度の効果しかないが、刃物を封じられていては他に手はない。

　理性を喪うしなって白目を剝むくウェイドの表情が、僅かに歪ゆがんだ。身体からだを内側から揺らされていることで、本能的な不快感でも覚えたのかもしれない。

「ああクソっ、嫌がらせにしかなってないじゃん！」

「それで充分だよ。下がってろ！」

　奴がリザに気を取られている隙に、俺は個人携帯型のグレネード・ランチャーを召喚していた。肩当てから伝わる反動を全身で受け止めつつ、戦車とも戦える威力の弾頭をぶっ放す。

　今度こそ、ウェイドは回避を選択した。

　慌てふためくドナートを片手で抱え、地面を弾ませることで三メートル近く飛ひ翔しよう。男はいとも簡単に爆炎の範囲から逃れてしまった。仕留めることこそ出来なかったが、リザが注意を引いてくれさえいれば銃器の使用も不可能ではない。そして何より、戦車を破壊できるほどの攻撃までは防ぎきれないことが解わかったのは収穫だ。

　俺は無力化される前に武器を消し、相手の様子を窺うかがう。

「痛いっ！　このクズが、私を乱暴に扱うんじゃない！　次はもっと術式に加える条件設定を精査しなければ……」

　異議を唱える老人を投なげ棄すてて、ウェイドは俺たちを見た。黒い液体に満たされた眼がん窩かには感情など宿っていなかったが、少なくとも俺たちを警戒し始めていることは読み取ることができる。

「ううううううううう……」

　はじめ、俺はそれが声だとは気付かなかった。

　蟲むしの羽音のようにも聞こえる低い呻うめきが、ウェイドの口から漏れ出している。何かの前兆であると俺が理解するよりも早く、後方からシエナの叫び声がした。

「駄目っ、デカいのが来る！」

　シエナの忠告に従って、俺たちは弾はじかれたように走り出した。少し遅れて、饐すえた死の気配が、ウェイドの背中から放出される。

　背中から生えた翼は、巨大な流線型の物体に変貌を遂げた。

　まるで空を泳ぐ黒い鯨のように、異貌の翼は裏庭から見える青空を埋め尽くしていく。この敷しき地ち内にいる限り、何処どこにも逃げ場はないように思えた。

「……ラルフ。あいつはあのデカいのを、一体どうするつもりだと思う？」

「きっとアレだろ。野生動物がやるような……威嚇行動ってやつだ。あの黒い翼が一番でかい雄が、好みの雌と交尾する権利を得られるっていう」

「バカ言ってないで二人とも逃げて！　もうすぐ弾はじけるから！」

　黒い塊は風船のように、あるいはガスが溜たまった状態で漂流する鯨の死骸のように、みるみるうちに膨張していった。シエナの直感を信じるなら、やがてあの塊は弾はじけ飛とび、無数の刃を撒まき散ちらしていくのだろう。

　一つ一つが物質を一瞬で脆もろくできる刃だ。まともな手段で防ぎきれるとは到底思えなかった。シエナの言う通りに大人しく逃げたとしても、射程から出る前に背中を貫かれて地獄行きなのが目に見えている。

　俺たちは、どう甘く見積もっても破滅へと向かっていた。

「リザ、シエナ！　俺の後ろに隠れろ！」

　言葉が、思考を経由せずに放たれていた。

　ほとんど条件反射に近いほどの速さで、向かい来る死を遠ざける方法を考える。

　最後まで策を紡つむぎ終おえるより前に、俺は掌てのひらを突き出した。

　宙に浮かぶ黒い塊が音もなく破裂して、無数の刃をあらゆる方向に撒まき散ちらした。刃の密度は極めて高く、深い闇で世界を夜に染めていった。

　覚悟を決める。

　余計な思考を棄すて、掌てのひらの先に全神経を集中させる。

　まず喚よび出だしたのは、三重に重ねた一メートル四方の鉄の壁だった。黒色の暴風は鉄の壁を触れた部分から次々に脆もろく変換して喰くい破やぶっていく。二枚目が突破される前に、フレームだけを仕入れた廃車を二台ほど召喚。後退しながら鉄の壁をもう一つ出したときには、廃車は二台とも再利用しやすい大きさにまで粉砕されていた。心臓と後頭部を連打する激痛を無視して、更に能力を発動させ続ける。鉄の壁、ライオットシールド、食器棚、丸テーブル、エンジンの抜かれた小型ボート、取り外されたドア、襲い来る頭痛、止まらない暴風、廃車のフレーム、手足の痺しびれ、諦念、そして再び喚よび出だした鉄の壁。

　在庫が切れるまで、あるいは能力の無理な使用で精神が限界を迎えるまで、壁を召喚し続けるという原始的な作戦だった。まともなアイデアとは到底言えないが、あの一瞬で他の選択肢など思い浮かぶはずがない。

「ラルフ、もう限界だって！　これ以上やるとあなたが！」

　背中に叩たたき付つけられる声。だが返答する余裕はない。

　心を空にして、脳内を漂う無数のイメージから次の盾を選び取り、召喚。それが砕かれる前に別の盾を喚よび出だす。一瞬のうちに、それを何度も繰り返す。

　心臓が沸騰しそうなほどに熱い。

　指先が得体の知れない生き物のように細かく振動する。

　頭が万力で締め付けられるように痛い。

　時間感覚が引き延ばされる。

　吹き飛ばされていく音や映像。

　生と死だけを感覚する純粋な世界。

　ああ、もうどうにかなってしまいそうだった。

「…………！　……！」

　声が聴こえたわけではない。何となくそのように認識できただけだ。

　誰かが、誰かの名前を呼んでいる。

　それは酷ひどく遠い世界の出来事のように思えた。

「ラルフ！　……ラルフっ！」

　呼ばれていたのが俺で、必死の叫びはシエナのものだと気付いたときには、世界を埋め尽くしていた黒い奔流が消えていた。内心で胸を撫なで下おろして、立ち上がろうとする。

　だが駄目だった。

　俺の身体からだは脳が下した命令を平然と無視。筋力という概念すらも消失していた。

　もはや、指の一本すらも動かすことができない。

「ああクソっ、さっさと起きろよヘタレ野郎。そんな簡単に死ぬような生命力じゃ、あんたが憧れてるゴキブリには一生追い付けないから」

　すぐ近くで聴こえる声に反論しようとしたが、声の代わりに口から出たのは生温かい液体だった。咥こう内ないに広がる鉄の味。そこでやっと、自分が吐血したことに気付く。

　痛みを感じたのはその後だった。全身を丹念に切り刻まれているらしく、身体からだの何処どこが痛いのかも解わからない。うつ伏せに倒れ込む自分の身体からだからは大量の血が流れ、芝生を紅あかく染め上げている。

「……ごめんなさい、ラルフ。私たちを庇かばって……、こんなっ」

　頰に墜おちてくる雫しずく。その熱さに抗あらがうように、俺は叫ぶ。

　心配はいらない。俺のことはいいから逃げろ。

　そんな風に泣いていられる余裕なんて、今のお前にはないはずだ。

　ほら、悪魔に乗っ取られた化け物が歩いて来てるだろうが。止とどめを刺しに来たんだ。

　リザはいったい何をしてる？　今すぐ、シエナを連れてここから逃げろ！

　しかし震える舌はまともな言葉を紡つむぐことができず、微かすかに空気を搔かき混まぜただけだった。

　ああ、こんなにも死を間近に感じたのは初めてだ。

　宿主の死を期待してか、心臓に埋まった銀の弾丸が嬉うれしそうに脈動しているのが解わかる。

「……とにかく、シエナ。あんたはその死に損ないなんてほったらかして隠れてなよ。あいつとは私がやるから」

「リザ、あなたも酷ひどい状態でしょ！　そんな……右腕だけでどうやって」

「……うるっせえな。私らはどうせ化け物なの。だから、あんたは自分の心配してろ」

　刀もナイフも、ついでに左腕も封じられたリザが、あの状態のウェイドに敵かなうはずがない。ウェイドはもうドナートを護まもる必要もないと判断したのか、通常の大きさに戻った黒い翼を揺らめかせながら悠然と歩み寄ってきた。黒い涙を垂れ流し、口くち許もとは早送りされた映像のように小刻みに動いている。

「あ……ああああ、ミア……わかったよ、みみみなごろしだ。あはははは、たのしいか？　そうだな、おおれも、たの、しいよ。おまえのいうとおり……みっみみんな殺してやる……ああそうだ……ぜんぶ、ぜんぶだ。みなごろしにしてやる」

　ウェイドはもはや、ミアという悪魔に従うだけの、理性のない狂信者に成り下がっていた。

　口くち許もとからは涎よだれが垂れ流され、足取りは泥でい酔すい者しやのように覚おぼ束つかない。その一歩一歩が、奴の心が壊れてしまったことをこれ以上ないほどに証明してくれている。

　黒い片翼が揺らめき、地面の輪郭が歪ゆがんでいく。

　硬度を失い、泥の海のようになった芝生の大地に、俺たちの身体からだは少しずつ沈んでいく。

　緩やかに沈没していく世界に、ウェイドだけが悠然と立ち尽くしていた。

「あああああああああああ……」

　翼が動くたびに、ウェイドの皮膚も波打ち、凄すさまじい苦痛を本人に与えている。そして、狂気に満たされた器の端に浮かぶ、一ひと欠片かけらだけの感情も見えた。

　俺には、過去に呪われた男が、誰かに救いを求めているようにしか見えなかった。

　口くち許もとが一瞬だけ「殺してくれ」と動く。それはきっと、幻などではない。

　ウェイドは、死という救いに抱かれることを望んでいる。

　俺は心配そうに覗のぞき込こんでくる翡ひ翠すい色いろの瞳を、そして強大な敵に立ち向かう女の背中を見る。

　ああ、解わかっている。

　このまま無抵抗のまま死を享受するわけにはいかない。

　閉ざされた結末に抗あらがわなければならない。

　この哀れな男を、止めてやらなければならない。

　同情などではない。イカレた復ふく讐しゆう者しやの心の平穏など知ったことか。俺は、俺の未来のために戦わなければならないのだ。

　俺を縛り付ける過去の呪いを、正面から否定してやるために。

　収束に向かっていく物語を、その悪い運命とやらを、この手でブチ殺してやるために。

「で、ラルフ。いつまで汚きたない地面に求愛してるつもり？　モテなさすぎて発狂したの？」

「……うる、せえよ」今度は声が出た。「こんなの、所詮は遊びの相手だ」

「はっ、じゃあそろそろ戻って来いよ。あんたのことだから、くたばる前に姑こ息そくな手のひとつでも考えてたんでしょ？」

　指が動く。続いて両腕に感覚が戻り、腹部、脚部と連動して神経が再起動していく。

　全身に巻き付いた呪いの鎖を引き千切って、俺は極めて緩慢に立ち上がった。そして、出血多量で震える唇を無理矢理に歪ゆがませる。

「当たり前だ。今から策を伝えてやるから、足りない頭をフル回転させてよく聴け。いいか？　足だけは引っ張んじゃねえぞ」

「虚勢を張ってなきゃ失禁しそうなのは解わかったから、さっさと言えよ。しょーもねープランだったら、あんたの死因は私が直々に考えることになるから」

　目も合わせずに、俺たちは鋭利な言葉をぶつけ合う。ただの意地の張り合いでしかないことくらいは解わかっていた。だが俺たちにはそれで充分だった。音の消えた世界で最後の作戦を告げると、リザは苦々しく笑った。
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　猫の軽快さで、リザが疾走する。

　相棒は柔らかい地面に足を取られつつも、人外じみた平衡感覚を駆使して一直線にウェイドへと進んでいく。

　対するウェイドの、肩から生えた翼が後方に大きく引かれた。黒い刃を放出して、リザを串刺しにするするつもりなのだ。俺は個人携行型榴弾グレネード・ランチヤーを召喚して、援護の体勢に入る。

　黒色の液体に沈んだウェイドの目が、こちらを一瞬だけ捉えた。

　自重を支えきれなくなった砲身が萎しなびた植物のように折れ、大金を叩はたいて買った兵器がめでたく廃棄物スクラツプに変換される。だがその一瞬だけ注意を逸そらすことができれば、リザにとっては充分だった。

　ジャケットに隠されていたナイフが、ウェイドの死角を縫って放たれる。

　ウェイドが直前で気付いて能力を発動させたとしても、無駄な足あ搔がきだった。

　飛ひ翔しようするナイフは高周波を纏まとっており、輪郭は曖昧に歪ゆがんでいた。

　手元を離れたナイフをどれだけの速度で振動させられるのかまでは解わからないが、少なくともウェイドの肩口を切り裂くことはできたようだ。太い血管でも切断されたのか、奴の右肩からは赤黒い血が噴き出ていた。

「もっと楽しませてやる！」

　傷口に手を突き入れて内臓ごとシェイクさせようと、リザは貫き手を放った。ウェイドは身を捻ひねってこれを回避。

　だが、奴は俺が死角に回り込んでいることに気付かなかった。両手に召喚した火炎瓶を空高く投とう擲てきする。

「ああああ、アああついっ！　あつういいっ！」

　火炎瓶は空中にガソリンをばら撒まきながら炎上し、ウェイドが纏まとう白いシャツに燃え移った。この程度で焼死してくれるとは思っていなかったが、よほど炎が嫌いなのか、想像よりも遙はるかに過剰な反応を見せてくれた。

　悪魔に乗っ取られたウェイドの能力は、触れもせずに物質の硬度を自在に操ってしまうという非常に強力なものだ。自分の金で武器を買わなければならない俺が阿あ呆ほらしくなってしまうほどにお気軽な発動条件。

　だが、少なくとも目視する必要はある。

　ならば、片方が囮おとりとなって注意を引いた隙にもう片方が死角から攻撃するという連携が効果的だ。ついでに、攻撃する瞬間にだけ武器を喚よび出だせる俺の能力は奴と相性が良かった。

　リザが急せかすような目で俺を見る。

　相棒に言われるまでもなく、炎を消すため地面を転がっているウェイドは隙だらけだった。

　必殺の間合いまで接近しようとして、俺は急停止する。シエナの、魂を振り絞るような声が背中を叩たたいたのだ。

「伏せて！」

　大人しく地面に頭から滑り込むと、炎の根元から飛び出してきた黒い刃の群が、頭上を通り過ぎていった。

　地面との衝突で全身の傷口から血が噴き出し、激痛で視界が赤く染まっていく。

　だが、あと少し反応が遅れて上半身ごと斬り飛ばされてしまう結末よりはマシだった。今はただ、悪魔の気配を感じ取ってくれたシエナに感謝するしかない。

「あはははっ！　あいつだ。ミア、まずはあいつをやろう」

　まだ炎を完全に消し切れていないにもかかわらず、ウェイドが地に伏せた俺に突進してきた。地面に弾性を加えることで急加速しているため、リザですら止めることができない。

　地面に両手を押し付けて強引に立ち上がる。血を失いすぎていて眩暈めまいがするが、そんなものに構っている余裕はなかった。質量を持った死の気配から遠ざかるため、踵かかとで地面を蹴りつけて後退していく。

　炎や血液、翼から漏れる黒い粒子を撒まき散ちらしながら迫る復ふく讐しゆう者しや。かたやこちらは、全身に深い傷を負ったただの男だ。どう甘く見ても、俺は数瞬後には追い付かれて肉片に変換されてしまうだろう。

　万に一つも逆転の目が見えない、絶望的な展開。

　──だからこそ俺は、こんな展開を待ち望んでいた。

「消し飛べ、ロリコン野郎」

　中指を突き立てながら、俺は後ろ手に喚よび出だした起爆装置のスイッチを押し込んだ。

　轟ごう音おん。

　吠ほえ猛たけり暴走する熱量が地面を抉えぐり、土煙が宙に巻き上がっていく。爆風が前髪を搔かき上あげる。急速に膨張する炎熱が、周囲を橙だいだい色いろに染めて上げていった。

　俺は地面に倒れていた際に、緑色に着色されたプラスチック爆薬を地中に埋めていたのだ。だから俺はわざとリザの援護が届かない無防備な場所で、情けなく逃げ惑う姿を晒さらしてやったわけだ。

　勝利を確信している人間の思考には隙が生じる。悪魔に操られ、嗜し虐ぎやく心しんに覆われた銀シロガネ使いならなおさらだ。

　精神を浸食されたウェイドが、わざわざ足元を注意しながら進むはずがなかった。俺が地面に倒れていた一瞬だけでは完璧な隠蔽工作など出来るはずもなかったが、どうやらこれで充分だったようだ。

　黒煙から人影が飛び出してきた。

　あの一瞬で全身を硬化させやがったのか、恐ろしいことに奴の身体からだは何処どこも吹き飛んでいなかった。だが副次的に発生した高温までは防げないようで、皮膚は火傷やけどで爛ただれている。

　ウェイドは陽炎かげろうが舞う死の空間から逃れると、再び地面を弾ませて走り出した。軌道は肩を抱えながら震えているシエナの方へ。

「ああ、言い忘れてた」俺は再び起爆装置を出して、冷たく言い捨てた。「そっちにもたくさん埋まってるから気を付けろよ」

　再び轟とどろいた爆音は、今度は一度では終わらなかった。

　芝生の大地の至る所で噴煙が舞い上がり、一瞬遅れて爆音が連鎖的に鳴り響いた。ウェイドの身体からだは風に吹かれた枯葉のように飛ばされ、再び黒煙に吞のまれて姿を消す。

　俺たちが追い詰められ、ドナートを攻撃する余裕がなくなれば、ウェイドが止とどめを差すために接近してくることは予想していた。

〈スクリーム・ハウス〉の連中や、カジノを警備していたダレンの部下どもの殺され方を見る限り、奴は心の奥底で殺人という愉悦に浸っている。自らの手で悪魔の息の根を止めるという行為に、その盲点だらけの正義感に、完全に溺れてしまっているのだ。

　だから俺は、いずれ奴が接近してくる場合に備えて、裏庭中に爆薬を仕込んでいた。

　地面をいつになく無様に転がっていたのは、全てこの罠わなを敷くための布石だった。

「……ラルフ、あいつまだ生きてる。悪魔の気配が消えてない！」

「解わかってるよ。想定内だ」

　シエナの緊迫した声に返した笑みは、決して虚勢からくるものではなかった。

　奴に止とどめを差すべく、リザが歓喜に沸き立ったような表情で走り出していた。

　紅あかい疾風となった相棒に、俺は右手に出した刀を投げ渡す。受け取ったリザは鞘さやを咥くわえることで片腕での抜刀を成功させる。陽光を反射して白く輝く刀身は、血の気配を待まち侘わびて微笑ほほえんでいるようにも見えた。

　白銀の閃せん光こうはリザの能力によって高周波を纏まとい、女の悲鳴のような高音を搔かき鳴ならしながら迸ほとばしった。黒煙が切り裂かれ、黒い渦を刃の後ろに形成していく。

　流星のような初太刀を、ウェイドは辛かろうじて躱かわしていた。

　黒煙から抜け出すことに成功したウェイドは首を振り、まだ煙の中に身を潜めているであろうリザと、その手に握る刀を探している。全てが後手に回っていた。

「どこ見てんだよッ！」

　リザの声は奴の頭上から響いていた。リザは黒煙の中に潜むのではなく、空中に飛ぶことで視界から消えていたのだ。

　独楽こまのように回転しながらの斬撃が、ウェイドの項うなじを正確に捉える。

　飛び散っていく血と脂。

　役目を終えて粉々に砕けていく刀身。

　断ち切られたペンダント。

　虚こ空くうを舞い踊る、安物のガラス玉。

　その表面に映る屈折した光景。死に彩いろどられた光景。

　そして、横殴りの豪雨となった血ち飛沫しぶきが静止画に彩いろどりを加えていく。

　頸けい部ぶから大量の血を撒まき散ちらしながらも、ウェイドの首はまだ繫つながっていた。直前でリザの攻撃に気付き、刀身を脆もろくすることに成功したのだ。完璧に入ったはずの斬撃でも仕留めきれなかったリザの顔が、悔恨に歪ゆがんでいく。

　そして、ウェイドの大樹のような腕が眼前に迫っていた。

「はっ」衝撃で吹き飛ぶ瞬間まで、リザは不敵に笑っていた。「だから、どこ見てんだよ」

　リザの視線の先には、皇国軍にも実装されている最新モデルの対物狙撃銃アンチ・マテリアル・ライフルにして、俺の隠し口座を枯れ井戸にしやがった高額兵器、〈ヘクシミリアン・ローバーⅡ〉があった。

　ウェイドもやっと気付いたようだが、もう遅い。地面に伏せて照準を合わせる俺と対物ライフルは、合成樹脂でできた透明のライオットシールドによって守られていたのだ。脆もろくされたシールドに亀裂が走るが、肝心のライフルには影響が及んでいない。

　緩慢に落ちてくるガラス玉。

　その傍かたわらにあるウェイドの表情は、何故なぜか柔らかい色彩を帯びていた。

　俺はライオットシールドを消失させると同時に、引き金を引いた。

　ウェイドは一瞬だけ何かを気にする素振りを見せた後、迫りくる死の咆ほう哮こうに向かって足を前に踏み出した。

　人差し指で感じる重み、俺の身体からだを吹き飛ばそうとしてくる凄すさまじい反動、そして轟ごう音おん。

　引き伸ばされた時間感覚の中で、それらの情報が順番に脳へと殺到してきた。

　残響に満たされた青い芝生の上で、ウェイドの右肩は吹き飛んでいた。

　腕は捻じ切られ、断面からは亀裂の入った肩骨がはみ出している。上腕から先は三メートルほど離れた先の地面に転がっていた。

　機関砲にも使用されるような五〇口径の弾丸が亜音速で射出されれば、身を隠しているコンクリートの壁ごと敵兵をバラバラにしてしまえるほどの破壊力が生じる。

　本来なら超長距離狙撃に使われるような代物だが、これだけ接近した状態で使えば人体は原型を留とどめていられないだろう。いくら能力で身体からだを硬化できるとはいえ、腕一本で済んでいるウェイドは異常にも程があった。

　とはいえ、奴は血を流し過ぎている。

　弾丸に肺の一つでも喰くい破やぶられたのか、酷ひどい酸欠状態に陥っているようだった。仰向けに倒れ込んだウェイドは、青ざめた顔で酸素を貪り続けている。

　苦しみに悶もだえる男の表情には、皮肉なことに正気が戻ってきていた。そして、霧のように消えていく片翼や黒い液体が、奴を支配していた悪魔の消失を物語っている。

　つまり、もう時間の問題ということだ。

「……ウェイド」

　死にゆく復ふく讐しゆう者しやに、問わなければならないことがあった。武器を消して立ち上がり、痛む身体からだを無視して男に近付いていく。

「おまえは最後、俺の攻撃に反応できていた。無傷とは言わないまでも、直撃を避けることくらいできたはずだ。なのに何故なぜ、おまえは」

「なん、だ……同……情か？」

　血ち反吐へどを吐きながら問い掛けてくるウェイドの瞳には、確かな理性の光があった。死と引き換えにして、ようやく男は悪魔から、過去の呪いから解放されたのだ。

　だが俺には、それで何かが救われたようには全く思えなかった。

「さてね」俺は煙草たばこを咥くわえながら、芝生の上に腰を落とした。「ちょっと疑問に感じただけだ。……あんたがあまりにも、死にたがっているように見えたから」

「なる、ほど。……そうだな、お前の……言う通り、かもしれ、ない」

「……俺を憎むか？」こんなことを聞くべきではないことくらい、解わかっている。「お前の復ふく讐しゆうを阻止した俺を？」

「赦ゆるしを乞うというのは……傲慢、だな。……だが、人間らしい感情……だ」

　辛かろうじて聞き取れるほどに小さな声は、吹ふき荒すさぶ風に晒さらされる蠟ろう燭そくの火を想起させた。

　ウェイドの表情から急速に温度が消きえ失うせていく。それでも男が何かを呟つぶやこうとしたところで、俺の鼓膜が異変を察知した。

「……何の音だ？」

　芝生に倒れ込んだままのリザが、上空を睨にらみつけていた。

　視線の先を追うと、黒く塗られたヘリコプターが浮揚ホバリングしているのが見えた。大気を回転翼で引き裂く轟ごう音おんを鳴り渡らせながら、ヘリは慎重に高度を下げている。

　開け放たれた扉からは、梯子はしごが長い舌のように降りていた。揺らめく梯子はしごを目でなぞっていくと、スーツを着た男たちが何人か地上に降り立っているところだった。

　降りてきた男たちに促されるまま、ドナートはヘリから延びる梯子はしごへと歩く。やがて老人は数歩進んだところで足を止め、粘着いた声で嗤わらった。

「いや、実に素晴らしい成果を得ることができたよ。適合率を最小限に留とどめた術式でもここまで強力な化け物を生み出せるとは、私としても想定外だった。これなら、戦術的価値としては充分だろう」男たちによって安全帯を装着されながらも、ドナートの演説は止まらない。「媒体が死ねば悪魔も消えるというのも都合がいいし、何より……意識があるまま身体からだだけを操れるというのも素晴らしい」

　ドナートは目の奥にある醜い愉悦を隠そうともせずに締しめ括くくった。

　やはりこの男は、世界から削除すべき害悪だ。俺が激痛に蝕むしばまれた全身を強引に動かそうとしたとき、ドナートは何かに気付いたように声を上げた。

「ああ、忘れるところだった」老人は梯子はしごに昇りながら、男たちに指示を出した。「そこの小娘はやはり、ハイル君が言っていた特異体の可能性がある。連れて行きなさい」

　男たちは拳銃を構え、地面に座り込んだままのシエナへと向かっていった。彼女がそれに気付いて立ち上がったときには既に、細腕が男たちに摑つかまれていた。

　リザはどう考えても起き上がれるような状態ではない。

　俺がいま動かなければ、シエナは得体の知れない連中に奪い去られてしまう。

「待て！」

　自動式拳銃バラツクを召喚しようとした瞬間、心臓が破裂するような痛みが走った。神経の一部でも焼き切れているのか、手足の先が痺しびれて動かない。そのまま、痛みに耐え切れず膝をついてしまった。

　どう考えても能力の使いすぎだ。ウェイドを倒す代償だったとはいえ、このタイミングで限界を迎えるのはまったくもって割に合わない。

　男たちに抱え上げられ、梯子はしごへと連行されるシエナと目が合った。

　翡ひ翠すい色いろの瞳には、くすんだ色の絶望が染しみ出だしている。

　男たちから逃れるべく必死に暴れてみても、華きや奢しやな体はあまりにも無力。

　俺の名を呼びながら伸ばされる右手が、遙はるか彼方かなたにあるように見えた。

「こいつを持っていろ」

　苦痛に歪ゆがむ視界に、一粒のガラス玉が飛び込んできた。

　血に汚れ、土つち埃ぼこりでくすんだ表面は、なおも微かすかな光を放っている。俺は反射的にそれを摑つかみ取とった。

　掌てのひらにある硬質の物体を握り締めながら、飛び出していくウェイドの背中を見送る。ウェイドは右肩の断面から生命を流出させながら、しかし重戦車のような迫力をもって突進した。まるで、死に瀕ひんした戦士が眩まばゆい光の中へと飛び込んでいくような、神話めいた光景だった。

「愚図ども、さっさとアレを撃ち殺せっ！」

　梯子はしごの中腹まで昇っていたドナートが、甲高い声で迎撃を命令。指示に従った男たちは、余裕の笑みを浮かべながら死に損ないに銃口を向けた。

　計六つの銃口が、一斉に火を噴いた。もはや能力も発動できないウェイドは何発かの銃弾を無抵抗に受け入れて、赤黒い飛沫しぶきを虚こ空くうに迸ほとばしらせていく。

　だが、それでも男の足は止まらなかった。

「おい……冗談だろ？」集団の一人が震える声で叫んだ。「何でてめえ、そんな状態で生きてやがんだよっ！」

　死神に足首を摑つかまれたような表情で発砲する男の眼球が弾はじけ飛とんだ。被弾を厭いとわず接近したウェイドの上段蹴りが、無防備な側頭部を正確に捉えたのだ。

　血ち塗まみれの戦神は、生き残った男たちの怯おびえを見逃さなかった。

　狙い澄まされた迫撃によって成す術もなく急所を破壊され、男たちは次々と葬列に加えられていく。シエナを担かついでいた男も例外ではない。まず下段蹴りで両足を圧へし折おられ、崩れ落ちてきた顔面を膝で砕かれて、めでたく即死した。

　拘束から抜け出したシエナは、神に対するような畏怖の眼まな差ざしをウェイドに向けていた。

「な、何をしてる無能どもっ！　さっさとその男を殺せ！」

　梯子はしごにぶら下がりながら喚わめく老人の言葉に応える者は、もう誰一人としていなかった。男たちは皆、ウェイドの拳や足から滴したたる粘着いた赤あか染じみに変換されていたからだ。

　死そのものとなったウェイドは、鉄の匂いを撒まき散ちらしながら、怯おびえる老人を睨にらんでいた。

　スーツ姿の男たちはどうやら切り捨てられたらしい。

　ヘリから延びる梯子はしごが、機内に引き上げられ始めていた。ドナートは命綱に全てを託して激しく揺らめく梯子はしごにしがみ付いている。

　怯おびえきった表情で地上を見下ろすドナートは、誰の手も届かない距離まで遠ざかっていた。

　武器を持たず、銀の弾丸の能力も失ったウェイドには、もはやどうすることもできない。

「……そうか、ミア。やっと解わかったよ」

　それでも男は、満たされたような笑みとともに言った。

「お前の言う通り、俺は今まで呪われていたようだ。……ああ、最さい期ごに気付けてよかった」

　乾いた銃声が、虚こ空くうに響き渡った。

　ウェイドの身体からだが、一瞬だけ大きく震える。

　踵かかとが宙に浮き、背中から地面に倒れ込んでいく。

　何が起きたのかをすぐに理解するのは難しかった。

　機内から身を乗り出して狙撃したのは、煙草たばこを咥くわえた白髪頭の男だった。揺れ動くヘリの上からにもかかわらず恐ろしい精度。老兵は僅かに口くちの端はを歪ゆがませながら、牽けん制せいするように俺たちにも狙撃銃の銃口を向けた。そしてそのまま、梯子はしごを昇りきったドナートを機内に回収していく。ドナートの不愉快な哄こう笑しようが、空に浮かぶ黒い箱の中へと消えていった。

　地を這はって痛みに耐えるしかない化け物たちは、機体が蒼そう穹きゆうの彼方かなたへと消えていくのを、ただ見送っていることしかできなかった。




　右肩から先が吹き飛び、全身の至る所に銃弾を浴び、さらに急所であるはずの鳩尾みぞおちにも風穴を穿うがたれたウェイドは、驚くべきことにまだ息をしていた。

　ただ、仰向けになって倒れている男の網膜には、もはや青空は映し出されていないのかもしれない。それほどに、ウェイドの姿は虚うつろで、輪郭を見失ってしまっていた。

　死にゆく復ふく讐しゆう者しやに、シエナが泣きそうな顔で近付いていた。飛び散った血で服が汚れるのも構わずに、男の傍かたわらに座り込んだ。俺も、痛みに縛られた身体からだを引ひき摺ずって何とか歩み寄っていく。リザも歯を食いしばりながら上体を起こし、後に続いた。

　ウェイドの、僅かに開かれた口からは、微かすかな空気の震えだけが漏れ出している。

　声になることもできず、穏やかな風にも搔かき消けされてしまうほどに脆もろい言葉。

　だがウェイドは止めなかった。

　きっとその言葉は、ここにいる俺たちに向けて紡つむがれたものではないのだろう。世界に証あかしを刻むためのものではないのだろう。

　ただ、己の過去にいる誰かに向けて語り掛けているのだ。

　それだけは何故なぜかはっきりと解わかった。

　ウェイドは時折頷うなずきながら、または僅かに目を細めながら、誰かと会話を続けている。俺たちはそれをただ見守っていた。一人の男が、充足感に包まれながら死に向かっていく物語を、行く当てもなくただ見守っていた。

　シエナの瞳からはついに涙が零こぼれ落おちていた。

　彼女がいま何を感じているのかは解わからない。そして同様に、なぜいま俺が哀かなしみに打ちひしがれているのかも解わからなかった。

「……ラルフ」シエナは俺の目も見ずに言った。「私は最後まで、ウェイドを憎むことができなかった。殺されかけて、腕まで折られちゃったのに」

　俺は何も言わない。リザも同じだった。ただ黙して、シエナの言葉に耳を傾ける。

「ウェイドは……ラルフ、あなたにあまりにも似ていたから。そしてきっと……私にも。最悪の過去に縛られて、身動きが取れなくなってるところが、とてもよく似ている。……でも、本当はそんなの認めたくない。……だって」

　続く言葉を、シエナは慌てて飲み込んだ。口に出して、それを真実にしてしまうのが怖かったのだろう。

　俺たちとウェイドは、過去の呪いに縛られているという点において同類だった。それでも俺たちはウェイドを過去の呪いから解放し、死という救いをもたらすことができた。男は穏やかな表情で死に墜おちている。ウェイドはきっと最さい期ごに救われたのだ。

　──ふざけるな。

　悪い冗談は大概にしろ。

　そんなものは、生者の欺ぎ瞞まんでしかない。

　俺たちはそんな風に、汚れた感想を抱いてはいけない。

　ウェイドは確かに過去の呪いから解放された。だが結局、全ては手遅れでしかなかったのだ。

　僅かに開けられた口から、最さい期ごの吐息が漏れ出してくる。

　何処どこまでも深く、永遠に続くように思えた長い嘆息は、気付いたときにはもう途絶えてしまっていた。

　命の消失。幕の下りた物語。

　何度見ても愉快なものではない、確かなことはそれくらいだった。

　降りてくる寂せき寥りようをうまく処理しきれていない様子のリザと、使命感を帯びた瞳で亡なき骸がらを見つめるシエナに、そっと目を向ける。それから、ウェイドに託されたガラス玉を強く握り締めた。

　こんな玩具のようなものが、奴にとってどんな意味を持っていたのかは解わからない。

　だから、これはきっと戒めなのだ。過去に呪われ、それ故に死んだ男からの警告。そう受け取るのが、何よりも自然なことのように思えた。

　男の亡なき骸がらが証明してくれている。

　救いを摑つかみ取とるためには、過去の呪いに立ち向かわなければならないことを。

　決意を固めなければならないことを。

　そしてその決意には、制限時間があることを。

　だから俺は、この決意を胸に刻もう。

　いまこの瞬間、この場所こそが出発点なのだ。

　恋人を殺された過去に呪われた男が、失うことへの恐怖に打うち克かち、運命を変える選択をするための、ここは大いなる出発点なのだ。

　──なあ、このまま三人で、何処どこかに逃げてしまおうか。

　その言葉が、声になることはついになかった。

　代わりに、熱を帯びた決意をガラス玉の中に仕舞い込んだ。
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　白髪頭の男によって引き上げられたドナートは、激しく咳せき込こみながら機内を見渡した。

　何処どこから仕入れたのかも解わからない軍用機。向かい合わせになった長い座席には、先程降下して殺されていった男たちの他にも五、六人が待機していた。男たちは同胞を見殺しにして生還したドナートに憎ぞう悪おの眼まな差ざしを向けている。

　ドナートは、敢あえて挑発するような笑みを返してやった。自らの身の安全が保証されている限り、老人はどこまでも勇敢でいることができた。

「ああ、ドナートさん。こっちです」

　二列の座席の先にある扉が開かれた。その向こうには、縦長の機体に対して垂直になるように座席が四つ、向かい合わせに配置されていた。

　その左奥に座る男の手が掲げられている。無ぶ精しよう髭ひげの男に促されるまま、ドナートはそちらへと歩いていく。

　自らの正面の席へとドナートを誘導しつつ、ハイル・メルヒオットは柔らかく笑った。

「お疲れさまでした。実験の成果はいかがです？」

　ハイルの横に座っている白衣の女と、隣に腰を下ろした白髪頭の男は、ともに銀シロガネ使いだろう。最大限の警戒を肚はらに抱きつつも、ドナートはビジネス・パートナーへの報告を手早く済ませることにした。

「結論として、悪魔は限定的にしか召喚されなかったね。実体化されたのは一部分だけだったし、生体情報の拡散と融合──我々の世界への侵略行為とでも呼ぼうか。そういった現象は観測できなかった」

「周囲の生命を取り込んで増殖していくという、悪魔の基本機能が失われていたと？」

「その通りだよ」ドナートは誇らしげだった。「つまり、悪魔は制御可能な戦略兵器になり得るということだ。あの程度の召喚なら術式による行動の支配も充分機能していたしね。それを試すために、私を恨んでいるウェイド君を被験体に使ったわけだろう？　……ともかく、私の理論の戦術的価値ははっきりと証明されたわけだ。きっと、君たちのビジネスにとっても嬉うれしい結果だろう」

　ハイルは時折頷うなずきながら、老人の言葉に熱心に耳を傾けていた。得意げになって更に専門的な解説に入ろうとしていたドナートを、ハイルの声が遮った。

「術式の構造とか、そんな難しい話は後にしましょうよ。実は、あなたのためにご用意したお酒がありまして」

　ハイルの隣に座る白衣の女が、座席の下から蒸留酒の瓶を取り出した。一目見ただけで逸品であることが解わかる代物。

　受け取ったハイルは、小ぶりのグラスに琥こ珀はく色いろの液体を注ぎ始めた。

「〈ベルモア〉の三五年物。ご存知ですか？」高級酒がなみなみと注がれたグラスをドナートに渡す。「バレシア皇国でも最古の一つと呼ばれる蒸留所で造られた逸品です。その奥深い味わいから根強い人気があったらしいんですが、蒸留所は三五年前に経営破綻で潰れてしまったそうです」

「噂うわさには訊きいたことがあるよ。そうか、これが最後に造られた酒というわけだね？」

「流石さすがですね。やはりご存じだったようだ」

　ドナートは当たり前だと言わんばかりに頷うなずき、グラスに口をつけた。燻いぶされた泥炭ピートの、独特の香りが鼻孔をくすぐる。少量を啜すすり、咥こう内ないを転がして風味を確かめたあと、上機嫌になったドナートは目の前の男に問い掛けた。

「実にいい酒だ。……こんなもの、いったいどこで仕入れたのだね？　恐らく市場に流通してはいないだろう」

「ああ、昔仲良くしていた取引相手から貰もらったんですよ」

　白髪頭の男が吹かし始めた煙草たばこの煙に眉を顰ひそめながらも、ドナートは静かに聴いていた。

「我々ロベルタは彼らのことを、〈総合商社〉と呼んでいました。実に優秀な人たちでね、こちらが欲しいものを何でも手に入れて来てくれた。武器に弾薬、麻薬に〈銀の弾丸〉に。担当者の名前は何でしたっけ……、とにかく人柄もいい、信頼できる男だったことは覚えてますよ。でも、あんなことになるとは……」

　ハイルの言葉を受け、白衣の女は顔を伏せた。隣に座る白髪頭の男の顔にも、昏くらい陰が差したように見えた。

　会ったこともない他人に起きた悲劇など心底どうでもよかったが、一応の礼儀としてドナートは問い掛ける。

「いったいどうしたのだね、その男は？」

「彼らは処刑されてしまいました、全員ね。別に大した罪じゃない。少なくとも、生きたまま焼かれて殺されるほどの罪じゃなかった。ただ間違いを犯しただけだったのに」

　至近距離から煙が吹き付けられ、ドナートは激しく咳せき込こんだ。涙目になりながら白髪頭の男を睨にらみつけるが、直すぐに目を逸そらす。男の深い瞳に、殺意のようなものが見えたからだ。白衣の女もドナートを舐なめ回まわすように観察していた。掌てのひらに嫌な汗が滲にじむ。

「まっ、間違いとは？　その連中は何をやったのだね？」

「僕たちは彼らから〈銀の弾丸〉を二発ほど仕入れるつもりでした。でも、取引場所で彼らが寄越したのはコンテナに入れられた麻薬の山。事情があって銀の弾丸を手に入れられなかったお詫わびとして、同じ金額の商品で手を打ってくれたわけです。どうです？　ふざけてるでしょう？　こちらの要求オーダーに正確に答えられなかったから、彼らは死んだ。浅はかにも代替品で済ませようとしたから、彼らは生きたまま焼かれたんです。とはいえ、今思えば別に殺しはしなくてもよかったかもしれない。……実にかわいそうだ。ねえ、ドナートさん？　あなたもそう思うでしょう？」

　老人は慌てて立ち上がったが、いつの間にか締められていたシートベルトによって座席に引き戻されてしまう。

　震える手から滑り落ちた酒杯が床で砕け、高級酒を機内にブチ撒まけていく。気付くと、向かい合わせの長い座席に座っていた男たちもドナートを囲んで立っていた。

「私の要求オーダーは、悪魔を完全に召喚することだったはずです。部分的に召喚した方が戦術的価値が高い？　いやいや、そんな勝手な解釈で約束を破るのはやめてくださいよ」

　必死に脱出経路を探るが、無駄だった。

　どう考えても、上空を飛ぶ鉄の箱に逃げ場などあるはずがない。

「だっ、だが、兵器は制御可能だからこそ価値があるんだ。悪魔を完全に召喚でもしてみろ、この人工島ごと滅んでしまうぞ！」

「またまた」ハイルはどこまでも穏やかな表情だった。「あなたは理論を完成できずに、変な理屈をぶら下げて妥協しているだけでしょう？　悪魔の完全な召喚には、魔女のような特異体質を持つ人間を使う必要がある？　ああ、だったらさっきあなたが連れてこようとした少女なんてどうです？　試してみる価値はあるはずだ」

「そ、その可能性も考えた！　だが、ウェイドの妨害にあって……」

「ほら、失敗しただけじゃないですか。やっと認めてくれましたね」

「……何をそこまでこだわる。お前が前に言っていた、イレッダの深しん淵えんに棲すむ魔女の関係者とやらに唆そそのかされたのか？」

「やだなあ。正真正銘、僕自身の意思ですよ。彼は関係ありません。ところで」優男にしか見えない穏やかな笑みを浮かべたまま、ハイルは懐ふところから細身のナイフを取り出した。「あなたを守るために、僕の部下が何人も殺されてしまいました」

　ハイルは少しも表情を変えることなくナイフを振り下ろし、ドナートの掌てのひらを貫いた。老人のくぐもった悲鳴が上がる。ハイルは血ち糊のりが絡からみつく刃を抜き、再び垂直に振り下ろした。それを何度も繰り返しながら、相変わらずの穏やかな表情で続ける。

「トビーは麻薬中毒者でしたが、実に強力な銀シロガネ使いでもありました。これまで何度も僕のビジネスの手助けをしてくれた。さっきウェイドさんに殺された皆さんも……まあ名前こそ覚えてませんが、実にいい働きをしてくれていましたよ。感謝してもしきれません、本当にね。ねえ、ドナートさん？　僕は彼らを失ってしまってとても悲しい。……この喪失の代償をあなたに求めるのは、どこか間違っていますかね？」

「ああがああああああっ！　やめっ、やめろっ！　いったい、こっ、これは何のつもり、だ！」

　もはや原型を留とどめていないドナートの掌てのひらを、ハイルはなおも貫き続ける。静かな口調には、興奮したような素振りなど一切見られなかった。

「なんてね、冗談ですよ」ハイルは血ち塗まみれのナイフを興味もなさそうに一いち瞥べつしたあと、隣に座る女に預けた。「いや、単純にね？　復ふく讐しゆうっていうのがどんな感情なのか知りたかっただけなんです。本当に怒ってるわけじゃないので安心してください。ああ、ハンカチとか使います？」

　歯車の壊れた異端者──そんな生易しい言葉では、この男の恐ろしさを形容することなどできはしなかった。

　ドナートを取り囲む部下たちとは対照的に、ハイルからは殺意が一切感じられなかったのだ。悪意もなく、恐らくは本当に今彼が言ったのと同じ理由で、躊躇ためらいなく人を傷つけることができる男。まさに精神の怪物だった。自分よりも二回り以上は若い青年に、ドナートは畏怖とも呼ぶべき感情を抱いてしまう。

「……ハイル」白髪頭の男が、低い声で呟つぶやいた。「ドナートの服から異音がする。確かめた方がいい」

　座席を取り囲んでいた男たちが慌ててドナートの身体からだをまさぐると、スーツのポケットに、コインほどの大きさの機械が見つかった。ハイルは一瞬だけ、鋭利な笑みを見せた。

「……盗聴器、みたいですね。今の高度なら、まだ電波も地上に届いているはずだ」

「わわわ私は何も知らない！　知らないぞ！　……ああ、そうだ。あの男だ！　あの金髪の若造が私の胸倉を摑つかんできたときに、きっと……」

　ハイルは掌てのひらの上の機械を愛いとしそうに眺めたあと、グラスに投げ入れて、琥こ珀はく色いろの酒を注ぎ入れた。そして興味を失った玩具に向けるような目でドナートを一いち瞥べつすると、朗らかな笑みを浮かべながら言い放った。

「念のため拷問にかけましょう。他にも何か仕込まれているかもしれない」

「まっ、待ちたまえ！　わっ、私にそんなことをして何になる？　私の理論を引き継いで、実験を進められる人間が他にいるのか？」

「ああ、その点なら問題ありませんよ。隠してたわけじゃないですが、実は私も施術士の端くれなもので。だからまあ、あなたの理論はもう完璧に理解しているつもりです。……はは、自己顕示欲の強さが裏目に出ちゃいましたね。そういうのを、何だっけ……ああ、そうだ。そういうのを、周りの見えてない間抜けって呼ぶんだった」

　今この瞬間、己の運命は目の前の男に握られた。

　表情一つ変えずに人間を地獄に堕おとすことができる、この精神の怪物に。

　恐怖と絶望が質量を持ち、哀れな老人を圧おし潰つぶしていく。

　ウェイドの施術にハイルを同席させたことは大きな過あやまちだった。犯罪組織の最年少幹部として持もて囃はやされているだけの若造が、〈施術書グリモア〉を解するような人間だとは思いもよらなかった。

　こうしてゴミのように扱われるまで、自らの有用性を信じて疑わなかった──だから自分はこれから嬲なぶり殺ころされるのだ。

　そこまで理解して、ドナートはついに失神してしまった。

「しかし、あれですね」

　ハイルは琥こ珀はく色いろのグラスに沈んだ盗聴器を眺めながら呟つぶやいた。

「あの賞金稼ぎたち……ドナートさんが逃げた場合の保険として盗聴器こんなものを仕掛けるとは抜け目がない。ああ、トビーさんを殺したのも彼らですっけ？　さすが、吹けば飛ぶような存在の癖に、やたらと第一線に絡からんでくるだけのことはある」

　部下たちによって拘束されていくドナートを興味もなく眺めながら、ハイルは盗聴器の入った酒杯を呷あおった。

　楽しそうに細められた瞳に、本当はどんな感情が宿っているのかなど、機内にいる誰にも読み取れはしなかった。
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　絵の具を薄く塗りつけたような雲々が青空を漂っている。深い紫色に沈んだ広漠な海。水面を跳ねる魚たち。それを狙う海鳥の群れ。目の前に広がる美しい景色は、ここが地獄の淵ふちであることを一瞬だけ忘れさせてくれた。

　気を取り直し、海沿いの広場でベンチに座っていたリザの隣に腰を下ろす。

「あれから一週間も経たってねえのに、もう包帯が取れたのかよ」

　久しぶりに会った相棒は、ウェイドによって粉々に砕かれていたはずの左腕で、潮風で乱れた前髪を直している。ジャケットの下には痣あざの一つくらいはあるのかもしれないが、少なくともこいつが俺が見ている前で弱みを晒さらすことはない。

「あんたこそ、まさか生きてたとはね。いつまで待っても葬儀の招待状が届かないから、おかしいとは思ってたんだけど」

「その言い方だと、俺が死ぬことを楽しみにしてたようにしか聞こえねえな」

「そんなことないから安心して」

「いったいどうやったら、そこまで感情が籠ってない目になれるんだよ。新しい特技か？」

　医者の言いつけなど守る気もない俺は、懐ふところから取り出したダフトフラック・スタンダードに火を点つけた。粗悪な煙が肺を循環していくのを感じながら、しみじみと呟つぶやいた。

「……まあ実際、何度も死にかけたよ。化け物でもなんでもない俺があれだけの傷を負えば、当然っちゃ当然だけど」

　ウェイドの死を見届けたあと、俺は糸が切れたように意識を失った。シエナが呼びつけたフィルミナードの構成員どもによって応急処置が行われると、俺は例の如ごとく船に載せられてエルレフ大学病院まで担かつぎ込こまれたらしい。全身の裂傷からくる高熱に三日三晩苦しめられ、一度だけ集中治療室に運ばれたとも聞いた。推測でしか言えないのは、俺にはその数日間の記憶が一切ないからだった。

「フィルミナードに管理されてるシエナはともかく、看護師に訊きいた話じゃリザ、お前は一度も見舞いに来てくれなかったらしいな」

「〈ディジーズ〉が主催する野外フェスの開催が発表されたから、参加するバンドの曲を一通り聴きき漁あさってたの。そんな多忙な毎日の何処どこに、病院までいく時間があるんだよ」

　正直、もっとマシな理由を期待していた。

「ただの音楽鑑賞と、仕事仲間の生命の危機と、いったいどっちが大事なんだよ。……いや待て、言わなくていいぞ？　聞いたら哀かなしくなるだけだからな」

　紫煙とともに、深い深い溜ため息いきを吐き出した。俺はリザのことを、「些さ細さいな理由で殺し合わない程度には信頼しあっている仕事仲間」くらいには思っていたが、向こうはそうでもないらしい。

　まだ全身が痛いが、この眩暈めまいはきっと痛みのせいだけではないだろう。

「とにかく、俺がくたばってる間に色んな出来事があったみたいだな」気を取り直して、俺は自分たちが置かれている状況を整理してみる。「まず、フィルミナード・ファミリーとロベルタ・ファミリーには、明確な敵対関係ができあがった。俺たちが仕掛けた盗聴器がきっかけだ」

　万が一ドナートが逃亡した場合に備えて仕掛けていた盗聴器は、想定外の情報をもたらしてくれた。奴が裏でつながっていたハイル・メルヒオットという男の目的。そしてその異常性。フィルミナードに渡した音声データからは念のために削除しておいたが、魔女の関係者とかいうヒントの存在も明かしてくれた。

「まあ、あからさまな動きはまだないみたいだけど」

「一応、イレッダの五大組織の間には停戦協定が結ばれてるからな。だが、お互いにお互いの持ち物を欲しがってる以上、このまま何も起こらないなんてことは有り得ない。水面下ではもう戦争の準備を進めてるだろうさ」

　フィルミナード・ファミリーは、ボスのアントニオ・フィルミナードを安らかに殺すために、ドナートが提唱していた理論を手に入れたい。シエナのような特異体質の人間以外を悪魔の媒体にできる上、暴走の心配もほとんどないと考えられるからだ。だが肝心のドナートは恐らく殺され、理論はハイル・メルヒオットの手に渡っている。

　一方で、ハイルの方の目的は悪魔の完全なる召喚だ。シエナの特異体質に気付いているハイルは、恐らく彼女の誘拐を企たくらんでいるだろう。

「てか、ラルフ。ウェイドのときは充分に制御できてたみたいだから解わかるんだけど、悪魔を完全に召喚したところでメリットなんてなくない？　暴走して、オルテガみたいに施術士も殺されるってのがオチでしょ」

「……だよな、普通はそう考える。ドナートが言ってた通り、制御の効かない兵器に存在価値なんてもんはない。だが音声を聞く限り、ハイルって野郎は確実にイカレてる。何か、俺たちには理解できないような理由で動いている可能性もある」

「〈銀の弾丸〉の悪魔の、破壊以外にある価値って何？」

「俺が知るかよ」

　直接会ったこともない大物の思惑など、いくら考えても解わかるはずがない。吐き出した煙が空の青さに耐え切れず霧散していくのを眺めながら、俺は話題を変えた。

「唯一のポジティブな要素といえば、フィルミナードの強硬派どもがシエナを実験体にする理由がなくなったことくらいだな。まあ、ボスを救うための理論自体は見つかったわけだし」

　とはいえ、シエナを狙う勢力がひとつ生まれてしまったことには変わりはない。シエナはより厳重に監視されることになり、しばらくはあの地下室に閉じ込められてしまうだろう。当然ながら面会もできないし、いつか交わした約束を叶かなえることもできない。

　フィルミナードの対応は当然だし、俺たちにはそれを拒否する権限などはない。今はまだそれでも仕方なかった。

　──そう、今はまだ。

「強硬派どもはダレンが説得したんだっけ？」

「らしいな。これで奴は、フィルミナードの跡目争いでもめでたくトップに立てたわけだ。……てか、俺はてっきりあのおっさんはくたばったと思ってたんだけど」

　賭と博ばく場じようでの死闘で、ウェイドはシエナを捕まえて裏庭に出てきた。当然中にいた連中は皆殺しにされたと思っていたが、最高幹部のダレンと、その忠実な犬であるグレミーだけは重傷を負いながらも何とか生き永らえていたのだ。

　ウェイドは、俺とリザが二人がかりでも圧倒されてしまうほどの化け物だった。様々な偶然が重なったから倒すことができただけで、俺たちとの実力差は歴然。そんな相手に一人で立ち向かい、ダレンを守ることができたグレミーはやはり油断できない使い手といえる。

　何とか歩けるようになった頃、病院の喫煙室に向かう廊下でグレミー・スキッドロウとすれ違ったことを思い出した。

　奴はこちらを見るや否いなや、肩で風を切りながら歩み寄ってきた。

「何だ、まだ生きてやがったのか」

「それはこっちの台詞せりふだよ。お前こそどうやって生き延びた？　ウェイドの靴でも舐なめて見逃してもらったのか？　どんな味がしたのか教えろよ」

「自分の大好物が、人にとっても同じだとは思わねえ方がいいぜ」グレミーはガキに言って聞かせるような口調で続けた。「そもそも、奴との勝負はついてねえよ。反撃しようとしたら、ウェイドはお姫様を連れて外に出ちまった。そんで、追いかけようとしたところをダレンたちに止められたってわけだ」

「見苦しい負け惜しみだな」

「俺としても納得はしてねえよ。だがあんな条件を提示されちゃ、大人しく待機してるしかねえ。……まあそれはいい。とにかく、てめえらがめでたく殺されてたら今度は俺がウェイドと戦う番だったってことだ」

「要するに、言い訳を考えながら震えてたってことか。パンツは後でちゃんと交換したか？」

「なあ、俺はお前の病室が何処どこなのか知ってるんだぜ。鍵なんざ掛かってねえことも、そこで寝てるのが殺されたがりのマゾ野郎だってこともな」

「……何だそりゃ、脅しか？」

「発言には気を付けた方がいいぜ、って話だ。喧けん嘩か売るなら、身体からだ中に巻いた包帯が全部取れてからにしな」

　あのとき、背筋に冷たいものが走ったのを素直に認めよう。

　まだ当分退院できそうにない俺とは対照的に、奴はもういつもの革ジャケットにジーンズ姿だったのだ。去っていく化け物の背中に向けて中指を立ててやるのが、手負いの俺にできる全てだった。

　意地でも認めたくはなかったが、グレミーの発言は真実だろう。

　明らかに正気を喪うしなっていたウェイドがグレミーに止とどめを刺さずに部屋を出ることは不思議ではないし、殺し合う俺たちを遠巻きで眺めて様子を窺うかがうというダレンの判断も当然だ。

　奴に指示を出したのがダレンだけではないというのが引っ掛かったが、まあ、そちらの見当はついている。

　結局、俺たちは捨て駒でしかなかったのだ。グレミーに出番が回らなかった──つまり俺たちがくたばらなかったことは、きっと何かの奇跡でしかない。

　意識が現実に戻ってくる。見ると、リザが不機嫌そうに鼻を鳴らしていた。

「ラルフ。……今回痛感したけどさ、やっぱり私らは弱いよ。笑えるほどに弱い」

「どうした、急に謙虚になって。もしかして新しい宗教でも始めたのか？」

「戒律じゃ、不愉快な隣人は積極的に殺しましょうってなってるけどどうする？」

「まだ間に合うから、今すぐ改宗しろ。てか、人を殺すならせめて許可を取ってからにしろ！」

　喉元に向けられたナイフを慌てて払いのける。まだくっついていない肋ろつ骨こつや、全身の切り傷が抗議するように激痛を発生させた。苦く悶もんに呻うめいていると、すぐ近くでエンジン音が聴こえた。黒光りする高級車は広場の近くで停止。中から、燃えるような薔薇ばら色いろのスーツを着た女が降りてきた。

　リザがナイフをホルスターに戻しながら立ち上がる。

「覚悟は決まったの？」

「もちろん」俺も立ち上がり、二本目の煙草たばこを取り出しながら答えた。「ここからが本当の戦いってやつだ」




　薔薇の女王ジエーン・ドウは部下を車に待機させたまま、ひとりで階段を降りてきた。

　赤いハイヒールが石畳を叩たたき、軽快な音を奏かなでていく。澄み渡るような青空と紺こん碧ぺきの海を背景に進む姿は、美しい映画のワンシーンを彷ほう彿ふつとさせた。

　いや、実際、何処どこかの劇場で見たことがある情景なのかも知れない。ジェーンは大昔に死んだ世界的女優、ヴィクトリア・エドモンドの皮を被かぶって生きているのだ。大きなサングラスで顔の半分ほどが覆われていても、その全身から漂う気品までは隠し切れていなかった。

　サングラスを胸ポケットに入れながら、ジェーンが微笑ほほえんできた。

「まずは、おめでとうと言っておくべきかもね。二度も悪魔の実体と交戦して、生き延びてみせたんだから。多分だけど、人類初の快挙かも」

「お前が死体の振りをせず手伝ってくれてたら、俺たちが死にかけることもなかったはずだけどな」

　推測の域を出ないのが正直なところだが、ジェーンは、悪魔になったウェイドと俺たちの戦いを特等席で見物すべく、黒服どもに紛れ込んでいた可能性がある。

　グレミーに待機するよう指示を出した人物はダレンの他にもいたらしいし、何よりこいつは死体の演技も得意そうだ。

「ちょっと、そんなに買かい被かぶらないでくれる？　荒事は得意じゃないんだから」

「どうだかな」

　殺意を迸ほとばしらせている俺たちを前にしても微笑ほほえみを崩さない精神性と、一切隙を見せてこない立ち回りは異常の域に達している。確かに、キスをした相手の記憶と姿をコピーするという能力が戦闘向きであるようには思えないが、この女はまだ他にも牙を隠しているはずだ。根拠はないが、俺はほとんど確信していた。

「ところで」ジェーンは俺とリザを交互に見つめて、優しい声で言った。「私をここに呼び出した理由は何？　こうして楽しくお喋しやべりするのが目的だったりして」

　俺は目を閉じる。瞼まぶたの裏側にいつも映し出される、シャルロッテの死に顔のことを考える。

　かつて俺は、最愛の恋人を失った。

　シャルロッテは俺の目の前で犯されて、薬物の過剰摂取オーバードーズによってゴミのように死んだ。

　凄惨な過去は呪いを産うみ堕おとし、俺の手足を鎖で縛り付けた。希望を追い求めれば、大切なものを失うリスクが生じる。

　だから俺は、ずっと目を背けてきた。

　この先にある未来が塞がれているということに。

　奴隷として組織に従っている日々は、緩やかな破滅でしかないということに。

　──だが俺は、ウェイド・レインの辿たどった結末を間近で見てしまった。

　過去の呪いに縛られた者に訪れる、救いのない結末を。

　そして呪いからの解放には、制限時間があることを。

　だから俺は、この呪いに今すぐ打うち克かたなくてはならない。ただ坐ざして滅びを待っている時間は終わりだ。全てを失うリスクを背負ってでも、塞がれた未来をこじ開けるために動かなければならない。

「……ひとつ、取引をしよう」過去の呪いに中指を立て、俺は言い放つ。「あんたらが今最も欲しがってる、ハイル・メルヒオットの身柄を俺たちが取り押さえてやる。あとは交渉するなり拷問にかけるなりして、アントニオを悪魔の媒体にする方法を聞き出せばいい」

「こちらが差し出す対価は？　……まあ、聞くまでもないかもしれないけど」

「お察しの通り、シエナの身柄の解放だ」

「そんなこと、フィルミナードが許すと思う？」

「いいか？　これはジェーン、あんたとの個人的な取引なんだ。組織を出し抜くのは得意だろ？」

「……残念だけど、話にならない」ジェーンは困ったような笑みを浮かべた。「もう気付いてると思うけど、フィルミナードは着々と戦争の準備を進めてるの。もちろん五大組織としての協定があるから、水面下での暗殺合戦のような形にはなるだろうけど」

「まあ、そうなるだろうな」

「……ねえ、そこにあなたたちが絡からんでこれる余地があると本当に思ってる？　組織が抱えている銀シロガネ使いが、私やグレミーしかいないとでも？　とにかく、あなたたちの手を借りる必要もなく、フィルミナードはハイル・メルヒオットの身柄を押さえる。組織がやると言ったら、絶対にそれは達成される」

「凄すごい自信だな」

「だって、今までがそうだったからね」ジェーンは苦笑いとともに肩を竦すくめた。「で、それでもあなたたちと取引をしなければならない理由は何？」

　ここまでは予想していた。ジェーンは必ず、取引に乗るメリットの提示を求めてくる。

　つまり、ここからが正念場だ。

　慎重に選び取った一語一語を、細心の注意を払って紡つむいでいかなければならない。リザが真紅の瞳でこちらを見ていた。

　解わかってるよ、ヘマはしない。

　今はただ、俺の詭き弁べんを信じてそこで待っていろ。

「まず一つ目」俺は煙草たばこの残り火を靴の裏で消しながら告げた。「フィルミナードに所属しているわけでもない俺たちは、きっとあんたらにとって都合のいい駒になる。まあ確かに戦力としては心こころ許もとないかもしれないが、五大組織の不戦条約に縛られない俺たちなら、表立ってハイルの誘拐に向けて動くことができるってわけだ。ロベルタ・ファミリーとイチャついている間に、他の組織をまとめて敵に回してしまうことはあんたらも避けたいだろ？」

「勿もち論ろんあなたたちには、フィルミナードの兵隊にはできないような仕事をしてもらうつもり。でも、報酬は預金残高を増やしてあげるだけで足りるはず」

「逸はやるなよ、理由はまだある」ジェーンの試すような視線に抗あらがうため、俺は微笑を顔面に張り付けた。「俺たちなら、あんたへのプレゼントを調達してあげられるかもしれない」

「ドナートの理論とは別に？」

　ジェーンの碧あおい瞳が、一瞬だけ鋭く光ったように見えた。俺はさらに外堀を埋めていく。

「……ジェーン。あんたは別に、フィルミナードに忠誠を誓っているわけじゃない。ただ、自分の目的のために都合がいいから身を置いているだけだ」

「私ほどアントニオのことを想おもっている人間はいないっていうのに」

　冗談めかして笑う女のことは、ひとまず無視することにした。

「根拠ならある。……お前は〈銀の弾丸〉の悪魔について、オルテガの実験が行なわれる前から何故なぜか詳しく知っていた。あのとき俺たちに話した内容は、オルテガの手記を拾うまでは誰も知らなかったはずのものだ」

　ジェーンは黙って頷うなずいている。

「……お前の本当の目的はアントニオの救済でも、まして悪魔を安全に召喚することでもない。ここからは推測だが……あんたは、おとぎ話の謎を解き明かすために組織を利用してるんじゃないか？」

　真紅の唇が楽しそうに歪ゆがんだ。

　その表情が意味する感情が何なのかは、俺には解わからない。

「……話を戻しましょう。その推測が正しいかどうかは置いておいて、あなたたちが私に差し出してくれるプレゼントは何？」

　俺は深く息を吸い込み、青い世界の中心に立つ薔薇ばらの女王に言い放った。

「魔女の関係者に会わせてやる」

　ジェーンの瞳が、一瞬だけ大きく見開かれたのを俺は見逃さなかった。畳みかけるなら今しかない。この女に落ち着く暇を与えないよう、矢継ぎ早に続ける。

「フィルミナードにくれてやった音声データは、実は編集済みのものだ。俺たちだけが知っている情報がいくつかある。魔女の関係者とやらの存在も、そいつがハイルと繫つながっていることも、そしてそいつを探し出すためのヒントもな。それを辿たどっていけば、恐らくハイルの狙いも明らかになるだろう」

　盗聴器が拾った、イレッダの深淵という聞き慣れない単語。こいつを追っていけば、魔女の関係者とやらを見つけ出すことができるかもしれない。

「……私の能力は、もう痛いほど知っているはずでしょう？」ジェーンはやはり、どこか動揺している様子だった。「あなたと唇を合わせるだけで、そんな情報は簡単に盗んでしまえる」

　静観を貫いていたリザが、ナイフの切っ先を薔薇ばらの女王に向けていた。

「させると思う？」

「いいか、ジェーン」頼りになる相棒を一いち瞥べつして、俺は続けた。「魔女の関係者探しは俺たちだけでやる。手出しは無用だし、もちろんフィルミナードにも内緒で行なう。この取引のことは、今ここにいる三人しか知らない」

「……なるほど。確かに、私にはその取引に応じるメリットがある」ジェーンは観念したように肩を竦すくめたあと、一転して、凍えるような声色で言った。「だけど、いいの？　あなたたちが踏み込もうとしているその世界は、酷ひどく混こん沌とんとした場所にある。その覚悟は本当に本物だと言いきれる？」

　過去の呪いはもう焼き払ってある。手足を封じる鎖などもう存在しない。

　シャルロッテの幻影を背負ったまま、俺は前に進んでいくことができる。

「当たり前だ」俺は目を逸そらさずに頷うなずいた。「……これで、取引は成立だな」

「……やっぱり、あなたは狂っている。多分、この人工島にいる誰よりもね」

　蠱こ惑わく的てきな笑みとともに言い残して、薔薇ばらの女王は俺たちの前から去っていった。彼女を乗せた高級車が遠ざかっていくのを見送ったあと、俺はその場に座り込んだ。意思の力で堰せき止とめていた汗が、どっと湧き出してくる。凄すさまじいほどの疲労を感じていた。

「ああ、クソっ。これでもう、俺たちは何処どこにも引き返せなくなった」

「いいじゃん。おかげで、しばらく退屈しなくて済む」

「はっ、気楽すぎるだろ。くたばる確率がさらに上がったんだぞ？」

「今更かよ」リザは笑った。「前も言ったでしょ？　『理由』を考えるのはあんたの仕事。なら、一振りの刃になって暴れてやるのが私の仕事。だから、あんたのイカレたアイデアにも喜んで乗っかってやるよ。……まあ、その方が楽しそうだし」

「やっと忠実な部下になってくれたわけだな。じゃあ、この調子で給与分配の話を進めよう」

「今から偶然斬り殺されるあんたに、もう金なんていらなくない？」

「……冗談だよ。ちょっと言ってみただけだ」

　シャルロッテを目の前で殺された苦しみも、シエナを悪魔にさせてしまった後悔も、きっと死ぬまで消えることはないのだろう。

　だが、凄惨な過去がいくら呪いの言葉を囁ささやこうとも、リスクを伴う選択を恐れてはならない。過去を背負ったまま歩き続けなければならない。

　塞がれた未来をこじ開けて、その先へと進んでいくために。

　何処どこかにあるはずの希望を、その微かすかな光を、汚れた手で摑つかみ取とるために。
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　死にゆく男に駆け寄る、小さな人影がひとつ。

　瘦せっぽちの少女が、天を仰ぐ男に向かって叫んだ。

「ああ……、ああ！」少女は涙を流していた。決して涸かれることのない涙を。際限なく溢あふれ出だしてくる光の粒を。「そんな……死なないでウェイド！　お願いだから……」

「何を泣いてるんだ、ミア？」男の声は、少女だけには明瞭に聞き取れた。「俺はずっと、お前との約束を破り続けてきた。都合のいい幻影を自分で作り出して、憎しみに溺れる自分を正当化していたんだ。そんな罪深い男のために、涙なんて流す必要はない」

「でも……でも！」

　少女は必死に周囲を見渡した。そして、ウェイドを覗のぞき込こむ金髪の男の掌てのひらにある、安物のガラス玉を見つけた。それを指差しながら続ける。

「あなたは最後、お母さんの形見を守ってくれた！　自分が殺されそうなのに、必死に守ってくれた！　それに、攫さらわれそうになっている女の人を助けてくれた！　……やっぱりあなたは、優しい人なんだ。だから……だからもう、自分を憎むのはやめて！」

「……ああ、ミア。大丈夫だ。心配はいらない」

　男は小さく笑ってみせた。それは内側から咲さき零こぼれてくるような笑みだった。地獄の底を這はい回まわってきた人生で、こんな表情をつくることができたのは初めてだった。

「俺はこれまで、何度も間違えてきた。貧民街スラムを生き抜くために罪を重ねてきたし、終しまいには人殺しにまで身を堕おとしてしまった。俺の人生に救いは訪れない。ずっとそう思って生きてきた」

　光を失っていく双そう眸ぼうに、少女の泣き顔を焼き付ける。

　それ以外には、もう何もいらなかった。

「だが、ミア。俺はお前に出会うことができた。地獄にいるのに希望を見失わず、他人のことだけを考えて生きていけるような優しい子に。俺たちは見知らぬ者同士だったが、それでも確かに家族だった。同じ地獄をともに歩く、家族だった。……なあ、お前もそう思ってくれていたか？」

　少女は泣き腫らした顔で頷うなずいた。

　死に抱かれていく男にも見えるように、何度も、何度も大きく頷うなずいた。

「……はは。良かった。……それで、充分だ」

　これが最さい期ごの言葉になることは、嫌というほどに理解できた。

　だから少女は、ゆっくりと閉じられていく男の瞳を静かに見つめた。

「……ミア。……俺を、人間にしてくれてありがとう」

　長い静寂が、永遠の沈黙が訪れる。

　ウェイドの安らかな表情は、血に汚れた復ふく讐しゆう者しやにはとても見えなかった。

　ひとりの、優しき男の顔だった。地獄の底に零こぼれ落おちた、一ひと欠片かけらの救いだった。少なくとも少女は、そう信じることにした。

　暖かい風が、芝生の上を吹き抜けていく。

　少女の涙は風に攫さらわれ、幾つもの微細な光の粒となって世界を渡っていく。

　それはきっと、誰にも観測できない種類の輝きだった。

　地獄を進む生者たちには見えない、世界で最も美しい輝きだった。

　優しき男に祈りを捧ささげる少女だけが、潤んだ瞳でそれを見上げていた。
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『マッド・バレット・アンダーグラウンド』の第二巻は、拭うことのできない過去に呪われた者たちが、地の果てを這はい回まわり、一ひと欠片かけらの答えを探し求める物語だった。




　大切な何かを失った者たちは、血と硝煙に覆われた盤面の上で対たい峙じする。

　過去に呪われ、失うことを恐れるが故に、地獄の底で停滞し続けていた男。

　過去に呪われ、失ったことを憎むが故に、冷酷な復ふく讐しゆう者しやに身を堕おとした男。

　そして彼らは不自由な選択を突き付けられ、地獄の淵ふちで葛藤することになった。




　過去の呪いは、今を生きる者たちを容赦なく縛り付けてくる。

　自分のミスがきっかけでチームを惨ざん敗ぱいさせてしまったスポーツ選手は、リスクを犯して積極的にプレーすることが二度とできなくなるかもしれない。

　上司から激しく[image: 叱]責され続けてきた新入社員は、自分にできた部下に対して鋭利な言葉を浴びせるようになるかもしれない。

　周りから虐しいたげられ続つづけてきた少年は、人の輪に入ることを諦めて分厚い殻に閉じこもってしまうかもしれない。




　呪いは恐怖に姿を変え、全身を氷漬けにして動かなくするだろう。

　時には破壊願望となり、目に映る全てを攻撃するようになるだろう。

　あるいは諦念となり、自らの可能性をゴミ箱に放り込んでしまうだろう。

　とはいえ、呪いに打うち克かつことは難しい。

　神でも悪魔でもない私たちに、過去を変えることなど絶対にできないからだ。

　時間が全てを洗い流してくれるのを待つには、人の一生などあまりに短すぎる。




　だがそれでも、私たちは敗北を認めてはならない。

　寂せき寥りようの荒野を、這はってでも進み続けなければならない。

　過去に呪われた奴隷ではなく、己自身として地獄を生きていくために。

　何処どこかに転がっているはずの、一ひと欠片かけらの答えを探し求めるために。

　それこそが、私たちが過去に対してできる唯一の抵抗なのだろう。




　過去に呪われた者たちの戦いを、彼らの不自由な選択が導いた結末を、ぜひその目で確かめていただければと思います。




　（今回もあと二ページだけ続くようです。もう少しだけお付き合いくださいませ……！）




　読者の皆様はご存知かと思いますが、カロリー高めな小説を日々書いています。

　文章量も多く、テーマも随分と重いので、まあ深夜にずっと書いてると胃もたれを起こしてしまうこともあるのです。

　そんなとき私は、あらゆる手段を使って現実逃避することにしています。

　最近のお気に入りは、アプリで芸人さんのラジオを聴きながらサッカーゲームをプレイすること。この間私はマジで何も考えていません。指なんかもうほとんど反射で動いている状態で、気付いたら二時間ぐらいは平気で経過しています。な、なんて無駄な時間……。




　ゲームに飽きると私は我に返り、過去にかけられた「呪い」のことを考えます。

　大学時代のある日、バイト先の店長に怒られた夜。それはもう理不尽なほどの怒鳴られっぷりで、自分の存在価値を激しく疑ってしまうほどに落ち込んだのを覚えています。

　その夜、布ふ団とんの中で延々と悶もだえながら、過去の私は自分に呪いをかけたのです。

　この地の底から抜け出すためには、小説を書くしかない。

　お前の存在価値は、きっとそれ以外にはないのだと。




　一時的な感傷に過ぎなかったはずのそれは、消えない呪いとなって私を作家の世界に連れてきてしまいました。こうなったらもう、この呪いを背負ったまま、行けるところまで進んでいくしかないのでしょう。

　ただ、今ならその呪いを愛すことができる気がしています。




　最後になりますが、この本の出版に携わってくださった皆様に心よりお礼を申し上げます。

　一巻に引き続き多大なるサポートをしてくださった担当編集の阿あ南なん様、長なが堀ほり様。これからも、三人で一丸となっていい作品を作っていきたいと思いますので、よろしくお願いします。

　表紙買いせざるを得ないほど素敵なイラストを描いてくださったマシマサキ様。どんなイラストが出来上がるのか、毎回とても楽しみにしております。

　一巻に引き続き、今作を最後までお読みいただいた皆様。皆様の温かいメッセージやご感想が励みになっております。これからもご期待に添えるよう精進いたします……！




　さて、お察しの通り『マッド・バレット・アンダーグラウンド』はまだまだ続きます。

　ぜひ今後も、末永くお付き合いいただければ幸いでございます。それではまた！
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